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ご注意

保証について

Hewlett-Packard 社は、 この文書に関して市場性および特殊目的への適合性の暗黙の保証を含む 一切の保証を行

わないものと します。 Hewlett-Packard 社は、 この文書内の欠陥に対して、 およ  びこの文書の提供、 実行、 また

は使用に関連する直接損害、 間接損害、 実損害、 偶発損害、 およ  び結果損害に対して責任を負わないものと しま

す。 当社の事前の書面による承諾なく、 本書のコピー、 改変、 または別の言語への翻訳を行う こ とは 禁じられて

います。

この情報は予告なしに変更されるこ とがあ り ます。

Restricted Rights Legend

Confidential computer software.Valid license from HP required for possession, use or copying.Consistent with 
FAR 12.211 and 12.212, Commercial Computer Software, Computer Software Documentation, and Technical 
Data for Commercial Items are licensed to the U.S. Government under vendor's standard commercial license.

著作権について

© Copyright 1998 - 2008 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標について

Acrobat®、 Adobe®、 PostScript® は、 Adobe Systems Incorporated の登録商標です。

Intel®、 Itanium®、 および Pentium® は、 Intel Corporation またはその子会社の米国およびその他の国におけ

る商標または登録商標です。

Java™ は、 米国における  Sun Microsystems, Inc. の商標です。

Microsoft®、 Windows® および Windows NT® は、 米国における  Microsoft Corporation の登録商標です。

Oracle® は、 Oracle Corporation, Redwood City, California の米国内での登録商標です。

UNIX® は、 The Open Group の登録商標です。
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ドキュ メン トの更新情報

本ガイ ドのタイ トル ページには、 以下の識別情報が含まれています。

• ソフ ト ウェア バージ ョ ンを示す、 ソフ ト ウェア バージ ョ ン番号。

• ドキュ メ ン トの更新に併せて変更される、 ドキュ メン ト  リ リース日付。

• ソフ ト ウェア バージ ョ ンのリ リース日を表わす、 ソフ ト ウェア リ リース日付。

最新のアップデート をチェッ ク した り、 最新版のドキュ メン ト を使っているこ とを確認するには、 以下のサイ ト
にアクセスします。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals 

このサイ トでは、 HP Passport ユーザーと しての登録とサイン インが求められます。 HP Passport ID を登録す

るには、 以下のサイ トにアクセスして ください。 

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html 

または、 HP Passport のログイン ページで New users - please register リ ンクをク リ ッ ク して ください。

適切な製品サポート  サービスに登録する と、 アップデート された版または新しい版を入手できます。 詳細は、 当

社営業担当にお尋ねください。
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サポート

次の HP Software サポート  Web サイ ト  を参照して ください。

http://www.hp.com/go/hpsoftwaresupport 

HP ソフ ト ウェアサポート  オンラインには、 対話型の技術サポート  ツールにアクセスするための効果的な方法が

用意されています。 サポート対象のカスタマは、 サポートサイ ト を通じて以下の有用な情報を入手するこ とがで

きます。

• ダウンロード可能なドキュ メン ト

• 障害情報と ト ラブルシューティング情報

• パッチおよびアップデート

• ト レーニング情報

• サポート  プログラム情報

一部のコンテンツでは HP Passport への登録やサービス契約 ID が必要とな り ます。

アクセス  レベルに関する詳細は、 次のページをご覧ください。

http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp 

HP Passport に関する詳細は、 次のページをご覧ください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html 
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1 Smart Plug-in for SAP の紹介
この項では、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP システム管理リ ファレンス  ガイ ド』 で説

明している項目とその参照場所について記述します。

概要

『HP Operations Smart Plug-in for SAP システム管理リ ファレンス  ガイ ド』 では、 HP 
Operations Manager (HPOM) と  SAP NetWeaver の管理者が HPOM を使って SAP 
NetWeaver ランド スケープを管理していく と きのニーズや要件を満たすよ うに SPI for SAP を
設定する方法を説明しています。 また、 このマニュアルでは、 SPI for SAP に含まれる様々なサ

ブエージェン トのインス トール方法および設定方法についても説明します。 最後に、 『HP 
Operations Smart Plug-in for SAP システム管理リ ファレンス  ガイ ド』 では、 HP Software の
一部と して利用可能なパフォーマンス関連製品と  SPI for SAP とを統合する方法について説明し

ます。 

『HP Operations Smart Plug-in for SAP システム管理リ ファレンス  ガイ ド』 は以下の項で構成

されています。

• 19 ページの 「SPI for SAP モニタのカスタマイズ」

設定ファ イルの場所、 環境変数、 デフォルト設定に関する情報などの、 SPI for SAP モニタ

の概要です。

• 45 ページの 「SPI for SAP のアラート  モニタ」

CCMS アラート  モニタ  r3monal、 r3monpro および r3mondev についてのリ ファレンス と設

定情報です。

• 93 ページの 「SPI for SAP アラート収集モニタ」

r3moncol と、 r3monale、 r3mondmp、 r3monwpa などのアラート収集モニタについてのリ

ファレンス と設定情報です。

• 173 ページの 「メ ッセージ フローの理解」

この項では、 HPOM の機能と、 SAP NetWeaver と  HPOM 間のメ ッセージ フローを制御す

る  CCMS の使用方法を説明します。

• 191 ページの 「SPI for SAP のパフォーマンス  モニタ」

この項では、 SPI for SAP パフォーマンス  モニタのインス トール方法、 設定方法、 および使

用方法を説明します。

• 233 ページの 「SAP ITS モニタ」

この項では、 ITS モニタのインス トール方法および設定方法を説明します。 Internet 
Transaction Server (ITS) は、 SAP NetWeaver ユーザーに Web ブラウザの SAP 
NetWeaver ト ランザクシ ョ ン インタフェースを提供します。

• 253 ページの 「SAP NetWeaver Web Application Server (J2EE) の監視」

この項では、新しいテンプレート を使って SAP NetWeaver Web Application Server (J2EE) 
を監視する方法を説明します。
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• 335 ページの 「サービス  ビュー」

この項では、 サービス  ビューの概念について説明し、 サービス  ビューを使用して SAP 
NetWeaver ランド スケープを効率的に管理する方法を説明します。

• 343 ページの 「サービス  レポート 」

この項では、 SPI for SAP サービス  レポートのインス トール方法、 レポート を作成する  HP 
Reporter の設定方法、 レポート を使用した SAP NetWeaver ランド スケープの監視および管

理方法について説明します。 

• 359 ページの 「SPI for SAP の ト ラブルシューティング」

この項では、 SPI for SAP を使って作業する際に遭遇する問題の解決に役立つ情報を記述し

ます。
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2 SPI for SAP モニタのカスタマイズ
この項では、 SPI for SAP モニタのセッ ト アップ方法およびご使用の SAP ランドスケープの 
SAP サーバーにそれらを分配する方法について説明します。 

SPI for SAP モニタの紹介

SPI for SAP には、 SAP 環境の稼動状態のさまざまなステータスを設定に応じて定期的に収集す

るモニタ群が含まれています。

HPOM デスク ト ップで作業する  HPOM 管理者は、 適切な SPI for SAP メ ッセージ ソース  テン

プレート を、 HPOM で管理、 監視する  SAP サーバーに分配します。 モニタの分配は、 通常、

SPI for SAP のインス トールおよび設定プロセスの一部と して実行されます。

SPI for SAP モニタを設定した経験がない場合は、 各アラート  モニタの説明とその設定ファイル

中の説明を読んでください。 アラート  モニタ設定ファイルには、 デフォルト設定に関する情報

の他、 各 SAP 環境でモニタを正し く動作させるために必要な変更の一覧が含まれています。 

この項では、 以下の ト ピッ クについて説明します。

• 19 ページの 「SPI for SAP モニタをご使用になる前に」

• 20 ページの 「SPI for SAP モニタ」

• 22 ページの 「モニタ設定の重要なコンセプ ト 」

• 25 ページの 「SPI for SAP モニタ設定ファイル」

• 42 ページの 「アラート  モニタ設定ファ イルの分配」

• 43 ページの 「ローカル設定とグローバル設定」

SPI for SAP モニタをご使用になる前に

モニタを使う前に、 次の作業を完了させてください。

• 『HP Operations Smart Plug-in for SAP インス トール ガイ ド』 の説明に沿って必要な SAP 
ユーザーとそのログオン情報をセッ ト アップする。

• 監視対象とする全 SAP システムの r3itosap.cfg ファ イルの詳細を設定する。

r3itosap.cfg 内の項目は、 以下の方法で定義するこ とができます。 

— インス トール手順の一部と して行う  ( 『HP Operations Smart Plug-in for SAP インス

トール ガイ ド』 を参照 )。

または
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任意の時点で、 [SPI for SAP > SAP R/3 Admin] アプリ ケーシ ョ ン グループの [SAP GUI 設定 ] を

使用する。

高可用性環境で SPI for SAP を  SAP 監視用に設定する場合は、 『HP Operations Smart Plug-in 
for SAP インス トール ガイ ド』 を参照して ください。

SPI for SAP モニタ

表 1 に、 SPI for SAP アラート  モニタの概要を示します。   

監視対象の SAP インスタンスが MC/ServiceGuard など高可用性クラスタの一部である場合、

ク ラスタ内に設定されたノードについて SPI for SAP に知らせるために、 r3itosap.cfg ファ イ

ルの 「cluster host mapping」 セクシ ョ ンに新し く項目を追加する必要があ り ます。

r3itosap.cfg ファ イル内にホス トのマッピング用の項目が存在しなければ、 SPI for SAP がク

ラスタ内のノードを監視する際にエラーが起きる可能性があ り ます。 たとえば、 ク ラスタ  ノー

ドのホス ト名を解決する と き、 正しい時間に監視を開始する と き、 メ ッセージを適切な管理対象
ノードに関連付ける と き、 などです。

表 1 アラート  モニタ

アラート  モニタ 監視機能

r3monal a

a. SAP syslog モニタ  r3monxmi は廃止されました。

SAP NetWeaver システムのログ イベン ト と内部 
SAP CCMS 4.x アラート  モニタからの警告を監視

します。

r3mondev SAP の ト レース  ファ イルと ログ ファ イル内のエ

ラーを監視します。

r3mondisp SPI for SAP の集中監視設定ファ イル 
r3itosap.cfg 内に設定されたすべての SAP イン

スタンスの ABAP ディ スパッチャのステータスを

監視します。

r3monpro SAP のワーク  プロセスおよびデータベース  プロセ

スを監視します。

r3monsec r3itosap.cfg ファ イル内に設定された SAP イン

スタンスのセキュ リ テ ィ設定を監視します。

r3status r3itosap.cfg ファ イル内に設定された SAP イン

スタンスのステータスを監視します。
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表 2 に、 SPI for SAP アラート収集モニタ  r3moncol で使用されるアラート収集の概要を示しま

す。   

表 2 r3moncol アラート収集モニタ  

アラート収集モニタ 監視機能

r3monaco 厳密にはアラート収集モニタではあ り ませんが、
SAP の TemSe (Temporary Sequential) ファ イルを

監視するには r3monaco を管理対象ノードに割り当

てる必要があ り ます。 詳細については、 170 ページ

の 「TemSe ファ イルの監視方法」 を参照して くださ

い。

r3monale SAP NetWeaver システム内の iDOC のステータス

を監視します。

r3monchg SAP NetWeaver システム チェンジ オプシ ョ ンを監

視します。

r3moncts 修正 ・ 移送システムを監視します。

r3mondmp ABAP/4 ダンプを監視します。

r3monjob SAP NetWeaver のバッチ ジ ョブを監視します。

r3monlck エンキュー プロセスを監視します。 このプロセスは 
SAP NetWeaver の ト ランザクシ ョ ンに関する論理

ロッ クを管理し、 無効なロ ッ クを報告します。

r3monoms 操作モードの切り替えを監視して、 スケジュールさ
れている操作モードが、 指定された時間の後に開始
しているかど うかを判定します。 WebAS 7 では、

SAP 内での変化は、 操作モードの切り替えエラー

でないこ とを示しますので注意してください。

r3monrfc SAP 環境における  RFC 宛先のステータスを確認し

ます。

r3monspl スプール エン ト リ、 スプール エラー、 および印刷

エラーを監視します。

r3montra 移送システムを監視します。

r3monupd アクティブなステータス とエラーに関する更新プロ
セスを監視します。

r3monusr SAP NetWeaver にログインしているユーザーの数

を監視します。

r3monwpa ワークプロセスのステータスを監視します。 デバッ
グ、 プライベート、 または再起動なしのいずれかの
モードで実行中のプロセスの報告、 設定されたワー
ク  プロセス数と稼動中のプロセス数の比較、 待機

中の予定ワークプロセス数と稼働中のワークプロセ
ス数のチェッ クを行います。
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モニタ設定の重要なコンセプ ト

この項では、 CCMS アラート  モニタの基盤となるコンセプ トおよびその設定方法について説明

します。 この項では次の ト ピッ クを扱います。

• 22 ページの 「モニタ設定ファイル」

• 22 ページの 「モニタ設定ファイル : グローバルと ローカル」

• 23 ページの 「モニタ設定モード」

• 23 ページの 「アラート  モニタの優先順位」

• 24 ページの 「アラート  モニタによる リモート監視」

モニタ設定ファイル

各アラート  モニタまたはアラート収集モニタには、 設定ファイルが関連付けられており、 それ

を編集するこ とによって、 どのよ うに CCMS アラート を監視するのかのルールを設定するこ と

ができます。 ただし、 すべてのモニタには変更しなくても使用できるデフォルトの設定があ り ま
す。 SPI for SAP のモニタ設定ファ イルの内容についての詳細は、 以下を参照して ください。

• 25 ページの 「SPI for SAP モニタ設定ファイル」

すべての SPI for SAP モニタの設定に関する一般情報

• 46 ページの 「アラート  モニタの設定ファイル」

アラート  モニタ  r3monal、 r3mondev、 r3monpro、 および r3monsec の設定に使用するキー

ワードおよびパラ メータに関する情報です。 

• 78 ページの 「r3mondisp 設定ファイル」

ABAP ディ スパッチ キュー モニタ  r3mondisp の設定に使用するキーワードおよびパラ メー

タに関する情報です。 

• 68 ページの 「r3status の設定ファイル」

• 102 ページの 「アラート収集モニタ設定ファイル」

アラート収集モニタ  r3moncol およびこのモニタが使用するアラート収集 (r3monale、
r3mondmp、 r3monjob など ) の設定に関する情報です。 

モニタ設定ファイル : グローバルとローカル

設定ファ イルは、 下記のとおり グローバルにもローカルにも管理対象ノードに分配できます。

• グローバル 

グローバルな分配は、 [SPI for SAP > SAP R/3 Admin]  アプリ ケーシ ョ ン  グループの [設定の

インストール ] 機能を使って、 各設定ファイルを選択したすべての管理対象ノードに分配し

ます。 

• ローカル 

ローカルの分配は、 [SPI for SAP > SAP R/3 管理 ( ローカル )] アプ リ ケーシ ョ ン グループの [
ローカル設定分配 ] を使用します。

上記の分配方法を使う適正な時期および設定ファ イルの編集方法の詳細は、 25 ページの 「SPI 
for SAP モニタ設定ファイル」 を参照して ください。
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モニタ設定モード

SPI for SAP は以下の設定モードに対応しています。

• グローバル

1 つの設定ファイル中に、 全管理対象ノードの監視条件を定義します。 グローバル設定を指

定する場合は、 全管理対象ノードの監視に必要なあらゆる要求を満たす監視条件を定義しな
ければなり ません。 

• ローカル

特定の管理対象ノード専用の設定ファイルに監視条件を定義します。 ローカル設定を使う場
合は、 各ノードに専用の設定ファイルを作成するこ とができます。 このファ イルでは、 特に

そのノードに適用する監視条件だけを定義します。 

グローバル設定と ローカル設定の混成配置も可能です。 ローカル設定とグローバル設定の関係に
ついての説明、 および各設定モードの使用方法の詳細は、 42 ページの 「アラート  モニタ設定

ファイルの分配」 を参照して ください。

アラート  モニタの優先順位

アラート  モニタを実行する都度、 その動作はアラート  モニタ固有の設定ファイルに定義された

情報によ り決定されます。 アラート  モニタは、 「優先順位」 を定義するために使用する設定ファ

イルを次のよ うに選択します。

1 モニタは最初に、 変数 SAPOPC_<R3monitor_name>_CONFIGFILE が存在するかど うかを

チェ ッ ク し、 その変数から設定ファ イルの位置を決定します。 変数 
SAPOPC_<R3monitor_name>_CONFIGFILE の詳細については、 たとえば 63 ページの

「環境変数 : r3monpro」 などの設定対象のモニタそれぞれに関する項を参照して ください。

2 UNIX 管理対象ノードの場合 :

a ローカル設定ファイル

モニタは HPOM for UNIX のローカル設定ファイルを以下の場所で検索し、 検出された

場合はこれを使用します。

<OvDataDir>/conf/sapspi/local

b グローバル設定ファイル

HPOM for UNIX ローカル設定ファイルを検出できない場合、 モニタは HPOM for 
UNIX グローバル設定ファイルを以下の場所で検索し、 検出された場合はこれを使用し

ます。

<OvDataDir>/conf/sapspi/global

3 Windows 管理ノードの場合 :

a ローカル設定ファイル

モニタは HPOM for Windows ローカル設定ファイルを以下の場所で検索し、 検出され

た場合はこれを使用します。

%OvAgentDir%¥conf¥sapspi¥local

b グローバル設定ファイル

HPOM for Windows ローカル設定ファイルを検出できない場合、 モニタは HPOM for 
Windows  グローバル 設定ファイルを以下の場所で検索し、 検出された場合はこれを使

用します。

%OvAgentDir%¥conf¥sapspi¥global
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アラート  モニタによるリモート監視

SPI for SAP には、 すべてのアラートモニタ、 アラート収集モニタ、 およびパフォーマンス  モニ

タ  (r3mondev、 r3monpro、 r3mondisp を除く ) の範囲を拡張できる機能が含まれており、 それ

を使用すれば、 HPOM 管理対象ノードではなく、 SPI for SAP がインス トールされていないリ

モート  SAP サーバー上の SAP ステータスを監視するこ とができます。 SPI for SAP ソフ ト ウェ

アが実行されている  HPOM 管理対象ノードからセッ ト アップし、 リモート監視を実行します。 

さ らに、 RemoteHost で定義された SAP サーバーは、 SPI for SAP が RemoteHost で監視してい

る  SAP インスタンスにログインできるよ う、 また SAP インスタンスから情報を抽出できるよ う

に r3itosap.cfg ファ イルに存在する必要があ り ます。 r3itosap.cfg ファ イルについての詳細

は 『HP Operations Smart Plug-in for SAP インス トール ガイ ド』 を参照して ください。

SPI for SAP で提供されている リモート監視機能を利用する  ( たとえば、 SPI for SAP でサポー

ト されていない環境で稼働する  SAP システムの監視をする ) ためには、 以下のアクシ ョ ンを実

行する必要があ り ます。 25 ページの 「個々の監視対象リモート  サーバーの指定」 では、 リモート

監視の対象とする追加の SAP サーバーごとに新しい行が必要であるこ とを示しています。 

• 各モニタの設定ファイル内で、 先頭のハッシュ記号 「#」 を削除するこ とによ り、

RemoteMonitoring キーワードを有効にします。 

• 監視を実行するローカル ホス トの名前を定義します。 リモート  ホス ト と関連付けるローカ

ル ホス ト ごとに新しい行が 1 行ずつ必要になるこ とに注意して ください。

• 監視対象とする リモート  SAP サーバー (RemoteHost または Remotely monitored Node) の
名前を定義します。 

• リ モート  ホス トが HPOM 登録ノードに追加されているこ とを確認します。

RemoteMonitoring キーワードでは、 以下のパラ メータを使用するこ とができます。

• LocalHost ( 設定ファイルによっては 「Server Node」 ) 

これは、 SPI for SAP がインス トールされ、 実行されているローカルの HPOM 管理対象

ノードの名前です。 SPI for SAP は、 このノード上の HPOM エージェン ト を、 パラ メータ

「RemoteHost」 で定義された SAP サーバーを リモート監視するために使用します。

• RemoteHost ( 設定ファイルによっては 「Remotely monitored Node」 )

これは、 パラ メータ 「LocalHost」 で定義されたホス トからの監視対象とする リモート  SAP 
サーバーの名前です。 この リモート  ホス トには SPI for SAP ソフ ト ウェアはインス トールさ

れておらず、 通常は HPOM 管理対象ノードではあ り ませんが、 メ ッセージを正し く処理す

るために HPOM 登録ノードには登録されている必要があ り ます。

• SAP System、 SAP Number (r3monal のみ )

CCMS アラートおよび syslog モニタ  r3monal は、 パラ メータ 「RemoteHost」 で定義され

ている  SAP サーバー上で稼働する  SAP システムについて ID と番号の両方を認識する必要

があ り ます。

RemoteHost ( 設定ファイルによっては Remotely monitored Node) パラ メータ内で定義される  
SAP サーバーは HPOM 管理対象ノードではなくても、 HPOM 登録ノードには登録されている

必要があ り ます。 RemoteHost で定義した SAP サーバーが HPOM 登録ノードに追加されていな

い場合、 HPOM はリモート  ホス ト と関連付けられたホス ト名を解決するこ とができないため、

その リモート  ホス トからのメ ッセージを、 メ ッセージ ブラウザに表示するこ とができません。
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アラート  モニタおよび、 特に r3monal (CCMS アラート  モニタ ) を使用した リモート監視を定

義する際の追加要件の詳細については、 25 ページの 「SPI for SAP モニタ設定ファイル」 および 
46 ページの 「アラート  モニタの設定ファイル」 を参照して ください。 

個々の監視対象リモート  サーバーの指定

#------------------------------------------------------------
# Remote LocalHost RemoteHost
# Monitoring
RemoteMonitoring =sap1 =sdsap1
RemoteMonitoring =sap1 =sdsap2
RemoteMonitoring =sap2 =sdsap3
#------------------------------------------------------------

モニタ設定ファ イルの最後のアラート  ク ラスのセクシ ョ ンを使用し、 通常 ( ローカル ) の管理対

象ノードの場合と同様に、 リモート  サーバーの場合もモニタのインスタンスを特定のホス ト、

SAP インスタンス、 またはプロセスに関連付けるこ とができます。 設定ファイルのキーワード

の詳細については、 25 ページの 「SPI for SAP モニタ設定ファイル」 を参照して ください。

SPI for SAP モニタ設定ファイル

SPI for SAP をインス トールおよび設定する際に、 SAP 担当者は、 SPI for SAP モニタ用の初期

設定値を設定し、 その修正した設定ファイルを各管理対象ノードに分配する必要があ り ます。 

SPI for SAP で提供されている各設定ファ イルでは、 キーワードを使用するこ とによってデフォ

ルト設定を定義します。 一部のキーワードは、 特定のモニタでのみ使用可能です。 つま り、 それ
らのキーワードは、 モニタ設定ファ イルの特定のサブセクシ ョ ンでのみ使用可能です。 以下の項
では、 設定ファ イルの各種のサブセクシ ョ ンに現われるキーワードを リ ス ト し、 設定ファ イルの
末尾にあるアラート  ク ラス  セクシ ョ ンの内容について説明します。 そこでは、 条件を定義しま

す。 その条件に一致する と監視中の SAP アラートに関する メ ッセージが生成されます。 また、

各モニタについて使用できるキーワードおよびキーワード  パラ メータで使用できる値も示しま

す。

• 26 ページの 「AlertMonFun」

SAP システムのアラート収集 r3moncol を設定します。

• 26 ページの 「AlertDevMon」

SAP システムの ト レース  ファ イルと ログ ファ イルの監視を設定します。

• 26 ページの 「AlertMonPro」

SAP システムごとにプロセス監視を設定します。

• 27 ページの 「AlertInstMonPro」

SAP インスタンスごとにプロセス監視を設定します。

• 27 ページの 「AlerMonSyslog」

CCMS アラート またはシステム ログのフ ィルタ リ ングを設定します。

• 27 ページの 「アラート  ク ラス」

設定ファ イルの末尾にあるアラート  ク ラス  セクシ ョ ン内の有効なキーワードはモニタに固

有です。

• 31 ページの 「CCMSAcknowledgeMessage」

• 31 ページの 「CCMSMonitorSet」
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• 32 ページの 「DisableMonitoringWithSeverity」

• 32 ページの 「DPQueueCheck」

ABAP ディ スパッチャのキューのサイズを監視します。

• 34 ページの 「EnableDPQueueCheck」

ABAP ディ スパッチャのステータスをチェッ ク します。

• 35 ページの 「HistoryPath」

• 35 ページの 「InstanceProfilePath」

• 36 ページの 「RemoteMonitoring」

• 37 ページの 「RFCTimeOut」

• 37 ページの 「重要度レベル」

重要度レベルセクシ ョ ンには Severity<Level> キーワードが含まれます。

• 38 ページの 「TraceFile」

• 39 ページの 「TraceLevel」

• 39 ページの 「XMISyslogMode」

AlertMonFun

r3moncol のみ

r3moncol 設定ファイル内の AlertMonFun キーワードを使用して、 内部 SAP アラート を監視す

る  SPI for SAP アラート収集を設定します。 これらの内部 SAP アラートは、 iDOC モニタ、

ABAP ダンプ モニタ、 スプール モニタなどで生成されます。 AlertMonFun キーワードでは、 次

のパラ メータに値を設定する必要があ り ます。

AlertMonFun =<SAP Hostname> =<SAP System> =<SAP Number> ¥
=<SAP Client> =<AlertMonitor> =<Enable/Disable> ¥
=<OpC Severity> =<OpC Object> =<OpC MsgGroup> ¥
=<Alerttype> =<RFC Parameter>

AlertMonFun キーワード用に定義が必要なパラ メータについての詳細は、 102 ページの 「ア

ラート収集モニタのキーワードおよびパラ メータ」 を参照して ください。

AlertDevMon

r3mondev のみ

r3mondev.cfg ファ イル内の AlertDevMon キーワードを使用して、 SPI for SAP による  SAP シ
ステム内の ト レース  ファ イルと ログファ イルの監視を設定します。 AlertDevMon キーワードで

は、 次のパラ メータに値を設定する必要があ り ます。

AlertDevMon =<SAP System> =<SAP Number> =<Enable/Disable> ¥
=<Filemask> =<Opc Severity> =<Opc Object> =<OpC MsgGroup>

AlertDevMon キーワード用に定義が必要なパラ メータについての詳細は、 27 ページの 「アラー

ト  ク ラス」 を参照して ください。

AlertMonPro

r3monpro のみ
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r3monpro.cfg ファ イル内の AlertMonPro キーワードを使用して、 SPI for SAP による  SAP シ
ステムごとの SAP 関連プロセスの監視を設定します。 UNIX オペレーティング システムの SAP 
サーバーでは、 r3monpro は AlertInstMonPro を使ってインスタンス  レベルのプロセス数を識

別します。 r3monpro についての詳細は、 62 ページの 「SAP プロセス  モニタ : r3monpro」 を参

照して ください。

AlertMonPro キーワードでは、 次のパラ メータに値を設定する必要があ り ます。

AlertMonPro =<Hostname> =<Process name> =<Enable/Disable> ¥
=<Mode> =<Process number> =<Opc Severity> =<Opc Object> ¥
=<OpC MsgGroup>

AlertMonPro キーワード用に定義が必要なパラ メータについての詳細は、 27 ページの 「アラー

ト  ク ラス」 を参照して ください。

AlertInstMonPro

UNIX の r3monpro のみ

r3monpro.cfg ファ イル内の AlertInstMonPro キーワードを使用して、 SPI for SAP による  
SAP インスタンスごとの SAP 関連プロセスの監視を設定します。 AlertInstMonPro キーワード

では、 次のパラ メータに値を設定する必要があ り ます。

AlertInstMonPro =<Hostname> =<Process name> ¥
=<Enable/Disable> =<Mode> =<Process number> =<Opc Severity> ¥
=<Opc Object> =<OpC MsgGroup>

AlertInstMonPro キーワード用に定義が必要なパラ メータについての詳細は、 27 ページの 「ア

ラート  ク ラス」 を参照して ください。

AlerMonSyslog

r3monal のみ

r3monal.cfg ファ イル内の AlerMonSyslog キーワードを使用して、 SPI for SAP による  syslog 
監視を設定します。 Syslog フ ィルタ リ ングは、 XMI/XAL インタフェース と併用した場合の 
r3monal アラート  モニタの CCMS アラート またはシステム  ログだけを対象と します。 syslog 
アラートの形式を廃止された r3monxmi モニタで使用していた形式と類似させたい場合は、 39 
ページの 「XMISyslogMode」 も参照して ください。 AlerMonSyslog キーワードでは、 次のパラ

メータに値を設定する必要があ り ます。

AlerMonSyslog =<SAP System> =<SAP Number> =<SyslogId> ¥
=<Enabled/Disabled> 

AlerMonSyslog キーワード用に定義が必要なパラ メータについての詳細は、 27 ページの 「ア

ラート  ク ラス」 を参照して ください。

アラート  クラス

モニタ設定ファ イルの末尾にあるアラート  ク ラス  セクシ ョ ンでは、 条件が満たされたと き、 監

視対象の SAP アラートに関する メ ッセージを生成するための条件を定義するキーワード とパラ

メータが使用できます。 アラート  ク ラス  セクシ ョ ンの内容は、 設定するモニタに応じて異なり

ます。 一部のモニタには特定のキーワードが必要です。 また特定の SPI for SAP モニタを設定す

るには、 各キーワードに特定のパラ メータの組み合わせが必要になり ます。 

たとえば、 キーワード  AlertMonPro および AlertInstMonPro を使用できるのは、 SAP プロセ

ス  モニタ  r3monpro だけです。 一方、 キーワード  AlertMonFun は、 アラート監視を設定するた

めにすべての r3moncol モニタで使用するこ とができます。 また、 パラ メータ  SAP Hostname、
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SAP System、 および SAP Number はすべてのモニタ設定ファイルで使用できますが、 アラート  
タイプ パラ メータ  =CHANGE_OPT が使用できるのは SAP システム変更モニタ  r3monchg だけで

す。 

モニタ固有の各アラートに、 どのアラート  タイプおよびパラ メータを使用できるのかについて

は、 この項の情報および、 個々に設定するモニタ、 たとえば、 r3monale や r3mondmp の項を参

照して ください。 

以下の一覧に、 すべての SPI for SAP モニタ設定ファイルのアラート  ク ラス  セクシ ョ ンに含ま

れるすべてのパラ メータを示します。 制限がある場合には、 たとえば、 (r3mondev のみ ) のよ う

に括弧内に記述しています。

• AlertMonitor (r3moncol および r3monsec のみ ):

• Alerttype (r3moncol および r3monsec のみ ):

• Enable/Disable:

• Filemask (r3mondev のみ ):

• Mode (r3monpro のみ ):

• OPC MsgGroup:

SPI for SAP モニタは、デフォルトで SPI for SAP の集中監視設定ファイル r3itosap.cfg 内に

定義したすべての SAP システムを管理するよ うに設定されています。 SPI for SAP で管理しよ

う と している  SAP NetWeaver および ローカル SAP NetWeaver ランドスケープの詳しい知識

がないユーザーは、 モニタ設定ファ イルを編集すべきではあ り ません。

=<Monitor_Name> 設定するアラート  モニタの短い形式です。 たとえば、 r3monale の場

合は =ALE、 r3moncts の場合は =CTS のよ うにな り ます。

注 : r3monsec の場合は =SECURITY です。

=<Alerttype> アラート  タイプはモニタ固有です。 たとえば、 r3monale はアラート  
タイプ IDOC_CURRENT_STATUS を使用して iDOC のステータス

に関連したアラート を監視します。 r3mondmp は、 アラート  タイプ 
ABAP4_ERROR_EXIST を使用して監視対象の SAP システムに発生

した各 ABAP ダンプに関連したアラート を監視します。 アラート収

集モニタに属するアラート  タイプについての詳細は、 各モニタの

「アラート  タイプ」 の項を参照してください。 たとえば、 109 ページ

の 「iDOC ステータス  モニタ  (ALE モニタ ) : r3monale」 にはアラー

ト  タイプ 「IDOC_CURRENT_STATUS」 についての説明があ り ま

す。

=0 モニタを無効化します。

=1 モニタを有効化します。 これがデフォルト設定です。

=<File_Name> r3mondev の監視対象とする ト レース  ファ イルの名前です。 ワイルド

カード 「*」 ( アスタ リ ス ク ) を使用すれば、 複数のファ イル名を監視

対象とするこ とができます。 たとえば、 =dev_* のよ うにします。

=<mode_value> ProcessNumber を評価するモードまたは方法です ( たとえば、 Max、
Min、 Exact、 Delta)。 使用可能な値の詳細については、 62 ページの

「SAP プロセス  モニタ : r3monpro」 を参照して ください。
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• OPC Object:

•  OPC Severity:

• Process Name (r3monpro のみ ):

• Process Number (r3monpro のみ ):

• RFC Parameter (r3moncol のみ ):

=<HPOM_Msg_Group> 生成される メ ッセージが属する  HPOM メ ッセージ グループの名前で

す。 たとえば、 R3_CTS、 R3_DMP です。 デフォルトの名前はすべて

先頭が 「R3_」 であ り、 対応するアラート  モニタ  ( たとえば、

r3moncts、 r3mondmp) の名前を反映しています。 モニタ設定ファイ

ル内で HPOM メ ッセージ グループの名前を変更する場合、 メ ッセー

ジ条件に一致しなくなるこ とを避けるために、 これらの変更がメ ッ
セージの条件に反映されているこ とを確認する必要があるこ とに注意
して ください。

=<HPOM_Object> 生成される メ ッセージに関連付ける  HPOM オブジェク トです。 オ

ブジェク ト名は通常、 アラート収集モニタに関連付けられるアラー
ト タイプの名前を反映したものとな り ます。 たとえば、 r3moncts の
場合、 REQUEST または TASK です。 

モニタ設定ファ イル内で HPOM オブジェク トの名前を変更 ( または

新しい名前を追加 ) する場合、 メ ッセージ条件に一致しなくなるこ

とを避けるために、 この変更がメ ッセージの条件に反映されている
こ とを確認する必要があ り ます。

OPC Object フ ィールドの文字列 「=SyslogId」 は後述する  SyslogId 
アラート  パラ メータ とは関係あ り ません。 これが使用されるのは、

r3monal.cfg ファ イルの syslog フ ィルタ リ ング セクシ ョ ンだけで

す。 

=<HPOM_Msg_Severity> CCMS アラート をマッピングする  HPOM メ ッセージの重要度

レベルです。 たとえば、 Normal、 Warning、 Major、 Critical を
指定します。

=<NameSID> r3monpro の監視対象とする  SAP プロセスの名前です。

=<nn> nn は、 ProcessName で定義された SAP プロセスのインスタンス

数です。 Max、 Min、 Exact、 および Delta を使用して数を限定す

るこ とができます。 詳細については、 62 ページの 「SAP プロセス  
モニタ : r3monpro」 を参照して ください。
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• SAP Client:

• SAP Hostname:

• SAP Number:

• SAP System:

• SyslogId (r3monal のみ ):

=<RFC_Param> パラ メータの名前であ り、 その後ろに必要な照会条件が指定されま
す。 各パラ メータには接頭辞 「=」 が付きます。 たとえば、 =CP (
「Contains Pattern」 )、 EQ ( 「Equals」 ) です。 照会条件の詳細は、

97 ページの 「アラート収集モニタの照会条件」 を参照して くださ

い。 モニタに固有のアラート  タイプ パラ メータの詳細については、

該当するモニタの説明 ( たとえば、 r3monale モニタについては 
111 ページの表 24) を参照して ください。

=ALL すべての SAP インスタンス番号を SPI for SAP で監視対象と します。 こ

れがデフォルト設定です。

=<ClientID> 監視対象とする特定の SAP ク ラ イアン トの番号 ( 例 : 099)。 各ホス ト ご と

に新しい行を使用します。

=ALL すべての SAP ホス ト を SPI for SAP で監視します。 これがデフォルト設

定です。

=<SAP_host> 監視対象とする  SAP サーバーのホス ト名です。 各ホス ト ごとに新しい行

を使用します。

=ALL すべての SAP インスタンス番号を SPI for SAP で監視対象と します。 こ

れがデフォルト設定です。

=<Instance> 監視対象とする特定の SAP インスタンスの番号 ( 例 : 00、 99)。 各ホス ト

ごとに新しい行を使用します。

=ALL すべての SAP システムを SPI for SAP で監視します。 これがデフォルト

設定です。

=<SAP_SID> パフォーマンスの監視を有効にする特定の SAP システムの ID です。 たと

えば、 DEV です。 各ホス ト ごとに新しい行を使用します。

=A00 CCMS アラート または syslog を監視対象する、 SAP Syslog ID の範囲の

下限です。

=ZZZ CCMS アラート または syslog を監視対象する、 SAP Syslog ID の範囲の

上限です。
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CCMSAcknowledgeMessage

r3monal モニタは、 CCMSAcknowledgeMessage キーワードを使用して、 SAP 内で CCMS 自
動受諾 (auto-acknowledge) 機能のオンとオフを切り替えます。 完了した CCMS アラートは 
HPOM このキーワードでは、 次のパラ メータに値を設定する必要があ り ます。

CCMSAcknowledgeMessage =<SAP System> =<Ack. Filtered ¥
Messages> =<Enabled/Disabled> 

• SAP System:

CCMS アラート を受諾 ( または完了 ) する、 SAP 内の SAP システムの ID。

• Ack. filtered Messages:

この機能によ り、 CCMS 内で定義した条件と一致する  CCMS アラート を SAP が CCMS 内
で受諾 ( または完了 ) するかど うかが決定されます。 受諾された CCMS アラートは HPOM 
のメ ッセージを生成しません。

• Enable/Disable:

CCMSMonitorSet

拡張された新しい XMI/XAL インタフェース  (BAPI) を使用するよ うに CCMS モニタのセッ ト を

定義します。 CCMSMonitorSet キーワードでは、 次のパラ メータに値を設定する必要があ り ま

す。

CCMSMonitorSet =<SAP System> =<SAP Number> =<Monitor Set> ¥
=<Monitor> 

• SAP System:

CCMS アラート を Monitor Set パラ メータで定義する、 SAP システムの ID です。

• SAP Number: 

CCMS アラート を Monitor Set パラ メータで定義する、 SAP システムの SAP インスタンス

番号です。

• Monitor Set:

=SAP CCMS Technical Expert Monitors

CCMS アラート  モニタ  ツ リーに表示される監視セッ トの名前。

• Monitor:

=System / All Monitoring Segments / All Monitoring Context

パラ メータ 「Monitor Set」 で定義する監視セッ トに属するモニタの名前。 各モニタはスラ ッ

シュ  (/) で区切り ます。

=0 SAP 内の CCMS アラート を受諾 ( 完了 ) しません。 これがデフォルト設定で、 条件

に一致したアラートは HPOM メ ッセージを生成します。

=1 SAP 内の CCMS アラート を受諾します。 これは、 SAP CCMS において [アラート

対処 ]ボタンをク リ ッ クするのと同じです。 HPOM にメ ッセージは送信されませ

ん。

=0 CCMS アラートの自動完了を無効化します。 Ack. filtered Messages の設定も無

効になるこ とに注意して ください。 これがデフォルト設定です。

=1 CCMS アラートの自動完了を有効化します。
SPI for SAP モニタのカスタマイズ 31



DisableMonitoringWithSeverity

ABAP ディ スパッチャ  モニタ  r3mondisp のみ

r3mondisp メ ッセージのどの重要度で、 統合された SPI for SAP モニタを無効にするかを指定

して、 SPI for SAP で ABAP ディ スパッチャを監視している  SAP システムからモニタがワーク

プロセスを要求するこ とによ り不必要に負荷が高くならないよ うにします。
DisableMonitoringWithSeverity キーワードでは、 以下のパラ メータを使用するこ とができま

す。

DisableMonitoringWithSeverity   =<hostname>    =<SID> ¥
=<InstanceNr> =<Severity> 

• hostname:

ABAP ディ スパッチャを監視したいインスタンスが実行されている  SAP サーバーの名前で

す。

• SID:

ABAP ディ スパッチャを監視しているインスタンスの SAP システム ID です。

• InstanceNr:

ABAP ディ スパッチャを監視している  SAP インスタンスの番号です。

• Severity:

SAP にログオンするためのワーク  プロセスを必要とする  SPI for SAP モニタの無効化を ト

リガする、 r3mondisp が送信する メ ッセージの重要度レベル ( 「warning」 など ) です。

DisableMonitoringWithSeverity キーワードは、 r3mondisp.cfg ファ イル内で設定する  
DPQueueCheck キーワードおよび r3mondisp と統合する  SPI for SAP モニタの設定ファイル内

で定義する  EnableDPQueueCheck キーワード と組み合わせて使用します。

DPQueueCheck

ABAP ディ スパッチャ  モニタ  r3mondisp のみ

=ALL すべてのホス トが SPI for SAP によって監視されます。 これがデフォルト

設定です。

=<SAP_host> ディ スパッチャ  キューの監視を無効にする、 SAP サーバーの名前です。

各 SAP サーバーごとに新しい行 ( およびキーワード ) を使用します。

=ALL すべてのシステム ID が SPI for SAP で監視対象とな り ます。 これがデ

フォルト設定です。

=<SAP_SID> ABAP ディ スパッチャを監視するインスタンスの SAP システム  ID (
「SP1」 など ) です。

=ALL すべてのシステム ID が SPI for SAP で監視対象とな り ます。 これがデ

フォルト設定です。

=<SAP_InstNr> ABAP ディ スパッチャを監視するインスタンスの番号 ( 「45」 など ) で
す。
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ABAP ディ スパッチャおよびそのキューのプロアクティブな監視を管理します。 1 つの管理対象

ノードの同一ワークプロセスについて、 2 つ以上のしきい値条件が一致した場合、 r3mondisp は
重要度が一番高いメ ッセージのみを送信します。 DPQueueCheck キーワードでは、 以下のパラ

メータを使用するこ とができます。

DPQueueCheck =<hostname> =<SID> =<InstanceNr> =<disable/enable> ¥ 
=<OVO Msg Group> =<OVO Msg Object>  =<OVO Severity> ¥
=<WP-Type>  =<Idle/Queue> =<percentage idle/full>

• hostname:

ABAP ディ スパッチャを監視したいインスタンスが実行されている  SAP サーバーの名前で

す。

• SID:

ABAP ディ スパッチャを監視する  SAP インスタンスのシステム ID です。

• InstanceNr:

ABAP ディ スパッチャを監視する  SAP インスタンスの番号です。

• Enable/Disable:

定義された SAP インスタンスの DPQueueCheck を有効化 (1) または無効化 (0) します。

( 例 : 「1」 )

• HPOM Msg Group:

r3mondisp が生成する メ ッセージに割り当てる  HPOM メ ッセージ グループの名前です。

• HPOM Msg Object:

r3mondisp が生成する メ ッセージに割り当てる  HPOM メ ッセージ オブジェク トの名前 (
「Dialog」 など ) です。

• HPOM Severity:

r3mondisp が生成する  HPOM メ ッセージに割り当てる重要度 ( 「critical」 など ) です。

• WP-Type:

キューのチェッ クの対象とするワークプロセスです。 例 : 「DIA」 ( ダイアログ )、 「BTC」 (
バッチ )

=ALL すべてのホス トが SPI for SAP で監視対象とな り ます。 これがデフォルト

設定です。

=<SAP_host> ディ スパッチャ  キューの監視を有効にする、 SAP サーバーの名前です。

各ホス ト ご とに新しい行を使用します。

=ALL すべてのシステム ID が SPI for SAP で監視対象とな り ます。 これがデ

フォルト設定です。

=<SAP_SID> ABAP ディ スパッチャを監視するインスタンスの SAP システム ID
 ( 「SP1」 など ) です。

=ALL すべてのインスタンスが SPI for SAP で監視対象とな り ます。 これがデ

フォルト設定です。

=<SAP_InstNr> ABAP ディ スパッチャを監視するインスタンスの番号 ( 「45」 など ) で
す。
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• Idle/Queue:

監視しているキュー内のワークプロセスのステータスです。 ある時点で監視対象のキュー内
の割付けられたワークプロセスの何パーセン トが待機中 ( 利用可能 ) かを監視する場合は

「IDLE」 を使用し、 監視対象のキューに許された最大ワークプロセス数の何パーセン トが割

付け済みかを監視する場合は 「QUEUE」 を使用します。

• percentage:

監視対象のキューがどの程度 ( 最大に対するパーセン ト ) まで一杯 ( または空 ) になってか

ら、 r3mondisp がアラート を生成するかを定義します。 「=IDLE =10」 は待機中のワークプ

ロセスが割付け済みワークプロセスの 10% 未満の場合にアラート を生成し、 「=QUEUE 
=70」 は使用中のワークプロセスがキューに許された最大ワークプロセス数の 70% を超過す

る とアラート を生成するこ とに注意して ください。

EnableDPQueueCheck

SAP にログオンするためにダイアログ ワークプロセスを必要とする  SPI for SAP モニタでのみ

使用します。

SAP にログオンする  SPI for SAP モニタを、 起動前に ABAP ディ スパッチャのステータスおよ

びキューのサイズをチェ ッ クするよ うに設定します。 利用可能なダイアログ ワークプロセスが

ないまたは少なすぎる場合、 モニタは起動せずにメ ッセージ ブラウザに起動しない理由を示す

メ ッセージを表示します。 このキーワードは、 SPI for SAP モニタにモニタが SAP にログオン

するために必要なワークプロセスを割付ける と  ABAP ディ スパッチャのパフォーマンスの問題

を悪化させる可能性がある場合に使用します。 ABAP ディ スパッチャおよびそのキューの監視に

ついての詳細は、 76 ページの 「ABAP ディ スパッチャ  モニタ : r3mondisp」 を参照して くださ

い。

EnableDPQueueCheck キーワードでは、 以下のパラ メータを使用できます。

EnableDPQueueCheck =<Hostname> =<SAP SID> =<SAP Number> ¥
=<Enable/Disable> 

• Hostname:

SPI for SAP モニタの起動前に ABAP ディ スパッチャをチェ ッ ク したいインスタンスが実行

されている  SAP サーバーの名前です。

• SAP SID:

SPI for SAP モニタの起動前に ABAP ディ スパッチャを監視するインスタンスの SAP シス

テム ID です。

• SAP Number:

SPI for SAP モニタの起動前に ABAP ディ スパッチャを監視するインスタンスの SAP イン

スタンスの番号です。

=ALL すべてのホス トが SPI for SAP で監視対象とな り ます。 これがデフォル

ト設定です。

=<SAP_host> ディ スパッチャ  キューのチェッ クを有効にする、 SAP サーバーの名前

です。 各ホス ト ごとに新しい行を使用します。

=ALL すべてのシステム ID が SPI for SAP で監視対象とな り ます。 これがデ

フォルト設定です。

=<SAP_SID> ABAP ディ スパッチャをチェッ クするインスタンスの SAP システム ID 
( 「SP1」 など ) です。
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• Enable/Disable:

定義された SAP インスタンスの ABAP ディ スパッチャの監視を有効化 (1) または無効化 (0) 
します ( 例 : 「1」 )。 デフォルト値は無効化 (0)。 SPI for SAP モニタは個々に有効化する必

要があ り ます。

この機能を有効にする場合、 ABAP ディ スパッチャ  モニタ  r3mondisp をスケジュールする

必要はあ り ませんが、 r3mondisp の有効な設定ファ イルが利用できるこ との確認が不可欠で

あるこ とに注意して ください。 r3mondisp.cfg 設定ファイルでは、 SPI for SAP が監視して

いる  SAP インスタンスのプロファ イルのパスを定義し、 さ らに ABAP ディ スパッチャのし

きい値違反時に HPOM に送信される メ ッセージの重要度レベルを定義します。

HistoryPath

モニタ設定ファ イルに含まれるキーワード  HistoryPath[Unix | AIX | WinNT] については、 以

下のパラ メータを使用するこ とができます。

HistoryPath<Unix|Aix|WinNT> <HostName> =<Path>

• HostName:

• Path:

こ こで 「=default」 値は、 SPI for SAP モニタでの履歴ファイルへのデフォルト  パスにな り ま

す。 UNIX 管理対象ノードでは一般に /var/opt/OV/conf/sapspi/ を使用します。 AIX で
は、 DCE エージェン トには /var/lpp/OV/conf/sapspi/ を、 HTTPS エージェン トには /
var/opt/OV/conf/sapspi を、 それぞれ使用します。

Microsoft Windows 管理ノードは、 %OvDataDir%¥conf¥sapspi¥ を使います。

InstanceProfilePath

ABAP ディ スパッチャ  モニタ  r3mondisp のみ

ABAP ディ スパッチャを監視したい SAP インスタンスのプロファ イル設定ファイルへのパスで

す。 InstanceProfilePath キーワードでは、 以下のパラ メータを使用するこ とができます。

InstanceProfilePath =<hostname> =<SID> =<InstanceNr>  =<path>

• hostname:

=ALL すべてのインスタンスが SPI for SAP で監視対象とな り ます。 これがデ

フォルト設定です。

=<SAP_InstNr> SPI for SAP モニタが ABAP ディ スパッチャをチェ ッ クする  SAP イン

スタンスの番号 ( 「45」 など ) です。

=ALL すべてのホス ト を SPI for SAP で監視します。 これがデフォルト設定で

す。

=<SAP_host> SAP サーバーの名前。 このサーバーについてモニタの履歴ファイルへの

パスを指定します。 各ホス ト ごとに新しい行を使用します。

UNIX: =default

AIX: =default

Windows: =default
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SAP サーバーの名前。 このサーバーについて SAP プロファ イル設定ファイルへのパスを指

定します。

• SID:

プロファ イルのパスを指定する  SAP システムの ID です。

• InstanceNr:

プロファ イルのパスを指定する  SAP インスタンスの番号です。

• Path:

指定した SAP インスタンスのプロファ イルのファイルの場所を示すパス。 SAP プロファ イ

ルのファ イルのデフォルトの場所は、 /usr/sap/<SID>/SYS/profile です。 SAP プロファ

イルのファイルがデフォルトの場所にある場合は 「=default」 を使用し、 プロファ イルがデ

フォルトの場所にない場合はプロファ イルのファ イルの完全なパスを指定します。 例 :/usr/
sap/<path>/profile

RemoteMonitoring

RemoteMonitoring キーワードを使用して、 ローカル ホス ト上の SPI for SAP がリモート  ホス

ト上の SAP インスタンスを監視するよ うに設定するこ とができます。 RemoteMonitoring キー

ワードは、 r3mondev、 r3monpro および r3mondisp を除くすべての SPI for SAP モニタについ

て使用するこ とができます。 RemoteMonitoring では、 以下のパラ メータを使用するこ とができ

ます。

RemoteMonitoring =<LocalHost> =<RemoteHost> =<SAPSystem>  =<SAPNumber>

• LocalHost ( 設定ファイルによっては Server Node):

SPI for SAP が実行されている  HPOM 管理対象ノードの名前です。 SPI for SAP は、 このホ

ス トの HPOM エージェン ト を使用して、 「RemoteHost」 で定義されているホス トで監視を

実行します。

• RemoteHost ( 設定ファイルによっては Remotely monitored Node):

=ALL すべてのホス トが SPI for SAP によって監視されます。 これがデフォル

ト設定です。

=<SAP_host> SAP サーバーの名前。 このサーバーについて SAP プロファ イル設定

ファイルへのパスを指定します。 各 SAP サーバーごとに新しい行を使

用します。

=ALL すべてのシステム ID が SPI for SAP で監視対象とな り ます。 これがデ

フォルト設定です。

=<SAP_SID> 設定ファイルのパスを指定する  SAP インスタンスのシステム ID 
( 「SP1」 など ) です。

=ALL すべてのインスタンス番号が SPI for SAP で監視対象とな り ます。 これ

がデフォルト設定です。

=<SAP_InstNr> 設定ファイルのパスを指定する  SAP インスタンスの番号 ( 「45」 など ) 
です。
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「LocalHost」 で定義されているホス トによって監視される リモート  SAP システムの名前で

す。 RemoteHost には SPI for SAP はインス トールされておらず、 通常は HPOM 管理対象

ノードではあ り ません ( ただし理論的にはあ りえます )。

• SAP System (r3monal のみ ):

パラ メータ 「RemoteHost」 で定義された SAP サーバー上で稼働する  SAP システムの ID 
です。 このシステムが、 「LocalHost」 上で実行されている  SPI for SAP による リモート  モニ

タの対象とな り ます。

• SAP Number (r3monal のみ ):

パラ メータ 「RemoteHost」 で定義された SAP サーバー上で稼働する  SAP システムの特定

のインスタンスの番号です。 このシステムが、 「LocalHost」 上で実行されている  SPI for 
SAP による リモート  モニタの対象とな り ます。

リモート  モニタ機能はすべてのアラート  モニタで使用できるわけではあ り ません。 たとえば、

リモート  サーバー上で稼働する  SAP インスタンスを監視するよ うに、 r3mondev、 r3monpro お
よび r3mondisp を設定するこ とはできません。 詳細については、 各アラート  モニタに関する項

を参照して ください。 

r3monal のリモート監視の設定

#------------------------------------------------------------
# Remote LocalHost RemoteHost SAP SAP
# Monitoring System Number
RemoteMonitoring =sap1 =sdsap1 =SP6 =00
RemoteMonitoring =sap1 =sdsap2 =SP6 =00
RemoteMonitoring =sap2 =sdsap3 =WA1 =33
#------------------------------------------------------------

RemoteMonitoring キーワードの使用方法の詳細は、 各アラート  モニタについてのページ、 およ

び以下を参照して ください。

•  24 ページの 「アラート  モニタによる リモート監視」

•  69 ページの 「SAP のリモート監視 : r3status」

•  101 ページの 「アラート収集モニタによる リモート監視」

•  205 ページの 「リモート  パフォーマンス監視」

RFCTimeOut

r3mondev、 r3monpro、 r3mondisp、 および r3status を除くすべてのモニタ

RFCTimeOut では、 RFC XMI/XAL 関数コールが取り消されるまでの時間の最大値を秒単位で

定義します。 たとえば、 =120 です。 RFC コールが完了するまで、 つま り初期要求に対する応答

を受信するまでに、 予想よ り も長い時間がかかる場合には、 システムがダウンしているか、 重大
なパフォーマンス障害が発生している可能性があ り ます。 コール完了後に、 SAP が独立した 
Dialog プロセスを割り当てる と、 時間制限が適用されなくな り ます。 

重要度レベル

CCMS アラート  モニタ  r3monal のみ

リモート  SAP インスタンスが動作しているホス トの名前は、 SPI for SAP の集中監視設定ファ

イル (r3itosap.cfg) に、 適切なログイン情報と と もに指定する必要があ り ます。
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r3monal.cfg 設定ファイルの Severity Values セクシ ョ ンでは、 Severity<Level> キーワードに

よ り、 r3monal モニタによる  SAP サブシステムの CCMS アラートの重要度 ( たとえば、

SeverityCritical) を HPOM のメ ッセージ重要度 ( たとえば、 CRITICAL ( 危険域 )) にマッピン

グするよ うに設定します。 Severity<Level> キーワードでは、 以下の値を使用できます。

Severity<Level> =<SAPSystem> =<SAPNumber> =<Enabled> ¥
/<Disabled> =<OpcSeverity>

Enabled/Disabled パラ メータは、 r3monal が指定された SAP の重要度レベルの CCMS アラー

ト を定義された HPOM のメ ッセージの重要度に対応付けるか、 無視するかを決定します。

アラート収集モニタ (r3moncol) は、 さ らに 2 つの追加の HPOM 重要度レベル MINOR ( 警戒域

) と  MAJOR ( 重要警戒域 ) にも割り当てができます。 重要度レベルの階層は、 正常域、 注意域、

警戒域、 重要警戒域、 危険域の順にな り ます。

TraceFile

モニタ設定ファ イルに含まれる  TraceFile キーワードでは、 以下のパラ メータを使用するこ とが

できます。

Tracefile =<HostName> =<FileName>

• HostName:

• FileName:

=r3mon<alert_monitor_name>.log ( たとえば、 r3mondev.log、 r3mondmp.log など )。
これがデフォルト設定です。 これ以外のファイルを ト レース  ログの書き込み先とする場合

は、 そのファイルの名前を指定します。 デフォルトでは、 モニタの ト レース  ファ イルは、 以

下のディレク ト リの中にあ り ます。

— UNIX: /var/opt/OV/log

=1 (Enabled) 重要度が Severity<Level> ( たとえば、 SeverityCritical) の CCMS ア
ラートであれば、 HPOM に重要度 <OpcSeverity> のメ ッセージを送信

します。

=0 (Disabled) 重要度が Severity<Level> ( たとえば、 SeverityWarning) の CCMS ア
ラートは無視され、 HPOM にメ ッセージは送信されません。

表 3 重要度レベルのマッピング

CCMS アラートの重要度 HPOM メ ッセージの重要度

SeverityCritical ( 赤 ) = CRITICAL ( 危険域 )

SeverityWarning ( 黄 ) = WARNING ( 注意域 )

SeverityNormal ( 緑 ) = NORMAL ( 正常域 )

SeverityNull = UNKNOWN ( 不明 )

=ALL すべての SAP サーバーが、 SPI for SAP の監視対象とな り ます。 これがデ

フォルト設定です。

=<SAP_host> ト レースを有効化し、 ト レース  レベルを指定する、 特定のホス トの名前。

各ホス ト ごとに新しい行を使用します。
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— AIX:

– DCE: /var/lpp/OV/log

– HTTPS: /var/opt/OV/log

— Microsoft Windows:

– DCE: ¥usr¥OV¥log

– HTTPS: %OvDataDir%¥log

パスの変更方法の詳細については、 100 ページの 「アラート収集モニタの環境変数」 の環境

変数 SAPOPC_TRACEPATH を参照して ください。

TraceLevel

モニタ設定ファ イルに含まれる  TraceLevel キーワードでは、 以下のパラ メータを使用するこ と

ができます。

Tracelevel =<HostName> =<Trace Level>

• HostName:

• Trace Level:

XMISyslogMode

アラート  モニタ  r3monal のみ

XmiSyslogMode キーワードを使用して r3monal モニタが SAP システム ログ メ ッセージを 
r3monxmi モニタ  ( 現在は廃止 ) が以前使用していたスタイルとフォーマッ トで送信するよ うに

指定するこ とができます。 XmiSyslogMode キーワードでは、 以下のパラ メータを使用するこ と

ができます。

XmiSyslogMode      =<Enable | Disable>

• Enable/Disable:

=ALL すべての SAP ホス ト を  SPI for SAP で監視します。 これがデフォルト設定

です。

=<SAP_host> ト レース  レベルを指定する、 SAP サーバーの名前。 各ホス ト ご とに新しい

行を使用します。

=0 ログ記録を無効にする。 これがすべての設定ファ イルでのデフォルト設定
です。

=1 r3monal、 r3mondev、 r3monpro: ログ記録を有効にする

r3moncol、 r3mondisp、 r3status、 r3perfagent: エラー メ ッセージのみ

記録する

=2 r3moncol、 r3mondisp、 r3status、 r3perfagent のみ : すべてのメ ッ

セージを記録する

=3 r3moncol、 r3mondisp、 r3status、 r3perfagent のみ : デバッグ メ ッ

セージを含めてすべて記録する
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XMISyslogMode キーワードの詳細およびいつ使えるかについては、 56 ページの 「XMI 互換

モード : r3monal」 を参照して ください。

SPI for SAP アラート  モニタの設定

1 アプリ ケーシ ョ ン デスク ト ップで、 該当するアプ リ ケーシ ョ ン グループのアイコンをダブ

ルク リ ッ ク します。 モニタ設定用アイコンを含むアプリ ケーシ ョ ン  グループには、 次の 2 種
類があ り ます。 

[OVO 登録アプリケーション ] ウ ィンド ウで、 変更するアラート  モニタのアイコンをダ

ブルク リ ッ ク します。 選択したアラート  モニタの設定ファイルが開きます。 。

2 ト レース  レベル を定義するため、 行を編集または入力します。 たとえば、 全ホス ト  
(hostname = ALL) に対してデフォルト値を設定し、 例外ホス ト を指定する行を追加して設

定できます。

例 :
TraceLevel =ALL =0
TraceLevel =hpbbx10 =1

この例では、 hpbbx10 とい う ホス ト を除き、 全ホス トに対する ト レースが無効になり ます。

ト レース  レベルの詳細については、 39 ページの 「TraceLevel」 を参照して ください。

3 ト レース情報を書き出すト レース  ファ イルの名前を指定します。

例 :
TraceFile =ALL =r3monpro.log

各モニタのデフォルトの ト レース  ファ イル名を、 表 4 に示します。

=0 XMI 互換モードを無効化 します。 これがデフォルト設定です。

=1 XMI 互換モードを有効化します。

SAP R/3 Admin グローバル設定の場合

SAP R/3 管理 ( ローカル ) ローカル設定の場合

表 4 デフォルトのト レース ファイル名

ト レース ファイル名 モニタするアラート  タイプ

r3monaco.log アラート コール

r3monal.log アラート

r3monale.log iDOC アラート

r3monchg.log システム変更

r3moncts.log 修正 ・ 移送システム

r3mondev.log ト レース  ファ イルと ログ ファ イル

r3mondisp.log ABAP ディ スパッチャ

r3mondmp.log ABAP/4 ダンプ
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4 アラート  モニタの履歴ファイル格納先ディ レク ト リの履歴パスを指定します。 アラート  モ
ニタは、 次のパスを、 UNIX / AIX / Window のサーバー用デフォルト  パスと して使います。 

HistoryPathUnix =ALL =default
HistoryPathAIX =ALL =default
HistoryPathWinNT =ALL =default

各アラート  モニタは、 専用の履歴ファイルに出力します。 アラート  モニタが起動か完了す

る都度、 各アラート  モニタはその履歴ファイルに新しいセクシ ョ ンを追加します。 この機能

によ り、 アラート  モニタは前回実行されて以来変更された内容を確認できます。

5 監視条件の定義。 監視条件とは、 アラート  モニタが実行するたびにチェッ ク されるルールを

指します。 入力する監視条件はアラート  モニタによ り異な り ます。 各モニタについて使用で

きるキーワードおよびパラ メータの一般情報については、 27 ページの 「アラート  ク ラス」 を
参照して ください。

r3monjob.log ジ ョブ

r3monlck.log Lock_Check

r3monoms.log OM スイ ッチ

r3monpro.log ワーク  プロセス とデータベース  プロセ

ス

r3monsec.log セキュ リ ティ

r3monspl.log スプーリ ング

r3montra.log 移送

r3monupd.log Update ( 更新 )

r3monusr.log ユーザー

r3monwpa.log ワークプロセスの可用性

表 4 デフォルトのト レース ファイル名 ( 続き )

ト レース ファイル名 モニタするアラート  タイプ

アラート  モニタには、 デフォルト値である 「=default」 以外に MS Windows 管理

ノードの特定の履歴パス  (%OvAgentDir%¥Tmp など ) を使用するよ う指定できます。

詳細については、 35 ページの 「HistoryPath」 の環境変数 
SAPOPC_HISTORYPATH、 およびアラート  モニタ設定ファイルのキーワードを参

照して ください。

モニタ履歴 (*.his) ファ イルを編集しないでください。 モニタ履歴ファ イルを編集

する と、 記録の正確性および整合性が失われる恐れがあ り ます。 モニタは履歴ファ
イルを使用するこ とによって、 前回の実行時以降にイベン トが発生しているかど う
か、 およびメ ッセージを送信すべきかど うかを判断します。

各種アラート  モニタの監視条件の詳細は、 各々の説明を参照して ください。
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アラート  モニタ設定ファイルの分配

以下のいずれかの方法を使用してアラートモニタ設定ファイルを管理対象ノードに分配するこ と
ができます。

1 [設定のインストール ] アプリ ケーシ ョ ン

 [SPI for SAP > SAP R/3 Admin] アプリ ケーシ ョ ン グループにある  [設定のインストール ] ア
プ リケーシ ョ ンを使います。 [設定のインストール ] アプリ ケーシ ョ ンは、 選択したすべて

の管理対象ノードに各グローバル モニタ設定ファイルのコピーを分配します。 この方法を実

行できるのは、 必要なアクセス権を持つ任意の HPOM ユーザーです。

2 ローカル設定分配アプリ ケーシ ョ ン

 [SPI for SAP > SAP R/3 管理 ( ローカル )] アプリ ケーシ ョ ン  グループにある  [ローカル設定分

配 ] アプ リ ケーシ ョ ンを使います。 [ローカル設定分配 ] アプリ ケーシ ョ ンは、 管理サーバー

のディ レク ト リ  /var/opt/OV/share/conf/sapspi/local/<node_name> にあるロー

カル モニタ設定ファイルのコピーを、 選択した管理対象ノードのみに分配します。  ローカル

設定ファ イルは、 モニタのサブセッ トのみを対象とするこ とができます。 その場合には、 モ

ニタのサブセッ トのみが管理対象ノードのローカル設定ディレク ト リに分配され、 ローカル
設定ファ イルを持たない他のモニタはグローバル設定ファイルのディ レク ト リ を参照するこ
とにな り ます。

モニタの分配は、 管理対象ノードでのモニタ設定ファイルの使用を約束しません。 使用する

モニタ用のローカル設定ファ イルまたはグローバル設定ファイルのいずれかが管理対象ノー
ドに存在するこ とを確認して ください。

この方法を実行できるのは、 必要なアクセス権を持つ任意の HPOM ユーザーです。

同じ管理対象ノード上のグローバル ディレク ト リ と ローカル ディレク ト リの両方に、 設定ファ

イルを保存するこ とができます。 モニタ実行可能ファイルは、 実行時に優先順位を使用して、 ど
ちらの設定ファ イルを使用すべきかを判断します。 詳細については、 23 ページの 「アラート  モ
ニタの優先順位」 を参照して ください。

グローバル設定ファイル

グローバル設定ファイルは、 管理対象ノードの以下のディ レク ト リにインス トールされます。

• UNIX: /var/opt/OV/conf/sapspi/global

• AIX (DCE): /var/lpp/OV/conf/sapspi/global

AIX (HTTPS): /var/opt/OV/conf/sapspi/global

• Microsoft Windows (DCE): ¥usr¥OV¥conf¥sapspi¥global

Microsoft Windows (HTTPS): %OvDataDir%¥conf¥sapspi¥global

ローカル設定ファイル

ローカル設定ファイルは、 管理対象ノードの以下のディレク ト リにインス トールされます。

• UNIX: /var/opt/OV/conf/sapspi/local

• AIX (DCE): /var/lpp/OV/conf/sapspi/local

AIX (HTTPS): /var/opt/OV/conf/sapspi/local

• Microsoft Windows (DCE): ¥usr¥OV¥conf¥sapspi¥local

• Microsoft Windows (HTTPS): 
%OvDataDir%¥conf¥sapspi¥local
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ローカル設定とグローバル設定

この項では、 ローカルまたはグローバルのアラート  モニタ設定を適用する方法、 さ らに、 すで

に適用および配信されている設定を削除する方法について簡単に説明します。 この項では、 以下
の作業について説明しています。

• 43 ページの 「グローバル設定の適用方法」

• 43 ページの 「ローカル設定の適用方法」

• 44 ページの 「ノード上の選択したローカル設定の削除方法」

同一マシン上にグローバル ディ レク ト リ と ローカル ディ レク ト リの両方を設定するこ とができ

ます。 モニタ実行可能ファイルは、 実行時に優先順位を使用して、 どちらの設定ファイルを使用
すべきかを判断します。 詳細については、 23 ページの 「アラート  モニタの優先順位」 を参照し

て ください。

この項で説明する手順は、 SPI for SAP テンプレート を管理対象のノードにすでに配信済みであ

るこ とを前提と しています。

グローバル設定の適用方法

1  [SPI for SAP > SAP R/3 Admin] アプリ ケーシ ョ ン グループで、設定するアラート  モニタのア

イコンをダブルク リ ッ ク します。

2 アラート  モニタの設定ファイルを編集します。 ファ イル中のパラ メータの詳細な説明は、 40 
ページの 「SPI for SAP アラート  モニタの設定」 を参照して ください。

3 変更した設定ファイルを保存します。 

4 監視するアラート  タイプごとに、 上記ステップ 1 ～ 3 を繰り返して、 対応するアラート  モ
ニタの設定ファ イルの設定を、 適宜変更してください。

5 [OVO 登録ノード ] ウ ィンド ウで、 更新された設定を配信する管理対象ノードを選択します。

6 [設定のインストール ] アイコンをダブルク リ ッ ク します。

グローバル設定ファイルが、 選択した各管理対象ノードの、 42 ページの 「グローバル設定

ファイル」 に示したディ レク ト リのいずれかにコピーされます。

ローカル設定の適用方法

1 [OVO 登録ノード ] ウ ィンド ウで、 ローカル設定を作成または更新する管理対象ノードを選

択します。

2 管理サーバー上で、 [SAP R/3 管理 (ローカル )] アプ リ ケーシ ョ ン グループで、 設定する

アラート  モニタのアイコンをダブルク リ ッ ク します。

3 アラート  モニタの設定ファイルを編集します。詳細は、 40 ページの 「SPI for SAP アラート  
モニタの設定」 を参照して ください。

標準の SPI for SAP ツールを使用してアラート収集モニタ  r3moncol を設定する場

合、 SPI for SAP が新しい設定の有効性をチェッ ク して、 設定エラーを含むファイル

の保存を許可しません。 有効性評価ツールとツールが生成する メ ッセージについての

詳細は、 106 ページの 「アラート収集モニタ設定ファイルの検証」 および 106 ペー

ジの 「設定ファ イルのエラー メ ッセージを理解する」 を参照して ください。

ある ノードに対し選択したアラート  モニタのローカル設定を初めて行うために設定

ファイルを開く と、 このノードのローカル設定用ディレク ト リに、 対応するグロー
バル設定ファイルが自動的にコピーされます。
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このアラート  モニタにローカル設定を必要と しない場合は、 次回のローカル設定ファイルの

配信を行う前に、 このファ イルを削除して ください (44 ページの 「ノード上の選択したロー

カル設定の削除方法」 を参照 )。

4 変更した設定ファイルを保存します。 標準の SPI for SAP ツールを使用してアラート収集モ

ニタ  r3moncol を設定する場合、 SPI for SAP が新しい設定ファ イルの有効性をチェッ ク し

て、 設定エラーが含まれるファ イルは保存されません。 有効性評価ツールとツールが生成す
る メ ッセージについての詳細は、 106 ページの 「アラート収集モニタ設定ファイルの検証」

および 106 ページの 「設定ファイルのエラー メ ッセージを理解する」 を参照して ください。

5 ローカルに監視するアラート  タイプごとに、 上記ステップ 1 ～ 4 を繰り返して、 対応する各

アラート  モニタの設定ファイルの設定を、 適宜変更してください。

6 [OVO 登録ノード ] ウ ィンド ウで、 更新したローカル設定の配信先とする管理対象ノードを

選択します。

7 [SAP R/3 管理 (ローカル )] アプリ ケーシ ョ ン グループで、[ローカル設定分配 ] アイコン

をダブルク リ ッ ク します。 

ローカル設定ファイルが、 選択した各管理対象ノードの、 42 ページの 「ローカル設定ファイ

ル」 に示したディ レク ト リのいずれかにコピーされます。

ノード上のすべてのローカル設定の削除方法

1 [OVO 登録ノード ] ウ ィンド ウで、 ローカル設定を削除する管理対象ノードを選択します。

2 管理サーバー上で、 [SAP R/3 管理 (ローカル )] アプ リ ケーシ ョ ン グループの、 [ローカ

ル設定削除 ] アイコンをダブルク リ ッ ク します。

管理サーバー上で、 選択された管理対象ノードのローカル設定ディレク ト リが削除され、 更
新された設定が管理対象ノードに分配されます。

ノード上の選択したローカル設定の削除方法

1 HPOM 管理サーバー上で、 対象ノードのローカル設定ディレク ト リに移動します。

cd /var/opt/OV/share/conf/sapspi/local/<node_name>

2 必要のなくなった設定ファイルを削除します。

rm <filename>.cfg

3 [OVO 登録ノード ] ウ ィンド ウで、 ローカル設定を削除する管理対象ノードを選択します。

4 [SPI for SAP > SAP R/3 管理 ( ローカル )] アプリ ケーシ ョ ン グループで、 [ローカル設定分配 ] 
アイコンをダブルク リ ッ ク します。 

既存のローカル設定ファイルが削除され、 新しい設定に更新されます。 新しい設定が空で
あっても、 管理サーバー上のディレクトリ /var/opt/OV/share/conf/sapspi/local/
<node_name> は手動で削除しないでください。

誤ってこのディ レク ト リ を削除してしまった場合、 または、 何らかの理由でこのディ レク ト
リが認識できない場合は、 [ローカル設定分配 ] 機能による設定の再配信が実行できなくな

り、 その管理対象ノードのローカル設定を更新するこ とが不可能になり ます。 
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3 SPI for SAP  のアラート  モニタ
この項では、 アラート  モニタ  r3monal、 r3monpro、 r3mondev、 r3status および r3monsec の
各モニタに関する説明とモニタを制御する設定ファイルの使用法について述べます。

SPI for SAP モニタの紹介

SPI for SAP には、 SAP 環境のさまざまなステータスを設定に応じて定期的に収集するモニタ群

が含まれています。

SPI for SAP モニタは、 HPOM で管理、 監視する  SAP NetWeaver サーバーに配布しなければな

り ません。 モニタの分配は、 SPI for SAP のインス トールおよび設定プロセスの一部と して実行

されます。 モニタを分配する前に、 HPOM デスク ト ップで作業する  HPOM 管理者が、 適切な 
SPI for SAP メ ッセージ ソース  テンプレート をまず割り当ててから分配します。 

モニタを初めて設定する場合は、 各アラートモニタの説明とその設定ファイル中の説明を読んで
ください。 各アラートモニタの設定ファイル中にデフォルトの設定と設定ファイルの変更が必要
な個所の説明があ り ます。 

この項では、 以下の項目について説明します。

• 46 ページの 「アラート  モニタのポーリ ング周期」

• 46 ページの 「アラート  モニタの設定ファイル」

• 47 ページの 「CCMS 4.x アラート  モニタ : r3monal」

• 60 ページの 「SAP ト レース  ファ イル モニタ : r3mondev」

• 62 ページの 「SAP プロセス  モニタ : r3monpro」

• 66 ページの 「SAP ステータス  モニタ : r3status」

• 71 ページの 「SAP セキュ リ ティ  モニタ : r3monsec」

• 76 ページの 「ABAP ディ スパッチャ  モニタ : r3mondisp」

• 79 ページの 「J2EE (Web AS Java) モニタ」

• 82 ページの 「エンキュー サーバー モニタ」

• 84 ページの 「SAP Enterprise-Portal モニタ」

• 88 ページの 「SAP セキュ リ ティ監査モニタ」
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アラート  モニタのポーリング周期

アラート  モニタは、それぞれ、独自のデフォルト  ポーリ ング周期 ( アラート  モニタの実行間隔 ) 
があ り ます。 モニタの予定されたアクシ ョ ン テンプレートで定義されているポーリ ング周期は変

更できます。 各アラート  モニタのデフォルト  ポーリ ング周期の詳細は、 表 5 を参照して くださ

い。

アラート  モニタの設定ファイル

各 SPI for SAP アラート  モニタは、 HPOM メ ッセージ ソース  テンプレートおよび、 1 つの実行

可能ファ イルと  1 つの設定ファイルを含む、 複数のファイル内で定義され、 設定されます。 

メ ッセージ ソース  テンプレートは、 HPOM メ ッセージ ブラウザに表示する メ ッセージの生成

ルールを定義します。 また、 メ ッセージ ソース  テンプレートは関連する実行ファ イルを起動す

る頻度も管理します。 メ ッセージ ソース  テンプレート をカスタマイズする場合は、 HPOM 管理

者用オンライン ヘルプに記述されている指示に従ってください。

モニタプログラムは、 メ ッセージ ソース  テンプレート  モニタ  で指定された一定の間隔で実行さ

れます。 モニタプログラムは、 個々のモニタの関連設定ファイルで定義されている条件を調べ、
該当する場合には報告します。 監視条件は、 ユーザー環境のニーズに合わせて定義するこ とがで
きます。 モニタ  テンプレートのコピーと名前変更についての詳細は、 『HP Operations Smart 
Plug-in for SAP インス トール ガイ ド』 を参照して ください。

SPI for SAP モニタの設定ファイルで、 キーワードを使用するこ とによ り、 ユーザー独自の環境

の要件を満たすよ うに、 モニタをセッ ト アップするこ とができます。 ほとんどのキーワードはす
べての設定ファ イルで使用できますが、 特定のモニタ と併せてでないと使用できないキーワード
もあ り ます。 

SPI for SAP アラート  モニタ設定ファイルで使用できるキーワードの詳細については、 22 ペー

ジの 「モニタ設定ファ イル」 を参照して ください。 また、 r3status モニタ設定ファイル 
r3status.cfg の内容については、 68 ページの 「r3status の設定ファイル」 で詳し く説明してい

ます。 46 ページの 「r3mondev.cfg ファ イルからの抜粋」 では、 r3mondev モニタの設定ファ イル

の内容を示しています。 このモニタは SAP システムの ト レース  ファ イルと ログ ファ イル内で

「ERROR」 とい う文字列をスキャンします。

r3mondev.cfg ファ イルからの抜粋

#-----------------------------------------------------------------------------
# TraceLevel hostname only error messages=1 info messages=2 debug messages=3
# Disable=0
TraceLevel     =ALL        =0

表 5 アラート  モニタのデフォルト  ポーリング周期

アラート  モニタ名
ポーリング周期

日数 時間 分

r3monal 5

r3mondev 5

r3mondisp 3

r3monpro 2

r3monsec 1

r3status 2
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#-----------------------------------------------------------------------------
# TraceFile  hostname    filename
#
TraceFile    =ALL        =r3moncts.log
#------------------------------------------------------------
# History    hostname    path
# Path
#
HistoryPathUnix =ALL =default
HistoryPathAIX =ALL =default
HistoryPathWinNT =ALL =default
#------------------------------------------------------------

# AlertDevMon SAP SAP Enable =1 Filemask Severity Opc OpC
# Sys Number Disable=0 Object MsgGroup
#AlertDevMon =ALL =ALL =1 =dev_* =WARNING =r3mondev =R3_Trace
#AlertDevMon =ALL =ALL =1 =std* =CRITICAL =r3mondev =R3_Trace
#Dispatcher trace file
AlertDevMon =ALL =ALL =1 =dev_disp =WARNING =r3mondev =R3_Trace
#Workprocess trace file for workprocess with number 0
AlertDevMon =ALL =ALL =1 =dev_w0 =WARNING =r3mondev =R3_Trace
#message server trace file 
AlertDevMon =ALL =ALL =1 =dev_ms =WARNING =r3mondev =R3_Trace
#screen processor trace file
AlertDevMon =ALL =ALL =1 =dev_dy0 =WARNING =r3mondev =R3_Trace
#tp process trace file
AlertDevMon =ALL =ALL =1 =dev_tp =WARNING =r3mondev =R3_Trace
--------------------------------------------------------------------------------

CCMS 4.x アラート  モニタ : r3monal

r3monal モニタは、 SAP version 4.0 から導入された SAP NetWeaver CCMS 監視アーキテク

チャを使っており、 SAP の内部モニタである  CCMS アラート  モニタの出力を監視するこ とがで

きます。 r3monal は CCMS モニタが識別した警告を HPOM メ ッセージに割り当てます。 この

メ ッセージは HPOM メ ッセージ ブラウザに表示されます。 

この項では、 以下の ト ピッ クについての情報を示し、 r3monal の設定ファイルの内容を説明しま

す。

• 48 ページの 「監視条件 : r3monal」

• 48 ページの 「CCMS 監視セッ ト : r3monal」

• 51 ページの 「CCMS アラート  モニタ : r3monal」

• 52 ページの 「CCMS 受諾メ ッセージ : r3monal」

• 53 ページの 「環境変数 : r3monal」

• 53 ページの 「ファ イルの場所 : r3monal」

• 53 ページの 「リモート監視 : r3monal」

• 54 ページの 「RFC タイムアウ ト : r3monal」

• 54 ページの 「重要度レベル : r3monal」

• 55 ページの 「 ト レース  レベル : r3monal」

• 56 ページの 「XMI 互換モード : r3monal」

SAP は共有メモ リ インタフェースを徐々に廃止するつも りだと述べているため、 SPI for SAP 
では、 XMI/XAL インタフェースだけをサポート しています。
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• 56 ページの 「アラート  ク ラス : r3monal」

• 57 ページの 「r3monxmi からの移行 : r3monal」

• 58 ページの 「J2EE Engine (Web AS Java) の監視 : r3monal」

• 58 ページの 「スタンドアロンのエンキュー サーバーの監視 : r3monal」

• 59 ページの 「SAP セキュ リ ティ監査ログの監視 : r3monal」

• 59 ページの 「Enterprise Portal の監視 : r3monal」

• 59 ページの 「CEN の監視 : r3monal」

• 60 ページの 「設定のテス ト : r3monal」

監視条件 : r3monal

キーワード  Severity<Level>、 RFCTimeOut、 CCMSMonitorSet、 および 
CCMSAcknowledgeMessage を定義し、 有効化する必要があ り ます。 r3monal.cfg 設定ファイ

ル内の他のキーワードは任意です。 詳細については、 それぞれ 37 ページの 「重要度レベル」、

37 ページの 「RFCTimeOut」、 31 ページの 「CCMSMonitorSet」、 31 ページの

「CCMSAcknowledgeMessage」 を参照して ください。

CCMS 監視セッ ト : r3monal

XMI/XAL インタフェースを使用する と、 SPI for SAP で CCMS アラート  モニタ  ツ リー内で 
CCMS アラートの読み取り、 書き込み、 およびリセッ ト を直接行う こ とができます。 この機能

の最も大きな利点は、 ユーザー独自の監視セッ ト を定義するために既存の CCMS 監視セッ ト を

テンプレート と して使用できるこ とです。 ユーザー独自のセッ トには、 SPI for SAP の監視対象

とする  CCMS アラートのみを含めるこ とができます。 

HPOM で r3monal モニタの設定を開始する前に、 SAP にログインし、 SPI for SAP がメ ッセー

ジの生成に使用する新しい CCMS 監視セッ ト を定義するよ うにして ください。 

デフォルトの監視セッ ト  (OperatingSystem、 DatabaseClient など ) に含まれる警告すべてに

関する メ ッセージを受け取る必要がない場合には、 個別のアプ リ ケーシ ョ ン サーバー項目を展

開し、 HPOM に送信する メ ッセージを生成するのに使用する警告のみを選択するこ とができま

す。 図 1 に示す設定の例では、 データベースに関する問題も監視するために、 項目 [Oracle] も
選択しています。

CCMS モニタ  ツ リー内の項目を作成または修正するためには、 CCMS 監視セッ ト用の [保守機

能 ]が有効になっているこ とを確認する必要があ り ます。 以下のよ うに、 [保守機能 ]オプシ ョ

ンは、 [補足 ] メニューにあ り ます。

 [補足 > 保守機能有効化 ]
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図 1 監視セッ トの定義

SPI for SAP 用に定義した新しい監視セッ トが、 SPI for SAP を使用する  HPOM ユーザーから

参照可能および使用可能であるこ とを確認して ください。 定義済みの HPOM ユーザーと して 
SAP にログインした場合には、 その定義済み HPOM ユーザー用に定義された CCMS 監視セッ

ト、 および 「Public」 のマークが付いた監視セッ トのみを使用できます。 管理者と して SAP に
ログインした場合には、 利用可能なすべての監視セッ ト を参照するこ とができます。 この場合に

は、 SPI for SAP 用に定義する新しい監視セッ ト を、 SPI for SAP 用の定義済み HPOM ユー

ザーから参照できるよ うにするか、 「Public」 オプシ ョ ンを使用してすべてのユーザーから参照

できるよ うにして ください。 CCMS 監視セッ トの名前を定義する際は ASCII 文字のみを使用し

て ください。 SPI for SAP は今のと ころ、 監視セッ ト名中の非 ASCII 文字を解釈できません。

1 つの SAP システム /SID に複数の監視セッ ト を割り当てるこ とができます。 1 つの SAP シス

テム /SID について複数の監視セッ ト を定義する必要がある場合には、 「複数の監視セッ トの設

定」 に示すよ うに、 r3monal.cfg モニタ設定ファ イルの監視セッ トのセクシ ョ ンに、 各新規監視

セッ トについて新しい行を 1 行ずつ追加してください。 パラ メータ  Monitor に定義する名前は、

CCMS アラートモニタ  ツ リーに表示される監視セッ トの名前と一致しなければな り ません。 モ

ニタの名前は、 「複数の監視セッ トの設定」 に示すよ うに、 たとえばスラ ッシュ  (/) も含めて SAP 
での表示のとおりに設定ファ イルに指定される必要があ り ます。 

「複数の監視セッ トの設定」 に示す設定ファイルの例では、 従来の長い SAP 名 ( 途中で改行され

ています ) でモニタ名を指定しています。 最後のモニタの完全な名前は、 =System / All 
Monitoring Segments / All Monitoring Contexts です。このよ うに長い名前を使用する必

要はあ り ません。 また、 複数のモニタを単一の監視セッ トに関連付けたい場合には、 「複数の監

視セッ トの設定」 の最初の 2 つのエン ト リのよ うに、 各モニタを別々の行で指定する必要があ り

ます。 この例では、 SPISAP 監視セッ トには 2 つのモニタ、 System および DB_ALERT が含

まれます。

複数の監視セッ トの設定
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#------------------------------------------------------------------------------
# Monitor Set SAP SAP Monitor Set Monitor  
# System Number    
CCMSMonitorSet =WA1 =33 =SPISAP =System 
CCMSMonitorSet =WA1 =33 =SPISAP =DB_ALERT
CCMSMonitorSet =SP6 =00 =SAP CCMS Technical Expert Monitors =System /¥

 All Monitoring Segments / All Monitoring Contexts
#------------------------------------------------------------------------------

各 CCMS アラート  モニタのデフォルト設定は、 必ずしもご使用の環境の要件を満たしているわ

けではないため、 場合によっては変更する必要があ り ます。50 ページの図 2 に示すよ うに、 [監

視 : プロパティおよびメソッド ] ウ ィンド ウの [パフォーマンス属性 ] タブで、 モニタのプロパ

ティ を確認し、 必要に応じて修正するこ とができます。 モニタのプロパティを変更する場合に
は、 以下の点に配慮する必要があ り ます。

• CCMS アラートの重要度レベルと、 CCMS アラートによって生成される  HPOM メ ッセージ

の重要度レベルが一致しているかど うか。 重要度レベルの設定については、 37 ページの 「重

要度レベル」 を参照して ください。

• 特定の CCMS アラート  モニタに設定した重要度レベルのしきい値が、 環境に適しているか

ど うか。 

図 2 CCMS アラート  モニタのしきい値の確認と修正

特定の CCMS モニタの [監視 : プロパティおよびメソッド ] ウ ィンド ウを開くには、 監視セッ

ト  ツ リーで目的のモニタに移動し、 [プロパティ ]ボタンをク リ ッ クするか、 参照するモニタを

ダブルク リ ッ ク します。
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CCMS アラート  モニタ : r3monal

アラートは、 SAP による  SAP ランドスケープの状態監視における、 最も基本的な要素です。 ア

ラートは、 ディ スクや CPU などのオブジェク ト と関連付けられ、 各オブジェク トには応答時間

や使用統計などの属性が割り当てられます。 オブジェク トのステータス、 およびその長期にわた
るパフォーマンス と可用性は、 SAP のシステム管理者にとって重要です。 SAP NetWeaver 
CCMS アラート  モニタは、 設定されている警告を ( 関連付けられているオブジェク トおよび属

性と共に )、 CCMS モニタ と してモニタ  ツ リーに表示します。 このツ リーは、 図 3 のよ うに表示

するこ とができます。 共通 (public) の監視セッ トはすべての SAP ユーザーから参照可能 ( かつ

使用可能 ) であるこ とに注意して ください。

操作を容易にするために、 各 CCMS モニタは事前定義された監視セッ ト と してグループ化され

ています ( たとえば、 SAP CCMS Technical Expert Monitors)。 事前定義された監視セッ トに

は多数のサブセッ ト とモニタが含まれています。 これらによ り何千もの警告が生成されますが、

中には実際には必要のないものも含まれます。 

図 3 CCMS 監視セッ ト

CCMS 監視セッ ト用の管理機能を有効にする と、 定期的に監視したい警告についてのモニタの

みを含む、 ユーザー独自の CCMS 監視セッ ト を作成するこ とができます。 ユーザー独自の監視

セッ ト を作成した後で、 それらを監視セッ ト  ツ リーに追加するこ とによ り、 SPI for SAP の監視

対象と して設定するこ とができます。 このよ うに、 監視する警告や受け取る情報を減らすこ とに
よって、 よ り容易に管理を行う こ とができます。 CCMS 監視セッ トの名前を定義する際は 
ASCII 文字のみを使用して ください。 SPI for SAP は今のと ころ、 監視セッ ト名中の非 ASCII 
文字を解釈できません。
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図 4 CCMS アラート  プロパティ

SAP NetWeaver CCMS モニタが状態を報告する と き、 図 4 に示すよ うに、 その警告の中に監視

オブジェク ト とその属性が含まれています。

CCMS 受諾メ ッセージ : r3monal

CCMSAcknowledgeMessage 機能は、 定義した条件に一致する  CCMS アラート を自動的に受諾 
( 完了 ) するよ うに r3monal が SAP に指示するかど うかを決定します。 r3monal.cfg 設定ファ

イル内で CCMSAutoAcknowledge 機能を有効にするこ とは、 SAP CCMS で警告を選択してか

ら [警告対処 ]ボタンをク リ ッ クするのと同じです。

CCMS アラートの自動受諾

# Triggers auto-acknowledge of CCMS alerts 
#------------------------------------------------------------
# CCMSAcknowledgeMessage SAP Ack. filtered Enable=1
# System  Messages Disable=0
CCMSAcknowledgeMessage =ALL =0 =0
CCMSAcknowledgeMessage =SP6 =0 =0

#------------------------------------------------------------

r3monal.cfg 設定ファイルでは、 個別の行で特定の SAP システムを定義して、 自動受諾機能を

有効化または無効化するこ とができます。 ただし、 特定の SAP システムについて自動受諾機能

を無効化 (=0) した場合、 r3monal は同じ行で定義された Ack. Filtered Messages に関する設

定を無視するこ とに注意して ください。

Ack. Filtered Messages キーワードを有効にしている場合、 AlerMonSyslog 指定 ( 適切な行

で Disabled=0 を設定 ) に従って、 フ ィルタで除去され、 HP Operations エージェン トには送信

されなかったメ ッセージは、 CCMS で受諾されます。 そのため、 これらのアラートは、 HPOM 
メ ッセージ ブラウザや SAP CCMS では表示されなくな り ます。 AlerMonSyslog についての詳

細は、 56 ページの 「アラート  ク ラス : r3monal」 を参照して ください。

CCMSAcknowledgeMessages キーワードを有効化する場合は、 Severity<Level> キーワード も

有効化する必要があ り ますので注意してください。 Severity<Level> キーワードを使用して、

CCMS アラート を重要度によ り除外するこ とができます。 詳細については、 54 ページの 「重要

度レベル : r3monal」 を参照して ください。
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環境変数 : r3monal

表 6 に、 r3monal モニタを設定する際に使用できる環境変数を示します。

ファイルの場所 : r3monal

r3monal モニタは、 表 7 に示すデフォルトのファ イルを使用します。 SPI for SAP モニタ設定

ファイルの内容全般および r3monal.cfg に特有の内容の詳細は、 25 ページの 「SPI for SAP モ
ニタ設定ファイル」 を参照して ください。 

リモート監視 : r3monal

RemoteMonitoring キーワードを使用して、 ローカル ホス ト上の SPI for SAP がリモート  ホス

ト上の SAP インスタンスを監視するよ うに設定するこ とができます。 RemoteMonitoring キー

ワードで使用できるパラ メータの詳細については、 24 ページの 「アラート  モニタによる リモー

ト監視」 に含まれるキーワードの一覧を参照して ください。 SAP System と  SAP Number は 
r3monal でのみ必要とな り ます。

r3monal.cfg ファ イル内でのリモート監視の有効化

表 6 r3monal の環境変数

環境変数 説明

SAPOPC_DRIVE HPOM エージェン トが実行され

ている  MS Windows のド ライブ (
例 : E:¥usr¥...)

SAPOPC_HISTORYPATH 履歴ファイル r3monal へのパス

SAPOPC_R3MONAL_CONFIGFILE 設定ファイル r3monal の名前

SAPOPC_SAPDIR SAP NetWeaver が実行されてい

る  Windows のド ライブ ( 例 : 
E:¥usr¥sap)

SAPOPC_TRACEMODE ト レース  モード : 

a = 追加

w = 作成 ( デフォルト )

SAPOPC_TRACEPATH ト レース  ファ イル r3monal への

パス

表 7 r3monal のファイル

ファイル名 説明

r3monal(.exe) SAP NetWeaver CCMS アラート  モニタの実行ファ

イル

r3monal.cfg CCMS アラートモニタの設定ファイル

r3monal.his 各モニタ実行後のデータを保存する履歴ファイル
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#---------------------------------------------------------
# Remote Host Localhost Remotehost SAP SAP
# System Number
RemoteMonitoring =hpspi003 =ovsdsap6 =SP6 =00
#------------------------------------------------------------

RFC タイムアウト : r3monal

RFCTimeout キーワードを使用して、 RFC XMI/XAL 関数呼び出しが取り消されるまでの時間

の最大値を秒単位で定義します。 たとえば、 =120 です。 SAP が稼働する環境に合わせたタイム

アウ ト を設定する必要があ り ます。 たとえば、 RFC コールが完了するまで、 つま り初期要求に

対する応答を受信するまでに、 予想よ り も長い時間がかかる場合には、 システムがダウンしてい
るか、 重大なパフォーマンス障害が発生している可能性があ り ます。 RFC コール完了後に、

SAP が独立した Dialog プロセスを割り当てる と、 時間制限が適用されなくな り ます。 

XMI/XAL 関数コールのタイムアウ ト時間の設定

#------------------------------------------------------------
# Max. time in sec. before a RFC XMI/XAL function call is
# canceled. If the RFC call takes longer than expected, the
# system is probably down or has a major performance problem.
RFCTimeOut = 120
#------------------------------------------------------------

重要度レベル : r3monal

r3monal.cfg ファ イルの 「Severity Values」 セクシ ョ ンは、 r3monal で管理している  CCMS 
モニタ  ツ リー内の CCMS アラート をどのよ うにフ ィルタするか、およびフ ィルタ された CCMS 
アラートの重要度レベルを、 対応する  HPOM のメ ッセージで必要な重要度レベルにマッピング

する方法を定義します。 キーワード  SeverityWarning および SeverityCritical は 
CCMSAcknowledgeMessage キーワード と組み合わせて使用します。 詳細は、 52 ページの

「CCMS 受諾メ ッセージ : r3monal」 で説明しています。 SPI for SAP 設定ファイル全般の詳細

は、 25 ページの 「SPI for SAP モニタ設定ファ イル」 を参照して ください。

SAP システム ID/SAP 番号の各組み合わせごとに 1 行ずつ新しい行を追加するこ とによ り、

CCMS アラート と  HPOM メ ッセージ間の重要度のマッピングを、特定の SAP システム ID およ

び SAP 番号に制限するこ とができます。 「r3monal.cfg に含まれる重要度レベルに関するデフォ

ルト設定」 に、 r3monal.cfg ファ イルに含まれるデフォルトの重要度レベルの設定を示します。

r3monal.cfg に含まれる重要度レベルに関するデフォルト設定

#---------------------------------------------------------
#Severity SAP SAP Enabled=1 OpCSeverity
#Values System Number Disabled=0
SeverityWarning =ALL =ALL =0 =WARNING 
SeverityCritical =ALL =ALL =1 =CRITICAL 
#-------------------------------------------------------------

r3monal.cfg での重要度レベルの編集は、 以下のいずれかの方法で行います。

1 重要度レベルの有効 ・無効の切り替え

重要度が 「警告」 の CCMS アラートのメ ッセージの生成を無効化 (=0) したい場合には、 以

下のよ うに SeverityWarning の行を新規追加 ( または既存の行を変更 ) します。

SeverityWarning =ALL =ALL =0 =WARNING
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2 SPI for SAP が CCMS の重要度レベルを HPOM のメ ッセージ重要度レベルにマッピング

する方法の変更

SPI for SAP がすべての SeverityWarning イベン ト を CRITICAL( 危険域 ) と して報告する

よ うにするには、 以下のよ うに SeverityWarning の定義を新規追加 ( または既存の定義を変

更 ) します。

SeverityWarning =ALL =ALL =1 =CRITICAL

3 SID 指定の例外定義 

SPI for SAP が SAP システムの LP2 で発生する  SeverityWarning のイベン ト を危険域レベ

ルで報告するよ うに設定するには、 ALL システムのデフォルト設定を残し、 次の行を追加し

ます。

SeverityWarning =LP2 =ALL =1 =CRITICAL

r3monal 設定ファイルからの抜粋

# A Monitor Set defines the messages you want to forward to HPOM.
#------------------------------------------------------------------------
# Monitor Set SAP SAP Monitor Set Monitor  
# System Number    
#CCMSMonitorSet =WA1 =33 =SPISAP =System 
#CCMSMonitorSet =WA1 =33 =SPISAP =DB_ALERT
#CCMSMonitorSet =SP6 =00 =SAP CCMS Technical Expert Monitors 
=System / All Monitoring Segments / All Monitoring Contexts
#------------------------------------------------------------------------
# Remote Host Localhost Remotehost SAP SAP
# System Number
#RemoteMonitoring =hpspi003 =ovsdsap6 =SP6 =00
#------------------------------------------------------------------------
# CCMSAcknowledgeMessage SAP Ack. filtered Enable=1
# System Messages Disable=0
CCMSAcknowledgeMessage =ALL =0 =0
CCMSAcknowledgeMessage =SP6 =0 =0

# XMI compatibility mode
# makes the r3monal send syslog messages r3monxmi style
#------------------------------------------------------------------------
# XmiSyslogMode    Enabled  =1
#                  Disabled =0
XmiSyslogMode      =0

# Syslog filtering
#------------------------------------------------------------------------
# Alert Classes SAP SAP SyslogId Enabled=1 
# System Number From To Disabled=0
AlerMonSyslog =ALL =ALL =A00 =MZZ =1
AlerMonSyslog =ALL =ALL =N00 =ZZZ =0
AlerMonSyslog =LPO =01 =A00 =ZZZ =1

ト レース レベル : r3monal

アラート  モニタが使用する ト レース  レベル ( 特に r3monal モニタに関して利用できる ト レース  
レベル ) の詳細については、 22 ページの 「モニタ設定ファイル」 の 39 ページの 「TraceLevel」 
の項を参照して ください。
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XMI 互換モード : r3monal

XmiSyslogMode キーワードを使用して r3monal モニタが SAP システム ログ アラート を以前に 
r3monxmi モニタが使用していたスタイルとフォーマッ トで送信するよ うに指定するこ とができ

ます。 SPI for SAP のバージ ョ ン 11.10 では r3monxmi モニタは廃止され、 CCMS syslog アラー

トの監視を続けるには r3monal モニタ  ( このモニタは XAL (BAPI External Alert Management 
Interface) を使用します ) を使用する必要があ り ますので注意してください。 

Syslog メ ッセージの XMI フォーマッ トでの送信

# XMI compatibility mode
# makes the r3monal send syslog messages r3monxmi style
#------------------------------------------------------------
# XmiSyslogMode    Enabled  =1
#                  Disabled =0
XmiSyslogMode      =1
#------------------------------------------------------------

XmiSysLogMode を有効化する場合、 以前の r3monxmi モニタだったら  SAP システムログ メ ッ

セージをどのよ うにフ ィルタするかを詳細に定義する必要があ り ます。 ほとんどの場合、 これは
既存の r3monxmi モニタ用の設定をコピーし、 r3monal の設定ファイル r3monal.cfg に貼り付

けるこ とで実行できます。 r3monxmi を設定しないと、 SAP syslog メ ッセージは XMI フォー

マッ トで出力されません。 r3monxmi から  r3monal への移行についての詳細は、 57 ページの

「r3monxmi からの移行 : r3monal」 を参照して ください。

アラート  クラス : r3monal

r3monal.cfg ファ イルのアラート  ク ラスのセクシ ョ ンで、SPI for SAP の CCMS アラート  モニ

タ  r3monal が SAP システム内の syslog イベン ト をフ ィルタする方法を定義します。 このフ ィ

ルタ リ ング メカニズムによって、 表示させたい syslog イベン トだけを抽出して、 表示できるよ

うにな り ます。 監視する  syslog イベン トは、 メ ッセージ番号 (syslog ID) の範囲を指定してフ ィ

ルタします。 r3monal.cfg ファ イルのアラート  ク ラスのセクシ ョ ンの各行は、 特別な方法で

セッ ト アップされます。 各エン ト リでは、 指定した範囲の syslog イベン トの監視について定義

します。 グローバルに、 または指定した SAP システム / インスタンスに対して syslog ID の範囲

を有効または無効にするこ とで、 監視する  syslog イベン ト を指定できます。

「r3monal.cfg ファ イル内の syslog イベン ト 」 では、 r3monal はすべての SAP システム (SAP 番
号 ) の ID A00 から  MZZ までの syslog イベン ト を監視しますが、 すべての SAP システム (SAP 
番号 ) の ID N00 から  ZZZ までの syslog イベン トは監視しません。 SAP システム LPO では、

A00 から  ZZZ までの ID について syslog イベン トの監視が有効化されています。

r3monal.cfg ファ イル内の syslog イベン ト

# Syslog filtering
#-------------------------------------------------------------
# Alert Classes SAP SAP SyslogId Enabled=1 
# System Number From To Disabled=0
AlerMonSyslog =ALL =ALL =A00 =MZZ =1
AlerMonSyslog =ALL =ALL =N00 =ZZZ =0
AlerMonSyslog =LPO =01 =A00 =ZZZ =1
#------------------------------------------------------------
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r3monxmi からの移行 : r3monal

以前の r3monxmi モニタでは、 XMI (eXternal Management Interface) を使用しましたが、 これ

は SAP 3.0F で最初に導入されました。 SPI for SAP が SAP version 3.x をサポート しな くなっ

たため、 SAP システムログ メ ッセージの監視に r3monxmi を使用できな くな り ました。 syslog 
メ ッセージおよび CCMS アラートの監視を継続したい場合は、 XMI 設定を r3monal (CCMS 
4.x アラート  モニタ ) に移行しなければな り ません。 とはいえ、 以前の r3monxmi.cfg ファ イル

のメ ッセージのフ ィルタのセクシ ョ ンの内容を r3monal 用の新しい設定ファイルにコピーして

使用するこ とができます。

syslog メ ッセージ監視を r3monxmi から  r3monal へ移行するには

1 syslog アラート用の CCMS モニタおよびモニタ群を定義します。

r3monal は SAP NetWeaver 内部の CCMS モニタを使用して syslog アラート をチェッ クす

るので、 CCMS モニタの設定には ト ランザクシ ョ ン RZ20 を使用して ください。

2 CCMS モニタ  ツ リー内で、 SPI for SAP で syslog メ ッセージを監視するすべてのアプリ

ケーシ ョ ン サーバーの r3syslog ブランチをチェッ ク します。

この工程は、 ルールに基づくモニタ  ツ リー エレ メン ト  (MTE) を作成するこ とによ り自動化

できます。 新しい MTE ノードを CCMS モニタに追加する場合は、 CCMS ルールのセッ ト

アップ時に [Create Nodes] ダイアログ内のオプシ ョ ン  [Rule Node] をチェッ ク します。

CCMS ルールのセッ ト アップでは次の値を使用します。

• Rule Type:

CCMS_GET_MTE_BY_CLASS

• MTE Class:

R3Syslog

3 r3monal.cfg ファ イル内で XmiSyslogMode キーワードを有効化します。

r3monal モニタに XMI メ ッセージ条件に基づく古い r3monxmi 設定を使用させたい場合、

r3monal.cfg ファ イル内の XmiSyslogMode キーワードを使用します。 このモードでは、

r3monal は SAP システム ログ アラート を r3monxmi モニタが以前使用していたスタイルと

フォーマッ トで送信します。

4 システム ログ フ ィルタのセッ ト アップ

r3monal は r3monxmi と同じシステム ログ メ ッセージ フ ィルタをサポートするので、 既存

のシステム ログ フ ィルタ設定を以前の r3monxmi.cfg 設定ファ イルからコピーし、 新しい 
r3monal.cfg ファ イルに貼り付けるこ とができます。 システム  ログ メ ッセージ フ ィルタ

は、 設定ファイルのアラート  ク ラスのセクシ ョ ン内の AlerMonSysLog キーワードで定義し

ます。

#---------------------------------------------------------
# Alert Classes SAP SAP SyslogId Enabled=1
# System Number From To Disabled=0
AlerMonSyslog =ALL =ALL =A00 =MZZ =1
AlerMonSyslog =ALL =ALL =N00 =ZZZ =0

r3monxmi モニタはアプ リケーシ ョ ン サーバー依存だったため、 syslog メ ッセージを監視した

い SAP システムの各アプ リ ケーシ ョ ン サーバーに r3monxmi をインス トールしなければなり ま

せんでした。

r3monal モニタはアプリ ケーシ ョ ン サーバー非依存であ り、 r3monal は 1 か所ですべてのアプ

リ ケーシ ョ ン サーバーから  syslog メ ッセージを読むこ とができます。 通常は、 r3monal を  
syslog メ ッセージを監視したい SAP システムのセン ト ラル インスタンス上にインス トールしま

す。
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AlerMonSyslog =LP =01 =A00 =ZZZ =1
#---------------------------------------------------------

58 ページの図 5 は、 設定が正常に終了した時点での、 SAP syslog エレ メン トの CCMS ルール 
ノードを示しています。

図 5 syslog エレメン トのルールベースの CCMS MTE

J2EE Engine (Web AS Java) の監視 : r3monal

SPI for SAP は、 SAP J2EE Engine を含む完全な SAP NetWeaver 環境の監視にも役立ちます。

Java テク ノ ロジと  J2EE インフラス ト ラ クチャの組み合わせが、 SAP Enterprise Portal や 
Exchange Infrastructure (XI) のよ うな新しい SAP コンポーネン ト を構築する基盤となっている

ため、 SAP J2EE Engine の監視は重要です。

SAP J2EE Engine を監視するには、 SPI for SAP の CCMS アラート  モニタ  r3monal を設定し

て、 SAP の J2EE Engine のステータスや可用性に関連する  J2EE 監視セッ トによって生成され

たアラート をチェ ッ ク します。 SAP の J2EE Engine には、 J2EE カーネル、 J2EE サービス、

または SPI for SAP で監視中の SAP NetWeaver 環境内の登録された SAP CCMS エージェン ト

などが含まれます。 r3monal で SAP の J2EE Engine を監視するための設定についての詳細は、

79 ページの 「J2EE (Web AS Java) モニタ」 を参照して ください。

スタンドアロンのエンキュー サーバーの監視 : r3monal

エンキュー サーバーは SAP システムにログインしているユーザーが現在使用中のロッ クに関す

る情報を保存します。 ロ ッ ク関連の情報は、 メ イン メモ リのロ ッ ク  テーブル内に保存されます。

エンキュー サーバーが動作しているホス トに障害が発生する と、 ロ ッ クのデータは失われ、 エ

ンキュー サーバーが再起動しても復元できません。 すべてのロ ッ クは再設定する必要があ り ま

す。 高可用性環境では、 スタンドアロンのエンキュー サーバーを設定するこ とによ り、 このよ

うな問題を回避できます。 スタンドアロンのエンキュー サーバーと別のホス ト上で動作するエ

ンキュー複製サーバーを組み合わせによ り、 高可用性ソ リ ューシ ョ ンの基盤を形成します。
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SPI for SAP を高可用性 WebAS 環境内に設定されたスタンドアロンのエンキュー サーバーが生

成するアラートの監視に使用するには、 適切な SAP 内の CCMS モニタ と  MTE (monitor-tree 
elements) を有効化した後、 SPI for SAP の CCMS アラート  モニタ  r3monal を設定して、 SAP 
システム内のスタンドアロンのエンキュー サーバーのステータスおよびパフォーマンスに関す

るアラート をチェ ッ ク します。 WebAS 内のスタンドアロンのエンキュー サーバーの監視用の 
r3monal の設定についての詳細は、 82 ページの 「エンキュー サーバー モニタ」 を参照して くだ

さい。

SAP セキュリテ ィ監査ログの監視 : r3monal

SAP セキュ リ ティ監査ログは SAP システム内のセキュ リ ティ関連アクティ ビティの記録を維持

しており、 各アプリ ケーシ ョ ン サーバーの監査ログに収集した情報を保存しています。 SPI for 
SAP を使用して、 セキュ リ ティ監査がログに記録した CCMS アラート を監視し、 それを使用し

てメ ッセージを生成し、 HPOM メ ッセージ ブラウザに表示するこ とができます。

SPI for SAP を SAP セキュ リ ティ監査ログの監視に使用するには、 適切な SAP 内の CCMS モ
ニタ と  MTE (monitor-tree elements) を有効化した後、 SPI for SAP の CCMS アラート  モニタ  
r3monal を設定して、 SAP システム内のセキュ リ ティ  イベン トのステータスに関係するセキュ

リ ティ監査ログ モニタによって生成されるアラート をチェッ ク します。 r3monal で SAP のセ

キュ リ ティ監査ログを監視するための設定についての詳細は、 88 ページの 「SAP セキュ リ ティ

監査モニタ」 を参照して ください。

Enterprise Portal の監視 : r3monal

SAP Enterprise Portal は、 ユーザーが SAP ランドスケープで効率良く作業するのに必要な情

報、 アプ リ ケーシ ョ ン、 サービスにグローバルにアクセスするための、 安全で安定した Web イ
ンタフェースを備えています。 SPI for SAP を使用する と、 標準の SAP エレ メン ト を利用して、 
SAP Enterprise Portal のコンポーネン ト を監視し、 可用性、 応答時間、 設定、 パフォーマンス

に関するレポート を作成するこ とができます。 

SPI for SAP を完全に設定済みの SAP Enterprise Portal が生成するアラートの監視に使用する

には、 適切な SAP 内の CCMS モニタ と  MTE (monitor-tree elements) を有効化した後、 SPI 
for SAP の CCMS アラート  モニタ  r3monal を設定して、 Enterprise Portal のステータスおよ

びパフォーマンスに関するアラート をチェッ ク します。 r3monal で Enterprise Portal を監視す

るための設定についての詳細は、 84 ページの 「SAP Enterprise-Portal モニタ」 を参照して くだ

さい。

CEN の監視 : r3monal

CEN (Central Monitoring System) は、 監視対象の SAP ランドスケープ全体にわたって、 生成

される  CCMS アラート を集中制御する単一の SAP システムです。 CEN を使用する と、 問題の

アラートに関する本質的な情報を集中化された単一の地点で入手できるよ うになるので、 複数の 
SAP システムの監視と管理のオーバーヘッ ドを削減できます。 

CCMS アラートの集中管理に CEN を使う よ うに SAP を設定した後、 SPI for SAP の r3monal 
モニタを使用して、 CEN に配信された CCMS アラート をインターセプ ト し、 そのアラートに基

いて、 HPOM メ ッセージ ブラウザに送信する メ ッセージを生成します。 r3monal で SAP CEN 
を監視するための設定についての詳細は、 184 ページの 「CEN の CCMS アラートの監視」 を参

照して ください。
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設定のテス ト : r3monal

SPI for SAP オプシ ョ ンのテス ト移送には、 ABAP ダンプを生成するプログラムが含まれていま

す。 このプログラムを使って、 SAP システムでダンプが生成される と、 r3monal モニタが 
syslog をチェ ッ ク し  HPOM へメ ッセージを送信するこ とを検証できます。  テス トが成功する

と、 HPOM メ ッセージ ブラウザにテス ト  ダンプに関する メ ッセージが表示されます。 このテス

トは、r3monal が適切な SAP CCMS 監視セッ ト  (<SAPSID>/R3Abap/Shortdumps など ) を監視

するよ うに設定された場合にのみ有効です。 

SPI for SAP の移送の内容の詳細は、 HPOM 管理対象ノード上の次の場所に配置されている、

移送の README ファ イルを参照して ください。
/usr/sap/trans/readme 
SPI for SAP 移送のインポートおよび適用に関する詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for 
SAP インス トール ガイ ド』 を参照して ください。 移送のインポート後、 SAP ト ランザクシ ョ ン 
SE80 を使用して ABAP オブジェク ト  ナビゲータを開き、 レポート  ( またはプログラム ) /
HPOV/YSPI0004 までブラウズするこ とによ り、 インス トールされたテス トプログラムを見るこ

とができます。

SAP ト レース ファイル モニタ : r3mondev

r3mondev モニタは、 SAP システムの ト レース  ファ イルと ログ ファ イルをスキャンして、

「ERROR」 とい う文字列を検索します。 このモニタは、 最後に起動した後の発生事象のみを監視

するため、 ト レース  ファ イル中のエラーは、 単一のアラートが 1 つ生成されます。 ファ イル モ
ニタは以下のディ レク ト リ をスキャンします。 こ こで、 <SID> は SAP システム ID を指し、

<InstanceNumber> は SAP インスタンス番号を指します。

• UNIX/Linux: /usr/sap/<SID>/<InstanceNumber>/work/

• Windows: <drive:>¥usr¥sap¥<SID>¥<InstanceNumber>¥work

このモニタが生成する メ ッセージには、 vi エディ タを呼び出すオペレータ起動アクシ ョ ンも含

まれます。 vi エディ タは、 すべての ト レース  ファ イルと ログ ファ イルの一覧を示します。 こ こ

で、 ファ イルを選択する と、 内容が表示されます。 

この項では、 以下の ト ピッ クについて説明します。

• 61 ページの 「ファ イルの場所 : r3mondev」

• 61 ページの 「環境変数 : r3mondev」

• 61 ページの 「監視条件 : r3mondev」

• 62 ページの 「設定ファイルの編集 : r3mondev」
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ファイルの場所 : r3mondev 

ファ イル モニタ  r3mondev には 表 8 に挙げられるファ イルが含まれています。 SPI for SAP モ
ニタ設定ファイルの内容全般および r3mondev.cfg に特有の内容の詳細は、 25 ページの 「SPI 
for SAP モニタ設定ファイル」 を参照して ください。

環境変数 : r3mondev

ファ イル モニタの使う環境変数を表 9 に示します。

監視条件 : r3mondev

この項の r3mondev.cfg ファ イルで、 SPI for SAP のデバイス監視の詳細を指定するこ とができ

ます。 

キーワード とその使用可能な値、 および編集可能パラ メータの説明など、 r3mondev.cfg ファ イ

ル内のエン ト リに関する情報については、 46 ページの 「アラート  モニタの設定ファイル」 を参

照して ください。

r3mondev.cfg ファ イルの監視条件セクシ ョ ンのデフォルト設定値は、 次のとおりです。

表 8 r3mondev のファイル

ファイル 説明

r3mondev(.exe) ファ イル モニタの実行ファイル

r3mondev.cfg 監視ファイルの設定ファイル

r3mondev.his 各モニタの実行のデータを保存する履歴ファイル

表 9 r3mondev の環境変数

環境変数 説明

SAPOPC_DRIVE HPOM エージェン トが実行

されている  MS Windows の
ド ライブ ( 例 : E:¥usr¥...)

SAPOPC_HISTORYPATH 履歴ファイル r3mondev へ
のパス

SAPOPC_R3MONDEV_CONFIGFILE 設定ファイル r3mondev の
名前

SAPOPC_SAPDIR SAP NetWeaver が実行され

ている  Windows のド ライブ 
( 例 : E:¥usr¥sap)

SAPOPC_TRACEMODE ト レース  モード : 
a = 追加

w = 作成 ( デフォルト )

SAPOPC_TRACEPATH ト レース  ファ イル 
r3mondev へのパス
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# AlertDevMon SAP SAP Enable=1 File Severity  Opc OpC
# System Number Disable=0 Mask Object MsgGroup
AlertDevMon =ALL =ALL =1 =dev_* =WARNING =r3mondev =R3_Trace
AlertDevMon =ALL =ALL =1 =std* =CRITICAL =r3mondev =R3_Trace

設定ファイルの編集 : r3mondev

r3mondev モニタの設定ファイル r3mondev.cfg は、 次の方法で編集できます。

• メ ッセージの無効化

SPI for SAP で監視している  SAP システムの dev_* ファ イル関連のメ ッセージを一切受け

取らないよ うにするには、 r3mondev.cfg 設定ファイルの 1 行目を次のよ うに変更します。

AlertDevMon =ALL =ALL =0 =dev_* =WARNING =r3mondev =R3_Trace

• メ ッセージの重要度のレベルの変更

std* ファ イル関連のすべてのメ ッセージの重要度のレベルを CRITICAL から  WARNING 
に下げるには、 r3mondev.cfg 設定ファイルの 2 行目を次のよ うに変更します。

AlertDevMon =ALL =ALL =1 =std* =WARNING =r3mondev =R3_Trace

• 一般規則に対する例外の定義

SAP システム LP2 の dev_* ファ イル関連のメ ッセージのレベルを、 WARNING から  
CRITICAL に上げるには、 デフォルト設定はそのまま残し、 次の行を書き加えます。

AlertDevMon =LP2 =ALL =1 =dev_* =CRITICAL =r3mondev¥
=R3_Trace

SAP プロセス モニタ : r3monpro

r3monpro モニタは、 指定したインスタンスに関連するすべてのプロセスをスキャンします。 プ
ロセスには、 ダイアログ、 エンキュー、 更新、 バッチ、 ディ スパッチ、 メ ッセージ、 ゲート ウェ
イ、 スプール ワーク  プロセスなどがあ り ます。 データベース  プロセスの監視にも適用できま

す。 

この項では、 以下の ト ピッ クについて説明します。

• 63 ページの 「ファ イルの場所 : r3monpro」

• 63 ページの 「環境変数 : r3monpro」

• 63 ページの 「監視条件 : r3monpro」

• 64 ページの 「設定の例 : r3monpro」

ワ イルドカードを使える個所は、 文字列の末尾のみです。 対象は、 ワーク  ディレク ト リにある  
SAP ト レース  ファ イルのみで、 このファ イルの名前は、 dev または std で始まらな くてはな り

ません。
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ファイルの場所 : r3monpro

プロセス  モニタ  r3monpro のファイルを、 表 10 に示します。 SPI for SAP モニタ設定ファイル

の内容全般および r3monpro.cfg に特有の内容の詳細は、 25 ページの 「SPI for SAP モニタ設

定ファイル」 を参照して ください。

環境変数 : r3monpro

プロセス  モニタ  r3monpro の使う環境変数を、 表 11 に示します。

監視条件 : r3monpro

r3monpro の監視条件は r3monpro.cfg ファ イルで指定します。 それぞれの行に、 特定プロセス

の監視条件を定義します。 実行中のプロセス数の測定方法や、 プロセス数が定義した制限を超過
したと きに生成されるアラートにどの重要度レベルを割り当てるかを定義する規則を設定するに
は、 r3monpro.cfg ファ イルを使用します。

監視条件は、 プロセスごとに次のモードのいずれかを設定できます。

• Exact

1 つの管理対象ノード上での実行プロセス数が、 指定した数と等し くなければなり ません。 

• Min

表 10 r3monpro のファイル

ファイル 説明

r3monpro(.exe) プロセス  モニタの実行ファイル

r3monpro.cfg プロセス  モニタの設定ファイル

r3monpro.his 各モニタ実行後のデータを保存する履歴ファイル

表 11 r3monpro の環境変数

環境変数 説明

SAPOPC_DRIVE HPOM エージェン トが実行さ

れている  MS Windows のド ラ

イブ ( 例 : E:¥usr¥...)

SAPOPC_HISTORYPATH 履歴ファイル r3monpro への

パス

SAPOPC_R3MONPRO_CONFIGFILE 設定ファイル r3monpro の名

前

SAPOPC_SAPDIR SAP NetWeaver が実行されて

いる  Windows のド ライブ

 ( 例 : E:¥usr¥sap)

SAPOPC_TRACEMODE ト レース  モード : 
a = 追加

w = 作成 ( デフォルト )

SAPOPC_TRACEPATH ト レース  ファ イル r3monpro 
へのパス
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1 つの管理対象ノード上での実行プロセス数は、 指定した数以上でなければなり ません。

• Max

1 つの管理対象ノード上での実行プロセス数は、 指定した数を超えてはいけません。 

• Delta

r3monpro は、 管理対象ノード上で実行されているプロセス数が増減する場合、 または、 同

じプロセスにおけるインスタンスの増減数が、 定義された限界を超過する場合に、 アラート
を ト リガします。 このモードでは、 管理対象ノードのプロセス数の絶対値を定義しな くても

変更点を確認できます。

たとえば Delta が 2 である場合、 ある管理対象ノード上で動作する以前のモニタ と現在のモ

ニタで見つかったプロセス数 (n) の差が 2 以上であれば、 アラートが ト リガされます。

r3monpro がアラート を ト リガした場合には、 n は最も最近実行されたモニタで検出された

プロセス数にリセッ ト され、 新しい Delta は、 その後に動作しているこ とが判明した新しい

プロセスの数に基づいて計算されるため、 注意が必要です。

条件の一致によ り生成されたメ ッセージにはオペレータ起動アクシ ョ ンが含まれ、 このアクシ ョ
ンは、 影響を受けた SAP インスタンスに関連した現在のプロセスのすべてを表示する  SPI for 
SAP モジュールを起動します。 

キーワード とその使用可能な値、 および編集可能パラ メータの説明など、 r3monpro.cfg ファ イ

ル内のエン ト リに関する情報については、 46 ページの 「アラート  モニタの設定ファイル」 を参

照して ください。

設定の例 : r3monpro

次の例の 1 行目は、 saposcol プロセスをすべてのホス ト上で監視する方法を示しています。 こ

のプロセスは、 常に 1 つだけ実行されている必要があるこ とに注意して ください。 この数に反す

る と、 重要度は危険域になり ます。 これは HPOM オブジェク ト  saposcol に影響を及ぼします。

関連付けられている  HPOM メ ッセージ グループは R3_State です。

この例の最後の行では、 すべてのホス ト上で実行する  dw.sapSID プロセスのインスタンス数は 
8 個以下と定義しています。 8 個よ り多くなった場合は HPOM オブジェク トの dw.sap および 
HPOM メ ッセージ グループ R3_State に関連付けられた注意域メ ッセージをモニタが生成しま

す。

SID の文字列は、 こ こでは特殊な意味を持ちます。 SID は、 管理対象ノード上での SAP システ

ム名に置き換わり ます。 これによ り、 他の SAP システムへのグローバルな定義にも使えます。 

AlertInstMonPro =ALL =00 =saposcol =1 =Exact=1 =CRITICAL =saposcol =R3_State
AlertInstMonPro =C01 =00 =explorer =1 =Max =1 =CRITICAL =explorer =R3_State
AlertInstMonPro =T11 =00 =dw.sapSID =1 =Min =8 =WARNING =dw.sap =R3_State

プロセスを実行しないよ うにするこ と も可能です。 このよ うに設定する場合は、 Exact モードを

使って、 プロセス数を 0 にします。

UNIX オペレーティング システムの SAP サーバーでは、 SPI for SAP のプロセス  モニタ  
r3monpro を、各 SAP SID に関連付けられた特定の SAP ゲート ウェイ  リード  プロセス  gwrd を
監視するよ うに設定するこ とができます。 これは複数の SID を使用している環境で特に役立ち

ます。 同じ  SID で複数の SAP インスタンスが実行されている場合、 r3monpro を、 各インスタ

ンスに割り当てられた特定の SAP ゲート ウェイ  リード  プロセス  gwrd を監視するよ うに設定す

UNIX オペレーティング システムのサーバーでは、 r3monpro はインスタンス  レベルのプロセ

ス数を識別します。 Windows オペレーティング システムのサーバーでは、 対象ノードの総ワー

クプロセス数を  1 行で定義する必要があ り ます。 たとえば、 それぞれが 4 つのワークプロセス

を持つ 2 つの SAP インスタンスが存在する場合は、 合計プロセス数が 8 個になり ます。
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るこ と もできます。 複数の SAP インスタンスまたは複数の SAP SID が同一 SAP サーバーで実

行されている環境で、 個々の gwrd を監視するための r3monpro の設定方法の詳細は、 以下の例

を参照して ください。

• 65 ページの 「SAP SID ごとの SAP ゲート ウェイ  リード  プロセスの監視」

SAP SID ごとの SAP ゲート ウェイ  リード  プロセスの監視

• 65 ページの 「SAP インスタンスごとの SAP ゲート ウェイ  リード  プロセスの監視」

SAP インスタンスごとの SAP ゲート ウェイ  リード  プロセスの監視

65 ページの 「SAP SID ごとの SAP ゲート ウェイ  リード  プロセスの監視」 では、 複数の SAP 
SID を実行している  SAP サーバー上で、 特定の SID に関連付けられた gwrd プロセスを個別に

監視するための r3monpro の設定方法を示しています。

SAP SID ごとの SAP ゲート ウェイ  リード  プロセスの監視

AlertInstMonPro =Q12 =ALL =gwrd -dp pf=/usr/sap/SID* =1 =Exact =1 =CRITICAL ¥
=gwrd =R3_State
AlertInstMonPro =Q22 =ALL =gwrd -dp pf=/usr/sap/SID* =1 =Exact =1 =CRITICAL ¥
=gwrd =R3_State
AlertInstMonPro =Q32 =ALL =gwrd -dp pf=/sapmnt/SID* =1 =Exact =1 =CRITICAL ¥
=gwrd =R3_State
AlertInstMonPro =Q52 =ALL =gwrd -dp pf=/usr/sap/SID* =1 =Exact =1 =CRITICAL ¥
=gwrd =R3_State

65 ページの 「SAP インスタンスごとの SAP ゲート ウェイ  リード  プロセスの監視」 では、 SAP 
SID あたり複数の SAP インスタンスを実行している  SAP サーバー上で、 特定の SAP インスタ

ンスに関連付けられたゲート ウェイ  プロセスを個別に監視するための r3monpro の設定方法を

示しています。

SAP インスタンスごとの SAP ゲート ウェイ  リード  プロセスの監視

AlertInstMonPro =Q12 =12 =gwrd -dp pf=/usr/sap/SID* =1 =Exact =1 =CRITICAL ¥ 
=gwrd =R3_State
AlertInstMonPro =Q22 =21 =gwrd -dp pf=/usr/sap/Q22/SYS/profile/Q22_D21_sap2ap1 ¥ 
=1 =Exact =1 =CRITICAL =gwrd =R3_State
AlertInstMonPro =Q22 =22 =gwrd -dp pf=/usr/sap/Q22/SYS/profile/Q22_D22_sap2ap1 ¥ 
=1 =Exact =1 =CRITICAL =gwrd =R3_State
AlertInstMonPro =Q32 =32 =gwrd -dp pf=/sapmnt/SID* =1 =Exact =1 =CRITICAL ¥ 
=gwrd =R3_State
AlertInstMonPro =Q52 =52 =gwrd -dp pf=/usr/sap/SID* =1 =Exact =1 =CRITICAL ¥ 
=gwrd =R3_State

設定ファ イル r3monpro.cfg では、 pf パラ メータ内で定義する  SAP インスタンスのプロファ イ

ルのパスの大文字 / 小文字を区別します。 問題が起こ らないよ うに、 r3monpro.cfg 設定ファ イ

ルに指定された SAP インスタンスのプロファ イルのパスが、 以下の例のよ うな ps コマンドの出

力と一致するこ とを確認して ください。

[root@accra]# ps -eaf | grep gwrd
Q22adm 15691 15688  0  Jun  6  ?        52:54 gwrd -dp ¥ 
pf=/usr/sap/Q22/SYS/profile/Q22_D21_sap2ap1
root 20756 20599  0 10:22:58 pts/tb    0:00 grep gwrd
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SAP ステータス モニタ : r3status

r3status モニタは、 SAP NetWeaver の現在のステータスをチェ ッ ク し、 それを前回記録され

たステータス と比較するこ とによ り、 前回のモニタ実行時以降にステータスの変化が発生したか
ど うかを判断します。 r3status モニタは、 SAP NetWeaver の関数モジュール 
RFC_SYSTEM_INFO を使用するこ とによ り以下の機能を提供します。

• ローカル SAP NetWeaver システムの可用性に関するレポート

• 個別の SAP NetWeaver インスタンスの認識と監視

• SAP NetWeaver の可用性ステータス  ( 稼動、 停止、 切断 (RFC タイムアウ ト )) の報告。

r3status モニタのタイプは、 タイム フレームです。 このモニタは 2 分ごとに実行され、 現在の

値を、 履歴ファ イル内に保存された前回の値と比較し、 報告する必要のある違いを検出する と
メ ッセージを生成します。 レポートの種類の詳細については、 95 ページの 「アラート収集モニ

タのレポートの種類」 を参照して ください。 

この項では、 以下の ト ピッ クについて説明します。

• 66 ページの 「ファ イルの場所 : r3status」

• 67 ページの 「環境変数 : r3status」

• 68 ページの 「履歴ファイル : r3status」

• 68 ページの 「r3status の設定ファイル」

• 69 ページの 「SAP ステータスの判定 : r3status」

• 69 ページの 「SAP のリモート監視 : r3status」

ファイルの場所 : r3status

以下の表に、 r3status モニタが使用するファ イルを示します。

SAP からの応答がないのは、 システムがダウンしている以外の問題が原因である可能性があ り

ます。 たとえば、 SAP は利用可能なすべてのダイアログ ワークプロセスを割り当ててしまって

いる場合は応答しません。 r3status が SAP から受け取った応答をどのよ うに解釈するかにつ

いての詳細は、 69 ページの 「SAP ステータスの判定 : r3status」 を参照して ください。

表 12 r3status のファイル

ファイル 説明

r3status (.exe) r3status モニタの実行可能ファイル

r3status.log r3status モニタは、 実行後に毎回、 ログ / ト レー

ス  ファ イルを作成します。 ト レース  ファ イルは、

標準の HPOM エージェン ト  ログ ディ レク ト リに

保存されます。
66 第 3 章



環境変数 : r3status

表 13 に、 r3status モニタが使用する環境変数を示します。

r3itosap.cfg r3status モニタは、 r3itosap.cfg ファ イルを使

用して、 監視対象となる  SAP インスタンスを判別

します。

r3status.cfg r3status モニタは、 r3status.cfg ファ イルを使

用して、 履歴パス、 ト レース  レベル、 リモート  
SAP サーバー上に監視対象となる  SAP インスタン

スがあれば、 それを判別します。

r3monup.his r3status モニタの実行後にデータを保存するため

の履歴ファイル。 r3status モニタは、 このファ イ

ル内の情報を使用して、 ステータスの変化が発生し
たかど うかを判断します。 詳細については、 68 
ページの 「履歴ファ イル : r3status」 を参照して く

ださい。

表 12 r3status のファイル ( 続き )

ファイル 説明

表 13 r3status 環境変数

環境変数 説明

SAPOPC_RFC_TIMEOUT RFC 接続のタイムアウ トの値

を設定します。 デフォルトは 
20 秒です。

SAPOPC_HISTORYPATH 履歴ファ イル r3status.his 
へのパスa

a. 68 ページの 「履歴ファイル : r3status」 を参照して ください。 

SAPOPC_R3STATUS_CONFIGFILE 設定ファ イルの名前。 
r3status モニタはこれを使

用します。

SAPOPC_R3ITOSAP_CONFIGFILE 一般設定ファイルの名前。 こ
のファ イルは SPI for SAP モ
ニタが使用する  SAP ログイ

ン情報を含みます。

SAPOPC_TRACEMODE ト レース  モード : 
a = 追加

w = 作成 ( デフォルト )

SAPOPC_TRACEPATH ト レース  ファ イル r3status 
へのパス
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履歴ファイル : r3status

初回実行時に、 r3status モニタは検出した内容を履歴ファイル r3status.his に書き込みま

す。 次回実行時に r3status モニタは r3status.his ファ イル内の情報を使用して、 前回のモ

ニタ実行時以降にステータスの変化が発生したかど うかを判断し、 その結果と して HPOM 管理

サーバーにメ ッセージを送信する必要があるかど うかを判断します。 管理対象ノード上のモニタ
履歴ファ イルのデフォルトの場所については、 25 ページの 「SPI for SAP モニタ設定ファイル」

を参照して ください。

r3status モニタは実行を終了するたびに、 r3status.his ファ イルのエン ト リ を、 現在のタイ

ムスタンプと監視対象の各 SAP インスタンスの現在のステータスで更新します。

68 ページの 「r3status.his ファ イルからの抜粋」 に、 r3status.his ファ イルのフォーマッ ト

と内容を示します。

r3status.his ファ イルからの抜粋

021028-11:18:29 
#---------------------------------------------------------------
021028-11:18:29 #Keyword SAP SAP SAP State     
021028-11:18:29 # System Number Instance
021028-11:18:29 #                                                                    
021028-11:18:29 ConfiguredInstance =DEV =00 =DVEBMGS00 =UP
021028-11:18:29 ConfiguredInstance =PKR =99 =DVEBMGS99 =DOWN
-----------------------------------------------------------------------------

r3status の設定ファイル

r3status モニタの設定ファ イルでは、 以下に示すキーワードを使用するこ とによ り、 ユーザー独

自の環境の要件に合わせてデフォルト設定を変更するこ とができます。 必要に応じて、 特定の
キーワードについてと り得る値も記載しています。 70 ページの 「r3status のデフォルト設定

ファイル」 では、 ローカルおよびリモートの SAP システムを監視する  r3status モニタの設定

ファイルの完全な内容を示します。 

以下の標準のキーワードが r3status.cfg 設定ファ イルのコンテキス トで有効です。 キーワー

ドに必要なパラ メータの詳細については、 25 ページの 「SPI for SAP モニタ設定ファイル」 を参

照して ください。

• TraceLevel

• TraceFile

• HistoryPath[Unix | AIX | WinNT]

以下のキーワードが SPI for SAP r3status.cfg 設定ファ イルのコンテキス トで使用される場

合は、 特に注意が必要です。 

• EnableDPQueueCheck

r3status は、 SAP にログオンしてシステムのステータスを判断するためのダイアログ ワー

クプロセスを必要と します。 ステータスを監視中の SAP システムでパフォーマンスの問題

が発生し、 r3status がモニタを起動する前に ABAP ディ スパッチャのサイズおよびステー

タスをチェ ッ ク させたい場合、 EnableDPQueueCheck キーワードを有効化 (=1) して くださ

い。 利用可能なダイアログ ワークプロセスがない、 または少なすぎる場合、 r3status はダ

イアログ プロセスに設定されたしきい値に違反したため起動しなかったこ とを示すメ ッセー

ジを メ ッセージ ブラウザに送信します。 コマンドはダイアログ ワークプロセスのしきい値

違反が発生した SID についてのみモニタの起動を禁止します。
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r3status 設定ファイル内の EnableDPQueueCheck キーワードを使用する場合は、

r3mondisp.cfg 設定ファイル内のキーワード  DPQueueCheck および 
DisableMonitoringWithSeverity も忘れずに設定してください。 ABAP ディ スパッチャおよ

びそのキューの監視についての詳細は、 76 ページの 「ABAP ディ スパッチャ  モニタ : 
r3mondisp」 を参照して ください。

r3status のデフォルトの実行間隔は 2 分です。 SAP ランド スケープが複数ホス ト上の多数

の SAP インスタンスで構成される場合、 ネッ ト ワークの輻そ うや SAP からの応答が遅いこ

とが原因で、 EnableDPQueue が設定されたすべての SAP インスタンス上の ABAP ディ ス

パッチャのステータスを r3status が次回起動する前にチェッ クできない可能性があ り ま

す。 このよ うな状況になる可能性はあま りあ り ませんが、 そ うなった場合は r3status の古

いインスタンスはまだチェッ ク していないディ スパッチャのステータスを報告せずに中断し
ます。 この問題の再発を回避するには、 r3status の実行間隔を広げてください。 

• RemoteMonitoring

r3status は、 SPI for SAP がリモートで監視している  SAP システム上の ABAP ディ スパッ

チャのステータスをチェ ッ クするこ とはできません。

リモート  SAP システムのステータスの監視についての詳細は、 69 ページの 「SAP のリモー

ト監視 : r3status」 を参照して ください。

SAP ステータスの判定 : r3status

ステータス  モニタ  r3status は SAP システムの可用性をチェッ クする際に、 ステータスを稼動 
(up)、 非稼動 (down)、 または接続タイムアウ ト  (connection time-out) で報告します。 「up」 と

「down」 の意味は明瞭ですが、 「connection time-out」 ステータスについては説明が必要です。

タイムアウ ト  ステータスは SAP システムがハングした場合に起こるこ とがあ り、 この場合、 問

題は RFC タイムアウ トであるこ とがあ り ます。 RFC タイムアウ ト自体調査を要し、 SPI for 
SAP が監視している  SAP システムの正確な状態を判定するこ とが時折いかに困難になり得るか

の好例です。

ステータス  モニタ  r3status は、 SAP インスタンスが 60 秒以内に応答しない場合に SAP イン

スタンスを 「利用不能 (not available)」 とみなします。 ただし、 SAP からの応答がないのは、 利

用可能なダイアログ ワークプロセスがすべて割り当て済み、 または利用可能な SAP ゲート ウェ

イ接続がすべてビジーなど、 システムがダウンしている以外の問題が原因である可能性があ り ま
す。 SPI for SAP ステータス  モニタ  r3status は、 監視中の SAP システムのステータスを以下

のルールに従って報告します。

• Available ( 利用可能 ):

r3status は、 SAP インスタンスにログオンでき、 さ らに、 SAP 機能モジュール 
RFC_SYSTEM_INFO を起動でき、 60 秒以内に応答を受信できた場合に SAP システムが利

用可能である と報告します。

• Not Available ( 利用不能 ):

r3status は、 SAP インスタンスが 60 秒以内に応答しないか、 インスタンスがダウンして

いる等の原因で機能モジュール RFC_SYSTEM_INFO を起動できなかった場合に SAP シス

テムが利用不能である と報告します。

SAP のリモート監視 : r3status

SPI for SAP には、 モニタのスコープを拡張して (HPOM 管理対象ノードではない ) SAP サー

バー上の SAP のステータスを リモートで監視できる機能が含まれています。 この監視は SPI for 
SAP がインス トール、 設定、 実行されている  HPOM 管理対象ノード と してすでに設定されてい

るホス トから行います。 
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SPI for SAP によって提供される リモート  モニタ機能を利用するには ( たとえば、 SPI for SAP 
でサポート されていないオペレーティング システム上で実行される  SAP サーバーの監視など )、
RemoteMonitoring キーワードを ( 先頭にあるハッシュ記号 「#」 を削除するこ とによ り ) 
r3status.cfg ファ イルで有効にする必要があ り ます。 次に、 同じ行で、 監視を実行するロー

カル ホス トの名前を定義します。 最後に、 監視対象とする リモート  SAP サーバーの名前を定義

します。 70 ページの 「r3status のデフォルト設定ファイル」 に、 リモート監視対象にする追加

の SAP サーバーそれぞれにどのよ うな行が必要かを示します。

ローカルおよびリモートのサーバー名の定義に使用するキーワードおよびパラ メータなどの、
r3status モニタの設定ファイルの内容については、 68 ページの 「r3status の設定ファ イル」

の 「RemoteMonitoring」 に関する説明を参照して ください。 

r3status のデフォルト設定ファイル

#------------------------------------------------------------
# TraceLevel hostname Disable=0 only error messages=1
# info messages=2 debug messages=3
# 
TraceLevel =ALL =0
#------------------------------------------------------------
# TraceFile hostnam filename
#
TraceFile =ALL =r3status.log
#------------------------------------------------------------
# History hostname path
# Path
#
HistoryPathUniX =ALL =default
HistoryPathAIX =ALL =default
HistoryPathWinN =ALL =default
#------------------------------------------------------------
# Check the ABAP dispatcher before a connection to SAP is
# opened. If the dialog queue is too full or not enough
# free work processes are available, monitoring is disabled.
#
# This feature should only be enabled in special cases. For
# regular dispatcher monitoring, use the r3mondisp.
#
# EnableDPQueueCheck hostname SAP SAP Enable=1/

System Number Disable=0
EnableDPQueueCheck =ALL =ALL =ALL =0
#----------------------------------------------------------
# Remote Local Remote
# Monitoring Host Host
RemoteMonitoring =sap1 =sdsap
RemoteMonitoring =sap1 =sapwolf
RemoteMonitoring =sap2 =triosap
#------------------------------------------------------------

複数のリモート  SAP サーバーを、 単一のローカル ホス ト と関連付けたり、 単一のリモート ホス

ト を個別の異なるローカル ホス ト と関連付けたりするこ とができます。 70 ページの 「r3status 
のデフォルト設定ファ イル」 では、 1 台のローカルホス ト 「sap1」 を使用して 2 台のリモート

ホス ト、 「sdsap」 および 「sapwolf」 を監視する混合型のアプローチを示しています。 3 番目の

ローカル ホス ト 「sap2」 は、 リモート  ホス ト 「triosap」 を リモート監視します。
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SAP セキュリテ ィ  モニタ : r3monsec

SPI for SAP セキュ リ ティ  モニタは、 SAP システムの次の事項をチェッ ク します。

• 重要な SAP ユーザーに割り当てられ、 使用されている特権および権限

• SAP ユーザーおよび Oracle ユーザーが使用しているセキュアでない ( デフォルト ) パス

ワード

• システム全体のセキュ リ ティに影響する  SAP システム  パラ メータ

• ログインの失敗、 SAP システム設定の変更の試行など、 諸々のセキュ リ テ ィ  イベン ト

SPI for SAP が必要とする他の SAP ユーザー ロールおよび権限付与 
(SAPSPI_MONITORING_* など ) に加えて、 r3monsec の起動前に r3monsec の実行で使用す

る  SAP ユーザー ロール /HPOV/SAPSPI_SECURITY_MON に定義された権限を HPOM ユー

ザーに割り当てる必要があ り ます。 ユーザー ロール /HPOV/SAPSPI_SECURITY_MON には、

SAP レポートの実行に必要な (S_TCODE や S_USER_AUT などの ) 権限も含まれますが、SAP 
レポートは r3monsec が SAP RFC インタフェースを使用して呼び出します。

この項では、 以下の ト ピッ クについて説明します。

• 71 ページの 「ファ イルの場所 : r3monsec」

• 71 ページの 「アラート  タイプ : r3monsec」

• 75 ページの 「セキュ リ ティの リモート監視 : r3monsec」

ファイルの場所 : r3monsec

以下の表に、 SAP システム セキュ リ ティ  モニタ  r3monsec で使われるファ イルを示します。

アラート  タイプ : r3monsec

セキュ リ ティ  モニタ  r3monsec は以下のアラート  タイプを使用します。

• 72 ページの 「SAP_PARAMETERS: r3monsec」

r3monsec の設定に [ 登録アプ リ ケーシ ョ ン ] に配置されている  SPI for SAP ツールを使用する

場合、 変更された設定を保存しよ う とする と、 SPI for SAP が新しい設定の有効性をチェッ ク し

ます。 有効性評価ツールとツールが生成する メ ッセージについての詳細は、 106 ページの 「ア

ラート収集モニタ設定ファイルの検証」 および 106 ページの 「設定ファイルのエラー メ ッセー

ジを理解する」 を参照して ください。

表 14 r3monsec のファイル

ファイル 説明

r3monsec(.exe) SAP システム セキュ リ ティ  モニタの実行ファ イル

r3monsec.cfg SAP システム セキュ リ ティ  モニタの設定ファ イル 

r3monsecpw.msg SAP 環境内の標準の Oracle ユーザー用の暗号化さ

れたパスワードを含みます。

r3monsec.log SAP システム セキュ リ ティ  モニタが収集した ト

レース  データの保存に使用するファ イルです。
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SAP レポート  RSPFPAR に定義されているよ うなセキュ リ ティ関連パラ メータを監視しま

す。

• 73 ページの 「DEFAULT_USERS: r3monsec」

SAP ユーザーや Oracle ユーザー用に定義されたパスワード設定を監視し、 セキュアでない

デフォルト  パスワードが使用されていないこ とを保証します。

• 74 ページの 「PRIVILEGED_USERS: r3monsec」

SAP ユーザーに付与された特殊な権限や、 通常は権限を付与されないユーザーからの リ クエ

ス ト を監視します。

SPI for SAP は、 アラート  タイプ エン ト リの include および exclude パラ メータの値を、 値が同

じパラ メータ内にあるか別のパラ メータ内にあるかに応じて処理します。 SPI for SAP は異なる

パラ メータのパラ メータ値を AND 条件で比較します。 同じパラ メータのパラ メータ値について

は、 SPI for SAP は以下のよ うに比較します。

• Include: OR 条件でパラ メータを比較します。

• Exclude: AND 条件でパラ メータを比較します。

SPI for SAP は I (include) の値の評価を、 E (exclude) の値の評価よ り前に行います。

SPI for SAP は、r3monsec のアラート  タイプ SAP_PARAMETERS および DEFAULT_USERS 
に対する  include および exclude パラ メータを無視しますが、 アラート  タイプ 
PRIVILEGED_USERS では include および exclude パラ メータの使用が必須ですので注意して

ください。

SAP_PARAMETERS: r3monsec

SPI for SAP の セキュ リ ティ  モニタ  r3monsec をセキュ リ ティ関連の SAP パラ メータの設定を 
( および、 いかなる変更も ) 監視するよ うに設定するには、 SAP_PARAMETERS アラート  タイ

プを使用します。 SAP_PARAMETERS アラート  タイプは、 r3monsec.cfg ファ イル内で指定し

た値と、 監視中の SAP インスタンスのセキュ リ ティ関連パラ メータを含む SAP レポート  
RSPFPAR の内容を比較します。 

アラート  タイプ SAP_PARAMETERS のデフォルト設定は SAP レポート  RSPFPAR 内で定義

されているパラ メータの一部を反映しており、 r3monsec.cfg ファ イルの 
SAP_PARAMETERS セクシ ョ ンの内容は、 SAP 環境のニーズに合う よ うに設定値を適宜追加、

変更、 削除するこ とによ り、 変更するこ とができます。 

72 ページの 「SAP_PARAMETERS の設定例」 では、 r3monsec を、 SAP がロ ッ ク された SAP 
ユーザーのロッ クを深夜に自動的に解除して良いかを定義する  SAP パラ メータの監視用に設定

する方法を示しています。 設定例では、 r3monsec に、 ロ ッ ク された SAP ユーザーの自動ロ ッ

ク解除が SAP 内で禁止に設定 (=EQ =0) されているこ とをチェ ッ クするよ うに指示しています。

この例では、 r3monsec は、 SAP 内でパラ メータが有効化されたこ とを検出した場合、 重要度レ

ベル 「危険域」 のメ ッセージを生成し、 生成したメ ッセージは HPOM のメ ッセージ グループ 
R3_Security に割り当てられます。

SAP_PARAMETERS の設定例

AlertMonFun  =ALL  =ALL  =ALL  =ALL  =SECURITY =1¥
=CRITICAL =SAP_PARAMETERS =R3_Security¥
=SAP_PARAMETERS =login/failed_user_auto_unlock =I =EQ =0 =

アラート  タイプ SAP_PARAMETERS は、 include (=I) および exclude (=E) パラ メータを無視

します。
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73 ページの表 15 に SAP_PARAMETERS アラート  タイプのデフォルト設定を示します。 ご使

用の SAP システムがこれと異なる設定になっている場合、 r3monsec はアラート を生成します。

たとえば、 デフォルト設定では SAP ユーザー パスワードは 6 文字以上で少なく と も  4 文字のア

ルファベッ ト と  2 文字の数字を含んでいなければなり ません。 SAP インスタンスを、 r3monsec 
の設定ファイル内で定義したルールに合わないパスワード  ( たとえば、 5 文字しかないパスワー

ドや数字を含まないもの ) を許可するよ うに設定する と、 r3monsec は メ ッセージ ブラウザに

メ ッセージを送信します。 

r3monsec は SAP パスワード自体を読んだりチェッ ク した りはしないこ とに注意して ください。

r3monsec は、 r3monsec.cfg 内で SAP パスワードの長さや形式を定義したルールを SAP 内で

定義されてたパスワード作成ルールと比較します。 r3monsec.cfg ファ イル内のパスワード作

成のルール ( 形式や長さ ) が SAP 内で定義されたパスワードのルールと少しでも違えば、 SPI 
for SAP は メ ッセージ ブラウザにメ ッセージを送信します。

DEFAULT_USERS: r3monsec

SPI for SAP の セキュ リ ティ  モニタ  r3monsec を、 SAP や Oracle データベースの標準的なユー

ザーのパスワードをチェ ッ ク して、 よ く知られたデフォルトのパスワードが使用されているかを
判定するよ うに設定するには、 DEFAULT_USERS アラート  タイプを使用します。 SAP の標準

的なユーザーには、 SAP*、 DDIC、 SAPCPIC、 および EARLYWATCH が含まれます。

DEFAULT_USERS アラート  タイプは、 SAP レポート  RSUSR003 を使用します。

表 15 SAP_PARAMETERS のデフォルト設定

パラ メータ  デフォルト値

login/failed_user_auto_unlock 0 (0= 禁止 ; 1= 許可 )

login/fails_to_session_end 3

login/fails_to_user_lock 5

login/min_password_diff 3

login/min_password_lng 6

login/min_password_letters 4

login/min_password_digits 2

login/min_password_specials 0

login/no_automatic_user_sapstar 1

login/password_max_new_valid 10

login/password_max_reset_valid 2

login/password_expiration_time 30

login/disable_password_logon 0 (0= 禁止 ; 1= 許可 )

login/disable_multi_gui_login 0 (0= 禁止 ; 1= 許可 )

login/disable_cpic 0 (0= 禁止 ; 1= 許可 )

login/system_client 100

login/disable_multi_rfc_login 0 (0= 禁止 ; 1= 許可 )

rdisp/gui_auto_logout 1800
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r3monsec.cfg 設定ファイルはアラート  タイプ DEFAULT_USERS のデフォルト設定を提供し

ます。 アラート  タイプ DEFAULT_USERS では、 include (=I) および exclude (=E) パラ メータ

は無視されるこ とに注意して ください。

DEFAULT_USERS のデフォルト設定

AlertMonFun  =ALL  =ALL  =ALL  =ALL  =SECURITY =1¥
=CRITICAL =DEFAULT_USERS =R3_Security¥
=DEFAULT_USERS

DEFAULT_USERS アラート  タイプのデフォルト設定では、 SAP および Oracle のユーザーの

チェ ッ クが有効化されており、 デフォルトのパスワードが使用されているこ とを検出する と、 モ
ニタはアラート を生成します。

PRIVILEGED_USERS: r3monsec

SPI for SAP のセキュ リ ティ  モニタ  r3monsec を SPI for SAP で監視中のシステム内で SAP 
ユーザーに付与されている権限をチェ ッ クするよ うに設定するには、 PRIVILEGED_USERS ア
ラート  タイプを使用します。 PRIVILEGED_USERS アラート  タイプは、 r3monsec.cfg ファ

イル内で指定した値と、 SAP ユーザーに付与された重要な権限に関する情報を リ ス ト した SAP 
レポート  RSUSR005 の内容を比較します。 SAP システム セキュ リ ティ  モニタ  r3monsec は、

重要な権限を付与されているが、 その権限付与が r3monsec.cfg ファ イル内で定義されていな

い SAP ユーザーについてアラート を生成します。

r3monsec.cfg 設定ファイルはアラート  タイプ PRIVILEGED_USERS のデフォルト設定を提

供しません。 SAP 内のどのユーザー権限を監視するかを決めて、 それを定義する文字列を手作

業でモニタ設定ファイルに挿入する必要があ り ます。 レポート  RSUSR005 を使用して監視した

い権限を定義する文字列、 たとえば、 74 ページの 「PRIVILEGED_USERS の設定例」 に示す 
「All rights for background jobs」 のよ う な文字列を見つけるこ とができます。 監視するユーザー

権限ごとに 1 行を使用する必要があるこ とに注意して ください。 

どのユーザー権限を監視するかを決めた後、 include (=I) または exclude (=E) パラ メータを設定

して、 定義した権限についてどの SAP ユーザーの使用 ( 誤使用 ) を監視するかを指定します。

74 ページの 「PRIVILEGED_USERS の設定例」 では、 どのユーザーが外部のオペレーティン

グ システムのコマンドを実行できるかを判定するチェッ クの対象から  SAP ユーザー KWAME 
を除外する方法を示しています。

PRIVILEGED_USERS の設定例

AlertMonFun  =ALL  =ALL  =ALL  =ALL  =SECURITY =1¥
=CRITICAL =PRIVILEGED_USERS =R3_Security¥
=PRIVILEGED_USERS =All rights for background jobs =I =EQ =ALL =
AlertMonFun  =ALL  =ALL  =ALL  =ALL  =SECURITY =1¥
=CRITICAL =PRIVILEGED_USERS =R3_Security¥
=PRIVILEGED_USERS =Execute external operating system commands¥
=E =EQ =KWAME =

r3monsec.cfg ファ イルに貼り付ける文字列は SAP 内の既存の文字列と一致する必要があ り ま

すので注意してください。 r3monsec.cfg 設定ファイルに貼り付ける文字列が SAP 内に存在し

ない ( たとえば、 タイプ ミ スや認識可能な SAP ユーザー権限文字列の一部分であるなど ) 場合は

一致せず、 r3monsec モニタはメ ッセージ ブラウザにメ ッセージを送信しません。 たとえば、

「Execute external operating」 は一致しません。 これは r3monsec.cfg ファ イル内に定義され

ているユーザー権限文字列 「Execute external operating system commands」 の一部分です。 

SAP レポート  RSUSR005 は SAP ク ラ イアン トに依存します。 r3monsec は、 SPI for SAP の集

中監視設定ファ イル r3itosap.cfg 内で定義されている  SAP ク ライアン トのユーザーのみを

監視します。
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セキュリテ ィのリモート監視 : r3monsec

SPI for SAP によって提供される リモート  モニタ機能を利用するには ( たとえば、 SPI for SAP 
でサポート されていないオペレーティング システム上で実行される  SAP サーバーの監視など )、
RemoteMonitoring キーワードを  ( 先頭にあるハッシュ記号 「#」 を削除するこ とによ り ) 
r3monsec.cfg ファ イルで有効にする必要があ り ます。 

監視を実行するローカルホス トの名前とセキュ リ テ ィ設定の監視対象とする リモート  SAP シス

テムの名前も指定する必要があ り ます。 リモート監視する追加の SAP サーバーごとに 1 行を追

加する必要があるこ とに注意して ください。 

デフォルトの r3monsec 設定ファイル

#------------------------------------------------------------
# TraceLevel hostname Disable=0 only error messages=1
# info messages=2 debug messages=3
# 
TraceLevel =ALL =0
#------------------------------------------------------------
# TraceFile  hostname    filename
#
TraceFile    =ALL        =r3monsec.log
#------------------------------------------------------------
# History    hostname    path
# Path
#
HistoryPathUnix    =ALL        =default
HistoryPathAIX     =ALL        =default
HistoryPathWinNT   =ALL        =default
#------------------------------------------------------------
# Remote Local Remote
# Monitoring Host Host
RemoteMonitoring =sap1 =sdsap
#------------------------------------------------------------
# AlertMonFun SAP SAP SAP SAP Alertmonitor Enable =1/ ¥ 
# Hostname System Number Client Disable=0 ¥
#
# OpC OpC OpC        ¥
# Severity Object MsgGroup     ¥
#
# Alerttype RFC Parameter  
# =Parameter =Sign =Opt =Low =High
# [=Param =Sign =Opt =Low =High] ... 

AlertMonFun  =ALL  =ALL  =ALL  =ALL  =SECURITY =1¥
=CRITICAL =SAP_PARAMETERS =R3_Security¥
=SAP_PARAMETERS =login/failed_user_auto_unlock =I =EQ =0 =

AlertMonFun  =ALL  =ALL  =ALL  =ALL  =SECURITY =1¥
=CRITICAL =DEFAULT_USERS =R3_Security¥
=DEFAULT_USERS = = = = =

AlertMonFun  =ALL  =ALL  =ALL  =ALL  =SECURITY =1¥
=CRITICAL =PRIVILEGED_USERS =R3_Security¥
=PRIVILEGED_USERS =All rights for background jobs =I =EQ =ALL =
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ABAP ディスパッチャ  モニタ : r3mondisp

SPI for SAP の ABAP ディ スパッチャ  モニタ  r3mondisp は様々なタイプの SAP ワークプロセ

スのキューについて、 サイズ、 内容、 およびステータスをチェッ ク し、 キューが SAP システム

のパフォーマンスに悪影響を及ぼしかねないほど一杯になるか、 アイ ドルのワークプロセスの割
合が少なくなる とアラート を生成します。

r3mondisp は、 SPI for SAP の集中監視設定ファイル r3itosap.cfg 内で定義された SAP イン

スタンスのキューを監視し、 ボ トルネッ クの回避、 および監視対象 SAP システムがすべての

ユーザー要求を満たすこ とができるワークプロセスを確実に用意するための支援を行う こ とによ
り、 たとえ負荷が定常的に高い場合であっても、 SAP のパフォーマンスの問題をプロアクティ

ブに管理できるよ うにします。

この項では、 以下の ト ピッ クについて説明します。

• 76 ページの 「前提条件 : r3mondisp」

• 77 ページの 「ファ イルの場所 : r3mondisp」

• 77 ページの 「r3mondisp と  SPI for SAP モニタの統合」

• 78 ページの 「r3mondisp 設定ファイル」

前提条件 : r3mondisp

r3mondisp は SAP の実行ファ イル dpmon の正しいバージ ョ ンまたはキューを監視する対象の 
SAP インスタンスのプロファ イルを見つけるこ とができない場合、 実行を中止し、 ログファ イル

にエン ト リ を記録し、 メ ッセージ ブラウザにメ ッセージを送信します。 r3mondisp は 
-s[napshot] オプシ ョ ンの認識可能なバージ ョ ンの dpmon 実行ファイルを必要と します。 

正しいバージ ョ ンの dpmon 実行ファイルが r3mondisp で監視したい SAP サーバーにあるかを

チェ ッ クするには、 SAP サーバーにユーザー <SID>adm でログオンし、 dpmon コマンドを  
-help オプシ ョ ン付きで起動します。 76 ページの 「snapshot オプシ ョ ンのチェッ ク」 のよ うに、

コマンド出力に -s[snapshot] オプシ ョ ンが表示されれば、 r3mondisp モニタを設定して使用

するこ とができます。 

snapshot オプシ ョ ンのチェッ ク

$>dpmon -help
Usage: dpmon <options>
with the following options:
-p[ing] check dispatcher with NI ping
-i[nfo] retrieve dispatcher info
-s[napshot] show info and terminate
-t <trace_level> tracelevel (default:1)
-f <trace_file>] name of the tracefile (default: dev_dpmon)
-T <timeout> network time-out value in ms (default:500)

UNIX  オペレーティング システムおよび MS Windows オペレーティング システムのどちらで

も、 r3mondisp は環境変数 SAPOPC_DPMON_PATH と  
SAPOPC_PROFILE_<SID>_<InstNr> を使用して dpmon および SAP インスタンスのプロファ

イルの場所をそれぞれ判断します。 環境変数が設定されていない場合、 r3mondisp は、

Windows オペレーティング システム上ではレジス ト リ を使用して dpmon および監視対象 SAP 
インスタンスのプロファ イルのファ イルの場所を判断します。 

UNIX オペレーティング システム上では、 r3mondisp は dpmon や監視対象 SAP インスタンス

のプロファ イルのファ イルの場所を判断するために特にインタフェースを必要とせず、 SAP の
デフォルトの場所にある とみなします。 プロファ イルのファイルの場所が SAP のデフォルトの
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場所ではないこ とが分かっている場合や、 プロファ イルの名前が SAP の標準の命名方法に従っ

ていない場合、 r3mondisp.cfg 設定ファイル内にそれを指示する必要があ り ます。 SAP プロ

ファ イルの標準の命名方法は次のとおりです。

<SID>_[D|DVEBMGS]<SysNr>_<hostname>

r3mondisp 設定ファ イルの内容の詳細は、 78 ページの 「r3mondisp 設定ファイル」 を参照して

ください。

ファイルの場所 : r3mondisp

以下の表に、 SAP システム セキュ リ ティ  モニタ  r3mondisp で使われるファ イルを示します。

r3mondisp と  SPI for SAP モニタの統合

SPI for SAP 自体が SAP システムの重要な時間帯に不要に過度の負荷をかけないよ うにするた

めに、 SPI for SAP の ABAP ディ スパッチャ  r3mondisp を他の SPI for SAP モニタ と協調させ

て、 そのモニタがワークプロセスを要求する前に、 ABAP ディ スパッチャのステータスをチェ ッ

ク してディ スパッチャ  キューがどの程度一杯になっているかを調べるよ うに設定するこ とがで

きます。 SPI for SAP モニタは SAP にログオンするためにダイアログ ワークプロセスを必要と

します。 この統合機能を有効にするには、 起動前にディ スパッチャのステータスをチェッ クする
よ うに設定したい SPI for SAP モニタの設定ファイル内で EnableDPQueueCheck キーワードを

使用します。 

たとえば、 CCMS モニタ  r3monal に r3monal のモニタ起動開始前に ABAP ディ スパッチャの

ステータスをチェ ッ ク させたい場合、 77 ページの 「開始前の ABAP ディ スパッチャのチェッ ク」

に示すよ うに、 r3monal.cfg ファ イル内の EnableDPQueueCheck キーワードを設定します。

r3monal のワークプロセス要求が r3mondisp.cfg 設定ファイル内で定義したダイアログ ワーク

プロセスのしきい値に違反した場合、 r3monal モニタはモニタの起動を開始せず、 起動しない理

由を示すメ ッセージを メ ッセージ ブラウザに送信します。 この機能は、 SAP システムのパ

フォーマンスが SPI for SAP モニタによるさ らなるダイアログ ワークプロセス要求の結果さ ら

に危険にさら される状況下で、 使用を検討して ください。 

開始前の ABAP ディ スパッチャのチェッ ク

# EnableDPQueueCheck    hostname    SAP    SAP       Enable =1
#                                 System  Number     Disable=0
#
EnableDPQueueCheck      =ALL      =ALL    =ALL       =1

EnableDPQueueCheck キーワードの詳細は、 34 ページの 「EnableDPQueueCheck」 を参照し

て ください。

表 16 r3mondisp のファイル

ファイル 説明

r3mondisp(.exe) ABAP ディ スパッチャ  キュー モニタの実行ファイル

r3mondisp.cfg ABAP ディ スパッチャ  キュー モニタの設定ファイル 

r3mondisp.log ABAP ディ スパッチャ  キュー モニタが収集した ト レー

ス  データの保存に使用するファ イルです。

r3mondisp は、 EnableDPQueueCheck キーワードに定義されたしきい値の影響を受けません。

r3mondisp は、 たとえ他のモニタが利用可能なダイアログ ワークプロセスの不足の結果起動し

なくなっても正常に動作を続けます。
SPI for SAP のアラート  モニタ 77



r3mondisp 設定ファイル

r3mondisp モニタの設定ファイルでは、 この項に示すキーワードを使用するこ とによ り、 ユー

ザー独自の SAP 環境の要件に合わせて r3mondisp を設定するこ とができます。 79 ページの

「r3mondisp 設定ファ イルからの抜粋」 に r3mondisp モニタのデフォルト設定ファ イルからの抜

粋を示します。 

SPI for SAP r3mondisp の設定ファイルでは、 以下のキーワードを使用するこ とができます。 以

下のリ ス ト中のパラ メータで使用できる値の詳細は、 25 ページの 「SPI for SAP モニタ設定ファ

イル」 を参照して ください。

• TraceLevel

r3mondisp が指定された SAP サーバー上で実行される と きの ト レースレベルを設定します。

TraceLevel キーワードでは、 以下のパラ メータを使用するこ とができます。

TraceLevel =<hostname> =<TraceLevel>

• TraceFile

r3mondisp がログ エン ト リ を記録する ト レース  ファ イルの名前を設定します。 TraceFile 
キーワードでは、 以下のパラ メータを使用するこ とができます。

TraceFile =<hostname> =<filename>

• DPQueueCheck

ABAP ディ スパッチャのプロアクティブな監視を管理します。 1 つの管理対象ノードの同一

ワークプロセスについて、 2 つ以上のしきい値条件が一致した場合、 r3mondisp は重要度が

一番高いメ ッセージのみを送信します。 DPQueueCheck キーワードでは、 以下のパラ メー

タを使用するこ とができます。

DPQueueCheck =<hostname> =<SID> =<InstanceNr> =<disable/enable>¥ 
=<OVO Msg Group> =<OVO Msg Object>  =<OVO Severity> ¥
=<WP-Type>  =<Idle/Queue> =<Percentage idle/full>

キューされたワークプロセスのステータスは、 一般に、 同じワークプロセス  タイプの待機中

のワークプロセスのステータスよ り も重要なので、 キューされたワークプロセスについての
メ ッセージに割り当てる重要度レベルを、 待機中のワークプロセスに割り当てる重要度レベ
ルよ り も高くするこ とをお勧めします。 たとえば、 待機中のワークプロセスについてのメ ッ
セージに重要度レベル 「Warning」 を割り当て、 キューされたワークプロセスについての

メ ッセージに 「Critical」 を割り当てます。

必要なパラ メータの詳細については、 25 ページの 「SPI for SAP モニタ設定ファ イル」 を参

照して ください。

• DisableMonitoringWithSeverity

統合された SPI for SAP モニタを、 r3mondisp メ ッセージのどの重要度で無効にするかを指

定して、 SPI for SAP でディ スパッチャを監視している  SAP システムからモニタが追加のダ

イアログ ワークプロセスを要求するこ とによる不必要な負荷が高くならないよ うにします。

DisableMonitoringWithSeverity キーワードでは、 以下のパラ メータを使用するこ とができ

ます。

DisableMonitoringWithSeverity   =<hostname>    =<SID> ¥
=<InstanceNr> =<Severity> 

必要なパラ メータの詳細については、 25 ページの 「SPI for SAP モニタ設定ファ イル」 を参

照して ください。

SPI for SAP モニタがモニタ起動前に ABAP ディ スパッチャのステータスをチェッ クするよ う

に設定する場合、 モニタが有効な r3mondisp.cfg 設定ファイルを読めるこ とを確認して くださ

い。 モニタはこのファ イルに保存された情報を必要と し、 見つからないと起動しません。
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DisableMonitoringWithSeverity キーワードは、 r3mondisp.cfg ファ イル内で設定する  
DPQueueCheck キーワードおよび r3mondisp と統合したい SPI for SAP モニタの設定

ファイル内で定義する  EnableDPQueueCheck キーワード と組み合わせて使用します。

EnableDPQueueCheck キーワードの詳細は、 34 ページの 「EnableDPQueueCheck」 を参

照して ください。

• InstanceProfilePath

ディ スパッチャを監視したい SAP インスタンスのプロファ イル設定ファイルへのパスです。

InstanceProfilePath キーワードでは、 以下のパラ メータを使用するこ とができます。

InstanceProfilePath =<hostname> =<SID> =<InstanceNr>  =<path>

必要なパラ メータの詳細については、 25 ページの 「SPI for SAP モニタ設定ファ イル」 を参

照して ください。

79 ページの 「r3mondisp 設定ファイルからの抜粋」 に、 SPI for SAP で監視しているすべての 
SAP インスタンス内のすべての SAP ク ラ イアン トの割り当て済みのダイアログ ワークプロセス

の総数の 15% 未満がアイ ドルである場合に、 r3mondisp がメ ッセージ ブラウザに警告メ ッセー

ジを送信するよ うに設定する方法を示します。

r3mondisp 設定ファイルからの抜粋

TraceLevel =ALL =0 
TraceFile =ALL =default

InstanceProfilePath =ALL =ALL =ALL =default

DisableMonitoringWithSeverity =ALL =ALL =ALL =Warning 

DPQueueCheck =ALL =ALL =ALL =1 
=R3_Dispatch =dialog =Warning ¥
=DIA =Idle =15

79 ページの 「r3mondisp 設定ファイルからの抜粋」 ではまた、 r3mondisp に、 キーワード  
DisableMonitoringWithSeverity を使用して、 起動にダイアログ ワークプロセスを必要と し  
(SAP へのログインのためなど ) そのワークプロセスの割り当てが設定ファイル内で定義したア

イ ドルのダイアログ ワークプロセス数のしきい値に違反した場合に、 「Warning」 以上の重要度

のメ ッセージを生成し、 SPI for SAP モニタの起動をさせないよ うに設定する方法も示していま

す。 

起動前に SAP にログオンしてダイアログ ワークプロセスのキューをチェ ッ クする各 SPI for 
SAP モニタの設定それぞれに EnableDPQueueCheck キーワードを使用する必要があ り ますの

で注意してください。 EnableDPQueueCheck キーワードの詳細は、 34 ページの

「EnableDPQueueCheck」 を参照して ください。

J2EE (Web AS Java) モニタ

Java テク ノ ロジと  J2EE インフラス ト ラ クチャの組み合わせが、 SAP Enterprise Portal や 
Exchange Infrastructure (XI) のよ うな新しい SAP コンポーネン ト を構築する基盤となっている

ため、 SAP J2EE Engine の監視は SAP 環境を効果的に管理するには不可欠です。

この項では、 以下の ト ピッ クについて説明します。

• 80 ページの 「CCMS アラートの有効化 : J2EE Monitor」

• 81 ページの 「設定の前提条件 : J2EE モニタ」

• 81 ページの 「SPI for SAP J2EE モニタの設定」
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CCMS アラートの有効化 : J2EE Monitor

SPI for SAP の SAP J2EE Engine 監視を有効にするには、 CCMS アラート  モニタ  r3monal を
設定して、 SAP 内で J2EE および XI のモニタ群がアラート を生成していないかをチェッ ク しま

す。 80 ページの 「CCMS 監視セッ トからのアラートの監視」 に、 r3monal.cfg 設定ファ イル

内で CCMSMonitorSet キーワードを使用して、 どの CCMS アラート を監視および HPOM への

メ ッセージ送信に使用するかを定義する方法を示します。

CCMS 監視セッ トからのアラートの監視

#-------------------------------------------------------------
# Monitor Set SAP SAP Monitor Set Monitor  
# System Number    
CCMSMonitorSet =ALL =ALL =HP OV SAP-SPI =J2EE Monitoring
CCMSMonitorSet =ALL =ALL =HP OV SAP-SPI =XI Monitoring
#-------------------------------------------------------------

CCMS モニタ  (J2EE Monitoring/XI Monitoring) および 80 ページの 「CCMS 監視セッ トからの

アラートの監視」 に示した CCMS 監視セッ ト  (HP OV SAP-SPI) のどちら も  SAP に SPI for 
SAP の移送を適用する と自動作成されるこ とに注意して ください。 SPI for SAP の移送の内容の

詳細は、 SPI for SAP のインス トール後 HPOM 管理サーバー上の次の場所に配置されている、

移送の README ファ イルを参照して ください。

/opt/OV/lbin/sapspi/trans/readme

デフォルトで、 Web AS Java 用の SPI for SAP モニタでは以下の範囲からのアラート を監視で

きます。 

• J2EE Kernel

Connections Manipulator、 Locking Manager、 Application Threads Pool 等の登録された

管理プログラムについての情報です。 これらの管理プログラムは SAP J2EE Engine の中心

となる機能を提供しており、 これらが正常に動作していないと  J2EE サービスが正常に機能

しないので、 これらの管理プログラムのいずれかが正常に動作していない場合にそれを知る
こ とは不可欠です。

• J2EE サービス

Connector Service、Transaction Service、または Web Service などの SAP システムの SAP 
Java Runtime Environment に次ぐ第 2 レベルを形成する  J2EE サービスについての情報で

す。SPI for SAP の CCMS アラート  モニタ  ツ リーで J2EE Engine 内の重要なサービスの動

作状況の概要を知るこ とができます。

• SAPCCMSR の可用性

SPI for SAP で監視中の SAP NetWeaver 環境内のすべての登録されインス トールされた 
SAP CCMS エージェン トの可用性についての情報です。

• GRMG の監視

SAP NetWeaver 環境内に設定された様々な Web AS Java インスタンスの可用性についての

情報です。 ハート ビート監視を使用して、 EJB コンテナ (Enterprise JavaBeans 用 )、 Java 
Connector (JCo)、 リモート  Java オブジェク ト間の通信の管理用の P4 サービス、 Java 
Servlet エンジン、 および HTTP サービスのよ う な Web コンポーネン ト を含む、 SAP 
NetWeaver 環境内の SAP J2EE Engine のステータス とアクセスの容易さを監視するこ とが

できます。
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SAP の内部の GRMG モニタはデフォルトでは SAP J2EE Engine の監視を有効にしないこ

とに注意して ください。 GRMG モニタを使用したい場合、 CCMS アラートが生成されるよ

う  CCMS モニタ  ( ハート ビート  ポーリ ングや Web Dynpro など ) を有効にする必要があ り

ます。 この CCMS アラート を SPI for SAP の CCMS アラート  モニタが使用してメ ッセージ 
ブラウザにメ ッセージを送信します。

• J2EE システム

J2EE システムに関する情報が、 ディ スパッチャおよびサーバーの両方に関する情報を収集

する、 独立した CCMS モニタ  ノードに含まれるよ うにな り ました。 SPI for SAP の CCMS 
アラート  モニタ  ツ リーで J2EE Engine 内の重要なサービスの動作状況の概要を知るこ とが

できます。

設定の前提条件 : J2EE モニタ

SPI for SAP の J2EE モニタを使用して SAP J2EE 環境を監視したい場合は、 ご使用の環境が以

下の前提条件を満たすこ とを確認して ください。

• J2EE

インス トールし、 -j2ee オプシ ョ ンを使用して登録し、 SPI for SAP で監視する各 J2EE 
6.40 ( 以降 ) の Engine に対して J2EE 用 CCMS エージェン ト を起動します。 SAP CCMS 
エージェン トのレポート先は SAP Web AS ABAP バージ ョ ン 6.40 ( 以降 ) でなければなり ま

せん。

CCMS エージェン トのインス トールと設定の詳細は、 SAP 製品ドキュ メン トの 『CCMS 
Agents: Features, Installation, and Operation』 を参照して ください。

• SPI for SAP の移送

新しい SPI for SAP 移送には J2EE およびセキュ リ ティの CCMS モニタが含まれ、 これら

のモニタを J2EE Engine を監視している  SAP CCMS エージェン トのレポート先の各 SAP 
6.40 ( 以降 ) のシステムに適用する必要があ り ます。 

SPI for SAP 移送の適用の詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP インス トール ガ
イ ド』 を参照して ください。

• CCMS エージェン ト

CCMS エージェン トによ り、 CCMS アラートは ABAP 環境で報告されるこ とが確実になり

ます。 SPI for SAP はこれらのアラート をインターセプ トできます。 SPI for SAP で監視し

たい各 J2EE Engine 上で J2EE 用の CCMS エージェン トが起動しているこ とを確認しま

す。 これは、 J2EE Engine の複数のインスタンスが同じスタ ッ ク内で実行されている場合に

特に重要です。

• SPI for SAP のモニタ

SPI for SAP モニタおよびその設定ファイルは J2EE Engine を監視したい SAP システムに

分配可能でなければなり ません。

SPI for SAP J2EE モニタの設定

この項では、 J2EE Engine を監視するための SPI for SAP の設定方法を説明します。 SPI for 
SAP を SAP J2EE Engine の監視用に設定するには、 

1 SPI for SAP で監視したい各 J2EE Engine 上で J2EE 用の CCMS エージェン トが起動して

いるこ とを確認します。 これは、 J2EE Engine の複数のインスタンスが同じスタ ッ ク内で実

行されている場合に特に重要です。
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2 新しい SPI for SAP 移送を監視したい J2EE Engine をホス ト している  SAP システムに適用

します。 新しい SPI for SAP 移送には J2EE およびセキュ リ ティのモニタが含まれていま

す。 

3 r3monal.cfg 設定ファイルの監視セッ トのセクシ ョ ンを編集し、 80 ページの 「CCMS 監
視セッ トからのアラートの監視」 に示すよ うに適切な行で先頭のハッシュ  (#) を削除するこ

とによ り、 J2EE 監視セッ トの監視を有効にします。

4 r3monal で監視したい J2EE の CCMS アラート を有効にします。 82 ページの 「J2EE 
Engine からのアラートの監視」 に示すよ うに、 J2EE の CCMS 監視セッ ト内の CCMS モニ

タをチェッ クするこ とによ り、 CCMS アラート を有効にします。 J2EE に対してどの CCMS 
アラート を有効にする必要があるかについての詳細は、 80 ページの 「CCMS アラートの有

効化 : J2EE Monitor」 を参照して ください。

図 6 J2EE Engine からのアラートの監視

エンキュー サーバー モニタ

スタンドアロンのエンキュー サーバーと別のホス ト上で動作する複製サーバーを組み合わせる

こ とによ り、 SAP WebAS の高可用性エンキュー ソ リ ューシ ョ ンの基盤を形成するこ とができま

す。 本質的なサービスを分離するこ とによ り、 高可用性環境内のすべてのセン ト ラル インスタ

ンスを複製する必要がなくな り、 SAP システムが高速で効率的に動作するよ うにな り ました。 高

可用性環境では、 スタンドアロンのエンキュー サーバーのフェールオーバによってロ ッ クの

データが失われた り、 エンキュー サーバーの再起動時にロ ッ クを リセッ トする必要はあ り ませ

ん。 

ご使用のシステムでスタンドアロンのエンキュー サーバーが動作している場合、SPI for SAP の 
CCMS アラート  モニタ  r3monal を使用してスタンドアロンのエンキュー サーバーのステータス

に関する  CCMS アラート を監視し、 早急に対応が必要な問題が発生したら HPOM メ ッセージ 
ブラウザにメ ッセージを送信するよ うに r3monal を設定するこ とができます。 この項では、 以

下の ト ピッ クについて説明します。

• 83 ページの 「CCMS アラートの有効化 : エンキュー サーバー」

• 83 ページの 「設定の前提条件 : エンキュー サーバー」

• 84 ページの 「エンキュー サーバー モニタの設定 : エンキュー サーバー」
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CCMS アラートの有効化 : エンキュー サーバー

SPI for SAP のスタンドアロン エンキュー サーバー監視を有効にするには、 SPI for SAP の 
CCMS アラート  モニタ  r3monal を設定して、 CCMS モニタ  Standalone Enqueue Server 
Monitoring が SAP 内にアラート を生成していないかを監視します。 83 ページの 「CCMS 内の

エンキュー アラートの監視」 に、 r3monal.cfg 設定ファ イル内で CCMSMonitorSet キーワー

ドを使用して、 どの CCMS アラート を監視および HPOM へのメ ッセージ送信に使用するかを

定義する方法を示します。

CCMS 内のエンキュー アラートの監視

#----------------------------------------------------------------------------
# Monitor Set SAP SAP Monitor Set Monitor  
# Sys. Num. 
CCMSMonitorSet =SP6 =00 =HP OV SAP-SPI =Standalone Enqueue Server 
Monitoring
#----------------------------------------------------------------------------

デフォルトで、 スタンドアロンのエンキュー サーバー用の SPI for SAP モニタでは以下の範囲

からのアラート を監視できます。 

• エンキュー サーバーのステータス

現在のエンキュー サーバーのステータスや可用性に関する情報。 たとえば、 エンキュー 
サーバーが利用可能 ( 起動している ) かど うか、 複製サーバーへの接続が存在するかど うか、

複製の有効 / 保留 / 無効、 など。

• エンキュー複製サーバー (ERS) のステータス

現在のエンキュー複製サーバーのステータスや可用性に関する情報。 たとえば、 サーバーが
有効になっているかど うか、 複製テーブルを取得したかど うか、 エンキュー サーバーに接続

しているかど うか、 など。

設定の前提条件 : エンキュー サーバー

SPI for SAP を使用して高可用性ク ラスタ内で動作しているスタンドアロンのエンキュー サー

バーを監視したい場合は、 ご使用の環境が以下の前提条件を満たすこ とを確認して ください。

• SPI for SAP の移送

新しい SPI for SAP 移送にはエンキュー サーバーの CCMS モニタが含まれ、 これらのモニ

タをエンキュー サーバーを監視している  SAP CCMS エージェン トのレポート先の各 SAP 
システムに適用する必要があ り ます。 

SPI for SAP 移送の適用の詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP インス トール ガ
イ ド』 を参照して ください。

• CCMS エージェン ト

CCMS エージェン トによ り、 CCMS アラートは ABAP 環境で報告されるこ とが確実になり

ます。 SPI for SAP はこれらのアラート をインターセプ トできます。 CCMS エージェン ト

が、 監視対象のスタンドアロンのエンキュー サーバーが動作する高可用性クラスタ内のすべ

ての物理ホス ト  ( つま り、 プライマ リおよびバッ クアップ ノードの両方 ) で使用できるこ と

を確認して ください。

• SPI for SAP のモニタ

SPI for SAP モニタおよびその設定ファイルはスタンドアロンのエンキュー サーバーを監視

したい SAP システムに分配可能でなければなり ません。
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エンキュー サーバー モニタの設定 : エンキュー サーバー

この項では、 WebAS 高可用性環境内で動作しているスタンドアロンのエンキュー サーバーが生

成する  CCMS アラート を監視するための SPI for SAP の設定方法について解説します。 SPI for 
SAP をスタンドアロンのエンキュー サーバー監視用に設定するには、以下の手順を実行します。 

1 CCMS エージェン トが、 スタンドアロンのエンキュー サーバーが動作している、 SPI for 
SAP の監視対象とする高可用性環境内の各物理ホス ト  システム上で動作しているこ とを確

認して ください。

2 r3monal.cfg 設定ファイルの監視セッ トのセクシ ョ ンを編集し、 スタンドアロンのエン

キュー サーバー監視セッ ト  ( たとえば、 83 ページの 「CCMS 内のエンキュー アラートの監

視」 に示す Standalone Enqueue Server Monitoring) の監視を有効にします。

3 r3monal で監視するスタンドアロンのエンキュー サーバーの CCMS アラート を有効にしま

す。84 ページの図 7 に示すよ うに、 エンキュー サーバーの CCMS 監視セッ ト内の CCMS 
モニタをチェッ クするこ とによ り、 CCMS アラート を有効にします。

図 7 エンキュー サーバー インスタンスの CCMS アラートの有効化

SAP Enterprise-Portal モニタ

SAP Enterprise Portal は、 ユーザーが SAP ランドスケープで効率良く作業するのに必要な情

報、 アプ リ ケーシ ョ ン、 サービスにグローバルにアクセスするための、 安全で安定した Web イ
ンタフェースを備えています。 SPI for SAP を使用する と、 可用性、 応答時間、 設定、 パフォー

マンスなど、 Enterprise Portal の重要な属性を監視するこ とができます。 

ご使用の SAP システムで Enterprise Portal が動作している場合、 ポータルのステータスに関す

る  CCMS アラート を監視し、 早急に対応が必要な問題が発生したら  HPOM メ ッセージ ブラウ

ザにメ ッセージを送信するよ うに、 SPI for SAP の CCMS アラート  モニタ  r3monal を設定する

こ とができます。 また SPI for SAP を使用してパフォーマンス と可用性のデータを収集して相関

処理し、 わかりやすくなった相関処理済みのデータをサービス  レポートに表示するこ と もでき

ます。 この項では、 以下の ト ピッ クについて説明します。

• 85 ページの 「CCMS アラートの有効化 : Enterprise Portal」

• 85 ページの 「設定の前提条件 : Enterprise Portal」
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• 86 ページの 「ポータル モニタの設定 : Enterprise Portal」

CCMS アラートの有効化 : Enterprise Portal

SPI for SAP の Enterprise Portal のインスタンスの監視を有効にするには、 SPI for SAP の 
CCMS アラート  モニタ  r3monal を設定して、 CCMS モニタ  J2EE Monitoring が SAP 内にア

ラート を生成していないかを監視します。 85 ページの 「CCMS での Enterprise-Portal アラー

トの監視」 に、 r3monal.cfg 設定ファイル内で CCMSMonitorSet キーワードを使用して、 ど

の CCMS アラート を監視および HPOM へのメ ッセージ送信に使用するかを定義する方法を示

します。

CCMS での Enterprise-Portal アラートの監視

#------------------------------------------------------------
# Monitor Set SAP SAP Monitor Set Monitor  
# Sys. Num. 
CCMSMonitorSet =ALL =ALL =HP OV SAP-SPI =J2EE Monitoring
#------------------------------------------------------------

デフォルトで、 Enterprise Portal 用の SPI for SAP モニタでは以下の範囲のアラート を監視で

きます。 

• Enterprise-Portal のステータス

Enterprise Portal の Java または HTTP ベースのコンポーネン トのステータス と可用性に関

する情報を監視できます。 Java ベースのコンポーネン トには、 EJB コンテナ (Enterprise 
JavaBeans 用 )、 Java Connector (JCo)、 リモート  Java オブジェク ト間の通信の管理用の 
P4 サービス、 Java Servlet エンジン、 Java Web サービスが含まれます。 HTTP ベースのコ

ンポーネン トには、 すべての HTTP サービスが含まれます。

• Enterprise-Portal のパフォーマンス

リ クエス ト応答時間、 一定時間内のリ クエス ト数、 リ クエス ト ごとのコンポーネン ト呼び出
し数、 リ クエス ト ごとの平均送信データ量など、 Enterprise Portal のパフォーマンスに関す

る情報を監視できます。

• Enterprise-Portal の設定

PRT (Portal Runtime) および PCD (Portal Content Directory) のよ う な Enterprise Portal 
コンポーネン トの、 スレッ ドおよび接続プールのサイズ、 セキュ リ ティ設定、 キャ ッシュの
長さおよび検証時刻などの設定パラ メータに設定される情報を監視できます。 

設定の前提条件 : Enterprise Portal

SPI for SAP を使用して Enterprise Portal のインスタンスを監視したい場合は、 ご使用の環境

が以下の前提条件を満たすこ とを確認して ください。

• SPI for SAP の移送

新しい SPI for SAP 移送には Enterprise-Portal モニタが含まれ、 移送ファイル 
SAPSPI_CCMS_Monitors.car に含まれる新しい移送を  SAP CCMS エージェン トのレポー

ト先の各 SAP システムに適用する必要があ り ます。 

SPI for SAP 移送の適用の詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP インス トール ガ
イ ド』 を参照して ください。

• CCMS エージェン ト
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CCMS エージェン トによ り、 CCMS アラートは ABAP 環境で報告されるこ とが確実になり

ます。 SPI for SAP はこれらのアラート をインターセプ トできます。 監視対象の Enterprise 
Portal を実行している  J2EE Engine のインスタンスをホス ト しているマシン上に、 CCMS 
エージェン トが用意されているこ とを確認します。 TREX コンポーネン ト  ( 検索および分類

機能用 ) が別のシステムで起動されている場合には、 CCMS エージェン ト もそのシステムで

起動されている必要があるこ とに注意して ください。

• Java アプリ ケーシ ョ ン応答時間測定

J2EE のアプリ ケーシ ョ ンおよびコンポーネン トからパフォーマンス関連のデータを収集す

るには、 Java アプリ ケーシ ョ ン応答時間測定 (JARM) 機能を有効化する必要があ り ます。

JARM はデフォルトで有効化されており、 すべての収集データが CCMS に自動的にマップ

されるこ とに注意して ください。 J2EE Engine の Visual Administrator には JARM ステー

タスが表示されます。

• GRMG (Generic Request and Message Generator)

SAP 内の Enterprise Portal の可用性を監視するには、 GRMG 設定ファイルをカスタマイズ

し、 変更した設定ファ イルを CCMS エージェン トにアップロードする必要があ り ます。

J2EE Engine の Visual Administrator には、188 ページの図 17 に示す、 変更して CCMS 
にアップロードするために利用できる  XML ファ イルが表示されます。 また、 ト ランザク

シ ョ ン GRMG を使用して、 SAP 集中監視システムに用意されているアクティブな GRMG 
設定シナリオの リ ス ト を表示させるこ と もできます。

• Performance Agent

監視対象の Enterprise Portal をホス ト しているシステムでは、 HP Software Embedded 
Performance Component または HP Performance Agent のいずれか、 および SAP/
Performance サブエージェン トが動作している必要があ り ます。 SAP Enterprise-Portal 用
の SPI for SAP パフォーマンス  モニタについての詳細は、 216 ページの 「EP_PERF」 を参

照して ください。 SPI for SAP では、 サービス  レポート を生成するのに EP_PERF で収集さ

れたパフォーマンス  データが使われるこ とに注意して ください。 

• SPI for SAP のモニタ

SPI for SAP モニタおよびその設定ファイルは Enterprise Portal を監視する  SAP システム

に分配可能でなければな り ません。

ポータル モニタの設定 : Enterprise Portal

この項では、 Enterprise Portal で生成される  CCMS アラート を監視するよ うに、 SPI for SAP 
を設定する方法について説明します。 SPI for SAP を  Enterprise Portal のインスタンスの監視

用に設定するには、 以下の手順で実行します。 

1 SPI for SAP で監視する  Enterprise Portal サービスをホス ト しているシステムで、 CCMS 
エージェン トが動作しているこ とを確認します。

システム可用性を GRMG で監視するには、 1 つの SAP システムをご使用の SAP ラ
ンドスケープ内の集中監視システム (CEN) と して割り当て、 設定する必要があ り ま

す。 SAP 内に CEN を設定する方法については、 SAP のマニュアルを参照して くだ

さい。 SPI for SAP で CEN を監視する方法については、 184 ページの 「CEN の 
CCMS アラートの監視」 を参照して ください。

TREX サーバーを別のホス トで実行するよ うに設定している場合には、 CCMS エー

ジェン ト も リモート  TREX サーバーをホス トするシステムで実行させ、 検索および

分類機能に関連した CCMS アラートが ABAP 環境で表示されるよ うにする必要があ

り ます。
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2 SPI for SAP のインス トール時に上記の作業を行っていなかった場合は、 SPI for SAP の監

視対象の Enterprise Portal の基盤となる、 J2EE Engine をホス ト している各 SAP システ

ムに、 SAPSPI_CCMS_Monitors.car ファ イルから移送をインポート します。

SAPSPI_CCMS_Monitors.car 移送ファイルには、 SPI for SAP が EP パフォーマンス監視

で必要とする CCMS のモニタおよびオブジェク トが含まれています。 SPI for SAP 移送のイ

ンポートについての詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP インス トール ガイ ド』

を参照して ください。

3 Enterprise Portal が動作中の Java スタ ッ ク用に Java アプリ ケーシ ョ ン応答時間測定 
(JARM) 機能を有効化します。 JARM を使用する と、Enterprise Portal の基盤となっている  
Java コンポーネン トの可用性とパフォーマンスを監視できます。 J2EE Engine Visual 
Administrator を使用して、 JARM ステータスをチェッ ク します。 JARM はデフォルトで有

効になっています。 

jarm/switch のプロパティ  キーによ り、 パフォーマンス監視を有効化 / 無効化します。

jarm/comp/level のプロパティ  キーを使用する と、 Java コンポーネン トのモニタ  レベル

を、 0 ( デフォルト )、 1、 2、 または 3 と変更できます。

4 Enterprise Portal の基盤となっている  J2EE Engine 内の Web コンポーネン トの可用性を監

視するには、 GRMG 設定ファイルのインスタンスをカスタマイズし、 変更した XML ファ イ

ルを CCMS エージェン トにアップロードする必要があ り ます。 特に、 J2EE Engine のイン

スタンスが動作するホス トの名前を指定しなければならないこ とに注意して ください。 SAP 
Visual Administrator を使用して GRMG 設定ファイルを変更し、 それを SAP の集中監視シ

ステム (CEN) にアップロードする方法については、 SAP のマニュアルを参照して ください。

また、 ト ランザクシ ョ ン GRMG を使用して、 CCMS にアップロード され、 アクティブに

なっている  GRMG 設定シナリオの リ ス ト を表示させるこ と もできます。

5 r3monal.cfg 設定ファイルの監視セッ トのセクシ ョ ンを編集し、 85 ページの 「CCMS で
の Enterprise-Portal アラートの監視」 に示すよ うに、 J2EE 監視セッ ト と  J2EE 
Monitoring の監視を有効にします。

6 r3monal で監視する  Enterprise Portal の CCMS アラート を有効にします。88 ページの図 8
に示すよ うに、 Enterprise Portal の CCMS 監視セッ ト内の CCMS モニタにチェッ クを付け

るこ とによ り、 CCMS アラート を有効にします。

Java 関連の CCMS アラートは、 J2EE Monitoring の CCMS 監視セッ ト内の J2EE 
Services および J2EE System モニタで提供されるこ とに注意して ください。 SPI for SAP 
J2EE モニタの詳細は、 79 ページの 「J2EE (Web AS Java) モニタ」 を参照して ください。

Visual Administrator でアップロード した GRMG シナリオを、 集中監視システムに

転送して起動するまでに最大で 1 時間かかるこ と もあ り ます。
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図 8 Enterprise-Portal インスタンスの CCMS アラートの有効化

SAP セキュリテ ィ監査モニタ

SAP 環境を効果的に管理したいなら、 セキュ リ ティ監査の監視は不可欠です。 セキュ リ ティ監

査モニタを使用して、 SPI for SAP で監視している  SAP システムでどのよ うなセキュ リ ティに

関する変更が発生したか、 誰または何がその変更に責任があるのか、 いつどこでその変更が発生
したのかをチェッ クするこ とができます。 セキュ リ ティ監査モニタは SAP システム内に以下の

イベン トに関するアラートがないかをチェッ ク します。

• Logons

• RFC Logons

• Transaction Starts

• Report Starts

• RFC Calls

• User Master Records

• System

• Miscellaneous

この項では、 SAP の自己監視機能のセッ ト アップ方法と  SPI for SAP を自己監視機能が生成す

るアラート を監視するよ うに設定する方法を説明します。 この項の情報によ り、 以下の ト ピッ ク
について理解できます。
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• 89 ページの 「SAP セキュ リ ティ  アラート 」

• 89 ページの 「セキュ リ ティ監査モニタの設定」

SAP セキュリテ ィ  アラート

SAP セキュ リ ティ監査ログは SAP システム内のセキュ リ ティ関連アクティ ビティの記録を維持

し、 収集した情報を各アプリ ケーシ ョ ン サーバーの監査ファイルに保存しています。 監査ログ

は、 どの情報が重要で定期的に記録、 更新すべきかを判断するためにフ ィルタを使用します。 (
たとえば、 RFC ログオンやト ランザクシ ョ ン開始に対して ) 設定されたフ ィルタに一致するイベ

ン トが発生する と、 監査ログはメ ッセージを生成し、 監査ファ イルに記録します。 同時に、 対応
するアラートが CCMS モニタに表示されます。

SPI for SAP を、 セキュ リ ティ監査がログに記録した CCMS アラート を監視するよ うに設定し、

それを使用してメ ッセージを生成し、 HPOM メ ッセージ ブラウザに表示するこ とができま

す。89 ページの表 17 に、 SAP 自己監視機能によ り監査されるセキュ リ ティ分野を示します。

SPI for SAP では、 これらのすべてまたはどれでも選んで監視するこ とができます。

セキュリテ ィ監査モニタの設定

SAP のセキュ リ ティ監査機能が監査するセキュ リ ティ  イベン トの監視の有効化には SAP 内およ

び HPOM 内で多くの手順を要します。 実施を要する手順の数と複雑さは、 SPI for SAP でセ

キュ リ ティ  イベン ト を監視したい SAP システムにインス トールされた SAP のバージ ョ ンに依

存します。90 ページの図 9 に、 SAP 側の設定が正常に完了する と  CCMS モニタ  ツ リーがどの

よ うになるかを示します。

表 17 SAP セキュリテ ィ監査クラス

監査クラス 説明

Logons SAP ログオンまたはパスワード  チェ ッ クが失敗しま

した。 オペレータが SAP ユーザーを不正にロ ッ クま

たはロ ッ ク解除しました。

RFC Logons RFC または CPIC ログオンが、 ユーザーのエラーま

たは不正なユーザーとパスワードを使用して権限の
ないログオンを試行したため、 失敗しました。

Transaction 
Starts

SAP システム内で権限のないコード実行が発生した

可能性があ り ます。

Report Starts

RFC Calls

User Master 
Records

ユーザー レコード または権限やプロファ イルの不正

な有効化に関連する、 セキュ リ ティ またはライセン
スの問題が発生しました。

System アプリ ケーシ ョ ン サーバーが停止または開始しまし

た。 セキュ リ テ ィ監査設定が変更されました。

Miscellaneous 移送リ クエス トがセキュ リ テ ィ上重大なソース  オブ

ジェク ト を含んでいます。
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図 9 CCMS 監視セッ ト : セキュリテ ィ  イベン トの監視

SPI for SAP を SAP セキュ リ ティ監査でログされたセキュ リ ティ  イベン トの監視用に設定する

には、 以下の ト ピッ クで詳細を説明する作業を行います。

1 90 ページの 「SPI for SAP のセキュ リ ティ監視機能のインス トール」

2 91 ページの 「SAP セキュ リ ティ監査の設定」

3 91 ページの 「CCMS セキュ リ ティ監視の有効化」

SPI for SAP のセキュリティ監視機能のインストール

SAP 内でセキュ リ ティ監視機能を有効にするために実施を要する手順の数や複雑さは、 SPI for 
SAP で監視する  SAP システムにインス トールされている  SAP バージ ョ ンに依存します。 

• SAP Web AS ABAP version 6.40 以降には SPI for SAP 移送 
SAPSPI_CCMS_Monitors.car を適用します。 これによ り、 新しい CCMS 監視セッ トが自

動的に SAP にインポート されます。

• バージ ョ ン 6.40 よ り前のサポート対象 SAP ABAP バージ ョ ンの場合は、 以下の手順を実施

します。

— ト ランザクシ ョ ン RZ20 を使用して SAP の保守機能をアクテ ィブにします。

— 新しい CCMS 監視セッ ト 「HP OV SAP-SPI」 を作成します。

— 新しい CCMS モニタ 「Security Monitoring」 を作成し、 監視セッ ト 「HP OV 
SAP-SPI」 に追加します。

— 新しい CCMS モニタ 「Security-Monitoring」 で監視するアラート  ク ラスを有効にしま

す。 ツ リー全体を有効化するか、 「Logon」、 「Transaction Start」 などの個々のク ラスを

有効化します。

監視対象と して選択可能な個々のセキュ リ テ ィ監査アラート  ク ラスの詳細は、 89 ページの

「SAP セキュ リ ティ  アラート 」 を参照して ください。
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SAP セキュリテ ィ監査の設定

この項では、 新しいセキュ リ ティ監査プロファ イルがどのイベン ト  ( どの SAP ク ラ イアン ト内

のどの SAP ユーザー関連など ) を監視するかを指定する方法を説明します。 

1 ト ランザクシ ョ ン SM19 を使用してセキュ リ ティ監査の新しいプロファ イルを作成、 カスタ

マイズ、 およびアクティブ化する

管理上のオーバーヘッ ドを低減するには、 システム全体のプロファ イルをセッ ト アップし
て、 SAP ログオン イベン トや重要な RFC 関数呼び出しなどの最重要なセキュ リ ティ上の重

大イベン トのみを監視します。 

2 新しいプロファ イルによるセキュ リ テ ィ監査のテス ト

SAP に間違ったユーザー名とパスワードの組み合わせでログオンを試行するこ とによ り、 ア

クティブになったプロファ イルをテス トできます。 監査ログもレビューする場合は、 ト ラン
ザクシ ョ ン SM20 を使用します。

3 SAP ジ ョブ REORG をセキュ リ ティ監査ログの保守用にセッ ト アップする。

SAP レポート  RSAUPURG を使用した REORG ジ ョブを導入しないと、 セキュ リ ティ監査

はファイル システムがすぐに一杯になるほどのログを書き込みます。 ト ランザクシ ョ ン 
SM38 を使用する と、 ご使用の環境のニーズに合わせて変更した RSAUPURG レポート を作

成するこ とができます。 たとえば、 10 日前よ り古いログを削除するよ うに調整できます。

CCMS セキュリテ ィ監視の有効化

この項では、 r3monal による  SAP 内の CCMS アラートの生成を監視する方法、 特にセキュ リ

ティ関連イベン トに関するアラートの監視を有効にする方法を説明します。 r3monal によるセ

キュ リ ティ関連の CCMS アラートの監視を有効にした後、 CCMS 内の SAP セキュ リ テ ィ監視

モニタ、 および監視する  Logon、 ReportStart などの対応する  MTE (monitor tree elements) を
有効にする必要があ り ます。

91 ページの 「CCMS 監視セッ トからの監査アラートの監視」 に r3monal モニタの設定ファイル

からの抜粋を示します。 CCMSMonitorSet キーワードを使用する と  SPI for SAP が作成した 
CCMS アラート監視セッ トおよび CCMS アラート  モニタを定義するこ とができます。 こ こに示

す例では、 r3monal を  CCMS アラート監視セッ ト 「HP OV SAP-SPI」 および CCMS アラート  
モニタ 「Security Monitoring」 を使用して SPI for SAP が認識するすべての SAP システムのセ

キュ リ ティ監査アラートの監視用に設定しています。

CCMS 監視セッ トからの監査アラートの監視

#-------------------------------------------------------------
# Monitor Set SAP SAP Monitor Set Monitor  
# System Number    
CCMSMonitorSet =ALL =ALL =HP OV SAP-SPI =Security ¥

SAP 内でセキュ リ ティ監査機能を有効にする前に、 セキュ リ ティ監査機能をアクティブにした

場合の SAP のパフォーマンスの問題について論じている  SAP の OSS Note no.429343 をレ

ビューして ください。

フ ィルタ  オプシ ョ ンを設定する際、 Filter active オプシ ョ ンを確実にチェッ ク し

て ください。

SPI for SAP は、 SPI for SAP でセキュ リ ティ  イベン ト を監視する  SAP 6.40 システム以降に 
SPI for SAP 移送 SAPSPI_CCMS_Monitors.car を適用する と、 CCMS モニタ 「Security 
Monitoring」 を作成します。 古い SAP バージ ョ ンに対しては、 CCMS モニタおよび監視セッ ト

を手動で作成する必要があ り ます。
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Monitoring
#-------------------------------------------------------------

CCMS アラートの有効化の詳細は、 48 ページの 「CCMS 監視セッ ト : r3monal」 を参照して く

ださい。
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4 SPI for SAP アラート収集モニタ
この項では、 r3moncol で制御されるアラート収集モニタについて説明し、 その設定方法と使用

方法について解説します。

r3moncol およびアラート収集モニタの紹介

SPI for SAP は単一のアラート収集 r3moncol を使用し、 多数の追加の SAP NetWeaver アラー

ト  モニタから警告を収集します。 この項で挙げているアラートモニタはそれぞれ、 その監視対

象となる警告の性質から名前が付けられています。 たとえば、 r3mondmp アラート収集は ABAP 
ダンプを監視します。 SPI for SAP は、 各モニタが実行するタスクをアラート  タイプに従ってグ

ループ化します。 たとえば、 アラート  タイプ IDOC_CURRENT_STATUS は、 r3monale モニ

タが SAP システム内の iDOC の現在のステータスを判別するために使用されます。 

監視パラ メータはアラート タイプ ( アラートモニタではなく ) のレベルで指定します。 たとえば、

パラ メータ  =CHECK_INBOUND を使用するこ とによ り、 アラート  タイプ 
IDOC_CURRENT_STATUS の範囲を制限して受信 iDOC のステータスのみがチェッ ク される

よ うにするこ とができます。

この項では、 以下の ト ピッ クについて説明します。

• 95 ページの 「SPI for SAP アラート収集モニタの設定」

• 102 ページの 「アラート収集モニタ設定ファイル」

以下のリ ス トでは、 r3moncol で使用できるアラート収集を示し、 各モニタのスコープを簡単に

説明しています。 各アラート  モニタに関連付けられたアラート  タイプおよびこれらのアラート  
タイプの設定に使用できるパラ メータの詳細は、 以下に挙げるこの章の該当する項および表を参
照して ください。 

• r3monaco - 170 ページの 「TemSe ファ イルの監視方法」

実行時のコス ト を削減するために、 Temporary Sequential File (TEMSE) モニタはレポート

に置き換えられました。 詳細は、 170 ページの 「TemSe ファ イルの監視方法」 を参照して く

ださい。

• 109 ページの 「iDOC ステータス  モニタ  (ALE モニタ ) : r3monale」

iDOC ステータス  モニタは、 SAP ランド スケープに設定された SAP NetWeaver システムに

存在する  iDOC のステータスをチェ ッ ク します。 特定のステータスを持つ iDOC の数につい

て定義されているしきい値を超える と、 r3monale は警告を生成します。 

• 116 ページの 「システム チェンジ オプシ ョ ン モニタ : r3monchg」

システム チェンジ オプシ ョ ン モニタ ( ステータスモニタ ) は、 SAP システム チェンジ オプ

シ ョ ンの発生についてチェッ ク します。

• 121 ページの 「修正 ・ 移送システム (CTS) モニタ : r3moncts」

修正 ・ 移送システム モニタは、 重要な移送リ クエス ト、 タスク、 オブジェク トについて、 修

正 ・ 移送システムをチェ ッ ク します。 このモニタはユーザーが定義した指定に従って警告を
生成します。

• 130 ページの 「ABAP ダンプ モニタ : r3mondmp」
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ABAP ダンプ モニタ  ( ダンプ / 更新モニタ ) は、 SAP システムで発生する  ABAP ダンプを検

出します。 ダンプの原因はメ ッセージの詳細から識別でき、 実行が必要な修正措置を決定す
るのに使用できます。

• 132 ページの 「ジ ョブ レポート  モニタ : r3monjob」

JOBREPORT モニタ  (Job モニタ ) は、 次のよ う なジ ョブをチェッ ク します。

— 指定された実行時間を超過したジ ョブ

— 実行時間が予定された時間に満たないジ ョブ

— 指定された時間枠内に開始しないジ ョブ

— 中断したジ ョブ

• 140 ページの 「ロ ッ クチェッ ク  モニタ : r3monlck」

LOCK_CHECK モニタ  ( ロ ッ ク  チェッ ク  モニタ ) は、 SAP NetWeaver ト ランザクシ ョ ンの

論理ロッ クを管理する  SAP NetWeaver エンキュー プロセスを参照し、 古くなったロ ッ ク  
(obsolete lock) を報告します。 古くなったロ ッ ク とは、 ユーザーが指定した期間よ り も前の

ロ ッ クです。

• 142 ページの 「操作モード  モニタ : r3monoms」

操作モード  モニタは、 以下のケースを検出します。 

— 予定していた操作モードの切り替えが、 指定時刻よ り後に発生した

— 予定していた操作モードの切り替えが、 まったく発生しなかった

• 145 ページの 「RFC 宛先モニタ : r3monrfc」

SAP-RFC モニタは、 SAP 環境における  RFC 宛先を確認します。

— 接続のステータス

— 接続の可用性

• 148 ページの 「スプール モニタ : r3monspl」

SPOOLER モニタは、 以下をチェッ ク します。

— スプール エン ト リ数

— 指定範囲内でのエラーとなったスプール要求数

— 指定したプリ ンタのエラー状態であるスプール エン ト リ

• 151 ページの 「移送モニタ : r3montra」

移送モニタ  ( 移送準備 ) は、 移送システムの次の事項をチェ ッ ク します。

— エクスポート と インポートのステータス

— 確認済みおよび未確認のリペア

— 指定システムへの ping の実行

— TP インタフェースのチェ ッ ク

• 157 ページの 「更新モニタ : r3monupd」

更新アラートモニタは、 次の事項をチェッ ク します。

— SAP ユーザーまたは SAP システムが更新を停止したかど うか

— 更新エラーが発生したかど うか

WebAS 7.0/ Netweaver04s ( カーネル 7) 環境では、 SAP 内の変化は、 監視対象の操作モードの

切り替えエラーでないこ とを示します。
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• 159 ページの 「SAP ユーザー モニタ : r3monusr」

ユーザー モニタは、 SAP ト ランザクシ ョ ン SM04 を参照し、 警告を発生させたユーザー数を

特定します。

• 162 ページの 「ワークプロセス  モニタ : r3monwpa」

ワークプロセス  モニタは、 ワークプロセスについて次の事項をチェッ ク します。

— ワークプロセスのステータスを監視し、 デバッグ、 プライベート 、 または再起動なしの
モードで実行中のプロセスを報告する

— 設定されているワークプロセス数と稼動中のワークプロセス数を比較する

— ワークプロセスの種類ごとに、 待機中の予定ワークプロセス数と稼働中のワークプロセ
ス数をチェ ッ クする  

SPI for SAP アラート収集モニタの設定

アラート収集モニタを使用して、 SAP NetWeaver 内の一連の監視タスクを定義できます。 たと

えば、 SAP NetWeaver 操作モード、 SAP NetWeaver ダンプ、 SAP NetWeaver ワークプロセス

の可用性についてのチェ ッ クなどを定義できます。 アラート収集モニタを使用するこ とによ り、
定義した各アラート収集設定が定期的に実行され、 呼び出された関数から戻されたすべてのメ ッ
セージが報告されます。 個々のアラート収集モニタの設定ファ イルの詳細は、 102 ページの 「ア

ラート収集モニタ設定ファイル」 を参照して ください。

アラート収集モニタのレポートの種類

すべてのアラート  モニタは、 次の 2 種類のいずれかのレポート を使います。

• タイムフレーム型

タイムフレーム型モニタは、 定義した時間の範囲を評価の基礎と します。 たとえば、

r3monjob アラート  モニタは、 最後にモニタが実行された日時とバッチ ジ ョブに設定された

開始日時を比較するタイム フレームを使います。

• スナップシ ョ ッ ト型

スナップシ ョ ッ ト型モニタは、 ある時点を評価の基礎と します。 たとえば、 r3monlck 
(LOCK_CHECK) モニタの場合は、 モニタが起動した時点で、 指定期間を超えたロ ッ クを

「古くなった」 と して警告を生成します。 スナップシ ョ ッ ト型は動的で、 特定のタイム  フ
レームに拘束されずに警告を発生させられるため、 連続起動が可能です。
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アラート収集モニタのポーリング周期

アラート収集モニタは、 それぞれ、 独自のデフォルト  ポーリ ング周期 ( アラート収集モニタの実

行間隔 ) があ り ます。 モニタの予定されたアクシ ョ ン テンプレートで定義されているポーリ ング

周期は変更できます。 アラート収集モニタのデフォルト  ポーリ ング周期の詳細は、 表 18 を参照

して ください。

アラート収集モニタの履歴

SPI for SAP モニタ  r3monal、 r3mondev とは異なり、 r3moncol が制御するアラート収集モニ

タ  (r3monale や r3mondmp など ) は履歴情報をモニタ固有の履歴ファイルに書き込みません。 そ

の代わりに、 SPI for SAP アラート収集モニタに通知される  SAP のアラートに関連する情報は

すべて、 SAP データベースに直接書き込まれます。 アラート収集 r3moncol はこのデータベース

で情報を見つけるこ とができます。 各モニタの実行開始時に、 r3moncol は関連テーブルを読み

込み、 この情報を使用して、 HPOM 管理サーバーにすでに通知されているイベン トがあればそ

れを判別し、 さ らにメ ッセージを生成するかど うかを決定します。 

表 18 アラート収集モニタのデフォルト  ポーリング周期

アラート  モニタ名
ポーリング周期

日数 時間 分

r3monale 10

r3monchg 4

r3moncts 1

r3mondmp 5

r3monjob 5

r3monlck 1

r3monoms 10

r3monrfc 5

r3monspl 30

r3montra 1

r3monupd 1

r3monusr 5

r3monwpa 5

r3monaco a

a. 厳密に言えば、 r3monaco はアラート収集モニタではあ り

ません。 170 ページの 「TemSe ファ イルの監視方法」

を参照してください。 
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アラート収集モニタの照会条件

各アラート  モニタのデータは、 多数のアラート  タイプに分類されます。 たとえば、

JOBREPORT モニタには次の 4 つのアラート  タイプがあ り ます。 JOB_MAX_RUN-TIME、

JOB_MIN_RUN_TIME、 START_PASSED および JOB_ABORTED。 各アラート  モニタに定

義されているアラート  タイプに対し、 以下を指定する必要があ り ます。

• チェ ッ クする  SAP NetWeaver システムの指定。

• どの状況でアラート を発生させるかの選択基準の指定。 以下で詳細を説明します。

パラメータ  データ  タイプ

各アラート  タイプに関連付けられた設定ファイルの監視条件セクシ ョ ン内のパラ メータで条件

を定義し、 この条件でアラート を生成します。 パラ メータ  データには、 汎用型と して次の 2 種
類があ り ます。

• 名前

監視条件を定義した SAP NetWeaver システムの属性を説明するパラ メータの名前。 たとえ

ば、 MAX_RUNTIME および JOBNAME は、 アラート  タイプ JOB_MAX_RUN_TIME の
パラ メータ名であ り、 JOBREPORT モニタ  (Job モニタ ) r3monjob に関連付けられていま

す。

• 区切り記号

パラ メータの区切り記号は、 各パラ メータに 「選択」 オプシ ョ ンを指定する場合に使いま
す。 このパラ メータ区切り記号は、 アラート を発生させるべき状況を定義します。 指定した
条件に一致するイベン トがある と、 HPOM メ ッセージが送信されます。 パラ メータ区切り

記号には、 次の 4 種類があ り、 この順番通りに使用します。 SIGN、 OPT(ION)、 LOW およ

び HIGH。98 ページの表 19 を参照して ください。

照会条件の指定方法

パラ メータ区切り記号を使って照会条件を指定する場合は、 一般的に次の点に注意してくださ
い。

• 論理的に可能なすべての条件 ( 式 ) を、 後述する制限内で、 照会条件と して設定するこ とが

できます。

• 定義した条件で除外される メ ッセージは、HPOM メ ッセージ ブラウザには表示されません。 

• 各モニタのアラート  タイプの設定の詳細は、 後述の項を参照して ください。

SPI for SAP はデフォルトでアラート  モニタを各アラート  タイプに許可されたパラ メータの設

定例と共にインス トールします。 ただし、 この設定例は、 必ずしもご使用になっている特定の環
境にそのまま使えるわけではあ り ません。 一般的には、 最初にパラ メータを編集してアラート  
タイプをカスタマイズする必要があ り ます。 デフォルト値をそのまま使える条件 ( および編集し

なければならない場合 ) については、 本章に後述する各アラート  モニタのアラート  タイプの説
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明を参照してください。 照会条件のパラ メータ区切り記号の順番は、 表 19 に表示されている と

おりの順番 (SIGN、 OPTION、 LOW、 HIGH の順 ) で使用する必要があ り ます。 照会条件の使

用例については、 この項の該当するアラート収集モニタ  ( 例 : r3moncts) を参照して ください。

パラメータの値

この項では、 SPI for SAP がアラート  タイプ エン ト リの include および exclude パラ メータの値

をどのよ うに解釈するかについて説明します。 SPI for SAP は異なるパラ メータのパラ メータ値

を AND 条件で比較します。 同じパラ メータのパラ メータ値については、 SPI for SAP は以下の

よ うに比較します。

• Include: OR 条件でパラ メータを比較します。

• Exclude: AND 条件でパラ メータを比較します。

表 19 パラメータ区切り記号の説明

パラメータ区切り記号 説明

SIGN I: Include
E: Exclude

OPT 標準的な SAP 演算子である  NE (Not Equal to)、
NB (Not Between... and...)、 および NP (does Not 
contain Pattern) は、 この項で説明するアラート  
タイプの設定には使用できません。 以下の演算子
のみを使ってください。

• EQ: equal to
• BT: between... and
• CP: contains pattern
• LE: less than or equal to
• GE: greater than or equal to
• GT: greater than
• LT: less than

LOW • 演算子 CP と一緒に使用する場合は、 文字列な
どの比較値

• 演算子 BT と組み合わせて使用する場合は、 範
囲の低い方の値

• 一部の ALERT_TYPES では、 値 X はモニタを
有効にするためのフラグまたはスイ ッチと して
も使用されます。 
例 :r3montra の TRANS および REPAIR。

HIGH 範囲の高い方の値を指定するための比較数値。 こ
のパラ メータ区切りは、 演算子 BT と組み合わせ

る場合にのみ使用されます。
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表 20 に示すよ うに、 SPI for SAP は I (include) の値の評価を、 E (exclude) の値よ り前に行う こ

とに注意して ください。

照会条件

アラート収集モニタのアラート  タイプ設定でのブロ ッ ク区切りおよび改行には、 次のルールが

あ り ます。 

• 各パラ メータは、 独立したブロ ッ ク と して設定します。 JOB_MAX_RUN_TIME の例を示し

ます。

=JOBNAME =I =CP =SAP* = は、 JOBNAME のパラ メータのブロ ッ クです。

=MAX_RUNTIME =I =GT =20 = は、 MAX_RUNTIME パラ メータのブロ ッ クです。

• 「¥」 記号は、 行が継続するこ とを示します。

• 以下の場所で改行を使用します。    

— 次の設定の指定ごとに改行

– 一般的なアラート  ク ラスの設定 (SAP ホス ト名、 SAP システム、 SAP 番号、 SAP 
ク ラ イアン ト )

– HPOM の設定 ( 重要度レベル、 オブジェク トおよびメ ッセージ グループ )

– 監視照会条件 ( パラ メータ名とパラ メータ区切り記号 : SIGN、 OPT、 LOW、
HIGH)

— AND 比較の各条件ごとに改行   

表 20 同一パラメータについての include および exclude による比較 

選択オプ
シ ョ ン

JOB_MAX_RUN_TIME の選択オプシ ョ ンの

設定例
比較方法

1 =JOBNAME   =I  =CP  =ZREP*  =   
=MAX_RUNTIME  =I    =GT   =10  =

OR

2 =JOBNAME   =I  =CP  =SAP*  =   
=MAX_RUNTIME  =I    =GT   =20  =

OR

3 =JOBNAME   =E  =CP  =SAP_ZREP*  =   AND
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アラート収集モニタの環境変数

本項では、 r3moncol が管理するすべてのアラート収集モニタ用の環境変数について説明しま

す。 アラート収集の設定ファ イルの名前がたとえば r3monjob、 r3mondmp、 r3monlck、
r3monoms という よ うにモニタ固有の名前になるこ と以外、 設定はすべてのアラート収集モニタ

で同じです。 

アラート収集モニタのコマンド行パラ メータ

本項では、 r3moncol が制御するすべてのアラート収集モニタ用のコマンド行パラ メータについ

て説明します。 環境変数と同様に、 設定はすべてのアラート収集モニタで同じですが、 アラート
収集の設定ファ イルの名前だけは、 たとえば r3monjob.cfg、 r3mondmp.cfg、
r3monlck.cfg、 r3monoms.cfg のよ うにモニタ固有になり ます。

以下の例では、 アラート収集モニタは初期ト レース  ファ イル writetrace.log を書き出しま

す。 このファ イルには、 一般設定ファイル r3itosap およびモニタ固有の設定ファイル 
r3monjob.cfg に関する情報が含まれています。

r3moncol -cfgfile r3monjob.cfg -trace

表 21 r3moncol.exe の環境変数

環境変数 説明

SAPOPC_TRACEMODE ト レース  モード : 

a = 追加

w = 作成 ( デフォルト )

SAPOPC_ <R3MONNAME>_CONFIGFILE 設定ファ イルの名前a

a. <R3MONNAME> には、 設定ファイルの場所を変更するモニタの名前を入力

します。 例 : SAPOPC_R3MONDMP_CONFIGFILE

SAPOPC_R3ITOSAP_CONFIGFILE SAP NetWeaver 総合ログ

イン設定ファイル

SAPOPC_TRACEPATH ト レース  パス設定ファイ

ル

表 22 r3moncol のコマンド行パラ メータ

パラ メータ 説明a

a. <R3MONNAME> には、 設定ファイルを読み込むモニタの名前を入力します。

例 : r3mondmp

-cfgfile モニタの設定ファイルの名前。 以下に例を示します。

-cfgfile <R3MONNAME>.cfg

-trace モニタは、 設定ファ イル r3itosap とモニタ専用設定

ファイル <R3MONNAME>.cfg についての情報を含んだ初期

ト レース  ファ イル writetrace.log を書き出します。
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アラート収集モニタによるリモート監視

現在のバージ ョ ンの SPI for SAP には、 アラート収集モニタのスコープを拡張して、 追加の 
SAP サーバー (HPOM 管理対象ノードではないサーバー ) 上の SAP プロセスの状態を リモート

で監視するための機能が含まれています。 この監視は、 HPOM 管理対象ノード と してすでに設

定されている  SAP サーバーから行います。

SPI for SAP で提供される リモートモニタ機能を使用する例と して、 SPI for SAP でサポート さ

れていないオペレーティング システムを実行している  SAP システムを監視するには、 まず、

r3mon<alert_monitor_name>.cfg ファ イル ( たとえば r3mondmp.cfg) 内の新しい 
RemoteMonitoring キーワードを有効にする  ( 先頭のシャープ記号 「#」 を削除する ) 必要が

あ り ます。 次に同じ行で、 監視対象とするローカル サーバーの名前を SPI for SAP アラート収集

モニタに対して指定します。 最後に、 監視対象とする リモート  サーバーの名前を指定します。

105 ページの 「CTS モニタ  (r3moncts) のデフォルト設定」 に、 リモートで監視する追加の 各
SAP サーバーについて必要な新しい行が示されています。 次のキーワード  パラ メータを使用し

て、 ローカルおよびリモートのサーバー名を定義します。 

• LocalHost ( 設定ファイルによっては 「Server Node」 ) 

SPI for SAP がインス トールされ実行されている  HPOM 管理対象ノードの名前です。 SPI 
for SAP は、 このホス トのアラート収集モニタを使用して、 「RemoteHost」 で定義されてい

る リモート  ホス トで監視が実行されます。

• RemoteHost ( 設定ファイルによっては 「Remotely monitored Node」 )

「LocalHost」 で定義されているシステムによって監視する リモート  システムの名前です。 
RemoteHost には SPI for SAP はインス トールされておらず、 通常は HPOM 管理対象ノー

ドではあ り ません ( ただし理論的にはあ りえます )。

アラート収集モニタ設定ファ イルの内容の詳細は、 102 ページの 「アラート収集モニタ設定ファ

イル」 を参照して ください。 

「個々の リモート  サーバーの監視ルールの指定」 の例では、 異なる  3 つの SAP サーバー 
(ovsdsap1、 ovsdsap2、 ovsdsap3) を リモートで管理するために異なる  2 つの HPOM 管理対象

ノード  (sap1 および sap2) で SPI for SAP を設定する方法が示されています。 また、個々の SAP 
サーバーの異なる役割 ( 本稼動、 開発、 テス ト / 未使用など ) に合う よ うに異なる監視ルールを

指定する方法も示されています。 

• 本稼動システム

「個々のリモート  サーバーの監視ルールの指定」 の リモート  サーバー ovsdsap1 は、 本稼動

システムです。 モニタが有効 (=1) になっており、 HPOM のメ ッセージ重要度 CRITICAL (
危険域 ) を =REQUEST_CREATED アラート  タイプで生成されるアラートに関連付けるよ

うに設定されています。 

• 開発システム

RemoteHost ( 設定ファイルによっては Remotely monitored Node) パラ メータ内で定義される  
SAP サーバーは HPOM 管理対象ノードではなくても、 HPOM 登録ノードには登録されている

必要があ り ます。 RemoteHost で定義した SAP サーバーが HPOM 登録ノードに追加されていな

い場合、 HPOM はリモート  ホス ト と関連付けられたホス ト名を解決するこ とができないため、

その リモート  ホス トからのメ ッセージを、 メ ッセージ ブラウザに表示するこ とができません。

さ らに、 RemoteHost で定義された SAP サーバーは、 SPI for SAP が RemoteHost で監視して

いる SAP インスタンスにログインできるよ うに r3itosap.cfg ファ イルに表示される必要があ

り ます。 r3itosap.cfg ファ イルについての詳細は 『HP Operations Smart Plug-in for SAP イ
ンス トール ガイ ド』 を参照して ください。
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「個々の リモート  サーバーの監視ルールの指定」 の リモート  サーバー ovsdsap2 は、 開発シ

ステムです。 モニタが有効 (=1) になっており、 HPOM のメ ッセージ重要度 MAJOR ( 重要警

戒域 ) を =REQUEST_CREATED アラート  タイプで生成されるアラートに関連付けるよ う

に設定されています。 

• テス ト  システム

「個々のリモート  サーバーの監視ルールの指定」 の リモート  サーバー ovsdsap3 は、 設定が

デフォルトから変更されていないテス ト  システムです。 モニタが無効 (=0) になっており、

HPOM のメ ッセージ重要度 WARNING ( 注意域 ) を  =REQUEST_CREATED アラート  タ
イプで生成されるアラートに関連付けるよ うに設定されています。 

個々のリモート  サーバーの監視ルールの指定

#--------------------------------------------------------------------------
# Remote LocalHost RemoteHost
# Monitoring
RemoteMonitoring  =sap1  =ovsdsap1
RemoteMonitoring  =sap1  =ovsdsap2
RemoteMonitoring  =sap2 =ovsdsap3
#--------------------------------------------------------------------------
# AlertMonFun SAP SAP SAP SAP Alertmonitor Enable =1/ ¥ 
# Hostname System Number Client Disable=0   ¥
#
# OpC OpC OpC ¥
# Severity Object MsgGroup ¥
#
AlertMonFun  =ovsdsap1  =ALL  =ALL  =ALL  =CTS  =1¥
=CRITICAL =Request     =R3_CTS¥
=REQUEST_CREATED   =USERNAME   =I    =CP      =*    =
AlertMonFun  =ovsdsap2  =ALL  =ALL  =ALL  =CTS  =1¥
=MAJOR =Request     =R3_CTS¥
=REQUEST_CREATED   =USERNAME   =I    =CP      =*    =
AlertMonFun  =ovsdsap3  =ALL  =ALL  =ALL  =CTS  =0¥
=WARNING =Request     =R3_CTS¥
=REQUEST_CREATED   =USERNAME   =I    =CP      =*    =
-------------------------------------------------------------------------------

アラート収集モニタ設定ファイル

この項で挙げるキーワードはアラート収集モニタ設定ファイルで使用されます。 これらのキー

ワードを使用して、 ユーザー固有の環境の要件を満たすよ うに個々のモニタを設定できます。 必
要に応じて、 各キーワードがと り得る値も指定されています。 105 ページの 「CTS モニタ  
(r3moncts) のデフォルト設定」 で、 修正 ・ 移送システムの重要な移送リ クエス ト、 タスク、 およ

びオブジェク ト を監視する  r3moncts モニタ用の完全な設定ファイルの内容を示します。 この項

では、 以下の ト ピッ クについて説明します。

• 102 ページの 「アラート収集モニタのキーワードおよびパラ メータ」

• 106 ページの 「アラート収集モニタ設定ファイルの検証」

• 106 ページの 「設定ファイルのエラー メ ッセージを理解する」

アラート収集モニタのキーワードおよびパラ メータ

以下のリ ス トは r3moncol によって制御される  SPI for SAP アラート収集モニタの設定ファイル

内で使用可能なキーワードの説明です。 間違った設定が原因で発生するエラーに関する詳細は、
106 ページの 「アラート収集モニタ設定ファイルの検証」 を参照して ください。 
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• TraceLevel

詳細については、 25 ページの 「SPI for SAP モニタ設定ファ イル」 を参照して ください。

• TraceFile

詳細については、 25 ページの 「SPI for SAP モニタ設定ファ イル」 を参照して ください。

• HistoryPath[Unix | AIX | Windows]

詳細については、 25 ページの 「SPI for SAP モニタ設定ファ イル」 を参照して ください。

• AgentHostname

AgentHostname キーワードは現在使用されていません。

• RemoteMonitoring

SPI for SAP での、 リモート  SAP サーバー上にインス トールされた SAP インスタンスの監

視を有効にします。 詳細については、 101 ページの 「アラート収集モニタによる リモート監

視」 を参照して ください。

• AlertMonFun

AlertMonFun キーワードは、 アラート収集モニタの機能を定義し、 次のパラ メータに値が

必要です。

AlertMonFun =<SAP Hostname> =<SAP System> =<SAP Number> =<SAP Client> 
=<AlertMonitor> =<Enable/Disable> =<OpC Severity> =<OpC Object> =<OpC 
MsgGroup> =<Alerttype> =<RFC Parameter>

— Alerttype:

— AlertMonitor:

— Enable/Disable:

— OPC Severity:

=<Alerttype> アラート  タイプはモニタ固有です。 たとえば、 r3monale はア

ラート  タイプ IDOC_CURRENT_STATUS を使用して iDOC 
のステータスに関連したアラート を監視します。 r3mondmp は、

アラート  タイプ ABAP4_ERROR_EXIST を使用して監視対象

の SAP システムに発生した各 ABAP ダンプに関連したアラー

ト を監視します。 アラート収集モニタに属するアラート  タイプ

についての詳細は、 各モニタの 「アラート  タイプ」 の項を参照

して ください。 たとえば、 109 ページの 「iDOC ステータス  モ
ニタ  (ALE モニタ ) : r3monale」 にはアラート  タイプ 
「IDOC_CURRENT_STATUS」 についての説明があ り ます。

=<Monitor_Name> 設定するアラート  モニタの短い形式です。 たとえば、

r3monale の場合は ALE、 r3moncts の場合は CTS のよ うにな

り ます。

=0 モニタを無効化します。

=1 モニタを有効化します。 これがデフォルト設定です。
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— OPC Object:

— OPC MsgGroup:

— RFC Parameter:

=<RFC_Param> =I    =CP      =*    =

— SAP Client:

=<HPOM_Msg_Severity> CCMS アラート をマッピングする  HPOM メ ッセージの重要

度レベルです。 たとえば、 Normal、 Warning、 Major、
Critical を指定します。

=<OpC_Object> 生成される メ ッセージに関連付けられる  HPOM オブジェク

トです。 これらは通常、 アラート収集モニタに関連付けられ
るアラート  タイプの名前を反映したものとな り ます。 たとえ

ば、 r3moncts の場合、 request、 task、 object です。 モニタ

設定ファイル内で HPOM オブジェク トの名前を変更 ( また

は新しい名前を追加 ) する場合、 メ ッセージ条件に一致しな

くなるこ とを避けるために、 この変更がメ ッセージの条件に
反映されているこ とを確認する必要があるこ とに注意して く
ださい。

=<OpC_Msg_Group> 生成される メ ッセージが属する  HPOM メ ッセージ グループ

の名前です。 たとえば、 R3_CTS、 R3_DMP です。 デフォル

トの名前はすべて先頭が 「R3_」 であ り、 対応するアラート  
モニタ  ( たとえば、 r3moncts、 r3mondmp) の名前を反映し

ています。 モニタ設定ファイル内で HPOM メ ッセージ グ
ループの名前を変更する場合、 メ ッセージ条件に一致しなく
なるこ とを避けるために、 これらの変更がメ ッセージの条件
に反映されているこ とを確認する必要があるこ とに注意して
ください。

=<RFC_Param> アラート  タイプに対するパラ メータの名前です。 たとえば、

USERNAME は、 必要なパラ メータ固有の照会条件を伴い、

それぞれの照会条件には接頭辞 「=」 が付きます。 たとえば、

= I (include)、 =CP (Contains Pattern) です。

照会条件の詳細は、 97 ページの 「アラート収集モニタの照

会条件」 を参照して ください。 モニタに固有のアラート  タ
イプ パラ メータの詳細については、 該当するモニタの説明 (
たとえば、 r3moncts アラート タイプ 
REQUEST_CREATED) をご覧ください。 124 ページの

「REQUEST_CREATED 設定パラ メータ」 を参照して くだ

さい。 
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— SAP Hostname:

— SAP Number:

— SAP System:

重要度レベル

アラート収集モニタは、 SAP サブシステムにおけるアラートの重要度を HPOM のメ ッセージに

割り当てます。 たとえば、 重要度レベル SeverityCritical の SAP アラートは、 HPOM メ ッセー

ジ重要度レベル 危険域 にデフォルトでマッピングされます。 HPOM メ ッセージのステータスの

階層は、 正常域、 注意域、 警戒域、 重要警戒域、 危険域の順にな り ます。 

これらの重要度レベルは、 定義したい重要度の状態に合う よ うにカスタマイズできます。 たとえ
ば、 アラート  モニタ  LOCK_CHECK のアラート  タイプ OLD_LOCKS の場合、 ロ ッ クが 12 時
間以上経っていれば WARNING ( 注意域 ) メ ッセージを、 24 時間以上経っていれば CRITICAL 
( 危険域 ) メ ッセージを受け取るよ うに指定するこ とができます。 

CTS モニタ  (r3moncts) のデフォルト設定 

#---------------------------------------------------------------------------
# TraceLevel hostname Disable=0 only error messages=1 info messages=2 ¥
# debug messages=3
TraceLevel     =ALL        =0
#---------------------------------------------------------------------------
# TraceFile  hostname    filename
#
TraceFile    =ALL        =r3moncts.log
#---------------------------------------------------------------------------

=ALL すべての SAP ク ラ イアン ト を  SPI for SAP で監視します。 これ

がデフォルト設定です。

=<ClientID> パフォーマンスの監視対象とする特定の SAP ク ラ イアン トの 
ID です。 たとえば、 099 です。 個々のエン ト リ ごとに新しい行を

使用します。

=ALL すべての SAP ホス ト を SPI for SAP で監視します。 これがデ

フォルト設定です。

=<SAP_host> 監視したい SAP サーバーのホス ト名です。 個々のエン ト リ ごと

に新しい行を使用します。

=ALL すべての SAP インスタンスを SPI for SAP で監視します。 これ

がデフォルト設定です。

=<Instance> 監視対象とする特定の SAP インスタンスの番号です。 たとえ

ば、 00、 99 です。 各エン ト リ ごとに新しい行を使用します。

=ALL すべての SAP システムを  SPI for SAP で監視します。 これがデ

フォルト設定です。

=<SAP_SID> パフォーマンスの監視を有効にする特定の SAP システムの ID 
です。 たとえば、 DEV です。 個々のエン ト リ ごとに新しい行を

使用します。
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# History    hostname    path
# Path
#
HistoryPathUnix    =ALL        =default
HistoryPathAIX     =ALL        =default
HistoryPathWinNT   =ALL        =default
#---------------------------------------------------------------------------
# Remote LocalHost RemoteHost
# Monitoring
RemoteMonitoring =rum =ovsdsap1
RemoteMonitoring =whisky =ovsdsap2
#---------------------------------------------------------------------------
# AlertMonFun SAP SAP SAP SAP Alertmonitor Enable =1/ ¥ 
# Hostname System Number Client Disable=0 ¥
#
# OpC OpC OpC        ¥
# Severity Object MsgGroup     ¥
#
# Alerttype RFC Parameter  
# =Parameter =Sign =Opt =Low =High
# [=Parameter =Sign =Opt =Low =High] ... 
# Example:
#
AlertMonFun  =ALL  =ALL  =ALL  =ALL  =CTS  =1 ¥
=WARNING    =Request     =R3_CTS ¥
=REQUEST_CREATED   =USERNAME   =I    =CP      =*    =
----------------------------------------------------------------------------

アラート収集モニタ設定ファイルの検証

r3moncol のアラート収集モニタが使用する設定ファイルの構造や内容は決まっており、 105 
ページの 「CTS モニタ  (r3moncts) のデフォルト設定」 に示すよ うに、 コマンドおよびパラ メー

タが所定の順に記述されます。 アラート収集モニタを確実に正常動作させるには、 モニタが起動
するたびにモニタが設定ファ イルの内容を読んで理解できるこ とが不可欠です。 ファ イルが読め
なかったり、 内容にエラーがある場合、 モニタはその監視機能を発揮できず、 場合によっては起
動しません。 設定エラーが原因でアラート収集モニタが起動できない、 または正常に機能しない
とい う状況が生じないよ うに、 SPI for SAP は、 SPI for SAP ユーザーが r3moncol 設定ファ イ

ルを保存する と き、 および SPI for SAP モニタが起動時に読み込む際に、 その内容を自動的に検

証します。

SPI for SAP の検証ツールは、 設定ファイルの保存の際にエラーを見つける と、 エラーを説明す

る メ ッセージを表示し、 エラーを含むファ イルを vi テキス ト  エディ タで開き、 カーソルを設定

ファイル内のエラーの箇所に配置します。 問題を修正するには、 設定ファイルの内容と構造を、
特にどのパラ メータがどのコマンドに関連し、 必要なパラ メータにはどんな値が設定可能かにつ
いて、 よ く理解しておく必要があ り ます。 アラート収集モニタの設定ファイルの内容と構造に関
する詳細は、 95 ページの 「SPI for SAP アラート収集モニタの設定」 を参照して ください。

設定ファイルのエラー メ ッセージを理解する

OVO for UNIX ツールを使用してアラート収集モニタの設定ファ イルを編集する場合、 設定ファ

イルにエラーがある と保存できません。 SPI for SAP はアラート収集モニタの設定ファイルの評

価中にエラーを見つける と、 エラーを説明する メ ッセージを表示します。 どこにどんな値が設定
可能かを含む、 r3moncol 設定ファ イルの内容についての詳細は、 25 ページの 「SPI for SAP モ
ニタ設定ファイル」 を参照して ください。

SPI for SAP は、 アラート収集モニタの設定ファ イルの内容を、 OVO for UNIX ツールで編集し

て保存する場合のみチェ ッ ク します。 SPI for SAP は、 テキス ト  エディ タで設定ファイルを編集

して保存する場合は、 その内容をチェ ッ ク しません。
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以下のリ ス トは、 アラート収集モニタ設定ファイル内でエラーが検出される と表示される メ ッ
セージと、 エラーの原因を修正するために何をする必要があるかを説明しています。

• コマンド 'AlertMonFun' に必要な引数またはパラメータが指定されていません。等号  '=' 
の後の引数をチェックしてください。

設定ファ イル内に記述された引数の数が 'AlertMonFun' キーワードに必要な引数の数と一致

していません。 ファ イルの編集時に間違ってパラ メータの一部またはパラ メータ全体を追加
または削除していないかチェッ ク して ください。

• コマンド 'AlertMonFun' で、パラメータ Enable/Disable に値が指定されていません。 0 
に設定します。

コマンド  'AlertMonFun' が不完全です。 有効 (=1) または無効 (=0) を定義する必要なパラ

メータが指定されていません。 デフォルトの無効 (=0) が指定されたものとみなします。

これは警告であ りエラーではないので、 設定ファ イルは保存できます。 

• コマンド 'AlertMonFun' で、パラメータ Enable/Disable の値は '0' または '1' でな

ければなりません。

コマンド  'AlertMonFun' で、 パラ メータ  Enable/Disable に割付けられた値が無効な数値で

す。 0 ( 無効化 ) または 1 ( 有効化 ) でなければなり ません。

• コマンド 'AlertMonFun' のパラメータ Enable/Disable の値が設定されていません。 0 に
設定します。

コマンド  'AlertMonFun' で、 パラ メータ  Enable/Disable が設定されていないか、 設定が間

違っています。 デフォルトの無効 (=0) が指定されたものとみなし、 設定します。

これは警告であ りエラーではないので、 設定ファ イルは保存できます。

• 'TraceLevel' の第 2 引数は 0 から 3 の間の正の数でなければなりません。

'TraceLevel' 設定がないか、 許されていません。 設定値は次の何れかでなければなり ません。

=0 ( 無効化 )、 =1 ( エラー メ ッセージ )、 =2 ( すべてのメ ッセージ )、 または =3 ( デバッグ )。

• '<command_name>' の引数は有効な数でなければなりません。

'<command_name>' の引数は有効な数でなければなり ません。

• コマンド 'DisableMonitoringWithSeverity' では重要度のステータス '<Status>' は許

されません。

モニタの無効化の ト リガに使用しよ う と している メ ッセージの重要度のステータスが不明ま
たは使用できません。 次の重要度レベルが使用できます。 Unknown ( 不明 )、 Normal ( 正常

域 )、 Warning ( 注意域 )、 Minor ( 警戒域 )、 Major ( 重要警戒域 )、 Critical ( 危険域 )。

• コマンド 'DisableMonitoringWithSeverity' の引数の数が無効です。

コマンド  'DisableMonitoringWithSeverity' の引数の数が多すぎるか少なすぎます。 このた

め、 コマンドはパラ メータの値を間違って認識しています。 コマンドのパラ メータの数と値
をチェッ ク して ください。

• コマンド 'DPQueueCheck' で、Disable/Enable の値は 0 または 1 でなければなりませ

ん。0 (disable) に設定します。

コマンド  'DPQueueCheck' で、 パラ メータ  Enable/Disable が設定されていないか、 設定が

間違っています。 デフォルトの無効 (=0) が指定されたものとみなし、 設定します。

これは警告であ りエラーではないので、 設定ファ イルは保存できます。 

• コマンド 'DPQueueCheck' で、パラメータ Enable/Disable の値が無効な数値です。

コマンド  'DPQueueCheck' で、 Disable/Enable の値が不正です。 0 ( 無効化 ) または 1 ( 有効

化 ) でなければなり ません。 

• <SeverityLevel> は重要度としては無効です。
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指定された重要度レベルは使用できません。 重要度レベルのつづりが正しいこ と、 および指
定した重要度レベルがこのコンテキス トで使用できるこ とを確認して ください。 次の重要度
レベルが使用できます。 Unknown ( 不明 )、 Normal ( 正常域 )、 Warning ( 注意域 )、 Minor 
( 警戒域 )、 Major ( 重要警戒域 )、 Critical ( 危険域 )。

• <WorkProcess> はワークプロセスとしては無効です。

<WorkProcess> で指定されたワークプロセスの名前が認識できないか、 使用できません。 こ

のコンテキス トで使用できる名前は、 たとえば次のよ うな SAP で使用している  3 文字の頭

字語です。 DIA ( ダイアログ )、 UPD ( 更新 )、 BTC ( バッチ )。

• コマンド 'DPQueueCheck' で、ワークプロセスの値は Idle または Queue でなければなり

ません。

コマンド  'DPQueueCheck' で監視するワークプロセスのステータス用に定義した値が、 欠落

しているか無効です。 値は Idle または Queue でなければなり ません。

• コマンド 'DPQueueCheck' で、しきい値が無効な数値です。

コマンド  'DPQueueCheck' で監視するワークプロセス  キューのステータス用に ( パーセン ト

で ) 定義した値が、 欠落しているか無効です。 値は 0 から  100 までのパーセン ト値でなけれ

ばな り ません。

• コマンド 'DPQueueCheck' で、しきい値が有効範囲外の値です。

コマンド  'DPQueueCheck' で監視するワークプロセス  キューのステータス用に ( パーセン ト

で ) 定義した値は 0 から  100 までのパーセン ト値でなければな り ません。 この値は、 監視対

象のキューがどの程度 ( 最大に対するパーセン ト ) まで一杯 ( または空 ) になってから、 ディ

スパッチ モニタ  r3mondisp がアラート を生成するかを定義します。

• コマンド 'DPQueueCheck' で、引数の数が多過ぎるか少な過ぎます。

設定ファ イル内にある引数の数が 'DPQueueCheck' キーワードに必要な引数の数と一致して

いません。 ファ イルの編集中に誤ってパラ メータ  ( またはその一部 ) を追加または削除して

しまっていないかをチェ ッ ク して ください。 

• <Keyword> はキーワードとして認識不能です。

指定されたキーワードは無効です。 キーワードのつづりが正しいこ と、 および指定したキー
ワードがこのコンテキス トで使用できるこ とを確認して ください。 

• 設定項目 'AlertMonFun' で、RFC パラメータの値 <Value> が無効か欠落しています。

定義された RFC パラ メータで <Value> 内に指示された値が使用できないか欠落していま

す。 指定されたパラ メータの値をチェ ッ ク し、 必要に応じて変更または追加してください。 

• Alertmonitor '<AlertMonitorName>' または Alerttype パラメータ 
'<AlertTypeParameterName>' が無効です。

アラート  モニタの名前または、 あるアラート  タイプに指定したパラ メータのタイプがこの

コンテキス トで使用できません。 つづり をチェッ ク し、 アラート  タイプが指定したアラート

収集モニタで使用できるこ とを確認して ください。 

• パラメータ '<ParameterName>' (Alertmonitor '<AlertMonitorName>') が無効です。

指定されたパラ メータは、 指定されたアラート収集モニタ との組み合わせでは使用できませ
ん。 

• Alertmonitor '<AlertMonitorName>' および Alerttype '<AlertTypeName>' ではパ

ラメータ USERNAME が必要です。

ご指定のアラート  モニタおよびアラート  タイプを使用したい場合は、 パラ メータ  
USERNAME を定義する必要があ り ます。 

• HIGH パラメータや LOW パラメータに指定する値は正の数でなければなりません。
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アラート  タイプの HIGH パラ メータや LOW パラ メータに指定された値が不正または使用

できません。 正の数値を使用して ください。 

• HIGH パラメータや LOW パラメータの値は <Number> から <Number> の範囲でなければなり

ません。

アラート  タイプの HIGH パラ メータや LOW パラ メータに指定された値は指示された数値

の間でなければな り ません。 

• HIGH パラメータや LOW パラメータに無効な値が指定されています。有効な値については、管

理者ガイドを参照してください。

『HP Operations Smart Plug-in for SAP システム管理リ ファレンス  ガイ ド』 では、 各モニ

タの設定ファイルの内容を詳し く説明しています。 

• SIGN パラメータに指定された値 '<Value>' は許されません。管理者ガイドの説明に従って

適切な値を入力してください。

『HP Operations Smart Plug-in for SAP システム管理リ ファレンス  ガイ ド』 では、 各モニ

タの設定ファイルの内容を詳し く説明しています。 

• OPTION パラメータに指定された '<Value>' は無効な値です。

モニタ設定ファ イル内の OPTION パラ メータに指定された値は使用できません。 値が有効

であるこ と、 および指定されたコンテキス トでこの種のオプシ ョ ンが使用できるこ とを確認
して ください。

• OPTION が '<OptionName>' の場合は Low パラメータと High パラメータの両方が必要で

す。

<OptionName> で指示されたオプシ ョ ンを使用する場合は HIGH パラ メータ と  LOW パラ

メータの両方に値を指定しなければな り ません。 

• OPTION が '<OptionName>' の場合は High パラメータは不要です。

HIGH パラ メータに指定した値を削除して ください。 <OptionName> 内のオプシ ョ ンを使用

する場合は HIGH パラ メータの値は不要です。 

• 注 : OPTION 'EQ' の LOW パラメータ内の文字 '*' は文字通りに（ワイルドカードではな

く、'*' と）解釈されます。

'EQ' (equals) オプシ ョ ンの コンテキス ト内では、 文字 '*' はワイルドカードではなく、 文字 
'*' と解釈されます。 

• キーワード '<KeyWord>' の引数の数が間違っています。

キーワードによって必要なパラ メータの数やタイプは異な り ます。 この場合は、 <KeyWord> 
で指示されるキーワードに指定されているパラ メータの数が多すぎるか少なすぎます。 これ
によ り、 モニタがパラ メータの値を不正に認識する という状況が発生する可能性があ り ま
す。

iDOC ステータス モニタ  (ALE モニタ ) : r3monale

iDOC ステータス  アラート  モニタ  r3monale は、 タイムフレームを基本と し、 ト ランザクシ ョ

ン WE02 をデータソース と して使用しながら既存の iDOC のステータス中のエラーをチェッ ク し

ます。 このモニタは、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバーとは独立していて、 グローバル (SAP 
NetWeaver システム全般 ) に使用できます。 標準の SPI for SAP ツールを使用してアラート収集

モニタ  r3moncol を設定する場合、 SPI for SAP が新しい設定の有効性をチェッ ク して、 設定エ

ラーを含む設定のファ イルへの保存を許可しないこ とに注意して ください。 有効性チェッ ク  
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ツールおよびツールが問題検出時に生成する メ ッセージについての詳細は、 106 ページの 「ア

ラート収集モニタ設定ファイルの検証」 および 106 ページの 「設定ファイルのエラー メ ッセー

ジを理解する」 を参照して ください。

モニタの種類

iDOC ステータス  アラート  モニタの種類はタイムフレーム型です。 1 回のモニタ実行で 1 組の

値のみ収集します。 詳細については、 95 ページの 「アラート収集モニタのレポートの種類」 を参

照して ください。

アラート  タイプ

iDOC ステータス  モニタには以下のアラート  タイプがあ り ます。 

「IDOC_CURRENT_STATUS」

iDOC の現在の状態に関して、 いつアラート を生成するかを定義します。

ファイルの場所

r3monale アラート  モニタが使用するファ イルを以下の表に示します。

アラート収集モニタは履歴情報を特定の履歴ファ イルに書き込みません。 詳細については、 96 
ページの 「アラート収集モニタの履歴」 を参照して ください。

環境変数

r3monaleモニタの使う環境変数を、100 ページの表 21 に示します。 環境変数の書式は、 すべて

のアラート収集モニタに共通ですが、 設定ファイルの名前だけは、100 ページの表 21 に示すよ

うに、 各モニタ対応の名前にします。   

コマンド行パラメータ

r3monale モニタの使う コマンド行パラ メータを、100 ページの表 22 に示します。 コマンド行パ

ラ メータの書式は、 すべてのアラート収集モニタに共通ですが、 -cfgfile および -trace パラ

メータについては、100 ページの表 22 に示すよ うに、 各モニタ対応の設定ファ イル名を指定し

ます。   

リモート監視

別の SAP システムを リモートで監視するためのアラート収集モニタの設定の詳細は、 101 ペー

ジの 「アラート収集モニタによる リモート監視」 を参照して ください。

表 23 r3monale のファイル

ファイル 説明

r3moncol(.exe) iDOC ステータス  モニタ用収集の実行ファ イル

r3monale.cfg iDOC ステータス  モニタの設定ファ イル

r3monale.log ト レース  データ保存用ト レース  ファ イル
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iDOC モニタのアラート  タイプの設定方法

iDOC ステータス  モニタ r3monale用の IDOC_CURRENT_STATUS アラート  タイプを設定す

る場合は、 表 24 に挙げられているパラ メータを少な く と も  1 つ定義するこ とが必須とな り ます。

アラート収集モニタ設定ファ イル内の照会条件の意味の詳細は、98 ページの表 19 を参照して く

ださい。

IDOC_CURRENT_STATUS

IDOC_CURRENT_STATUS アラート  タイプは、 監視したい iDOC の現在のステータスを定義

します。 iDOC ステータス  アラート  モニタ  r3monale が iDOC のステータスが STATUS パラ

メータ内で定義したステータスに一致した場合にアラート を生成するよ うに設定するには、
IDOC_CURRENT_STATUS アラート  タイプを使用します。

111 ページの表 24 に IDOC_CURRENT_STATUS アラート  タイプの設定に使用できるパラ

メータの一覧と、 デフォルトでパラ メータに割り当てられている値を示します。 「デフォルト値」
欄の ' ' は文字列がないこ とを意味します。

この項の後半では、 r3monale アラート  モニタ固有の設定要件について説明します。 すべてのア

ラート収集モニタに適用される一般的な設定紹介ルールについては 97 ページの 「アラート収集

モニタの照会条件」 を参照して ください。 OVO for UNIX ツールを使用してアラート収集モニタ  
r3moncol を設定する場合、 設定ファ イルの保存をしよ う とする と、 SPI for SAP が変更された

設定の有効性をチェッ ク します。

表 24 IDOC_CURRENT_STATUS 設定パラメータ

パラ メータ名  説明 照会条件
デフォルト

値

DOCNUM iDOC 番号。 例 : 
'05' ( 翻訳時のエ

ラー )

= Sign: I, E ' '

= Opt: GE, GT, LE, LT, 
BT

' '

= Low ' '

= High: ' '

DOCTYP 基本的 iDOC タイ

プ。 例 : 
DOCMAS01

= Sign: I ' '

= Opt: CP, EQ ' '

= Low ' '

= High ' '

MESCOD 論理メ ッセージ 
コード

= Sign: I ' '

= Opt: CP, EQ ' '

= Low ' '

= High ' '
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MESFCT 論理メ ッセージ 
関数

= Sign: I ' '

= Opt: CP, EQ ' '

= Low ' '

= High ' '

MESTYP a 論理メ ッセージ 
タイプ

= Sign: I ' '

= Opt: CP, EQ ' '

= Low ' '

= High ' '

RCVPFC 受信者のパートナ
関数

= Sign: I ' '

= Opt: CP, EQ ' '

= Low ' '

= High ' '

RCVPRN 受信者のパートナ
番号

= Sign: I ' '

= Opt: CP, EQ ' '

= Low ' '

= High ' '

RCVPRT 受信者のパートナ 
タイプ

= Sign: I ' '

= Opt: CP, EQ ' '

= Low ' '

= High ' '

SNDPFC 送信者のパートナ
関数

= Sign: I ' '

= Opt: CP, EQ ' '

= Low ' '

= High ' '

SNDPRN 送信者のパートナ
番号

= Sign: I ' '

= Opt: CP, EQ ' '

= Low ' '

= High ' '

SNDPRT 送信者のパートナ 
タイプ

= Sign: I ' '

= Opt: CP, EQ ' '

= Low ' '

= High ' '

表 24 IDOC_CURRENT_STATUS 設定パラメータ  ( 続き )

パラメータ名  説明 照会条件
デフォルト

値
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「 リモート監視」 では、 r3monale アラートが受信する  iDOC のステータスをチェッ クするよ う

に設定されます。IDOC_CURRENT_STATUS に指定された受信 iDOC の数が MAX_ENTRIES 
に定義された値の 4 を超えた (GT) 場合に警告を生成するイベン トが発生します。 アラート収集

モニタ設定ファ イル内の照会条件の意味の詳細は、98 ページの表 19 を参照して ください。

IDOC_CURRENT_STATUS の設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =ALL =1 ¥
=WARNING =ALE =R3_IDOC_STATUS ¥
=IDOC_CURRENT_STATUS =STATUS =I =EQ =CHECK_INBOUND ¥

=MAX_ENTRIES =I =GT =4

iDOC ステータスのチェ ッ ク

IDOC_CURRENT_STATUS アラート  タイプを STATUS パラ メータ と併用する と、 SAP 
NetWeaver に登録されている  iDOC ステータスの任意の 1 ステータスや、 グループ内に定義さ

れているステータスの範囲をチェッ クできます。 SPI for SAP が認識する全ステータスを表 25
に示します。 

さ らに、 SPI for SAP では、 送受信 iDOC に関連するエラーの範囲のチェッ クに利用できる定義

済みの 2 つのグループを用意しています。 たとえば、 CHECK_INBOUND および CHECK_OUTBOUND 
の 2 つの値を使用し、 値の範囲を監視できます。

• CHECK_OUTBOUND

iDOC を監視するステータス : 02, 04, 05, 25, 26, 29, 30, 32

• CHECK_INBOUND

iDOC を監視するステータス : 51, 56, 60, 61, 62, 63, 64, 65, 66, 69

r3monale アラート  モニタを使用して特定の iDOC ステータスをチェッ クする場合は、 113 ペー

ジの 「IDOC_CURRENT_STATUS の設定」 に示す =CHECK_INBOUND の値を、 監視する  iDOC 
に対応する表 25 の iDOC ステータス番号に入れ換えてください。 たとえば、 既存の iDOC の番

号を監視する場合は、 =01 を使用します。 現在のと ころ、 CHECK_INDOUND や CHECK_OUTBOUND 

STATUS b iDOC のステータ

ス

= Sign: I, E ' '

= Opt: GE, GT, LE, LT, 
BT

' '

= Low ' '

= High ' '

a. と り得る値 : ABSENT、 MAX_ENTRIES、 TIME_LIMIT

b. と り得る値 : CHECK_INBOUND、 CHECK_OUTBOUND、

MAX_ENTRIES

表 24 IDOC_CURRENT_STATUS 設定パラメータ  ( 続き )

パラメータ名  説明 照会条件
デフォルト

値
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に定義されているよ うな範囲に類似するユーザ独自の範囲を定義するこ とはできません。 代わり
に、 AlertMonFun の項目を監視対象となる追加値のそれぞれに、 個別に定義する必要があ り ま

す。

表 25 と り得る iDOC ステータス

iDOC
ステータス

説明
Check 

Inbound
Check 

Outbound

00 不使用。 R/2 専用

01 作成された IDoc

02 ポートへのデータ送信エラー ✓

03 ポートへのデータ送信成功

04 EDI サブシステムの制御情報エラー ✓

05 翻訳時のエラー ✓

06 翻訳成功

07 構文チェッ ク  エラー

08 構文チェッ ク  OK

09 交換処理中のエラー

10 交換処理成功

11 ディ スパッチ時のエラー

12 ディ スパッチ成功

13 再送信成功

14 交換の受諾が成立

15 交換の受諾が不成立

16 関数の受諾が成立

17 関数の受諾が不成立

18 EDI サブシステムの ト リガに成功

19 テス ト  データ転送成功

20 EDI サブシステムの ト リガに失敗

21 データ送信テス トに失敗

22 ディ スパッチ成功。 受諾待ち。

23 再送信時のエラー

24 EDI サブシステムの情報制御成功

25 構文エラーを無視して処理中 ( 送信 ) ✓

26 IDoc の構文チェッ ク  エラー ( 送信 ) ✓

27 ディ スパッチ レベルのエラー (ALE 
サービス )

28 不使用
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29 ALE サービスのエラー ✓

30 IDoc ディ スパッチ準備完了 (ALE 
サービス )

✓

31 エラー。 処理対象なし。

32 IDoc が編集されている ✓

33 編集された IDoc のオリジナル

34 IDoc の制御レコード内のエラー

35 アーカイブから  IDoc を再ロード

36 電子署名が未署名 ( タイムアウ ト )

37 不正な IDoc の追加

38 IDoc をアーカイブ

39 IDoc がシステム受信中 (ALE サービ

ス )

40 アプリ ケーシ ョ ン  ドキュ メ ン トが受

信システムに作成されていない

41 アプリ ケーシ ョ ン  ドキュ メ ン トが受

信システムに作成された

42 IDoc がテス ト  ト ランザクシ ョ ンに

よ り作成された

50 IDoc が追加された

51 エラー : アプリ ケーシ ョ ン ドキュ メ

ン トが未処理

✓

52 アプリ ケーシ ョ ン  ドキュ メ ン トが完

全に処理されていない

53 アプリ ケーシ ョ ン  ドキュ メ ン トの処

理完了

54 定型アプ リ ケーシ ョ ン チェッ ク時の

エラー

55 定型アプ リ ケーシ ョ ンのチェ ッ クに
成功

56 エラーを持つ IDoc ✓

57 Test IDoc: アプリ ケーシ ョ ン  チェ ッ

ク時のエラー

58 IDoc - R/2 接続からコピー

59 不使用

60 IDoc の構文チェッ ク  エラー ( 受信 ) ✓

表 25 と り得る iDOC ステータス ( 続き )

iDOC
ステータス

説明
Check 

Inbound
Check 

Outbound
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システム チェンジ オプシ ョ ン モニタ : r3monchg

SAP システム チェンジ オプシ ョ ン アラート  モニタ  r3monchg は、 SAP NetWeaver の ト ランザ

クシ ョ ン SE06 を リ ファレンス と して使用して、 SAP システムの変更オプシ ョ ンの二重チェッ ク

を行います。 

標準の SPI for SAP ツールを使用してアラート収集モニタ  r3moncol を設定する場合、 SPI for 
SAP が新しい設定の有効性をチェ ッ ク して、 設定エラーを含む設定のファイルへの保存を許可

しないこ とに注意して ください。 有効性チェ ッ ク  ツールおよびツールが問題検出時に生成する

メ ッセージについての詳細は、 106 ページの 「アラート収集モニタ設定ファイルの検証」 および

106 ページの 「設定ファイルのエラー メ ッセージを理解する」 を参照して ください。

モニタの種類

r3monchg モニタの種類はスナップシ ョ ッ ト型です。 1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集しま

す。 詳細については、 95 ページの 「アラート収集モニタのレポートの種類」 を参照して くださ

い。

アラート  タイプ

システム チェンジ オプシ ョ ン用 SPI for SAP モニタのアラート  タイプは 1 種類のみです。 

61 構文エラーを無視して処理中 ( 受信 ) ✓

62 IDoc を  アプリ ケーシ ョ ンに送信 ✓

63 アプリ ケーシ ョ ンへの IDoc 送信エ

ラー

✓

64 アプリ ケーシ ョ ンに転送する準備が
整った IDoc

✓

65 ALE サービスのエラー

66 IDoc は 先行 Idoc を待機 ( シ リアラ

イゼーシ ョ ン )

67 不使用

68 エラー。 処理対象なし。

69 IDoc が編集されている ✓

70 編集された IDoc のオリジナル

71 アーカイブから  IDoc を再ロード

72 不使用。 R/2 専用

73 IDoc をアーカイブ

74 IDoc がテス ト  ト ランザクシ ョ ンに

よ り作成された

表 25 と り得る iDOC ステータス ( 続き )

iDOC
ステータス

説明
Check 

Inbound
Check 

Outbound
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「CHANGE_OPT」

SAP システム チェンジ オプシ ョ ンの監視 ・二重チェ ッ クを行い、 オプシ ョ ンが設定と一致した

場合に警告を送信します。

ファイルの場所

以下の表に、 アラート  モニタ  r3monchg で使われるファ イルを示します。

アラート収集モニタは履歴情報を特定の履歴ファ イルに書き込みません。 詳細については、 96 
ページの 「アラート収集モニタの履歴」 を参照して ください。

環境変数

 r3monchg モニタで使われる環境変数を、100 ページの表 21 に示します。 環境変数の書式は、

すべてのアラート収集モニタに共通ですが、 設定ファイルの名前だけは、100 ページの表 21 に

示すよ うに、 各モニタ対応の名前にします。   

コマンド行パラメータ

r3monchg モニタの使う コマンド行パラ メータを、100 ページの表 22 に示します。 コマンド行パ

ラ メータの書式は、 すべてのアラート収集モニタに共通ですが、 -cfgfile および -trace パラ

メータについては、100 ページの表 22 に示すよ うに、 各モニタ対応の設定ファ イル名を指定し

ます。   

リモート監視

別の SAP システムを リモートで監視するためのアラート収集モニタの設定の詳細は、 101 ペー

ジの 「アラート収集モニタによる リモート監視」 を参照して ください。

システム チェンジ オプシ ョ ン  モニタ  ( ステータス モニタ ) 用アラート  タ
イプの設定方法

exclude パラ メータおよび include パラ メータの値は、 これらのアラート  タイプには特に重要で

あるため、 以下に繰り返し記述される使用方法についての汎用的なルールを十分に理解して くだ
さい。

表 26 r3monchg のファイル

ファイル 説明

r3moncol(.exe) システム チェンジ オプシ ョ ン モニタ ( ステータス

モニタ ) 用収集の実行ファイル

r3monchg.cfg システム チェンジ オプシ ョ ン モニタ ( ステータス

モニタ ) の設定ファイル 

r3monchg.log ト レース  データ保存用ト レース  ファ イル

この後は、 本モニタ独自の設定条件について説明します。 すべてのアラート収集モニタに適用さ
れる一般的な設定の照会ルールについては、 97 ページの 「アラート収集モニタの照会条件」 を

参照して ください。
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パラメータの値

この項では、 SPI for SAP がアラート  タイプ エン ト リの include および exclude パラ メータの値

をどのよ うに解釈するかについて説明します。 SPI for SAP は異なるパラ メータのパラ メータ値

を AND 条件で比較します。 同じパラ メータのパラ メータ値については、 SPI for SAP は以下の

よ うに比較します。

• Include: OR 条件でパラ メータを比較します。

• Exclude: AND 条件でパラ メータを比較します。

表 27 に示すよ うに、 SPI for SAP は I (include) の値の評価を、 E (exclude) の値よ り前に行う こ

とに注意して ください。

CHANGE_OPT 

CHANGE_OPT アラート  タイプは SAP システム  チェンジ オプシ ョ ンの監視、 二重チェッ クを

行い、 フラグ パラ メータの設定が、 試行中の編集が可能になっている場合にアラート を送信し

ます。118 ページの表 28 に CHANGE_OPT アラート  タイプの設定に使用できるパラ メータの

一覧と、 デフォル トでパラ メータに割り当てられている値を示します。

パラ メータは、 すべて設定する必要があ り ます。 1 行に複数のパラ メータ  エン ト リ を記述するこ

とはできません。 各設定ごとに 1 行を使用してください。 アラート収集モニタ設定ファ イル内の

照会条件の意味の詳細は、98 ページの表 19 を参照して ください。

表 27 同一パラメータについての include および exclude による比較 

選択オプ
シ ョ ン

アラート  タイプ : CHANGE_OPT (SAP 4.6x) 選択オプシ ョ ンの

設定例
比較方法

1  =SYSTEM_CHANGE_OPTION  =1    =WARNING 
=SystemChange  =R3_Security                                                                         
= NSP_EDTFLAG   =I  = CP=   /0*  =                                                                                        

OR

2 =SYSTEM_CHANGE_OPTION  =1    =WARNING 
=SystemChange  =  =R3_Security   = NSP_EDTFLAG   =I  
=EQ =/SAPQUERY/ =

OR

3  =SYSTEM_CHANGE_OPTION  =1    =WARNING 
=SystemChange  =R3_Security                                                                                                          
= NSP_EDTFLAG   =E  =EQ =LOCAL =

AND

表 28 CHANGE_OPT 設定パラメータ  (SAP 4.6/6.x)

パラメータ名 説明 照会条件 デフォルト値

EDTFLAG オブジェク トが編
集可能かど うかを
示すフラグ 

= Sign: I I

= Opt: EQ EQ

= Low: ON, OFF, PATCH 

(PATCH= パッチ システム

に設定されます。 )

PATCH

= High: 
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「デフォル トの CHANGE_OPT 設定」 では、 警告を生成するイベン トは、 グローバルなシステ

ム変更が OFF に設定されている場合、 または指定されているネーム  スペースがローカル オブ

ジェク ト  (/0LOCAL/) の場合、 または指定されているソフ ト ウェア コンポーネン トがローカル開

発の場合 ( 自動移送なし ) に発生します。

デフォルトの CHANGE_OPT 設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL   =SYSTEM_CHANGE_OPTION  =1¥
=WARNING    =SystemChange  =R3_Security ¥
=CHANGE_OPT   =NSP_EDTFLAG  =I =EQ  =/0LOCAL/  =  

AlertMonFun  =ALL =ALL =ALL =ALL =SYSTEM_CHANGE_OPTION  =1¥
=WARNING    =SystemChange  =R3_Security ¥
=CHANGE_OPT         =SWC_EDTFLAG  =I    =EQ  = LOCAL    =  

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =SYSTEM_CHANGE_OPTION  =1¥
=WARNING    =SystemChange  =R3_Security ¥
=CHANGE_OPT           =EDTFLAG      =I    =EQ  =OFF  = 

カスタマイズした CHANGE_OPT 設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =SYSTEM_CHANGE_OPTION  =1¥
=WARNING    =SystemChange  =R3_Security ¥
=CHANGE_OPT  =NSP_EDTFLAG  =I    =EQ  =/SAPQUERY/    =  

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL  =ALL =SYSTEM_CHANGE_OPTION  =1¥
=WARNING    =SystemChange  =R3_Security ¥
=CHANGE_OPT         =SWC_EDTFLAG  =I    =EQ  = SAP_HR =  

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =SYSTEM_CHANGE_OPTION  =1 ¥
=WARNING    =SystemChange  =R3_Security ¥
=CHANGE_OPT  =EDTFLAG  =I    =EQ  =OFF  = 

NSP_EDTFLAG ON に設定するよ

うに指定されてい
るネーム スペー

スを示すフラグ 

= Sign: I I

= Opt: EQ, CP CP

= Low

( 表 30 の SAP 4.6.X のネー

ム スペース変更オプシ ョ ンの

リ ス ト を参照してください。 )

*

= High: 

SWC_EDTFLAG ON に設定するよ

うに指定されてい
るソフ ト ウェア 
コンポーネン ト を
示すフラグ        

= Sign: I I

= Opt: EQ, CP CP

= Low: < 指定されているソ

フ ト ウェア コンポーネン

ト  > 
( 表 30 の SAP 4.6.X のネー

ム スペース変更オプシ ョ ンの

リ ス ト を参照してください。 )

*

= High:

表 28 CHANGE_OPT 設定パラメータ  (SAP 4.6/6.x) ( 続き )

パラメータ名 説明 照会条件 デフォルト値
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「カスタマイズした CHANGE_OPT 設定」 では、 警告を生成するイベン トは、 グローバルな変

更オプシ ョ ンが OFF の場合、 またはシステム スペース変更オプシ ョ ンの ABAP query/SAP が 
ON の場合、 またはソフ ト ウェア コンポーネン ト変更オプシ ョ ン ( 人材 ) が ON の場合に発生し

ます。 ネーム システムおよびソフ ト ウェア コンポーネン トの変更オプシ ョ ンについての詳細は、

表 29 および表 30 を参照して ください。 

表 29 ソフ トウェア コンポーネン トの変更オプシ ョ ン

テクニカル ID 説明

HOME カスタマ開発

LOCAL ローカル開発 ( 自動移送なし )

SAP_ABA ク ロス  アプ リ ケーシ ョ ン コンポーネン ト

SAP_APPL ロジスティ クス と会計

SAP_BASIS SAP ベーシス  コンポーネン ト

SAP_HR 人材

表 30 ネーム システム チェンジ オプシ ョ ン (SAP 4.6/6.x)

テクニカル ID 説明

/0CUST/ カスタマ ネーム レンジ

/0SAP/ SAP 汎用ネーム レンジ

/1BCABA/ ABAP+GUI ツール

/1BCDWB/ 開発ワークベンチ

/1BCDWBEN/ Enqueue 関数グループ

/1COPA/ CO-PA 中の生成オブジェク ト

/1ISRWP/ IS-R 売買分類制御

/1ISU/ CIC ( カスタマ対話センター ) 用生成ネーム ス
ペース

/1PAPA/ 人員管理

/1PAPAXX/ 人員管理 : 総合

/1PSIS/ プロジェク ト情報システム : 論理データベース
PSJ

/1PYXXFO/ PY-XX 作成ツール : 生成オブジェク ト

/1SAP1/ SAP 生成汎用ネーム  スペース

/1SDBF12L/ 価格レポートの生成

/BI0/ 実務情報保存先 :SAP ネーム スペース

/BIC/ 実務情報保存先 : カスタマ ネーム スペース

/SAPQUERY/ ABAP query/SAP
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修正 ・ 移送システム (CTS) モニタ : r3moncts

CTS (correction-and-transport) アラート  モニタ  r3moncts は、 重要な移送リ クエス ト 、 タス

ク、 オブジェク ト を扱う修正 ・ 移送システムについて、 識別 ・監視を行います。 データ収集は、
アプリ ケーシ ョ ン サーバーからは独立して行われます。 

アラート  モニタ  r3moncts は、 以下の SAP エレ メン ト を リ ファレンス と して使用します。 

• SAP NetWeaver ト ランザクシ ョ ン SE01 によ り作成される移送リ クエス ト とオブジェク ト  
リ ス ト

• SAP NetWeaver ト ランザクシ ョ ン SE09 によ り作成されるタスク

標準の SPI for SAP ツールを使用してアラート収集モニタ  r3moncol を設定する場合、 SPI for 
SAP が新しい設定の有効性をチェ ッ ク して、 設定エラーを含む設定のファイルへの保存を許可

しないこ とに注意して ください。 有効性チェ ッ ク  ツールおよびツールが問題検出時に生成する

メ ッセージについての詳細は、 106 ページの 「アラート収集モニタ設定ファイルの検証」 および

106 ページの 「設定ファイルのエラー メ ッセージを理解する」 を参照して ください。

モニタの種類

r3moncts モニタのタイプは、 タイム フレームです。 1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集しま

す。 詳細については、 95 ページの 「アラート収集モニタのレポートの種類」 を参照して くださ

い。

アラート  タイプ

CTS モニタのアラート  タイプは、 次のとおりです。

• 「REQUEST_CREATED」

新しいリ クエス トに対していつアラート を送信するかを定義する

• 「REQUEST_RELEASED」

リ リースされた リ クエス トに対してアラート を送信するかど うかを定義する

• 「TASK_CREATED」

新しいタスクに対していつアラート を生成するかど うかを定義する

• 「TASK_RELEASED」

リ リースされたタスクに対してアラート を生成するかど うかを定義する

• 「OBJECT_USED」

タスクまたはリ クエス トが使ったオブジェク トに対してアラート を生成するかど うかを定義
する

/SAPRRR/ Ready-to-Run SAP                                               

/SAPSMOSS/ インタフェース : SAP オンライン サービス向け 
SAP メ ッセージ

/SAPTRAIN/ SAP ト レーニング

表 30 ネーム システム チェンジ オプシ ョ ン (SAP 4.6/6.x) ( 続き )

テクニカル ID 説明
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• 「OBJECT_RELEASED」

リ クエス ト またはタスクがオブジェク ト を リ リースする際にアラート を生成するかど うかを
定義する

ファイルの場所

以下の表に、 r3moncts モニタで使われるファ イルを示します。

アラート収集モニタは履歴情報を特定の履歴ファ イルに書き込みません。 詳細については、 96 
ページの 「アラート収集モニタの履歴」 を参照して ください。

環境変数

r3moncts モニタが使用する環境変数を、100 ページの表 21 に示します。 環境変数の書式は、 す

べてのアラート収集モニタに共通ですが、 設定ファイルの名前だけは、100 ページの表 21 に示

すよ うに、 各モニタ対応の名前にします。   

コマンド行パラメータ

r3moncts モニタが許容するコマンド行パラ メータを、100 ページの表 22 に示します。 コマンド

行パラ メータの書式は、 すべてのアラート収集モニタに共通ですが、 -cfgfile および -trace 
パラ メータについては、100 ページの表 22 に示すよ うに、 各モニタ対応の設定ファイル名を指

定します。   

リモート監視

別の SAP システムを リモートで監視するためのアラート収集モニタの設定の詳細は、 101 ペー

ジの 「アラート収集モニタによる リモート監視」 を参照して ください。

CTS モニタのアラート  タイプの設定方法

CTS モニタ  r3moncts のアラート  タイプ パラ メータ設定時には、 次のルールが適用されるの

で、 十分に理解しておいてください。 

• デフォルト設定では、 SPI for SAP は各パラ メータにすべてのデータを選択します。 

• データ量を制限するには、 アラート  タイプごとに、 パラ メータをいくつか ( またはすべて ) 
指定します。

• SPI for SAP は、 デフォルト値を変更して指定のないパラ メータのデフォルト値をすべて変

更した場合、 名前を指定したパラ メータしか考慮しません。

表 31 r3moncts のファイル

ファイル 説明

r3moncol(.exe) CTS モニタの実行ファイル

r3moncts.cfg CTS モニタの設定ファイル 

r3moncts.log ト レース  データ保存用ト レース  ファ イル

この後は、 本モニタ独自の設定条件について説明します。 すべてのアラート収集モニタに適用さ
れる一般設定の照会ルールについては、 97 ページの 「アラート収集モニタの照会条件」 を参照

して ください。
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パラ メータ  TRFUNCTION は、 アラート  タイプ REQUEST_CREATED、

REQUEST_RELEASED、 TASK CREATED、 TASK RELEASED を設定するために使います。

TRFUNCTION では、 リ クエス ト関数が使用できます。 これは、 表 32 に指定されている文字

コードで指定できます。

REQUEST_CREATED

CTS (correction-and-transport) アラート  モニタ  r3moncts を、 最新の指定したタイム フレーム

内で作成された新しいリ クエス トに対してメ ッセージを生成するよ うに設定するには、
REQUEST_CREATED アラート  タイプを使用します。 たとえば、 新しい関数モジュールを追加

する  ( または既存の関数モジュールを変更する ) には変更リ クエス トが必要です。 124 ページの

表 33 に REQUEST_CREATED アラート  タイプの設定に使用できるパラ メータの一覧と、 デ

表 32 TRFUNCTION リクエス ト関数

文字コード 関数の説明

A リ クエス ト : 未分類のリ クエス トは、 最初のオブジェク ト

で K、 L、 W に分類される

C 権限変更付きで移送

D パッチ

K リ クエス ト : あて先統合層の変更リ クエス ト

L リ クエス ト : 移送しないローカル リ クエス ト

R タスク : リペア (repair)

S タスク : 開発 ・修正

T リ クエス ト : オリジナルを含まない移送

U ダ ミー

W リ クエス ト : あて先統合層の編集リ クエス ト

X タスク : 未分類のタスクは、 最初のオブジェク トで S また

は R に分類される

Z ( リ クエス トによ らないタスク ) SE09 メモ リ使用量

CTS のアラート  タイプごとに、 このパラ メータの使用方法と して文字コードのみを使って説明

しています。 文字コードの意味が不明な場合は、 表 32 を参照して ください。
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フォル トでパラ メータに割り当てられている値を示します。 このパラ メータの設定は、 任意で
す。 アラート収集モニタ設定ファイル内の照会条件の意味の詳細は、98 ページの表 19 を参照し

て ください。

「REQUEST_CREATED のデフォルト設定」 では、 新しいリ クエス トが直近のタイムフレーム

中に発生した場合に、 モニタがメ ッセージを送信します。

REQUEST_CREATED のデフォルト設定

AlertMonFun  =ALL  =ALL  =ALL  =ALL  =CTS  =1¥
=WARNING    =Request     =R3_CTS¥
=REQUEST_CREATED   =USERNAME   =I    =CP      =*    =

REQUEST_RELEASED

CTS (correction-and-transport) アラート  モニタ  r3moncts を、 最新の指定したタイム フレーム

内でリ リースされた新しいリ クエス トに対してメ ッセージを生成するよ うに設定するには、
REQUEST_RELEASED アラート  タイプを使用します。125 ページの表 34 に 
REQUEST_RELEASED アラート  タイプの設定に使用できるパラ メータの一覧と、 デフォルト

表 33 REQUEST_CREATED 設定パラメータ

パラ メータ名  説明 照会条件 デフォルト値

TRFUNCTION リ クエス ト関数 = Sign: I, E I

= Opt: CP, EQ CP

= Low: A,K,L,W,C,T, U, D a

a. 指定できるのは、 表中の関数のみです ( 「*=ALL」 の意 )。 

*

= High:  

TARGET この リ クエス ト を発
行したシステム。 注
: このパラ メータは

必ず SID にするこ

と。

= Sign: I, E

= Opt: EQ, CP

= Low: < システム名 >

= High

USERNAME この リ クエス ト を発
行した SAP 
NetWeaver ユー

ザーのログイン名

= Sign: I

= Opt: EQ, CP

= Low: < このリクエストを発

行したユーザーの名前 > 

= High
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でパラ メータに割り当てられている値を示します。 次のパラ メータの設定は、 任意です。 アラー
ト収集モニタ設定ファ イル内の照会条件の意味の詳細は、98 ページの表 19 を参照して くださ

い。

「REQUEST_RELEASED のデフォルト設定」 では、 編集した リ クエス トが直近のタイムフレー

ム中にリ リースされた場合に、 警告を生成するイベン トが発生します。

表 34 REQUEST_RELEASED 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件 デフォルト値

TRKORR リ クエス ト  ID = Sign: I, E

= Opt: EQ

= Low: < リ クエス ト  ID> 

= High:  

TRFUNCTION リ クエス ト関数 = Sign: I, E

= Opt: EQ

= Low:  K,L, W,C,T, U, D

( 指定できるのは、 表中の関数の

みです ( 「*=ALL」 の意 )。 

= High:  

 TARGET この リ クエス ト
を発行したシス
テム。 このパラ
メータは必ず 
SID にするこ と。

= Sign: I, E I

= Opt: EQ, CP CP

= Low: < システム名 > *

= High

USERNAME この リ クエス ト
を発行した SAP 
NetWeaver ユー

ザーのログイン
名

= Sign: I

= Opt: EQ,CP

= Low: < この リ クエス ト を発

行したユーザーの名前 >

= High

CUSTOMIZING リ クエス トのカ
スタマイズ

= Sign: I,E

= Opt: EQ

= Low

( エン ト リは、 「X」 以外は空白

文字とみなされます。 ) 

= High

 WORKBENCH ワークベンチ リ
クエス ト

= Sign: I, E

= Opt: EQ

= Low

( エン ト リは、 「X」 以外は空

白文字とみなされます。 )

= High
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REQUEST_RELEASED のデフォルト設定

AlertMonFun    =ALL   =ALL =ALL =ALL =CTS   =1¥
  =WARNING    =Request     =R3_CTS¥
  =REQUEST_RELEASED  =CUSTOMIZING  =I =EQ  =X

TASK_CREATED

CTS (correction-and-transport) アラート  モニタ  r3moncts を、 最新の指定したタイム フレーム

内で作成された新しいタスクに対してメ ッセージを生成するよ うに設定するには、
TASK_CREATED アラート  タイプを使用します。126 ページの表 35 に TASK_CREATED ア
ラート  タイプの設定に使用できるパラ メータの一覧と、 デフォルトでパラ メータに割り当てら

れている値を示します。 このパラ メータの設定は、 任意です。 アラート収集モニタ設定ファイル
内の照会条件の意味の詳細は、98 ページの表 19 を参照して ください。

「TASK_CREATED のデフォルト設定」 では、 新しいタスクが、 直近の指定されたタイムフレー

ム中に作成された場合に、 r3moncts がメ ッセージを生成します。

TASK_CREATED のデフォルト設定

AlertMonFun    =ALL   =ALL =ALL  =ALL  =CTS        =1     ¥
  =WARNING    =Task  =R3_CTS       ¥
  =TASK_CREATED        =TRFUNCTION    =I    =CP      =*         =  

TASK_RELEASED

CTS (correction-and-transport) アラート  モニタ  r3moncts を、 直近のタイム フレーム内でリ

リースされた新しいタスクに対してメ ッセージを生成するよ うに設定するには、
TASK_RELEASED アラート  タイプを使用します。127 ページの表 36 に TASK_RELEASED 

表 35 TASK_CREATED 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件 デフォルト値

TRFUNCTION リ クエス ト関数 = Sign: I, E I

= Opt: CP, EQ CP

= Low: X, S, R, Z a

a. 指定できるのは、 表中の関数のみです ( 「*=ALL」 の意 )。 

*

= High:  

USERNAME この リ クエス ト
を発行した 
SAP 
NetWeaver 
ユーザーのログ
イン名

= Sign: I

= Opt: EQ, CP

= Low: < この リ クエス

ト を発行したユーザー
の名前 > 

= High:     
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アラート  タイプの設定に使用できるパラ メータの一覧と、 デフォルトでパラ メータに割り当て

られている値を示します。 次のパラ メータの設定は、 任意です。 アラート収集モニタ設定ファイ
ル内の照会条件の意味の詳細は、98 ページの表 19 を参照して ください。

「TASK_RELEASED のデフォルト設定」 では、 新しいタスクが、 直近の指定されたタイムフ

レーム中にリ リースされた場合に、 r3moncts がメ ッセージを生成します。

TASK_RELEASED のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL  =ALL  =CTS  =1¥
  =WARNING  =Task =R3_CTS¥
  =TASK_RELEASED =TRFUNCTION  =I =CP =* = 

OBJECT_USED

CTS (correction-and-transport) アラート  モニタ  r3moncts を、 直近のタイム フレーム内でタス

クまたはリ クエス トが設定で定義したオブジェク ト を使用する場合にメ ッセージを生成するよ う
に設定するには、 OBJECT_USED アラート  タイプを使用します。128 ページの表 37 に 
OBJECT_USED アラート  タイプの設定に使用できるパラ メータの一覧と、 デフォルトでパラ

メータに割り当てられている値を示します。

表 36 TASK_RELEASED 設定パラメータ

パラ メータ名  説明 照会条件 デフォルト値

TRKORR リ クエス ト  ID = Sign: I, E

= Opt: EQ

= Low: < リ クエス ト  ID> 

= High:  

TRFUNCTION リ クエス ト関数 = Sign: I, E I

= Opt: CP, EQ CP

= Low: R, S, Z a

a. 指定できるのは、 表中の関数のみです ( 「*=ALL」 の意 )。 

*

= High:  

USERNAME この リ クエス ト
を発行した 
SAP 
NetWeaver 
ユーザーのログ
イン名

= Sign: I

= Opt: EQ, CP

= Low: < この リ クエス ト を発行し

たユーザーの名前 > 

= High
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次のパラ メータの設定は、 任意です。 アラート収集モニタ設定ファイル内の照会条件の意味の詳
細は、98 ページの表 19 を参照して ください。

「OBJECT_USED のデフォルト設定」 では、 オブジェク ト タイプ 「LIMU」 とい うオブジェク ト

が、 タスクまたはリ クエス トに使用された場合に、 警告を生成するイベン トが発生します。

OBJECT_USED のデフォルト設定

AlertMonFun  =ALL  =SD1 =ALL  =ALL   =CTS    =1¥
  =WARNING   =Object =R3_CTS¥
  =OBJECT_USED =PGMID  =I    =EQ  =LIMU  =

表 37 OBJECT_USED 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件 デフォルト値

PGMID プログラム ID = Sign: I, E

= Opt: EQ, CP

= Low: < プログラム 
ID>

= High:  

OBJECT 要素のオブジェ
ク トの型

= Sign: I, E

= Opt: EQ, CP

= Low: < オブジェク トの

型 > 

= High

OBJ_NAME オブジェク ト  
ディ レク ト リで
のオブジェク ト
名

= Sign: I, E I

= Opt: EQ, CP CP

= Low: < オブジェク ト名
> 

*

= High

OBJ_FUNC オブジェク トの
エン ト リ用特殊
関数 : D = 削除、

M = 削除して再

作成 

= Sign: I, E

= Opt: EQ, CP

= Low

= High

 IN_REQUEST オブジェク ト  
コンテナが リ ク
エス トの場合
に、 警告を生成

= Sign: I,E

= Opt: EQ

= Low

= High

 IN_TASK オブジェク ト  
コンテナがタス
クの場合に、 警
告を生成 

= Sign: I, E

= Opt: EQ

= Low

= High
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OBJECT_RELEASED

CTS (correction-and-transport) アラート  モニタ  r3moncts を、 リ クエス ト またはタスクが指定

したオブジェク ト を リ リースした場合にメ ッセージを生成するよ うに設定するには、
OBJECT_RELEASED アラート  タイプを使用します。129 ページの表 38 に 
OBJECT_RELEASED アラート  タイプの設定に使用できるパラ メータの一覧と、 デフォルトで

パラ メータに割り当てられている値を示します。

次のパラ メータの設定は、 任意です。 アラート収集モニタ設定ファイル内の照会条件の意味の詳
細は、98 ページの表 19 を参照して ください。

表 38 OBJECT_RELEASED 設定パラメータ  

パラメータ名 説明 照会条件 デフォルト値

TRKORR リ クエス ト  ID = Sign: I, E

= Opt: EQ, CP

= Low: < リ クエス ト  
ID> 

= High:  

PGMID プログラム ID = Sign: I, E

= Opt: EQ, CP

= Low: < プログラム  
ID>

= High:  

OBJECT 要素のオブジェ
ク トの型

= Sign: I, E

= Opt: EQ, CP

= Low: < オブジェク トの

型 > 

= High

OBJ_NAME オブジェク ト  
ディレク ト リで
のオブジェク ト
名

= Sign: I I

= Opt: EQ, CP CP

= Low: < オブジェク ト名
> 

*

= High

IN_REQUEST オブジェク ト  
コンテナがリ ク
エス トの場合
に、 警告を生成

= Sign: I,E

= Opt: EQ

= Low

( エン ト リは、 「X」 以外

は空白文字とみなされま
す。 )

= High
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「OBJECT_RELEASED のデフォルト設定」 では、 任意のオブジェク トがタスクによって リ リー

スされた場合に、 警告を生成するイベン トが発生します。

OBJECT_RELEASED のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL  =ALL     =AL =ALL  =CTS  =1¥
  =WARNING  =Object =R3_CTS¥  
  =IN_TASK   =I =EQ      =X  =

ABAP ダンプ モニタ : r3mondmp

ABAP ダンプ アラート  モニタ  r3mondmp は、 直近の定義されたタイム フレーム中に発生した 
ABAP ダンプを、 SAP NetWeaver システム内で報告します。 チェ ッ クは、 すべてのアプリ ケー

シ ョ ン サーバーについて、 監視実行ごとに 1 回行います。 

通常、 ダンプはランタイム エラーのため、 静的な構文チェッ クで常に発見できるわけではあ り

ません。 発生事由は様々ですが、 重大な問題である場合があ り ます。 本稼働システムにおいて
は、 ダンプは発生してはならないものです。 

例と して、 ダンプの発生原因となるアクシ ョ ンを 2 つ紹介します。

• ゼロによる除算

• コールした関数モデルが有効になっていない

システム管理者は一般に ABAP ダンプに関連した問題に対して何らかの処置を行なわなければ

ならないため、 アラート  モニタ  r3mondmp の生成する メ ッセージは、 ダンプの詳細を表示する  
ABAP プログラムをコールするオペレータ起動型アクシ ョ ンを含んでいます。

アラート  モニタ  r3mondmp は SAP NetWeaver ト ランザクシ ョ ン ST22 を参照します。 標準の 
SPI for SAP ツールを使用してアラート収集モニタ  r3moncol を設定する場合、 SPI for SAP は
新しい設定の有効性をチェッ ク して、 設定エラーを含む設定のファイルへの保存を許可しないこ
とに注意して ください。 有効性チェッ ク  ツールおよびツールが問題検出時に生成する メ ッセー

ジについての詳細は、 106 ページの 「アラート収集モニタ設定ファイルの検証」 および 106 ペー

ジの 「設定ファ イルのエラー メ ッセージを理解する」 を参照して ください。

モニタの種類

ABAP ダンプ アラート  モニタの種類はタイムフレーム型です。 1 回のモニタ実行で 1 組の値の

み収集します。 詳細については、 95 ページの 「アラート収集モニタのレポートの種類」 を参照し

て ください。

 IN_TASK オブジェク ト  
コンテナがタス
クの場合に、 警
告を生成 

= Sign: I, E

= Opt: EQ

= Low

( エン ト リは、 「X」 以外

は空白文字とみなされま
す。 )

= High

表 38 OBJECT_RELEASED 設定パラメータ   ( 続き )

パラメータ名 説明 照会条件 デフォルト値
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アラート  タイプ

ABAP ダンプ モニタには以下のアラート  タイプがあ り ます。 

• 「ABAP4_ERROR_EXIST」

各 ABAP ダンプは 1 個のアラート を生成します。

ファイルの場所

以下の表に、 r3mondmp モニタで使われるファ イルを示します。

アラート収集モニタは履歴情報を特定の履歴ファ イルに書き込みません。 詳細については、 96 
ページの 「アラート収集モニタの履歴」 を参照して ください。

環境変数

r3mondmp モニタの使う環境変数を、100 ページの表 21 に示します。 環境変数の書式は、 すべて

のアラート収集モニタに共通ですが、 設定ファイルの名前だけは、100 ページの表 21 に示すよ

うに、 各モニタ対応の名前にします。   

コマンド行パラメータ

r3mondmp モニタの使う コマンド行パラ メータを、100 ページの表 22 に示します。 コマンド行パ

ラ メータの書式は、 すべてのアラート収集モニタに共通ですが、 -cfgfile および -trace パラ

メータについては、100 ページの表 22 に示すよ うに、 各モニタ対応の設定ファ イル名を指定し

ます。

リモート監視

別の SAP システムを リモートで監視するためのアラート収集モニタの設定の詳細は、 101 ペー

ジの 「アラート収集モニタによる リモート監視」 を参照して ください。

ABAP4_ERROR_EXIST

アラート  モニタ  r3mondmp を、 直前のタイムフレームで発生した各ダンプにアラート を生成す

るよ うに設定するには、 ABAP4_ERROR_EXIST アラート  タイプを使用します。

「ABAP4_ERROR_EXIST のデフォルト設定」 では、 =MAX_ENTRIES を使用し、 SPI for SAP が
メ ッセージを生成する前に発生していなければならないダンプ数を数える方法を説明します。 ま

表 39 r3mondmp のファイル

ファイル 説明

r3moncol(.exe) ABAP ダンプ モニタの収集実行ファイル

r3mondmp.cfg 監視対象アプリ ケーシ ョ ン  サーバー用の設定ファ

イル 

r3mondmp.log ト レース  データ保存用ト レース  ファ イル

この後は、 本モニタ独自の設定条件について説明します。 すべてのアラート収集モニタに適用さ
れる一般的な設定の照会ルールについては、 97 ページの 「アラート収集モニタの照会条件」 を

参照して ください。
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た、 定義された数のダンプを監視する制限時間 (=TIME_LIMIT) を時間単位で指定できます。 こ

の例では、 24 時間で 10 個を超えるダンプが発生する と  SPI for SAP がメ ッセージを生成しま

す。

ABAP4_ERROR_EXIST のデフォルト設定

AlertMonFun     =ALL  =ALL  =ALL   =ALL =ABAP4 =1¥
=WARNING    =ABAP_Dump   =R3_ABAP-4¥ 
=ABAP4_ERROR_EXIST 

# New feature in SPI for SAP version 8.0   
#AlertMonFun =ALL  =ALL =ALL =ALL =ABAP4 =1 ¥

=WARNING =ABAP_Dump =R3_ABAP-4 =ABAP4_ERROR_EXIST¥
=MAX_ENTRIES  =I    =GT   =10   =    ¥
=TIME_LIMIT   =I    =LT =24   = 

SPI for SAP オプシ ョ ンのテス ト移送には、 r3mondmp モニタが HPOM へのメ ッセージの形式で

正し くダンプを報告するかを検証する目的で使用できる  ABAP ダンプを生成するプログラムが

含まれています。 テス トが成功する と、 HPOM メ ッセージ ブラウザにテス ト  ダンプに関する

メ ッセージが表示されます。 SPI for SAP の移送の内容の詳細は、 HPOM 管理対象ノード上の次

の場所に配置されている、 移送の README ファ イルを参照して ください。
/usr/sap/trans/readme 
SPI for SAP 移送のインポートおよび適用に関する詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for 
SAP インス トール ガイ ド』 を参照して ください。 移送のインポート後、 SAP ト ランザクシ ョ ン 
SE80 を使用して ABAP オブジェク ト  ナビゲータを開き、 レポート  ( またはプログラム ) /HPOV/
YSPI0004 までブラウズするこ とによ り、 インス トールされたテス トプログラムを見るこ とがで

きます。

ジ ョブ レポート  モニタ : r3monjob

ジ ョブ レポート  アラート  モニタ  r3monjob は、 バッチ ジ ョブについて、 次の状況を判別し、 報

告します。

• バッチ ジ ョブの実行時間が指定下限または指定上限を超過

• バッチ ジ ョブの予定開始日時と実開始日時との間で、 指定した時間が経過   

• 中断したバッチ ジ ョブ

 アラート  モニタ r3monjob は、 次のアイテムを参照します。 

• SAP NetWeaver ト ランザクシ ョ ン SM36、 または SM38 が作成したレポート

• SAP NetWeaver ト ランザクシ ョ ン SM37 による ID 番号を含んだジ ョブの詳細

このアラート  モニタの生成する メ ッセージは、 現在の SAP のバッチ ジ ョブの一覧を表示するオ

ペレータ起動型のアクシ ョ ンを含みます。 

標準の SPI for SAP ツールを使用してアラート収集モニタ  r3moncol を設定する場合、 SPI for 
SAP が新しい設定の有効性をチェ ッ ク して、 設定エラーを含む設定のファイルへの保存を許可

しないこ とに注意して ください。 有効性チェ ッ ク  ツールおよびツールが問題検出時に生成する

メ ッセージについての詳細は、 106 ページの 「アラート収集モニタ設定ファイルの検証」 および

106 ページの 「設定ファイルのエラー メ ッセージを理解する」 を参照して ください。

r3monjob を複数のメ ッセージを送信するよ うに設定するこ とはできません。 ( たとえば、 バッ

チ ジ ョブの実行時間が 5 分を超過したらまず注意域のメ ッセージを送信し、 その後同じバッチ 
ジ ョブの実行時間が 10 分を超過したら危険域のメ ッセージを送信するなど )
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モニタの種類

このモニタの種類はタイムフレーム型です。 1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集します。 詳細

については、 95 ページの 「アラート収集モニタのレポートの種類」 を参照して ください。

アラート  タイプ

ジ ョブ レポート  モニタには以下のアラート  タイプがあ り ます。 r3monjob モニタを使う場合は、

必ず下記のアラート  タイプをすべて設定してください。

• 「JOB_MAX_RUN_TIME」

ジ ョブの最大実行時間を定義する。 r3monjob は、 指定されたジ ョブが ( 分単位で ) 指定され

た最大時間を超えて実行される場合、 アラート を送信します。

• 「JOB_MIN_RUN_TIME」 

ジ ョブの最小実行時間を定義する。 r3monjob は、 指定されたジ ョブの実行時間が ( 分単位

で ) 指定された時間に満たない場合、 アラート を送信します。

• 「START_PASSED」

指定されたジ ョブの予定開始時間と実開始時間との間で許される最大限の遅延時間。
r3monjob は、 ジ ョブが ( 分単位で ) 指定された時間内に開始しない場合、 アラート を ト リガ

します。

• 「JOB_ABORTED」

r3monjob は、 設定内に指定したジ ョブが正常に終わらなかった場合にアラート を送信しま

す。

初回の監視

特定のアラート  タイプについてバッチ ジ ョブ アラート を初めて監視する場合、ジ ョブ レポート  
モニタ  r3monjob は SAP 内の以下の条件をチェ ッ ク します。

• 起動待ちのジ ョブ

• 過去 2 日以内に終了したジ ョブ

• 実行中のジ ョブ

パフォーマンスの観点

一般に、 本稼働システムでは、 tbtco というテーブルは非常に大きいテーブルです。 データベー

スの選択速度を高めるには、 ジ ョブ名の指定を出来るだけ詳細にします。 アラート収集モニタ設
定ファイル内の照会条件の意味の詳細は、98 ページの表 19 を参照して ください。

ジ ョブ選択に費やされる時間は、 表 40 に示す順序で長くな り ます。

表 40 ジ ョ ブ選択方法別ランタイム コス トの順位

指定ジョ ブ名 Sign オプシ ョ ン 選択方法

JOBNAME I EQ Z5_CRITICAL_JOB_1> インデッ

クスから選択

JOBNAME I CP Z5_CRITICAL_JOB*> インデッ ク

スから選択

JOBNAME E CP Z5_CRITICAL_JOB*> シーケン

シャル スキャン
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パフォーマンスの面で、 exclude オプシ ョ ンは include オプシ ョ ンよ り も概して高くつく こ とに

注意して ください。 一般にデータベース検索では '*' のよ うなワイルドカードの使用は、 明示的

な検索よ り も高くつきます。

ファイルの場所

以下の表に、 r3monjob モニタで使われるファ イルを示します。 

アラート収集モニタは履歴情報を特定の履歴ファ イルに書き込みません。 詳細については、 96 
ページの 「アラート収集モニタの履歴」 を参照して ください。

環境変数

r3monjobモニタの使う環境変数を、100 ページの表 21 に示します。 環境変数の書式は、 すべて

のアラート収集モニタに共通ですが、 設定ファイルの名前だけは、100 ページの表 21 に示すよ

うに、 各モニタ対応の名前にします。

コマンド行パラメータ

r3monjobモニタの使う コマンド行パラ メータを、100 ページの表 22 に示します。 コマンド行パ

ラ メータの書式は、 すべてのアラート収集モニタに共通ですが、 -cfgfile および -trace パラ

メータについては、100 ページの表 22 に示すよ うに、 各モニタ対応の設定ファ イル名を指定し

ます。

この後は、 本モニタ独自の設定条件について説明します。 すべてのアラート収集モニタに適用さ
れる全般的な設定の照会ルールについては、 本章の冒頭に記述されている 97 ページの 「アラー

ト収集モニタの照会条件」 を参照して ください。

リモート監視

別の SAP システムを リモートで監視するためのアラート収集モニタの設定の詳細は、 101 ペー

ジの 「アラート収集モニタによる リモート監視」 を参照して ください。

ジ ョ ブ レポート  モニタのアラート  タイプの設定方法

ジ ョブ レポート  モニタ  r3monjob は、 指定したジ ョブ、 ジ ョブの組み合わせ、 またはすべての

ジ ョブについて、 リ ス ト されたアラート  タイプを使う よ うに設定できます。 また、 他とは異な

る監視条件を与える必要のあるジ ョブを例外と して定義するこ と もできます。 詳細は、 各アラー
ト  タイプのパラ メータ と設定オプシ ョ ンを リ ス ト したアラート  タイプの表を参照して ください。

また、 exclude パラ メータおよび include パラ メータの値は上記のアラート  タイプに対して特に

影響力があるため、 下記の使用方法についての共通のルールを理解しておいて ください。

CP を使う と選択プロセスが遅くなるため、 JOBNAME パラ メータに対しては、選択オプシ ョ ン 
CP は使わないよ うにして ください。 CP を使用する場合は、 たとえば、 「CP *」 と指定する個所

を 「CP SAP*」 と指定して、 CP の範囲を限定して ください。

表 41 r3monjob のファイル

ファイル 説明

r3moncol(.exe) バッチ ジ ョブ モニタ用収集の実行ファイル

r3monjob.cfg 監視対象ジ ョブおよびジ ョブ条件の設定ファ イル

r3monjob.log ト レース  データ保存用ト レース  ファ イル
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パラメータの値

この項では、 SPI for SAP がアラート  タイプ エン ト リの include および exclude パラ メータの値

をどのよ うに解釈するかについて説明します。 SPI for SAP は異なるパラ メータのパラ メータ値

を AND 条件で比較します。 同じパラ メータのパラ メータ値については、 SPI for SAP は以下の

よ うに比較します。

• Include: OR 条件でパラ メータを比較します。

• Exclude: AND 条件でパラ メータを比較します。

表 42 に示すよ うに、 SPI for SAP は I (include) の値の評価を、 E (exclude) の値よ り前に行いま

す。

JOB_MAX_RUN_TIME

JOB_MAX_RUN_TIME アラート  タイプはジ ョブの最大実行時間を定義します。 ジ ョブ レポー

ト  アラート  モニタ  r3monjob を、 ジ ョブがパラ メータ  MAX_RUNTIME に設定された値を超過

した時にアラート を生成するよ うに設定するには、 JOB_MAX_RUN_TIME アラート  タイプを

使用します。135 ページの表 43 に JOB_MAX_RUN_TIME アラート  タイプの設定に使用できる

パラ メータの一覧と、 デフォル トでパラ メータに割り当てられている値を示します。

表 43 にリ ス ト したパラ メータの設定は、 すべて任意です。 両方のパラ メータを省略した場合、

r3monjob は指定期間に実行中のジ ョブすべてを報告します。 アラート収集モニタ設定ファ イル

内の照会条件の意味の詳細は、98 ページの表 19 を参照して ください。

表 42 同一パラメータについての include および exclude による比較 

選択オプシ ョ ン
アラート  タイプ : JOB_MAX_RUN_TIME

選択オプシ ョ ンの設定例
比較方法

1 =JOBNAME   =I  =CP  =ZREP*  =   
=MAX_RUNTIME  =I    =GT   =10  =

OR

2 =JOBNAME   =I  =CP  =SAP*  =   
=MAX_RUNTIME  =I    =GT   =20  =

OR

3 =JOBNAME   =E  =CP  =SAP_ZREP*  =   AND

表 43 JOB_MAX_RUN_TIME 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件 デフォルト値

JOBNAME 監視するジ ョブ
の名前

= Sign: I, E I

= Opt: EQ, CP, BT CP

= Low < ジ ョブ名 > *

= High

( 必ず範囲を指定して使い

ます。 )  
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次に、 アラート  タイプ、 JOB_MAX_RUN_TIME の設定のデフォルト とカスタマイズ例を示し

ます。

「JOB_MAX_RUN_TIME のデフォルト設定」 では、 <jobname>* という名前のジ ョブの実行時

間が 5 分を超えた場合に、 警告を生成するイベン トが発生します。

JOB_MAX_RUN_TIME のデフォルト設定

AlertMonFun  =ALL =ALL =ALL =ALL =JOBREPORT =1  ¥
=WARNING    =MaxRunTime   =R3_Jobs¥
=JOB_MAX_RUN_TIME =JOBNAME  =I  =CP  =<jobname>*  =¥
=MAX_RUNTIME   =I  =GT  =5  =

「JOB_MAX_RUN_TIME 設定のカスタマイズ」 では、 SAPZ* を除く  SAP* という名前のすべて

のレポートの中に 10 分を超える実行時間のジ ョブがあった場合に、 警告を生成するイベン トが

発生します。

JOB_MAX_RUN_TIME 設定のカスタマイズ

AlertMonFun =ALL  =ALL =ALL =ALL =JOBREPORT =1¥
=WARNING    =MaxRunTime   =R3_Jobs  ¥
=JOB_MAX_RUN_TIME =JOBNAME =I =CP =SAP*  = ¥
=MAX_RUNTIME   =I  =GT  =10  = 

AlertMonFun =ALL  =ALL =ALL =ALL =JOBREPORT =1¥
=WARNING  =MaxRunTime   =R3_Jobs  ¥
=JOB_MAX_RUN_TIME =JOBNAME  =E =CP =SAPZ*  = ¥
=MAX_RUNTIME   =I  =GT  =10  = 

SPI for SAP オプシ ョ ンのテス ト移送には、 長時間実行されるジ ョブを起動するこ とができるプ

ログラムが含まれています。 このジ ョブを使用して、 ジ ョブが定義した時間を超過して実行され
た場合に r3monjob モニタが HPOM にメ ッセージを送信するよ うに正し く設定されているかを

確認するこ とができます。 テス トが成功した場合、 HPOM  メ ッセージ ブラウザにテス ト  ジ ョブ

に関する メ ッセージが表示されます。 SPI for SAP の移送の内容の詳細は、 HPOM 管理対象ノー

ド上の次の場所に配置されている、 移送の README ファ イルを参照して ください。
/usr/sap/trans/readme 
SPI for SAP 移送のインポートおよび適用に関する詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for 
SAP インス トール ガイ ド』 を参照して ください。 移送のインポート後、 SAP ト ランザクシ ョ ン 
SE80 を使用して ABAP オブジェク ト  ナビゲータを開き、 レポート  ( またはプログラム ) /HPOV/
YSPI0002 までブラウズするこ とによ り、 インス トールされたプログラムを見るこ とができま

す。

MAX_RUNTIME 超過する と警告
を生成する、 分
単位のジ ョブの
実行時間 

= Sign: I, E I

= Opt: EQ, GE, GT, BT GT 

= Low

( このパラ メータは、 数

値で指定します。 他の

値を指定する と、 モニ
タはダンプを生成して
終了します。 )

5

= High

( 必ず範囲を指定して使い

ます。 )  

表 43 JOB_MAX_RUN_TIME 設定パラメータ  ( 続き )

パラメータ名 説明 照会条件 デフォルト値
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JOB_MIN_RUN_TIME

JOB_MIN_RUN_TIME アラート  タイプはジ ョブの最小実行時間を定義します。 ジ ョブ レポー

ト  アラート  モニタ  r3monjob を、 ジ ョブが少なく と もパラ メータ  MIN_RUNTIME に設定され

た時間だけ実行し続けなかった時にアラート を生成するよ うに設定するには、
JOB_MIN_RUN_TIME アラート  タイプを使用します。137 ページの表 44 に 
JOB_MIN_RUN_TIME アラート  タイプの設定に使用できるパラ メータの一覧と、 デフォルト

でパラ メータに割り当てられている値を示します。

次のパラ メータの設定は、 任意です。 両方のパラ メータを省略した場合は、 指定タイムフレーム
中に実行中のジ ョブがすべて報告されます。 アラート収集モニタ設定ファイル内の照会条件の意
味の詳細は、98 ページの表 19 を参照して ください。

次に、 アラート  タイプ、 JOB_MIN_RUN_TIME のデフォルト設定とカスタマイズ設定の例を

示します。

「JOB_MIN_RUN_TIME のデフォルト設定」 では、 実行時間が 1 分に満たない <jobname>* と
いう名前のレポートがあった場合に、 警告を生成するイベン トが発生します。

JOB_MIN_RUN_TIME のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL  =ALL =JOBREPORT  =1  ¥
=WARNING      =MinRunTime  =R3_Jobs¥
=JOB_MIN_RUN_TIME =JOBNAME   =I  =CP  =<jobname>*  = ¥
=MIN_RUNTIME =I  =LT  =1   =

「JOB_MIN_RUN_TIME のカスタマイズ設定例」 では、 SAPZ* を除く  SAP* という名前のすべ

てのレポートの中に、 2 分に満たない実行時間のジ ョブがあった場合に、 警告を生成するイベン

トが発生します。

JOB_MIN_RUN_TIME のカスタマイズ設定例

AlertMonFun  =ALL =ALL   =ALL  =ALL  =JOBREPORT =1  ¥
=WARNING    =MinRunTime   =R3_Jobs  ¥
=JOB_MIN_RUN_TIME =JOBNAME       =I    =CP     =SAP*  = ¥
=MIN_RUNTIME   =I  =LT  =2  =

表 44 JOB_MIN_RUN_TIME 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件
デフォルト

値

JOBNAME 監視するジ ョブの名前 = Sign: I, E I

= Opt: EQ, CP, BT CP

= Low < ジ ョブ名 > *

= High: a

a. 必ず範囲を指定して使います。

MIN_RUNTIME 指定した実行時間に満
たないジ ョブが発生し
た場合に、 警告を生成
する基準となる最小実
行時間を定義する  ( 分
単位 ) 

= Sign: I, E I

= Opt: EQ,LE, LT, BT LT 

=Low < 分単位の最小

値 > b

b. このパラ メータは、 数値で指定します。 他の値を指定する と、 モニタはダンプを生成

して終了します。

1

= High
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AlertMonFun  =ALL =ALL =ALL  =ALL =JOBREPORT =1  ¥
=WARNING    =MinRunTime   =R3_Jobs  ¥
=JOB_MIN_RUN_TIME =JOBNAME       =E     =CP     =SAPZ*  = ¥
=MIN_RUNTIME   =I  =LT  =2  =

SPI for SAP オプシ ョ ンのテス ト移送には、 短いジ ョブを起動するこ とができるプログラムが含

まれています。 このジ ョブを使用して、 ジ ョブの実行時間が定義した時間に満たない場合に 
r3monjob モニタが HPOM にメ ッセージを送信するよ うに正し く設定されているかを確認する

こ とができます。 テス トが成功した場合、 HPOM  メ ッセージ ブラウザにテス ト  ジ ョブに関する

メ ッセージが表示されます。 SPI for SAP の移送の内容の詳細は、 HPOM 管理対象ノード上の次

の場所に配置されている、 移送の README ファ イルを参照して ください。
/usr/sap/trans/readme 
SPI for SAP 移送のインポートおよび適用に関する詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for 
SAP インス トール ガイ ド』 を参照して ください。 移送のインポート後、 SAP ト ランザクシ ョ ン 
SE80 を使用して ABAP オブジェク ト  ナビゲータを開き、 レポート  ( またはプログラム ) /HPOV/
YSPI0005 までブラウズするこ とによ り、 インス トールされたプログラムを見るこ とができま

す。

START_PASSED

START_PASSED アラート  タイプは、 ジ ョブの予定開始時間と実開始時間との間で許される最

大限の遅延時間を定義します。 ジ ョブ レポート  アラート  モニタ  r3monjob を、 指定したジ ョブ

が予定された開始時刻から  TIME_SPAN パラ メータで指定した時間内に開始しない場合にア

ラート を生成するよ うに設定するには、 START_PASSED アラート  タイプを使用します。138 
ページの表 45 に START_PASSED アラート  タイプの設定に使用できるパラ メータの一覧と、

デフォルトでパラ メータに割り当てられている値を示します。

ジ ョブがスケジュールされたが開始時間がない場合、 開始時間が割り当てられて SAP データ

ベースがそれを認識できるよ うにならなければ、 r3monjob はそのジ ョブを監視できません。

SAP がジ ョブに開始時間を割り当てるのは、 ジ ョブが特定のステータスになったと きだけです。

Released、 Ready、 Active、 Finished、 および Canceled とい う  SAP ジ ョブ ステータスは、 開

始時間が割り当てられており、 したがって r3monjob で監視できます。 

次のパラ メータの設定は、 任意です。 両方のパラ メータを省略した場合は、 指定タイムフレーム
中に実行中のジ ョブがすべて報告されます。 アラート収集モニタ設定ファイル内の照会条件の意
味の詳細は、98 ページの表 19 を参照して ください。

表 45 START_PASSED 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件 デフォルト値

JOBNAME 監視するジ ョブの
名前

= Sign: I, E I

= Opt: EQ, CP, BT CP

= Low < ジ ョブ名 > *

= High a  

TIME_SPAN アラート発生の基
準となる分単位の
ジ ョブ実行時間。
範囲による時間指
定は不要。 特定の
時間を指定する                  

= Sign: I, E I

= Opt: EQ, GT, GE, BT GT 

=Low b < 開始予定時刻からの超

過時間の範囲の下限値 (分 )>

1

=High < 開始予定時刻からの超

過時間の範囲の上限値 (分 )>

a. 必ず範囲を指定して使います。
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「START_PASSED のデフォルト設定」 では、 予定開始時間を過ぎて、 1 分を経過しても起動し

なかった <jobname>* という名前のレポートがあった場合に、 警告を生成するイベン トが発生し

ます。

START_PASSED のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL  =ALL =ALL   =ALL =JOBREPORT  =1¥
=WARNING    =StartPassed  =R3_Jobs  ¥
=START_PASSED     =JOBNAME    =I  =CP   =<jobname>* =¥
 =TIME_SPAN  =I  =GT   =1         =

JOB_ABORTED

JOB_ABORTED アラート  タイプは、 正常に完了しないジ ョブの名前を定義します。 ジ ョブ レ
ポート  アラート  モニタ  r3monjob を、 設定ファイルに指定したジ ョブが正常に完了しない時に

必ずアラート を生成するよ うに設定するには、 JOB_ABORTED アラート  タイプを使用しま

す。139 ページのタスク 46 に JOB_ABORTED アラート  タイプの設定に使用できるパラ メータ

の一覧と、 デフォルトでパラ メータに割り当てられている値を示します。

このパラ メータの設定は、 任意です。 アラート収集モニタ設定ファイル内の照会条件の意味の詳
細は、98 ページの表 19 を参照して ください。

「JOB_ABORTED のデフォルト設定」 では、 <jobname>* という名前のジ ョブが中断した場合

に、 警告を生成するイベン トが発生します。

JOB_ABORTED のデフォルト設定

AlertMonFun   =ALL =ALL =ALL  =ALL  =JOBREPORT =1¥
=WARNING   =Aborted      =R3_Jobs ¥
 =JOB_ABORTED      =JOBNAME      =I      =CP =  <jobname>*      

「JOB_ABORTED のカスタマイズ設定例」 では、 SAP_REORG_ABAPDUMPS または 
ITOTEST という名前のジ ョブが中断した場合に、 警告を生成するイベン トが発生します。

JOB_ABORTED のカスタマイズ設定例

AlertMonFun  =ALL  =ALL  =ALL  =ALL =JOBREPORT =1¥ 
=WARNING   =Aborted =R3_Jobs ¥
=JOB_ABORTED  =JOBNAME  =I =EQ =SAP_REORG_ABAPDUMPS = 

AlertMonFun  =ALL  =ALL =ALL  =ALL  =JOBREPORT        =1  ¥ 
=WARNING   =Aborted  =R3_Jobs¥
=JOB_ABORTED =JOBNAME   =I   =EQ  =ITOTEST =  

b. このパラ メータは、 数値で指定します。 他の値を指定する と、 モニタはダンプを生成し

て終了します。

表 46 JOB_ABORTED 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件 デフォルト値

JOBNAME 監視するジ ョブ
の名前

= Sign: I, E I

= Opt: EQ, CP, BT CP

= Low < ジ ョブ名 > *

= High a

a. 範囲を指定したい場合に使います。
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SPI for SAP オプシ ョ ンのテス ト移送には、 実行する と  ABAP ダンプを生成するこ とができるプ

ログラムが含まれています。 生成されたダンプを使用して、 ジ ョブが中断された場合に 
r3monjob モニタが HPOM にメ ッセージを送信するよ うに正し く設定されているかを確認する

こ とができます。 SPI for SAP の移送の内容の詳細は、 HPOM 管理対象ノード上の次の場所に配

置されている、 移送の README ファ イルを参照して ください。
/usr/sap/trans/readme 
SPI for SAP 移送のインポートおよび適用に関する詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for 
SAP インス トール ガイ ド』 を参照して ください。 移送のインポート後、 SAP ト ランザクシ ョ ン 
SE80 を使用して ABAP オブジェク ト  ナビゲータを開き、 レポート  ( またはプログラム ) /HPOV/
YSPI0004 までブラウズするこ とによ り、 インス トールされたテス トプログラムを見るこ とがで

きます。

ロックチェ ック  モニタ : r3monlck

ロ ッ クチェ ッ ク  アラート収集モニタ  r3monlck は、 SAP NetWeaver ト ランザクシ ョ ンの論理的

ロッ クを管理し、 古くなったロ ッ クを報告するエンキュー プロセスを参照します。 古くなった

ロ ッ クは指定した期間よ り前のロ ッ ク と して定義されます。 チェ ッ クは、 すべてのアプリ ケー
シ ョ ン サーバーについて、 監視実行ごとに 1 回行います。 

ロ ッ ク されているオブジェク ト を、 関連付けられたユーザー以外が変更するこ とはできません。 
重大な問題を引き起こす可能性があ り ます。 オペレータは、 特定のインスタンスについて設定さ
れているロ ッ クを ト ランザクシ ョ ン SM12 でチェッ クできます。 ロ ッ ク させる可能性のあるアク

シ ョ ンの例を 2 つ紹介します。

• ユーザーが、 SAP NetWeaver システムからログオフせずにコンピュータの電源を切った場

合 ( ロ ッ ク されたオブジェク トの最も一般的なケース ) 

• 1 個の SAP インスタンス全体が失敗した場合

アラート  モニタ  r3monlck は SAP NetWeaver ト ランザクシ ョ ン SM12 を参照します。

このアラート  モニタの生成する メ ッセージは、 SM12 Locks Overview モジュールをコールする

オペレータ起動型アクシ ョ ンを含んでいます。 オペレータは、 特定のインスタンスに設定されて
いるロ ッ クを SM12 でチェッ クできます。 

標準の SPI for SAP ツールを使用してアラート収集モニタ  r3moncol を設定する場合、 SPI for 
SAP が新しい設定の有効性をチェ ッ ク して、 設定エラーを含む設定のファイルへの保存を許可

しないこ とに注意して ください。 有効性チェ ッ ク  ツールおよびツールが問題検出時に生成する

メ ッセージについての詳細は、 106 ページの 「アラート収集モニタ設定ファイルの検証」 および

106 ページの 「設定ファイルのエラー メ ッセージを理解する」 を参照して ください。

モニタの種類

r3monlck モニタの種類はスナップシ ョ ッ ト型です。 1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集しま

す。 詳細については、 95 ページの 「アラート収集モニタのレポートの種類」 を参照して くださ

い。

アラート  タイプ

ロ ッ クチェ ッ ク  モニタの使う アラート  タイプは、 次の 1 種類だけです。

「OLD_LOCKS」

LOCK_TIME パラ メータで指定した時間に基づいて、 ロ ッ クが 「古くなった」 こ とを示す
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ファイルの場所

以下の表に、 r3monlck モニタで使われるファ イルを示します。

アラート収集モニタは履歴情報を特定の履歴ファ イルに書き込みません。 詳細については、 96 
ページの 「アラート収集モニタの履歴」 を参照して ください。

環境変数

r3monlck モニタの使う環境変数を、100 ページの表 21 に示します。 環境変数の書式は、 すべて

のアラート収集モニタに共通ですが、 設定ファイルの名前だけは、100 ページの表 21 に示すよ

うに、 各モニタ対応の名前にします。   

コマンド行パラメータ

r3monlck モニタの使う コマンド行パラ メータを、100 ページの表 22 に示します。 コマンド行パ

ラ メータの書式は、 すべてのアラート収集モニタに共通ですが、 -cfgfile および -trace パラ

メータについては、100 ページの表 22 に示すよ うに、 各モニタ対応の設定ファ イル名を指定し

ます。   

リモート監視

別の SAP システムを リモートで監視するためのアラート収集モニタの設定の詳細は、 101 ペー

ジの 「アラート収集モニタによる リモート監視」 を参照して ください。

OLD_LOCKS

OLD_LOCKS アラート  タイプは、 LOCK_TIME パラ メータで指定した時間に基づいて、 いつ

ロッ クが 「古くなった」 とするかを指定します。 r3monlck を、 ジ ョブがパラ メータ  
LOCK_TIME に設定された時間を超過した時にアラート を生成するよ うに設定するには、

OLD_LOCKS アラート  タイプを使用します。142 ページの表 48 に OLD_LOCKS アラート  タイ

プの設定に使用できるパラ メータの一覧と、 デフォルトでパラ メータに割り当てられている値を
示します。

表 47 r3monlck のファイル

ファイル 説明

r3moncol(.exe) lock_check モニタの収集実行ファイル

r3monlck.cfg lock_check モニタの設定ファイル 

r3monlck.log ト レース  データ保存用ト レース  ファ イル

この後は、 本モニタ独自の設定条件について説明します。 すべてのアラート収集モニタに適用さ
れる一般的な設定の照会ルールについては、 97 ページの 「アラート収集モニタの照会条件」 を

参照して ください。
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次のパラ メータの設定は、 必須です。 .cfg ファ イルには複数の設定が可能であるこ とに注意し

て ください。 アラート収集モニタ設定ファ イル内の照会条件の意味の詳細は、98 ページの表 19 
を参照して ください。

「OLD_LOCKS のデフォルト設定」 では、 24 時間を超過したロ ッ クが発生する と、 警告を生成す

るイベン トが発生します。

OLD_LOCKS のデフォルト設定

AlertMonFun  =ALL =ALL =ALL   =ALL =LOCK_CHECK =1¥
=WARNING    =Enqueue  =R3_Enqueue¥
=OLD_LOCKS  =LOCK_TIME =I    =GT  =24   = 

操作モード  モニタ : r3monoms

操作モード  アラート  モニタ  r3monoms は、 各アプ リ ケーシ ョ ン サーバーについて以下の状況を

確認します。

• 予定していた操作モードの切り替えは、 指定時刻よ り後に発生したか

• 予定していた操作モードの切り替えが、 まったく発生しなかったか

アラート  モニタ  r3monoms が参照する  SAP オブジェク トは、 次のとおりです。 

• SAP NetWeaver ト ランザクシ ョ ン SM63 の予定操作モード

• SAP NetWeaver ト ランザクシ ョ ン RZ04 の設定モード

操作モードの切り替えに障害が生じる と、 SAP NetWeaver システムのパフォーマンスに影響し、

障害が発生するおそれがあ り ます。 操作モードの切り替えに障害が発生する理由は様々です。 た
とえば、 切り替えの必要なワークプロセスの 1 つがまだプロセスを実行中に、 操作モードを切り

替える場合などがあ り ます。 この問題を解決するには、 通常はシステム管理者が干渉する必要が
あ り ます。 たとえば、 操作モードのステータスを強制的に変更しテス トするなどです。 

操作モードが予定時間内に有効にならないと、 操作モードの切り替えが失敗したとの警告が生成
されますが、 何の対処も行わなくてもその後切り替えが成功した場合、 SPI for SAP は遅くなっ

たものの予定された切り替えを処理したこ とを示すメ ッセージを送信します。 

表 48 LOCK_TIME 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件 デフォルト値

LOCK_TIME この時間が経過す
る と ロ ッ クが古く
なったと判断され
る  (1 時間単位 )

= Sign: I,E I

= Opt: EQ, GT, GE, LE, LT, BT GT 

= Low: < 1 時間単位の時間 > a

= High: b

a. このパラ メータは、 数値で指定します。 他の値を指定する と、 モニタはダンプを生成して終

了します。

b. 範囲を指定したい場合に使います。

操作モード  モニタ  r3monoms は、 WebAS 7.0/ Netweaver04s ( カーネル 7) 環境の監視をサポー

ト していません。 この場合の SAP 内の変化は監視すべき操作モードの切り替えエラーが発生し

ていないこ とを意味します。
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標準の SPI for SAP ツールを使用してアラート収集モニタ  r3moncol を設定する場合、 SPI for 
SAP が新しい設定の有効性をチェ ッ ク して、 設定エラーを含む設定のファイルへの保存を許可

しません。 有効性チェッ ク  ツールおよびツールが問題検出時に生成する メ ッセージについての

詳細は、 106 ページの 「アラート収集モニタ設定ファイルの検証」 および 106 ページの 「設定

ファイルのエラー メ ッセージを理解する」 を参照して ください。

モニタの種類

r3monoms モニタの種類はスナップシ ョ ッ ト型です。 1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集しま

す。 詳細については、 95 ページの 「アラート収集モニタのレポートの種類」 を参照して くださ

い。

アラート  タイプ

操作モード  アラート  モニタ  r3monoms の使う アラート  タイプは、 次の 1 種類だけです。 

• 「OM_SWITCH_OVERDUE」 

操作モードの切り替え遅延を判断する基準を定義する

ファイルの場所

以下の表に、 r3monoms モニタで使われるファ イルを示します。

アラート収集モニタは履歴情報を特定の履歴ファ イルに書き込みません。 詳細については、 96 
ページの 「アラート収集モニタの履歴」 を参照して ください。

環境変数

r3monomsモニタの使う環境変数を、100 ページの表 21 に示します。 環境変数の書式は、 すべて

のアラート収集モニタに共通ですが、 設定ファイルの名前だけは、100 ページの表 21 に示すよ

うに、 各モニタ対応の名前にします。   

コマンド行パラメータ

r3monoms モニタの使う コマンド行パラ メータを、100 ページの表 22 に示します。 コマンド行パ

ラ メータの書式は、 すべてのアラート収集モニタに共通ですが、 -cfgfile および -trace パラ

メータについては、100 ページの表 22 に示すよ うに、 各モニタ対応の設定ファ イル名を指定し

ます。

表 49 r3monoms のファイル

ファイル 説明

r3moncol(.exe) 操作モード  モニタ用収集の実行ファイル

r3monoms.cfg 操作モード  モニタの設定ファイル 

r3monoms.log ト レース  データ保存用ト レース  ファ イル
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リモート監視

別の SAP システムを リモートで監視するためのアラート収集モニタの設定の詳細は、 101 ペー

ジの 「アラート収集モニタによる リモート監視」 を参照して ください。

OM_SWITCH_OVERDUE

OM_SWITCH_OVERDUE アラート  タイプは、 操作モードの切り替えが行なわれなければなら

ない期間を定義します。 r3monoms を、 操作モードの切り替えが定義された期間内に行なわれな

い場合にアラート を生成するよ うに設定するには、 OM_SWITCH_OVERDUE アラート  タイプ

を使用します。 表 50 に OM_SWITCH_OVERDUE アラート  タイプの設定に使用できるパラ

メータの一覧と、 デフォルトでパラ メータに割り当てられている値を示します。

表 50 のパラ メータの設定は任意です。 デフォルトでは、 操作モードの切り替えの遅れが 3 分を

超える と警告を生成します。

APSERVER パラ メータによ り、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバーに依存したモニタ  r3monwpa、
r3monusr、 および r3monoms を設定し、 特定のアプ リケーシ ョ ン サーバーを監視できます。 次

の方法で APSERVER を設定して ください。 こ こで、 <hostname> は監視するアプリ ケーシ ョ ン 
サーバーの名前で、 ト ランザクシ ョ ン SM51 が示すアプリ ケーシ ョ ン サーバーのリ ス トに表示さ

れる名前です。

=APSERVER  =I =CP =<hostname>_<SID>_<Instance_Number> =

「アプ リ ケーシ ョ ン サーバーの指定」 で示すよ うに、 APSERVER で指定するアプリ ケーシ ョ ン 
サーバーを持つ SAP NetWeaver セン ト ラル インスタンスのホス ト名にはわかり易い名前を定義

するこ とをお勧めします。 

アプリ ケーシ ョ ン サーバーの指定

AlertMonFun  =<hostname> =ALL =ALL =ALL =OM =1 ¥
=WARNING   =OperationMode  =R3_WP   ¥
=OM_SWITCH_OVERDUE =OVERDUE_TIME   =I  =GT  =15   = ¥
                  =APSERVER  =I =CP =hpdev01_MP3_00 =

「アプ リ ケーシ ョ ン サーバーの指定」 中の <hostname> は、 r3monoms モニタが実行されている

ホス トの名前です。 アラート収集モニタ設定ファ イル内の照会条件の意味の詳細は、98 ページの

表 19 を参照して ください。

この後は、 本モニタ独自の設定条件について説明します。 すべてのアラート収集モニタに適用さ
れる一般的な設定の照会ルールについては、 97 ページの 「アラート収集モニタの照会条件」 を

参照して ください。

表 50 OM_SWITCH_OVERDUE 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件 デフォルト値

APSERVER 監視するアプリ
ケーシ ョ ン サー

バーを指定

= Sign: I, E

= Opt: CP

= Low: < アプリケーション 
サーバー ID>

= High:  
144 第 4 章



「OM_SWITCH_OVERDUE のデフォルト設定」 では、 予定されている操作モードの切り替え

が、 3 分を超過して遅れている場合に、 警告を生成するイベン トが発生します。

OM_SWITCH_OVERDUE のデフォルト設定

AlertMonFun  =ALL =ALL =ALL  =ALL=OM  =1¥
=WARNING   =OperationMode  =R3_WP¥
=OM_SWITCH_OVERDUE   =OVERDUE_TIME  =I   =GT  =3  = 

RFC 宛先モニタ : r3monrfc

RFC 宛先モニタ  r3monrfc は、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバーに依存せず、 SAP 環境での RFC 宛
先をチェッ ク します。 SAP は RFC 宛先 を使って、 別の SAP システムに存在する関数モジュー

ルを リモートで実行します。 アラート収集モニタ  r3monrfc は RFC 宛先を参照するため、 SAP 
NetWeaver ト ランザクシ ョ ン SM59 を使ってそれを表示、 作成、 保守するこ とができます。

標準の SPI for SAP ツールを使用してアラート収集モニタ  r3moncol を設定する場合、 SPI for 
SAP が新しい設定の有効性をチェ ッ ク して、 設定エラーを含む設定のファイルへの保存を許可

しないこ とに注意して ください。 有効性チェ ッ ク  ツールおよびツールが問題検出時に生成する

メ ッセージについての詳細は、 106 ページの 「アラート収集モニタ設定ファイルの検証」 および

106 ページの 「設定ファイルのエラー メ ッセージを理解する」 を参照して ください。

モニタの種類

r3monrfc モニタはスナップシ ョ ッ ト型です。 1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集します。 詳

細については、 95 ページの 「アラート収集モニタのレポートの種類」 を参照して ください。

アラート  タイプ

RFC 宛先 アラート  モニタには次のアラート  タイプがあ り ます。 これはスナップシ ョ ッ ト  レポー

ト型を使います。

「CHECK」

SAP-RFC 接続が失敗したと きのアラート条件を定義する

OVERDUE_TIME この時間 （分） が
経過する と、 予定
されているモード
の切り替えが期限
切れとなる  

= Sign: I, E I

= Opt: GT, GE, LE, LT, BT GT 

= Low: < 分単位の時間 > a 3

= High: b

a. 必須です。 これがないと、 モニタはチェッ クを実行できません。

b. 範囲を指定したい場合に使います。

表 50 OM_SWITCH_OVERDUE 設定パラメータ  ( 続き )

パラメータ名 説明 照会条件 デフォルト値
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ファイルの場所

以下の表に、 r3monrfc モニタで使われるファ イルを示します。

アラート収集モニタは履歴情報を特定の履歴ファ イルに書き込みません。 詳細については、 96 
ページの 「アラート収集モニタの履歴」 を参照して ください。

環境変数

r3monrfc モニタの使う環境変数を、100 ページの表 21 に示します。 環境変数の書式は、 すべて

のアラート収集モニタに共通ですが、 設定ファイルの名前だけは、100 ページの表 21 に示すよ

うに、 各モニタ対応の名前にします。   

コマンド行パラメータ

r3monrfc モニタの使う コマンド行パラ メータを、100 ページの表 22 に示します。 コマンド行パ

ラ メータの書式は、 すべてのアラート収集モニタに共通ですが、 -cfgfile および -trace パラ

メータについては、100 ページの表 22 に示すよ うに、 各モニタ対応の設定ファ イル名を指定し

ます。   

リモート監視

別の SAP システムを リモートで監視するためのアラート収集モニタの設定の詳細は、 101 ペー

ジの 「アラート収集モニタによる リモート監視」 を参照して ください。

制限事項

以下の RFC 宛先は、 SAP ト ランザクシ ョ ン SM59 (SAP 6.20 以降 ) にリ ス ト されていれば、

r3monrfc を使用して監視できます。

• 外部サーバーへの HTTP 接続

• SAP NetWeaver システムへの HTTP 接続

RFC 宛先 アラート  タイプの設定

RFC 宛先モニタ  r3monrfc のアラート  タイプのすべてについて、 CONNECTION_TYPE およ

び NAME のパラ メータを設定する必要があ り ます。 下記に示す r3monrfc の exclude および 
include パラ メータについての一般的なルールにも注意して ください。

表 51 r3monrfc 用ファイル

ファイル 説明

r3moncol(.exe) SAP-RFC モニタの収集実行ファイル

r3monrfc.cfg SAP-RFC モニタの設定ファ イル 

r3monrfc.log ト レース  データ保存用ト レース  ファ イル

この後は、 本モニタ独自の設定条件について説明します。 すべてのアラート収集モニタに適用さ
れる一般的な設定の照会ルールについては、 97 ページの 「アラート収集モニタの照会条件」 を

参照して ください。
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パラメータの値

この項では、 SPI for SAP がアラート  タイプ エン ト リの include および exclude パラ メータの値

をどのよ うに解釈するかについて説明します。 SPI for SAP は異なるパラ メータのパラ メータ値

を AND 条件で比較します。 同じパラ メータのパラ メータ値については、 SPI for SAP は以下の

よ うに比較します。

• Include: OR 条件でパラ メータを比較します。

• Exclude: AND 条件でパラ メータを比較します。

SPI for SAP は I (include) の値の評価を、 E (exclude) の値よ り前に行います。

CHECK

CHECK は、 SPI for SAP の RFC 宛先モニタ  r3monrfc のスナップシ ョ ッ ト型のアラート  タイ

プです。 スナップシ ョ ッ ト型のアラート  タイプは、 モニタが実行された瞬間の SAP システムの

スナップシ ョ ッ ト をと り ます。 

CHECK アラート  タイプは、 SAP-RFC 接続が失敗したと きのアラート条件を定義します。

r3monrfc を、 対象システムへの RFC 接続テス トが失敗した場合にアラート を生成するよ うに

設定するには、CHECK アラート  タイプを使用します。147 ページの表 52 に CHECK アラート  
タイプの設定に使用できるパラ メータの一覧と、 デフォルトでパラ メータに割り当てられている
値を示します。

CHECK パラ メータは設定しなければなり ません。 アラート収集モニタ設定ファイル内の照会条

件の意味の詳細は、 表 52 を参照して ください。

「デフォル トの Check-RFC_DESTINATION の設定」 では、 タイプ 3 の SAP-RFC 宛先のいずれ

かで RFC_DESTINATION テス トが失敗する と、 警告を生成するイベン トが発生します。

デフォルトの Check-RFC_DESTINATION の設定

表 52 CHECK 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件
デフォルト

値

CONNECTION_TYPE 監視対象の SAP RFC 接
続のタイプ。 たとえば、
1、 3、 M、 T... 
Type 1= アプリ ケーシ ョ

ン サーバー、 Type 3= 
SAP NetWeaver システ

ム、 Type M= CMC、

Type T =TCP/IP、 Type 
G= 外部サーバーへの 
HTTP 接続、 Type H= 
SAP NetWeaver システム

への HTTP 接続など。

= Sign: I, E I

= Opt: EQ EQ

= Low 3

= High

NAME SAP-RFC 接続に割り当て

た名前。 ト ランザクシ ョ ン 
SM59 内に表示されるも

の 

= Sign: I, E I

= Opt: EQ, CP EQ

= Low: <SID> ' '

= High:  
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AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =RFC_DESTINATION =1 ¥
=WARNING =RFC_Destinations =R3_RFC ¥
=CHECK =CONNECTION_TYPE =I =EQ =3 =

「Check-RFC_DESTINATION の設定例」 では、 OV_C01_099 という名前の 1 つの SAP-RFC 宛
先で RFC_DESTINATION テス トが失敗する と、 警告を生成するイベン トが発生します。

Check-RFC_DESTINATION の設定例

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =RFC_DESTINATION =1 ¥
=WARNING =RFC_Destinations =R3_RFC ¥
=CHECK =NAME =I =CP =OV_C01_099 =

スプール モニタ : r3monspl

スプール アラート  モニタ  r3monspl はアプ リ ケーシ ョ ン サーバーに依存せず、 スプールのエン

ト リについて次の事項を監視します。

• スプール要求数、 この値になる と警告を生成します。

• エラーのスプール要求数、 この値になる と警告を生成します。

• 指定されたプリ ンタでの誤ったスプール要求の受信

アラート  モニタ  r3monspl は、 SAP NetWeaver ト ランザクシ ョ ン SP01 の出力するタスク、 お

よび、 SAP NetWeaver ト ランザクシ ョ ン SE38 のレポートのソースを参照します。 標準の SPI 
for SAP ツールを使用してアラート収集モニタ  r3moncol を設定する場合、 SPI for SAP が新し

い設定の有効性をチェッ ク して、 設定エラーを含む設定のファ イルへの保存を許可しないこ とに
注意して ください。 有効性チェ ッ ク  ツールおよびツールが問題検出時に生成する メ ッセージに

ついての詳細は、 106 ページの 「アラート収集モニタ設定ファイルの検証」 および 106 ページの

「設定ファイルのエラー メ ッセージを理解する」 を参照して ください。

モニタの種類

r3monspl アラート  モニタの種類はスナップシ ョ ッ ト型です。 1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ

収集します。 詳細については、 95 ページの 「アラート収集モニタのレポートの種類」 を参照して

ください。

アラート  タイプ

スプール アラート  モニタの使う アラート  タイプは、 次のとおりです。 

• 「SPOOL_ENTRIES_RANGE」 

スプール要求数を定義する。 これを超過する と警告が生成される。

• 「SPOOL_ERROR_RANGE」

エラーのスプール要求数を定義する。 これを超過する と警告が生成される。

• 「PRINT_ERROR_EXISTS」

スプール エラーの監視対象のプリ ンタの名前を指定する
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ファイルの場所

以下の表に、 r3monspl モニタで使われるファ イルを示します。

アラート収集モニタは履歴情報を特定の履歴ファ イルに書き込みません。 詳細については、 96 
ページの 「アラート収集モニタの履歴」 を参照して ください。

環境変数

r3monsplモニタの使う環境変数を、100 ページの表 21 に示します。 環境変数の書式は、 すべて

のアラート収集モニタに共通ですが、 設定ファイルの名前だけは、100 ページの表 21 に示すよ

うに、 各モニタ対応の名前にします。   

コマンド行パラメータ

r3monspl モニタの使う コマンド行パラ メータを、100 ページの表 22 に示します。 コマンド行パ

ラ メータの書式は、 すべてのアラート収集モニタに共通ですが、 -cfgfile および -trace パラ

メータについては、100 ページの表 22 に示すよ うに、 各モニタ対応の設定ファ イル名を指定し

ます。

リモート監視

別の SAP システムを リモートで監視するためのアラート収集モニタの設定の詳細は、 101 ペー

ジの 「アラート収集モニタによる リモート監視」 を参照して ください。

スプール モニタのアラート  タイプの設定

各アラート  タイプのスプール モニタ  r3monspl を設定してから、 さまざまな監視条件について

例外を定義できます。 詳細は、 各アラート  タイプのパラ メータ と設定が示されているアラート  
タイプの表を参照して ください。

SPOOL_ENTRIES_RANGE

SPOOL_ENTRIES_RANGE アラート  タイプは、 スプール要求数を定義します。 これを超過す

る とアラートが生成されます。 r3monspl を、 スプール エン ト リ数が設定された範囲を逸脱した

場合にアラート を生成するよ うに設定するには、 SPOOL_ENTRIES_RANGE アラート  タイプ

を使用します。 表 54 に SPOOL_ENTRIES_RANGE アラート  タイプの設定に使用できるパラ

メータの一覧と、 デフォルトでパラ メータに割り当てられている値を示します。

表 53 r3monspl のファイル

ファイル 説明

r3moncol(.exe) スプール モニタ用の収集実行ファイル

r3monspl.cfg スプール モニタの設定ファイル 

r3monspl.log ト レース  データ保存用ト レース  ファ イル

この後は、 本モニタ独自の設定条件について説明します。 すべてのアラート収集モニタに適用さ
れる一般的な設定の照会ルールについては、 97 ページの 「アラート収集モニタの照会条件」 を

参照して ください。
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RANGE パラ メータの設定は、 必須です。 アラート収集モニタ設定ファイル内の照会条件の意味

の詳細は、98 ページの表 19 を参照して ください。

「SPOOL_ENTRIES_RANGE のデフォルト設定」 では、 スプールのエン ト リが 50 個を超える

と、 警告を生成するイベン トが発生します。

SPOOL_ENTRIES_RANGE のデフォルト設定

AlertMonFun  =ALL   =ALL =ALL =ALL =SPOOLER  =1¥
=CRITICAL     =Spool   =R3_Spooler ¥
=SPOOL_ENTRIES_RANGE    =RANGE  =I  =GT  =50   = 

SPOOL_ERROR_RANGE

SPOOL_ERROR_RANGE アラート  タイプは、 エラーのスプール要求数を定義します。 これを超

過する とアラートが生成されます。 r3monspl を、 エラーのスプール エン ト リ数が設定された範

囲を逸脱した場合にアラート を生成するよ うに設定するには、 SPOOL_ERROR_RANGE アラー

ト  タイプを使用します。 表 55 に SPOOL_ERROR_RANGE アラート  タイプの設定に使用でき

るパラ メータの一覧と、 デフォル トでパラ メータに割り当てられている値を示します。

RANGE パラ メータの設定は、 必須です。 アラート収集モニタ設定ファイル内の照会条件の意味

の詳細は、98 ページの表 19 を参照して ください。

「SPOOL_ERROR_RANGE のデフォルト設定」 では、 エラーのスプール要求数が 50 個を超え

た場合に、 警告を生成するイベン トが発生します。 

SPOOL_ERROR_RANGE のデフォルト設定

AlertMonFun  =ALL =ALL =ALL =ALL  =SPOOLER  =1¥
=CRITICAL =Spool  =R3_Spooler ¥
=SPOOL_ERROR_RANGE  =RANGE  =I  =GT  =50    =

表 54 SPOOL_ENTRIES_RANGE 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件 デフォルト値

RANGE アラート発生基準とする
スプールのエン ト リ数。
このパラ メータは、 名前
は RANGE ( 範囲 ) だが、

選択オプシ ョ ンの範囲と
して指定する必要はない
ので注意。

= Sign: I, E I

= Opt: EQ, GT, GE, LE, LT, 
BT

GT 

= Low: a 50

= High: 

a. このパラ メータは、 数値で指定します。 他の値を指定する と、 モニタはダンプを生成して終了し

ます。

表 55 SPOOL_ERROR_RANGE 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件 デフォルト値

RANGE アラート発生基準となる
エラーのスプール要求数。
このパラ メータは、 名前
は RANGE ( 範囲 ) だが、

選択オプシ ョ ンの範囲と
して指定する必要はない
ので注意。

= Sign: I, E I

= Opt: EQ, GT, GE,LE, LT, BT GT 

= Low: a 50

= High:

a. このパラ メータは、 数値で指定します。 他の値を指定する と、 モニタはダンプを生成して終了し

ます。
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PRINT_ERROR_EXISTS

PRINT_ERROR_EXISTS アラート  タイプはスプール エラーの監視対象のプリ ンタを定義しま

す。 r3monspl を、 スプール エラーが指定されたプリ ンタに発生した場合にアラート を生成する

よ うに設定するには、 SPOOL_ERROR_RANGE アラート  タイプを使用します。 表 56 に 
PRINT_ERROR_EXISTS アラート  タイプの設定に使用できるパラ メータの一覧と、 デフォルト

でパラ メータに割り当てられている値を示します。

指定したプリ ンタにスプール エラーが発生した場合に、 r3monspl はアラート を生成します。

PRINTER パラ メータの設定は、 必須です。 アラート収集モニタ設定ファイル内の照会条件の意

味の詳細は、98 ページの表 19 を参照して ください。

「PRINT_ERROR_EXISTS のデフォルト設定」 では、 どのプリ ンタでも、 スプール エン ト リに

エラーが発生した場合に、 r3monspl はアラート を生成します。

PRINT_ERROR_EXISTS のデフォルト設定

AlertMonFun  =ALL  =ALL =ALL  =ALL  =SPOOLER  =1¥
=WARNING  =Spool  =R3_Spooler ¥
=PRINT_ERROR_EXISTS =PRINTER   =I  =CP      =*   = 

移送モニタ : r3montra

移送モニタ  r3montra は、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバーに依存せず、 移送システム  (transport 
system) の次の事項についてチェ ッ ク します。 

• 監視対象システムのインポート ・ エクスポートの成否

• 監視対象システムの確認済 ・未確認のリペア (repair) の存在

• 接続テス ト  (PING) による設定システムへの接続

• 設定システムの TP テス ト

アラート  モニタ  r3montra は、 SAP NetWeaver ト ランザクシ ョ ン STMS および SE01 の示す移

送ルート を参照します。

標準の SPI for SAP ツールを使用してアラート収集モニタ  r3moncol を設定する場合、 SPI for 
SAP が新しい設定の有効性をチェ ッ ク して、 設定エラーを含む設定のファイルへの保存を許可

しません。 有効性チェッ ク  ツールおよびツールが問題検出時に生成する メ ッセージについての

詳細は、 106 ページの 「アラート収集モニタ設定ファイルの検証」 および 106 ページの 「設定

ファイルのエラー メ ッセージを理解する」 を参照して ください。

表 56 PRINT_ERROR_EXISTS 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件 デフォルト値

PRINTER ステータス  エ
ラーのスプール 
エン ト リ を
チェッ ク しなけ
ればならないプ
リ ンタ  

= Sign: I, E I

= Opt: CP

= Low: *

= High: 
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モニタの種類

r3montra モニタの種類はスナップシ ョ ッ ト型です。 1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集しま

す。 詳細については、 95 ページの 「アラート収集モニタのレポートの種類」 を参照して くださ

い。

アラート  タイプ

 移送アラート  モニタの使う アラート  タイプは、 次のとおりです。 このアラート  モニタは、 ス

ナップシ ョ ッ ト型と タイムフレーム型を混合したレポート を使用します。

• 「TRANS」

インポート移送とエクスポート移送の成功および失敗のアラート発生条件を定義する

• 「REPAIR」

確認済 ・未確認のリペアのアラート条件を定義する

• 「RFCONNECT」

システム間の RFC 接続のアラート条件を定義する

• 「TPTEST」

データベース との TP インタフェースのアラート条件を定義する。 接続テス ト  (PING)、 接

続されたデータベースへの TP コール、 TP インタフェースのチェッ ク  ( バージ ョ ン、 移送

ディ レク ト リ 、 TPPARAM のパス、 ファ イルチェッ ク、 および TPLOG のチェ ッ ク ) などを

含む

ファイルの場所

以下の表に、 r3montra モニタで使われるファ イルを示します。

アラート収集モニタは履歴情報を特定の履歴ファ イルに書き込みません。 詳細については、 96 
ページの 「アラート収集モニタの履歴」 を参照して ください。

環境変数

r3montraモニタの使う環境変数を、100 ページの表 21 に示します。 環境変数の書式は、 すべて

のアラート収集モニタに共通ですが、 設定ファイルの名前だけは、100 ページの表 21 に示すよ

うに、 各モニタ対応の名前にします。   

コマンド行パラメータ

r3montra モニタの使う コマンド行パラ メータを、100 ページの表 22 に示します。 コマンド行パ

ラ メータの書式は、 すべてのアラート収集モニタに共通ですが、 -cfgfile および -trace パラ

メータについては、100 ページの表 22 に示すよ うに、 各モニタ対応の設定ファ イル名を指定し

ます。   

表 57 r3montra のファイル

ファイル 説明

r3moncol(.exe) 移送モニタ  ( 移送準備 ) 用収集の実行ファイル

r3montra.cfg 移送モニタ  ( 移送準備 ) の設定ファイル 

r3montra.log ト レース  データ保存用ト レース  ファ イル
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リモート監視

別の SAP システムを リモートで監視するためのアラート収集モニタの設定の詳細は、 101 ペー

ジの 「アラート収集モニタによる リモート監視」 を参照して ください。

移送モニタのアラート  タイプの設定方法

移送モニタ  r3montra のアラート  タイプのすべてについて、 ALERT_THRESHOLD パラ メータ

を設定する必要があ り ます。 他のパラ メータの設定は、 すべて任意です。 下記に示す r3montra 
の exclude および include パラ メータについての一般的なルールにも注意して ください。

パラメータの値

この項では、 SPI for SAP によるアラート  タイプ エン ト リの include パラ メータ と  exclude パラ

メータの値の解釈方法を説明します。 SPI for SAP は異なるパラ メータの値を AND 条件で比較

します。 SPI for SAP は同じパラ メータの値については、 以下のよ うに比較します。

• Include: OR 条件でパラ メータを比較します。

• Exclude: AND 条件でパラ メータを比較します。

SPI for SAP は I (include) の値の評価を、 E (exclude) の値よ り前に行います。

TRANS

TRANS は SPI for SAP 移送モニタ  r3montra のタイムフレーム型のアラート  タイプです。

r3montra は、 失敗もし くは成功した移送のインポートおよびエクスポート件数が定義したしき

い値を超過した場合にアラート を生成します。 パラ メータ  USERNAME は TRANS アラート  タ
イプでは必須です。 

153 ページの表 58 に TRANS アラート  タイプの設定に使用できるパラ メータの一覧と、デフォ

ルトでパラ メータに割り当てられている値を示します。 アラート収集モニタ設定ファイル内の照
会条件の意味の詳細は、98 ページの表 19 を参照して ください。

この後は、 本モニタ独自の設定条件について説明します。 すべてのアラート収集モニタに適用さ
れる一般的な設定の照会ルールについては、 97 ページの 「アラート収集モニタの照会条件」 を

参照して ください。

表 58 TRANS 設定パラ メータ

パラ メータ名 説明 照会条件 デフォルト値

ALERT_THRESHOLD 移送ステートの戻
り値、 この値を超
える とアラートが
発生する。 例 : 4 (
注意域 )

= Sign: I, E I

= Opt: GT, GE, LT, LE GT 

= Low: a 4

= High: 

E_SUCCESS 成功したエクス
ポート移送のすべ
てを含めるための
フ ィルタ  オプシ ョ

ン

= Sign: I, E I

= Opt: EQ EQ

= Low: b X

= High: 
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「TRANS のデフォルト設定」 では、 インポート移送またはエクスポート移送のしきい値が 4 を
超えた場合に、 警告を生成するイベン トが発生します。 パラ メータ  ALERT_THRESHOLD のし

きい値で定義された 「4」 の数字は、 インポートの合計数ではなく インポートに関連する  SAP の
戻り値を参照するこ とに注意して ください。 この例では、 インポート移送の戻り値が 4 ( 注意域

) および 4 を超えた (GT =4) 場合に、 警告を生成します。 インポートの戻り値の詳細については、

SAP の製品マニュアルを参照して ください。

TRANS のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =TRANSPORT =1¥
=WARNING =Trans =R3_Transport¥
=TRANS =I_FAILURE =I =EQ =X =¥
=USERNAME =I =EQ =ITOUSER =¥
=ALERT_THRESHOLD =I =GT =4 =

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =TRANSPORT =1¥
=WARNING =Trans =R3_Transport¥
=TRANS =I_SUCCESS =I =EQ =X =¥
=USERNAME =I =EQ =ITOUSER =¥
=ALERT_THRESHOLD =I =GE =4 =

E_FAILURE 失敗したエクス
ポート移送のすべ
てを含めるための
フ ィルタ  オプシ ョ

ン

= Sign: I, E I

= Opt: EQ EQ

= Low: b X

= High: 

I_SUCCESS 成功したインポー
ト移送のすべてを
含めるためのフ ィ
ルタ  オプシ ョ ン

= Sign: I, E I

= Opt: EQ EQ

= Low: b X

= High: 

I_FAILURE 失敗したインポー
ト移送のすべてを
含めるためのフ ィ
ルタ  オプシ ョ ン

= Sign: I, E I

= Opt: EQ EQ

= Low b X

= High: 

USERNAME SAP NetWeaver 
ユーザーのログイ

ン名。c

このパラ メータは
必須です。

= Sign: I, E I

= Opt: EQ,CP EQ

= Low: < ユーザー名 > ddic d

= High: 

a. 数値で指定します。 他の値を指定する と、 モニタはダンプを生成して終了します。

b. デフォルト値以外のエン ト リは、 空白文字とみなされます。

c. リ クエス ト / タスクはユーザー依存型のため、 この リ クエス ト / タスクを使ってデータを

制限できます。

d.  データベース管理タスク用の SAP ユーザー名

表 58 TRANS 設定パラ メータ  ( 続き )

パラメータ名 説明 照会条件 デフォルト値
154 第 4 章



AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =TRANSPORT =1¥
=WARNING =Trans =R3_Transport¥
=TRANS =E_FAILURE =I =EQ =X =¥
=USERNAME =I =EQ =ITOUSER =¥
=ALERT_THRESHOLD =I =GT =4

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =TRANSPORT =1¥
=WARNING =Trans =R3_Transport¥
=TRANS =E_SUCCESS =I =EQ =X =¥
=USERNAME =I =EQ =ITOUSER =¥
=ALERT_THRESHOLD = I = GT = 4 =

REPAIR

REPAIR は SPI for SAP 移送モニタ  r3montra のタイムフレーム型のアラート  タイプです。

r3montra は、 確認済みもし くは未確認のリペア件数が指定したしきい値を超過した場合にア

ラート を生成します。

155 ページの表 59 に REPAIR アラート  タイプの設定に使用できるパラ メータの一覧と、 デ

フォル トでパラ メータに割り当てられている値を示します。 ALERT_THRESHOLD パラ メータ

の設定は、 必須なので注意してください。 アラート収集モニタ設定ファイル内の照会条件の意味
の詳細は、98 ページの表 19 を参照して ください。

表 59 REPAIR 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件 デフォルト値

R_CONFIRM 確認済のリペアを
すべて含めるため
のフ ィルタ  オプ

シ ョ ン

= Sign: I, E I

= Opt: EQ EQ

= Low: a X

= High:

R_UNCONFIR 未確認のリペアを
すべて含めるため
のフ ィルタ  オプ

シ ョ ン

= Sign: I, E I

= Opt: EQ

= Low: a X

= High:

USERNAME SAP NetWeaver 
ユーザーのログイ

ン名。b 

このパラ メータは
必須です。

= Sign: I, E I

= Opt: EQ,CP EQ

= Low: < ユーザー名 > ddic c

= High: 

ALERT_THRESHOLD アラート発生まで
許容される リペア
のステート数

= Sign: I, E I

= Opt: GT, GE, LT, LE GT 

= Low: d 4

= High: 

a. デフォルト値以外のエン ト リは、 空白文字とみなされます。

b. リ クエス ト / タスクはユーザー依存型のため、 この リ クエス ト / タスクを使ってデータを制限

できます。

c. データベース管理タスク用の SAP ユーザー名
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「REPAIR のデフォルト設定」 では、 指定したターゲッ ト  システムにおいて R_CONFIRM または 
R_UNCONFIR エラーが警告のしきい値 「4 回」 (=GT =4) を超えた場合に、 警告を生成するイ

ベン トが発生します。 

REPAIR のデフォルト設定

AlertMonFun  =ALL  =ALL  =ALL =ALL =TRANSPORT =1 ¥
=WARNING    =Repair =R3_Transport ¥
=REPAIR =R_CONFIRM =I  =EQ =X = ¥
=ALERT_THRESHOLD  =I      =GT      =4          =    

AlertMonFun  =ALL  =ALL  =ALL =ALL =TRANSPORT =1 ¥
=WARNING    =Repair =R3_Transport ¥
=REPAIR =R_UNCONFIR =I  =EQ =X = ¥
=ALERT_THRESHOLD  =I      =GT      =4          = 

AlertMonFun  =ALL  =ALL  =ALL =ALL =TRANSPORT =1 ¥
=WARNING    =Repair =R3_Transport ¥
=REPAIR =USERNAME =I  =CP =* =¥
=ALERT_THRESHOLD  =I =GT =4 = = 

RFCONNECT

RFCONNECT は SPI for SAP 移送モニタ  r3montra のスナップシ ョ ッ ト型のアラート  タイプで

す。 スナップシ ョ ッ ト型のアラート  タイプは、 モニタが実行された瞬間のシステムのスナップ

シ ョ ッ ト を と り ます。 r3montra は、 対象システムへの RFC 接続エラー件数が指定したアラー

ト しきい値を超過した場合にアラート を生成します。

156 ページの表 60 に RFCONNECT アラート  タイプの設定に使用できるパラ メータの一覧と、

デフォルトでパラ メータに割り当てられている値を示します。 ALERT_THRESHOLD パラ メー

タの設定は、 必須なので注意してください。 他のパラ メータの設定は、 すべて任意です。 アラー
ト収集モニタ設定ファ イル内の照会条件の意味の詳細は、98 ページの表 19 を参照して くださ

い。

「RFCONNECT のデフォルト設定」 では、 指定したターゲッ ト  システムにおいて、 RFC 接続エ

ラー数がしきい値 4 を超えた場合に、 警告を生成するイベン トが発生します。 

d. このパラ メータは、 数値で指定します。 他の値を指定する と、 モニタはダンプを生成して終

了します。

表 60 RFCONNECT 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件 デフォルト値

ALERT_THRESHOLD アラート発生まで許
容される再接続エ
ラーの数

= Sign: I, E I

= Opt: GT, GE, LT, LE GT 

= Low: a 4

= High: 

CHECKSYSTEM 監視中のシステムの
システム ID です。 

= Sign: I, E I

= Opt: EQ, CP EQ

= Low: <SID> '*'

= High: 

a. このパラ メータは、 数値で指定します。 他の値を指定する と、 モニタはダンプを生成して

終了します。
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RFCONNECT のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL  =ALL =ALL =TRANSPORT =1¥
=WARNING    =RfcConnect  =R3_Transport¥
=RFCCONNECT  =CHECKSYSTEM =I =CP =* =¥
=ALERT_THRESHOLD  =I =GT =4 =

TPTEST

TPTEST は SPI for SAP 移送モニタ  r3montra のスナップシ ョ ッ ト型のアラート  タイプです。

スナップシ ョ ッ ト型のアラート  タイプは、 モニタが実行された瞬間のシステムのスナップ

シ ョ ッ ト を と り ます。 r3montra は、 対象システムへの TPTEST エラー件数が指定したしきい

値を超過した場合にアラート を生成します。 

157 ページの表 61 に TPTEST アラート  タイプの設定に使用できるパラ メータの一覧と、 デ

フォル トでパラ メータに割り当てられている値を示します。 ALERT_THRESHOLD パラ メータ

の設定は、 必須なので注意してください。 他のパラ メータの設定は、 すべて任意です。 アラート
収集モニタ設定ファイル内の照会条件の意味の詳細は、98 ページの表 19 を参照して ください。

「TPTEST のデフォルト設定」 では、 指定したターゲッ ト  システムにおいて、 TPTEST エラー

が警告のしきい値 4 回を超えた場合に、 警告を生成するイベン トが発生します。 

TPTEST のデフォルト設定

AlertMonFun  =ALL  =ALL  =ALL =ALL =TRANSPORT =1¥
=WARNING    =TpTest      =R3_Transport¥
=TPTEST    =CHECKSYSTEM    =I  =EQ =<SID> =¥
=ALERT_THRESHOLD  =I      =GT      =4          =

更新モニタ : r3monupd

更新アラート  モニタは次の更新状況を判定 ・ 報告します。

•  更新プロセスがアクティブでない 

•  更新プロセスのエラー

表 61 TPTEST 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件 デフォルト値

ALERT_THRESHOLD アラート発生まで
許容される  
TPTEST エラー

の数

= Sign: I, E I

= Opt: GT, GE, LT, LE GT 

= Low: a

a. このパラ メータは、 数値で指定します。 他の値を指定する と、 モニタはダンプを生成し

て終了します。

4

= High: 

CHECKSYSTEM テス ト または監視
中のシステムの 
ID です。 

= Sign: I, E I

= Opt: EQ, CP EQ

= Low: <SID> ' '

= High: 
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r3monupd は、 アクティブな更新と  SAP ユーザーまたはシステムによって停止されている更新

の両方のステータスを監視します。 アラート  モニタ  r3monupd は SAP NetWeaver ト ランザク

シ ョ ン SM13 中の更新エラー、 および更新ステータスを参照します。 標準の SPI for SAP ツール

を使用してアラート収集モニタ  r3moncol を設定する場合、 SPI for SAP が新しい設定の有効性

をチェッ ク して、 設定エラーを含む設定のファイルへの保存を許可しないこ とに注意して くださ
い。 有効性チェッ ク  ツールおよびツールが問題検出時に生成する メ ッセージについての詳細は、

106 ページの 「アラート収集モニタ設定ファイルの検証」 および 106 ページの 「設定ファイルの

エラー メ ッセージを理解する」 を参照して ください。

モニタの種類

r3monupd モニタの種類はスナップシ ョ ッ ト型です。 1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集しま

す。 詳細については、 95 ページの 「アラート収集モニタのレポートの種類」 を参照して くださ

い。

アラート  タイプ

更新モニタには以下のアラート  タイプがあ り ます。 

• 「UPDATE_ACTIVE」 

更新プロセスのステータス情報を取得し、 プロセスがアクティブでない場合に警告を送信す
る

• 「UPDATE_ERRORS_EXIST」

エラーが発生した更新プロセスについての情報を取得する

ファイルの場所

以下の表に、 r3monupd モニタで使われるファ イルを示します。

アラート収集モニタは履歴情報を特定の履歴ファ イルに書き込みません。 詳細については、 96 
ページの 「アラート収集モニタの履歴」 を参照して ください。

環境変数

r3monupdモニタの使う環境変数を、100 ページの表 21 に示します。 環境変数の書式は、 すべて

のアラート収集モニタに共通ですが、 設定ファイルの名前だけは、100 ページの表 21 に示すよ

うに、 各モニタ対応の名前にします。   

コマンド行パラメータ

r3monupd モニタは 100 ページの表 22 に記述されているコマンド行パラ メータを使用します。

コマンド行パラ メータの書式は、 すべてのアラート収集モニタに共通ですが、 -cfgfile および 
-trace  パラ メータについては、100 ページの表 22 に示すよ うに、各モニタ対応の設定ファ イル

名を指定します。 

表 62 r3monupd のファイル

ファイル 説明

r3moncol(.exe) 更新モニタ用収集の実行ファイル

r3monupd.cfg 更新モニタの設定ファイル 

r3monupd.log ト レース  データ保存用ト レース  ファ イル
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リモート監視

別の SAP システムを リモートで監視するためのアラート収集モニタの設定の詳細は、 101 ペー

ジの 「アラート収集モニタによる リモート監視」 を参照して ください。

更新モニタのアラート  タイプの設定方法

SPI for SAP の更新モニタ  r3monupd のアラート  タイプの設定にはパラ メータを使いません。 設

定ファイルを編集もカスタマイズもする必要はあ り ません。

UPDATE_ACTIVE 

UPDATE_ACTIVE は SPI for SAP 更新モニタ  r3monupd のアラート  タイプです。 更新タスク

がアクティブでない場合は、 r3monupd はアラート を生成します。 次に、 UPDATE_ACTIVE ア
ラート  タイプのデフォルト設定を示します。

「UPDATE_ACTIVE のデフォルト設定」 では、 更新プロセスが停止された場合に、 アラート を

生成するイベン トが発生します。

UPDATE_ACTIVE のデフォルト設定

AlertMonFun    =ALL =ALL =ALL =ALL =UPDATE   =1¥
=CRITICAL    =UpdActive      =R3_Update  =UPDATE_ACTIVE

UPDATE_ERRORS_EXIST

UPDATE_ERRORS_EXIST は SPI for SAP 更新モニタ  r3monupd のアラート  タイプです。 更

新エラーが発生した場合に、 r3monupd はアラート を生成します。 次に、

UPDATE_ERRORS_EXIST アラート  タイプのデフォルト設定を示します。

159 ページの 「UPDATE_ERRORS_EXIST のデフォルト設定」 では、 更新エラーが発生した場

合に、 警告を生成するイベン トが発生します。 

UPDATE_ERRORS_EXIST のデフォルト設定

AlertMonFun    =ALL =ALL =ALL  =ALL =UPDATE =1¥
=CRITICAL  =UpdError  =R3_Update  =UPDATE_ERRORS_EXIST

SAP ユーザー モニタ : r3monusr

SAP ユーザー アラート  モニタ  r3monusr はログイン ユーザー数を判断して報告します。 各アプ

リ ケーシ ョ ン サーバーについて、 チェッ クを行います。 ログイン ユーザー数が多すぎる場合、

パフォーマンスに影響が出るおそれがあ り ます。 この警告は、 ユーザーにログアウ ト しても ら う
か強制的にログアウ ト させる必要があるかど うかの判断材料と して使う こ とができます。 

アラート  モニタ  r3monusr は SAP NetWeaver ト ランザクシ ョ ン SM04 を参照します。 標準の 
SPI for SAP ツールを使用してアラート収集モニタ  r3moncol を設定する場合、 SPI for SAP が
新しい設定の有効性をチェッ ク して、 設定エラーを含む設定のファイルへの保存を許可しないこ

この後は、 本モニタ独自の設定条件について説明します。 すべてのアラート収集モニタに適用さ
れる一般的な設定の照会ルールについては、 97 ページの 「アラート収集モニタの照会条件」 を

参照して ください。
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とに注意して ください。 有効性チェッ ク  ツールおよびツールが問題検出時に生成する メ ッセー

ジについての詳細は、 106 ページの 「アラート収集モニタ設定ファイルの検証」 および 106 ペー

ジの 「設定ファ イルのエラー メ ッセージを理解する」 を参照して ください。

モニタの種類

r3monusr モニタの種類はスナップシ ョ ッ ト型です。 1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集しま

す。 詳細については、 95 ページの 「アラート収集モニタのレポートの種類」 を参照して くださ

い。

アラート  タイプ

SAP ユーザー モニタの使う アラート  タイプは、 次の 1 種類のみです。 

「USER_LOGGEDIN_MAX」

最大ログイン ユーザー数を定義する

ファイルの場所

以下の表に、 r3monusr モニタで使われるファ イルを示します。

アラート収集モニタは履歴情報を特定の履歴ファ イルに書き込みません。 詳細については、 96 
ページの 「アラート収集モニタの履歴」 を参照して ください。

環境変数

r3monusrモニタの使う環境変数を、100 ページの表 21 に示します。 環境変数の書式は、 すべて

のアラート収集モニタに共通ですが、 設定ファイルの名前だけは、100 ページの表 21 に示すよ

うに、 各モニタ対応の名前にします。   

コマンド行パラメータ

r3monusr モニタの使う コマンド行パラ メータを、100 ページの表 22 に示します。 コマンド行パ

ラ メータの書式は、 すべてのアラート収集モニタに共通ですが、 -cfgfile および -trace  パラ

メータについては、100 ページの表 22 に示すよ うに、 各モニタ対応の設定ファ イル名を指定し

ます。

リモート監視

別の SAP システムを リモートで監視するためのアラート収集モニタの設定の詳細は、 101 ペー

ジの 「アラート収集モニタによる リモート監視」 を参照して ください。

表 63 r3monusr のファイル

ファイル 説明

r3moncol(.exe) ユーザー モニタ用収集の実行ファイル

r3monusr.cfg ユーザー モニタの設定ファイル 

r3monusr.log ト レース  データ保存用ト レース  ファ イル
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USER_LOGGEDIN_MAX

USER_LOGGEDIN_MAX は SPI for SAP の SAP ユーザー モニタ  r3monusr のアラート  タイ

プです。 r3monusr は、 SAP ユーザーの最大数が指定したしきい値を超過した場合にアラート を

生成します。161 ページの表 64 に USER_LOGGEDIN_MAX アラート  タイプの設定に使用でき

るパラ メータの一覧と、 デフォル トでパラ メータに割り当てられている値を示します。 MAX パ
ラ メータの設定は、 必須です。 

APSERVER パラ メータによ り、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバーに依存したモニタ  r3monwpa、
r3monusr、 および r3monoms を設定し、 特定のアプ リケーシ ョ ン サーバーを監視できます。 次

の方法で APSERVER を設定して ください。 こ こで、 <hostname> は監視するアプリ ケーシ ョ ン 
サーバーの名前で、 ト ランザクシ ョ ン SM51 が示すアプ リケーシ ョ ン サーバーのリ ス トに表示さ

れる名前です。

=APSERVER  =I =CP =<hostname>_<SID>_<Instance_Number> =

144 ページの 「アプ リ ケーシ ョ ン サーバーの指定」 で示すよ うに、 APSERVER で指定するアプ

リ ケーシ ョ ン サーバーを持つ SAP NetWeaver セン ト ラル インスタンスのホス ト名にはわかり

易い名前を定義するこ とをお勧めします。 

アプリ ケーシ ョ ン サーバーの指定

AlertMonFun =<Central_Inst_Hostname> =ALL =ALL =ALL =USER =1 ¥
=WARNING =Login =R3_WP ¥
=USER_LOGGEDIN_MAX =MAX =I =GT =30 = ¥
=APSERVER =I =CP =hpdev01_MP3_00 =

この後は、 本モニタ独自の設定条件について説明します。 すべてのアラート収集モニタに適用さ
れる一般的な設定の照会ルールについては、 97 ページの 「アラート収集モニタの照会条件」 を

参照して ください。 アラート収集モニタ設定ファ イル内の照会条件の意味の詳細は、98 ページの

表 19 を参照して ください。

「USER_LOGGEDIN_MAX のデフォルト設定」 では、 ログイン ユーザー数が 30 人を超えた場

合に、 警告を生成するイベン トが発生します。

USER_LOGGEDIN_MAX のデフォルト設定

AlertMonFun  =ALL =ALL =ALL =ALL =USER =1¥
=WARNING    =Login   =R3_User¥
=USER_LOGGEDIN_MAX =MAX =I   =GT  =30  =

表 64 USER_LOGGEDIN_MAX 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件 デフォルト値

APSERVER 監視するアプリ
ケーシ ョ ン サー

バーを指定

= Sign: I, E

= Opt: CP

= Low: < アプリケー

ション サーバー ID>

= High:

MAX アラート発生基
準まで許容され
るログイン ユー

ザー数 a

a. このパラ メータは、 数値で指定します。 他の値を指定する と、 モニタはダンプ

を生成して終了します。

= Sign: I, E I

= Opt: GT, GE GT 

= Low: 5

= High: 
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ワークプロセス モニタ : r3monwpa

ワークプロセス  アラート  モニタ  r3monwpa は、 SAP NetWeaver ト ランザクシ ョ ン SM50 を参照

し、 SPI for SAP が監視している各アプリ ケーシ ョ ン  サーバー上で実行されているワークプロセ

スについて以下の状況を報告します。

• 現在の操作モードのプロファ イルで設定している各ワークプロセス  タイプごとに、 実行中の

ワークプロセス数を報告します。

• 現在の操作モードのプロファ イルで設定している各ワークプロセス  タイプごとに、 アイ ドル

のワークプロセス数を報告します。

• アクティブなワークプロセスの数と、 現在の操作モードのプロファ イルに設定されている  (
種類が同じ ) ワークプロセスの数とを比較します。

• ワークプロセスのステータスを、 次のよ うにチェッ ク します。

— D ( デバッグ )

アクティブなシステム上に、 実行中のプロセスが存在しない

— P ( プライベート )

プロセスは、 利用可能なシステム リ ソースを最大限に使って実行中

— R ( 再起動なし )

失敗したプロセスが再起動しない。 したがって、 これに依存するジ ョブも失敗する

ワークプロセス  モニタ  r3monwpa は、 セン ト ラル インスタンスの一部である  enqueue ワークプ

ロセスからのアラートのみを監視できます。 スタンドアロンの enqueue サーバーの enqueue 
ワークプロセスからのアラートの監視はできません。 スタンドアロンの enqueue ワークプロセ

スを監視するには、 r3monal モニタを使用して enqueue サーバーが生成する  SAP CCMS ア
ラート をチェッ ク して ください。 r3monal を使用したスタンドアロンの enqueue サーバーの監

視についての詳細は、 58 ページの 「スタンドアロンのエンキュー サーバーの監視 : r3monal」
を参照して ください。

標準の SPI for SAP ツールを使用してアラート収集モニタ  r3moncol を設定する場合、 SPI for 
SAP が新しい設定の有効性をチェ ッ ク して、 設定エラーを含む設定のファイルへの保存を許可

しないこ とに注意して ください。 有効性チェ ッ ク  ツールおよびツールが問題検出時に生成する

メ ッセージについての詳細は、 106 ページの 「アラート収集モニタ設定ファイルの検証」 および

106 ページの 「設定ファイルのエラー メ ッセージを理解する」 を参照して ください。

モニタの種類

r3monwpa モニタの種類はスナップシ ョ ッ ト型です。 1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集しま

す。 詳細については、 95 ページの 「アラート収集モニタのレポートの種類」 を参照して くださ

い。

アラート  タイプ

ワークプロセス  アラート  モニタの使う アラート  タイプは、 次のとおりです。 

• 「WP_AVAILABLE」

WP_AVAILABLE アラート  タイプは、 稼動しているべきワークプロセス数についてのア

ラート条件を定義します。

• 「WP_IDLE」

WP_IDLE アラート  タイプは、 アイ ドルの空きワークプロセス数についてのアラート条件を

定義します。
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• 「WP_CHECK_CONFIGURED」 

WP_CHECK_CONFIGURED アラート  タイプは、 実際に稼働中のワークプロセス数と、 現

在の操作モードのプロファ イルに設定されているワークプロセス数との比較についてのア
ラート条件を定義します。 モニタのチェッ クは同じ種類のワークプロセスを比較するだけで
す。

• 「WP_STATUS」

WP_STATUS アラート  タイプは、モニタが問題のある状況下で検出するワークプロセスにつ

いてのアラート条件を定義します。例 : D ( デバッグ )、 P ( プライベート ) 、 R ( 再実行なし )

ファイルの場所

以下の表に、 r3monwpa モニタで使われるファ イルを示します。

アラート収集モニタは履歴情報を特定の履歴ファ イルに書き込みません。 詳細については、 96 
ページの 「アラート収集モニタの履歴」 を参照して ください。

環境変数

r3monwpa モニタの使う環境変数を、100 ページの表 21 に示します。 環境変数の書式は、 すべて

のアラート収集モニタに共通ですが、 設定ファイルの名前だけは、100 ページの表 21 に示すよ

うに、 各モニタ対応の名前にします。   

コマンド行パラメータ

r3monwpa モニタの使う コマンド行パラ メータを、100 ページの表 22 に示します。 コマンド行パ

ラ メータの書式は、 すべてのアラート収集モニタに共通ですが、 -cfgfile および -trace パラ

メータについては、100 ページの表 22 に示すよ うに、 各モニタ対応の設定ファ イル名を指定し

ます。

リモート監視

別の SAP システムを リモートで監視するためのアラート収集モニタの設定の詳細は、 101 ペー

ジの 「アラート収集モニタによる リモート監視」 を参照して ください。

 ワークプロセス モニタのアラート  タイプの設定方法

この項では、 SPI for SAP のワークプロセス  モニタ  r3monwpa のアラート  タイプの設定につい

て説明します。 E (exclude) および I (include) パラ メータの値は、 ワークプロセスについてのア

ラート  タイプに大きな影響力があるため、 下記の使用方法についての一般的なルールを十分に

理解してください。 

表 65 r3monwpa のファイル

ファイル 説明

r3moncol(.exe) ワークプロセス  モニタ用収集の実行ファイル

r3monwpa.cfg ワークプロセス  モニタの設定ファイル

r3monwpa.log ト レース  データ保存用ト レース  ファ イル

この後は、 本モニタ独自の設定条件について説明します。 すべてのアラート収集モニタに適用さ
れる一般的な設定の照会ルールについては、 97 ページの 「アラート収集モニタの照会条件」 を

参照して ください。
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パラメータの値

この項では、 SPI for SAP がアラート  タイプ エン ト リの include および exclude パラ メータの値

をどのよ うに解釈するかについて説明します。 SPI for SAP は異なるパラ メータのパラ メータ値

を AND 条件で比較します。 同じパラ メータのパラ メータ値については、 SPI for SAP は以下の

よ うに比較します。

• Include: OR 条件でパラ メータを比較します。

• Exclude: AND 条件でパラ メータを比較します。

表 66 に示すよ うに、 SPI for SAP は I (include) の値の評価を、 E (exclude) の値よ り前に行いま

す。

WP_AVAILABLE

WP_AVAILABLE は SPI for SAP ワークプロセス  モニタ  r3monwpa のアラート  タイプです。 選

択した各ワークプロセスタイプの実行中のワークプロセス数が、 指定されている最大 ( または、

最小 ) しきい値の範囲外になった場合に、 r3monwpa はアラート を生成します。

165 ページの表 67 に WP_AVAILABLE アラート  タイプの設定に使用できるパラ メータの一覧

と、 デフォルトでパラ メータに割り当てられている値を示します。 WP_AVAILABLE アラート  
タイプに リ ス ト されたパラ メータの設定は必須です。 すべてのしきい値パラ メータは、 数値で指
定します。 他の値を指定する と、 モニタはダンプを生成して終了します。

APSERVER パラ メータによ り、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバーに依存したモニタ  r3monwpa、
r3monusr、 および r3monoms を設定し、 特定のアプ リケーシ ョ ン サーバーを監視できます。 次

の方法で APSERVER を設定して ください。 こ こで、 <hostname> は監視するアプリ ケーシ ョ ン 
サーバーの名前で、 ト ランザクシ ョ ン SM51 が示すアプ リケーシ ョ ン サーバーのリ ス トに表示さ

れる名前です。

=APSERVER  =I =CP =<hostname>_<SID>_<Instance_Number> =

「アプ リ ケーシ ョ ン サーバーの指定」 で示すよ うに、 APSERVER で指定するアプリ ケーシ ョ ン 
サーバーを持つ SAP NetWeaver セン ト ラル インスタンスのホス ト名にはわかり易い名前を定義

するこ とをお勧めします。 

アプリ ケーシ ョ ン サーバーの指定

AlertMonFun =<Centr_Instance_Hostname> =ALL =ALL =ALL =WP =1 ¥
=WARNING   =Availability  =R3_WP   ¥
=WP_AVAILABLE =DIA   =I  =GT  =50   = ¥
              =APSERVER  =I =CP =hpdev01_MP3_00 =

表 66 同一パラメータについての include および exclude による比較 

選択オプ
シ ョ ン

アラート  タイプ : WP_AVAILABLE
選択オプシ ョ ンの設定例

比較方法

1 = DIA  =I  =BT  =50  =100 =OPMODE =I  =CP 
=DAY

OR

2 = DIA  =I  =GT  =5 =OPMODE =I  =CP  =NIGHT OR

3 = DIA = E =LT  =60 AND
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この後は、 本モニタ独自の設定条件について説明します。 すべてのアラート収集モニタに適用さ
れる一般的な設定の照会ルールについては、 97 ページの 「アラート収集モニタの照会条件」 を

参照して ください。 アラート収集モニタ設定ファ イル内の照会条件の意味の詳細は、98 ページの

表 19 を参照して ください。 

表 67 WP_AVAILABLE 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件 デフォルト値

APSERVER 監視するアプリ ケーシ ョ ン 
サーバーを指定

= Sign: I, E

= Opt: CP

= Low: < アプリケーション 
サーバー ID>

= High: 

BTC バッチ ワークプロセスについ

てのしきい値

= Sign: I, E

= Opt: GT, GE, LT, LE

= Low: < 数値 >

= High: 

DIA ダイアログ ワークプロセスに

ついてのしきい値

= Sign: I, E

= Opt: GT, GE, LT, LE

= Low: < 数値 >

= High: 

ENQ エンキュー ワークプロセスに

ついてのしきい値

= Sign: I, E

= Opt: GT, GE, LT, LE

= Low: < 数値 >

= High: 

OPMODE このパラ メータの操作モードを

定義するa
= Sign: I, E  I

= Opt: CP, EQ EQ

= Low: <operation_ mode> 現行

= High: 

SPO スプール ワークプロセスにつ

いてのしきい値

= Sign: I, E

= Opt: GT, GE, LT, LE

= Low: < 数値 >

= High: 

UPD 更新ワークプロセスについての
しきい値

= Sign: I, E

= Opt: GT, GE, LT, LE

= Low: < 数値 >

= High: 
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「WP_AVAILABLE のデフォルト設定」 では、 利用可能な Dialog ワークプロセスが 50 を下回っ

た場合に、 警告を生成するイベン トが発生します。

WP_AVAILABLE のデフォルト設定

AlertMonFun   =ALL   =ALL  =ALL  =ALL =WP  =1¥
=WARNING   =Availability  =R3_WP¥
=WP_AVAILABLE    =DIA   =I    =LT  =50   = 

r3monwpa モニタは、 SAP インスタンス  プロファ イル内で設定されているワークプロセス  タイ

プのみを監視できます。 DIA ワークプロセス  タイプが SAP インスタンス  プロファ イル内で設定

されていない ( または "rdisp/wp_no_dia = 0" である ) 場合、 DIA ワークプロセスは起動しま

せん。 零 (0) 個の DIA ワークプロセスは明らかに 「WP_AVAILABLE のデフォルト設定」 に示

した WP_AVAILABLE アラート  タイプのデフォルト設定中で指定されている許される最小値 
(50) を下回り ます。 通常、 この状況ではアラート を生成します。

しかし、 DIA ワークプロセス  タイプが SAP インスタンス  プロファ イル内で設定されていない場

合、 r3monwpa は実行中の DIA ワークプロセス数を監視するこ とができず、 結果と してアラート

を生成しません。 SAP インスタンス  プロファ イルと  r3monwpa 設定ファ イルの間の矛盾につい

ては 168 ページの 「WP_CHECK_CONFIGURED」 でチェッ クするこ とができます。

WP_IDLE

WP_IDLE は SPI for SAP ワークプロセス  モニタ  r3monwpa のアラート  タイプです。 選択した

各ワークプロセスタイプのアイ ドルのワークプロセス数が、 指定されている最大 ( または、 最小

) しきい値の範囲外になった場合に、 r3monwpa はアラート を生成します。 

167 ページの表 68 に WP_IDLE アラート  タイプの設定に使用できるパラ メータの一覧と、 デ

フォル トでパラ メータに割り当てられている値を示します。 WP_IDLE アラート  タイプのパラ

メータの設定は、 必須です。 すべてのしきい値パラ メータは、 数値で指定します。 他の値を指定

する と、 モニタはダンプを生成して終了します。

APSERVER パラ メータによ り、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバーに依存したモニタ  r3monwpa、
r3monusr、 および r3monoms を設定し、 特定のアプ リケーシ ョ ン サーバーを監視できます。 次

の方法で APSERVER を設定して ください。 こ こで、 <hostname> は監視するアプリ ケーシ ョ ン 
サーバーの名前で、 ト ランザクシ ョ ン SM51 が示すアプ リケーシ ョ ン サーバーのリ ス トに表示さ

れる名前です。

=APSERVER  =I =CP =<hostname>_<SID>_<Instance_Number> =

「アプ リ ケーシ ョ ン サーバーの指定」 で示すよ うに、 APSERVER で指定するアプリ ケーシ ョ ン 
サーバーを持つ SAP NetWeaver セン ト ラル インスタンスのホス ト名にはわかり易い名前を定義

するこ とをお勧めします。 

UP2 更新 2 ワークプロセスについて

のしきい値

= Sign: I, E

= Opt: GT, GE, LT, LE

= Low: < 数値 >

= High:  

a. あ りえないモードを指定する と、 危険域のアラートが生成されます。

r3monwpa で監視したいワークプロセス  タイプが SAP インスタンス  プロファ イル内で正し く設

定されているこ とを確認して ください。

表 67 WP_AVAILABLE 設定パラメータ  ( 続き )

パラメータ名 説明 照会条件 デフォルト値
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アプリ ケーシ ョ ン サーバーの指定

AlertMonFun =<Centr_Instance_Hostname> =ALL =ALL =ALL =WP =1 ¥
=WARNING   =Idle  =R3_WP   ¥
=WP_IDLE   =BTC   =I  =GT  =20   = ¥
          =APSERVER  =I =CP =hpdev01_MP3_00 =

すべてのアラート収集モニタに適用される一般的な設定の照会ルールについては、 97 ページの

「アラート収集モニタの照会条件」 を参照して ください。 アラート収集モニタ設定ファ イル内の
照会条件の意味の詳細は、98 ページの表 19 を参照して ください。

表 68 WP_IDLE 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件 デフォルト値

APSERVER 監視するアプリ ケーシ ョ ン 
サーバーを指定

= Sign: I, E

= Opt: CP

= Low: < アプリケーション 
サーバー ID>

= High:

BTC バッチ ワークプロセスについ

てのしきい値

= Sign: I, E

= Opt: GT, GE, LT, LE

= Low: < 数値 >

= High: 

DIA ダイアログ ワークプロセスに

ついてのしきい値

= Sign: I, E

= Opt: GT, GE, LT, LE

= Low: < 数値 >

= High: 

ENQ エンキュー ワークプロセスに

ついてのしきい値

= Sign: I, E

= Opt: GT, GE, LT, LE

= Low:

= High:

OPMODE このパラ メータの操作モード

を定義するa
= Sign: I, E I

= Opt: CP, EQ EQ

= Low: <operation_mode> 現行

= High: 

SPO スプール ワークプロセスにつ

いてのしきい値

= Sign: I, E

= Opt: GT, GE, LT, LE

= Low: < 数値 >

= High:
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「WP_IDLE のデフォルト設定」 では、 アイ ドル状態の Dialog ワークプロセス数が 10 個に満た

ない場合に、 警告を生成するイベン トが発生します。

WP_IDLE のデフォルト設定

AlertMonFun   =ALL =ALL =ALL  =ALL =WP =1¥
=WARNING   =Idle  =R3_WP¥
=WP_IDLE    =DIA   =I    =LT  =10   =

r3monwpa モニタは、 SAP インスタンス  プロファ イル内で設定されているワークプロセス  タイ

プのみを監視できます。 DIA ワークプロセス  タイプが SAP インスタンス  プロファ イル内で設定

されていない ( または "rdisp/wp_no_dia = 0" である ) 場合、 DIA ワークプロセスは起動しま

せん。 零 (0) 個の DIA ワークプロセスは明らかに 「WP_IDLE のデフォルト設定」 に示した 
WP_IDLE アラート  タイプのデフォルト設定中で指定されている許される最小値 (10) を下回り

ます。 通常、 この状況ではアラート を生成します。

しかし、 DIA ワークプロセス  タイプが SAP インスタンス  プロファ イル内で設定されていない場

合、 r3monwpa は実行中の DIA ワークプロセス数を監視するこ とができず、 結果と してアラート

を生成しません。 SAP インスタンス  プロファ イルと  r3monwpa 設定ファ イルの間の矛盾につい

ては 168 ページの 「WP_CHECK_CONFIGURED」 でチェッ クするこ とができます。

WP_CHECK_CONFIGURED

WP_CHECK_CONFIGURED は SPI for SAP ワークプロセス  モニタ  r3monwpa のアラート  タ
イプです。 WP_CHECK_CONFIGURED アラート  タイプは、 実稼働中ワークプロセス数と現在

の操作モードのプロファ イルに設定されているワークプロセス数との比較を行います。 モニタの
チェ ッ クは同じ種類 (DIA、 BTC など ) のワークプロセスを比較するだけです。 169 ページの

表 69 に WP_CHECK_CONFIGURED アラート  タイプの設定に使用できるパラ メータの一覧

と、 デフォルトでパラ メータに割り当てられている値を示します。 

APSERVER パラ メータによ り、 モニタ  r3monwpa、 r3monusr、 および r3monoms を設定し、 特

定のアプ リ ケーシ ョ ン サーバーを監視できます。 次の方法で APSERVER を設定して ください。 
こ こで、 <hostname> は監視するアプリ ケーシ ョ ン サーバーの名前で、 ト ランザクシ ョ ン SM51 
が示すアプリ ケーシ ョ ン サーバーのリ ス トに表示される名前です。

UPD 更新ワークプロセスについて
のしきい値

= Sign: I, E

= Opt: GT, GE, LT, LE

= Low: < 数値 >

= High:

UP2 更新 2 ワークプロセスについ

てのしきい値

= Sign: I, E

= Opt: GT, GE, LT, LE

= Low: < 数値 >

= High: 

a. あ りえないモードを指定する と、 危険域のアラートが生成されます。

r3monwpa で監視したいワークプロセス  タイプが SAP インスタンス  プロファ イル内で正し く設

定されているこ とを確認して ください。

表 68 WP_IDLE 設定パラメータ  ( 続き )

パラメータ名 説明 照会条件 デフォルト値
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=APSERVER  =I =CP =<hostname>_<SID>_<Instance_Number> =

「アプ リ ケーシ ョ ン サーバーの指定」 で示すよ うに、 APSERVER で指定するアプリ ケーシ ョ ン 
サーバーを持つ SAP NetWeaver セン ト ラル インスタンスのホス ト名にはわかり易い名前を定義

するこ とをお勧めします。 

アプリ ケーシ ョ ン サーバーの指定

AlertMonFun =<Centr_Instance_Hostname> =ALL =ALL =ALL =WP =1 ¥
=WARNING   =Check  =R3_WP   ¥
=WP_CHECK_CONFIGURED ¥
              =APSERVER  =I =CP =hpdev01_MP3_00 =

すべてのアラート収集モニタに適用される一般的な設定の照会ルールについては、 97 ページの

「アラート収集モニタの照会条件」 を参照して ください。 アラート収集モニタ設定ファ イル内の
照会条件の意味の詳細は、98 ページの表 19 を参照して ください。

「WP_CHECK_CONFIGURED のデフォルト設定」 では、 指定された種類のワークプロセスに

ついて、 稼動中のワークプロセスの数と設定されたワークプロセスの数とが一致しない場合に、
r3monwpa がアラート を生成します。 

WP_CHECK_CONFIGURED のデフォルト設定

AlertMonFun  =ALL       =ALL   =ALL  =ALL  =WP  =1¥
=WARNING   =Check   =R3_WP¥
=WP_CHECK_CONFIGURED  ¥
              =APSERVER  =I =CP =ALL =

WP_STATUS

WP_STATUS は SPI for SAP ワークプロセス  モニタ  r3monwpa のアラート  タイプです。

WP_STATUS は、 モニタが問題のある状況下で検出するワークプロセスについてのアラート条

件を定義します。 例 : D ( デバッグ )、 P ( プライベート )、 R ( 再実行なし )。 r3monwpa は、 SPI 
for SAP で監視中の SAP システムで実行中のワークプロセスが下記のパラ メータで定義した条

件に一致する とアラート を生成します。 このパラ メータの設定は、 任意です。 

APSERVER パラ メータによ り、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバーに依存したモニタ  r3monwpa、
r3monusr、 および r3monoms を設定し、 特定のアプ リケーシ ョ ン サーバーを監視できます。 次

の方法で APSERVER を設定して ください。 こ こで、 <hostname> は監視するアプリ ケーシ ョ ン 
サーバーの名前で、 ト ランザクシ ョ ン SM51 が示すアプ リケーシ ョ ン サーバーのリ ス トに表示さ

れる名前です。

=APSERVER  =I =CP =<hostname>_<SID>_<Instance_Number> =

「アプ リ ケーシ ョ ン サーバーの指定」 で示すよ うに、 APSERVER で指定するアプリ ケーシ ョ ン 
サーバーを持つ SAP NetWeaver セン ト ラル インスタンスのホス ト名にはわかり易い名前を定義

するこ とをお勧めします。 

アプリ ケーシ ョ ン サーバーの指定

表 69 WP_CHECK_CONFIGURED 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件 デフォルト値

APSERVER 監視するアプ リ ケーシ ョ ン 
サーバーを指定

= Sign: I, E

= Opt: CP

= Low: < アプリケーション 
サーバー ID>

= High:  
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AlertMonFun =<Centr_Instance_Hostname> =ALL =ALL =ALL =WP =1 ¥
=WARNING   =WP_Status  =R3_WP   ¥
=WP_STATUS =STATUS   =I  =GT  =30   = ¥
           =APSERVER  =I =CP =hpdev01_MP3_00 =

すべてのアラート収集モニタに適用される一般的な設定の照会ルールについては、 97 ページの

「アラート収集モニタの照会条件」 を参照して ください。 アラート収集モニタ設定ファ イル内の
照会条件の意味の詳細は、98 ページの表 19 を参照して ください。

「WP_STATUS のデフォルト設定」 では、 実行中のワークプロセスのステータスがク リ ティカル 
である場合に、 警告を生成するイベン トが発生します。

WP_STATUS のデフォルト設定

AlertMonFun   =ALL =ALL =ALL  =ALL =WP   =1¥
=CRITICAL   =WP_Status  =R3_WP¥
=WP_STATUS     =STATUS =I  =CP  =*   = 

TemSe ファイルの監視方法

実行時のコス ト を削減するために、 SPI for SAP は SAP の Temporary Sequential ファ イル 
(TemSe) の一貫性の監視を、 SPI for SAP アラート  モニタではなく、 ユーザーが SAP 内にセッ

ト アップしたレポートによって行います。 ただし、 SPI for SAP r3monaco モニタを管理対象

ノードに割り当てる必要はあ り ます。 

モニタの種類

TemSe モニタの種類はスナップシ ョ ッ ト型です。 1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集します。

詳細については、 95 ページの 「アラート収集モニタのレポートの種類」 を参照して ください。

表 70 設定パラメータ

パラ メータ名 説明 照会条件 デフォルト値

APSERVER 監視するアプリ ケーシ ョ ン 
サーバーを指定

= Sign: I, E

= Opt: CP

= Low: <アプリケーション 
サーバー ID>

= High: 

STATUS a

a. と り得る追加値 : MAX_ENTRIES

監視するステータス = Sign: I, E

= Opt:  

= Low: b

b. と り得る値 : D=Debug, P=Private, R=No Restart

= High:
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レポートの説明

TemSe レポートは、 SAP NetWeaver ト ランザクシ ョ ン SP12 を参照します。 TEMSE データ

ベースで不整合が発見された場合は、 非常に危険です。 不整合の原因は、 たとえばディ スクの障

害などが考えられますが、 SP12 のログを使って必ず修正しなければなり ません。

TemSe モニタの起動方法

TemSe モニタを起動するには、 次に示すよ うに、 SAP NetWeaver に /HPOV/ZHPSPIT1 という

名前のレポートのジ ョブをセッ ト アップする必要があ り ます。 レポートは SAP バージ ョ ン 4.6 
以降でしか使用できないこ とに注意して ください。

レポート をセッ ト アップするには

1 SAP NetWeaver にログインする

2 ト ランザクシ ョ ン SM36 を使って、 ジ ョブをセッ ト アップします。

3 ジ ョブ内で、 次の詳細を指定します。 

— レポート を開始する日付

— レポート起動頻度
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5 メ ッセージ フローの理解
この項では、 HPOM の機能と、 SAP NetWeaver と  HPOM 間のメ ッセージ フローを制御する  
CCMS の使用方法を説明します。

この項の内容

この項では、 SAP NetWeaver と  HPOM との間のメ ッセージ フローの制御方法について説明し

ます。 以下の内容が含まれています。

• 173 ページの 「HPOM メ ッセージのカスタマイズ」

HPOM メ ッセージ テンプレートの条件をカスタマイズします。

• 175 ページの 「SAP における  CCMS メ ッセージ フローのカスタマイズ」

SAP NetWeaver の機能を使用し、 CCMS アラート  モニタが特定のメ ッセージをどのよ うに

生成するかを制御します。

• 179 ページの 「SAP Solution-Manager Integration」

HPOM メ ッセージを CCMS ツ リーに直接書き込むには、r3ovo2ccms コマンドを使います。 
そのメ ッセージは CCMS ツ リーに表示され、 SAP Solution Manager を使ってそのメ ッセー

ジを他の SAP メ ッセージ アラート と同じよ うに扱う こ とができます。 また、 r3monal を使

う と、 メ ッセージを CCMS から  HPOM へ直接転送するこ とができます。

• 184 ページの 「CEN の CCMS アラートの監視」

アラート を監視し、 SAP 集中監視システム (CEN) で収集したデータを分析します。

以上の項で説明する手順の詳細については、 SAP NetWeaver の資料および HPOM に付属する

マニュアルを参照して ください。

HPOM メ ッセージのカスタマイズ

HPOM の標準機能によ り、 SPI for SAP モニタによって生成されたメ ッセージの重要な特徴を

変更できます。 さ らに、 生成されたメ ッセージを指定して表示するこ とができます。 この項で

は、 以下のタスクについて説明します。

• メ ッセージ ビューの設定

メ ッセージ ブラウザ ビューを使用し、 指定の基準に合致する メ ッセージのみ ( 例 : 重要度レ

ベル 「危険域」 のメ ッセージ ) を表示するよ うに設定します。 詳細については、 174 ページ

の 「メ ッセージ ビューのセッ ト アップ」 を参照して ください。

• 重要度レベルの変更

SAP NetWeaver 内でグローバルにしきい値の設定が可能である新しい CCMS 監視アーキテク

チャを使用している場合は、 CCMS モニタでのしきい値の設定方法は適用されません。
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メ ッセージの重要度レベルを変更します。 詳細については、 175 ページの 「メ ッセージの重

要度の変更」 を参照して ください。

• メ ッセージの抑制

opcmsg テンプレートの抑制条件を設定するこ とによ り、 特定のメ ッセージを抑制します。

詳細については、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP インス トール ガイ ド』 を参照し

て ください。

メ ッセージ ビューのセッ トアップ

[フィルタ処理済メッセージ・ブラウザ ] は、 メ ッセージ ブラウザに表示する メ ッセージを選択

するこ とでユーザー独自にカスタマイズした表示画面です。 [ メ ッセージ ブラウザ ] には、 ユー

ザーの管理対象ノードおよびメ ッセージ グループに属する メ ッセージがすべて表示される一方、

[フィルタ処理済メッセージ・ブラウザ ] ウ ィンド ウには、 表示されるよ うに設定したメ ッセージ

のみが表示されます。

このよ うに、 最も重要なメ ッセージのみが表示されるよ うにビューをカスタマイズし、 その結
果、 直ちに注意を払う必要がある メ ッセージに集中するこ とができます。

フ ィルタ処理済メ ッセージ ブラウザに表示する メ ッセージは、 [ブラウザ・フィルタ ] ウ ィ ンド

ウで指定します。 簡単なビューから複雑なビューまでセッ ト アップでき、 特定のメ ッセージを表
示したり、 フ ィルタを定義して受信メ ッセージのサブセッ トのみを表示したりできます。 たとえ
ば、 重要度レベルが 「危険域」 である メ ッセージを表示したい場合は、 他の重要度レベルのメ ッ
セージをすべて表示しないよ うに指定できます。

ノードおよび特定のグループに属する メ ッセージをすべて表示するには、 まずフ ィルタ処理済
メ ッセージ ブラウザを使用し、 指定ノードのメ ッセージをすべて表示します。 次にフ ィルタ処

理済メ ッセージ ブラウザを再び使用して、 ビューの表示対象を特定のメ ッセージ グループのみ

から得られる メ ッセージに絞り ます。

メ ッセージ ブラウザ ビューをカスタマイズするには、 以下の手順を実行します。

1 [メッセージ ブラウザ ] ウ ィンド ウ上部のメニュー バーで、 [表示 ] をク リ ッ ク して [表示

] プルダウン メニューを表示します。

2 [表示 ] プルダウン メニューから  [フィルタの設定 ...] を選択し、175 ページの図 10 の [
ブラウザ・フィルタ ] ウ ィンド ウを表示します。

3 使用するフ ィルタ条件を定義します。

たとえば、 [危険域 ] ボタンをオンにする と、 危険域に設定されていないメ ッセージは [
メッセージ ブラウザ ] ウ ィンド ウに表示されません。 

4 [OK] をク リ ッ ク してフ ィルタ条件を使用します。

新しいメ ッセージ ブラウザ ビューを定義した後に、 管理対象ノードのひとつで重大

なイベン トが発生する と、 直ちに [メッセージ・グループ ] ウ ィンド ウが手前に移動

します。
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図 10 [ ブラウザ ・ フ ィルタ ] ウィ ンドウ

メ ッセージの重要度の変更 

SAP NetWeaver が生成した特定のメ ッセージの重要度を メ ッセージ ブラウザで変更するには、

以下の手順を実行します。

1 opc_adm ユーザーと して HPOM にログオンします。

2 OVO の [OVO 登録ノード ] ウ ィンド ウのメニュー バーから以下のメニュー項目を選択しま

す。

[ ウィンドウ > メ ッセージ ・ ソースのテンプレート ]

3 HPOM によ り、 [ メ ッセージ ・ ソースのテンプレート ] ウ ィンド ウが表示されます。 [SAP 
R/3 SPI] グループの [SAP R/3 opcmsg] を選択します。

4 [ メ ッセージ条件と除外条件 ] ウ ィ ンド ウが表示されます。 この リ ス トから重要度を変更した

い条件を選んで [ 変更 ...] をク リ ッ ク します。 [ 条件 ] ウ ィンド ウが表示され、 重要度レベル

を変更します。 詳細については、 HPOM のマニュアルを参照して ください。

5 変更されたメ ッセージの設定を、 該当する  SAP ノードに分配します。 詳細については、

HPOM のマニュアルを参照して ください。

SAP における CCMS メ ッセージ フローのカスタマイズ

SAP CCMS には、 特定のメ ッセージをアラート  モニタに表示するかしないかを指定できる機能

がいくつかあ り ます。 この項では、 以下の ト ピッ クについて説明します。

• 176 ページの 「メ ッセージの無効化」
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• 177 ページの 「SAP CCMS アラート  モニタ  メ ッセージのしきい値の設定」

• 178 ページの 「SAP NetWeaver syslog ファ イルから メ ッセージ ID を取得する」

メ ッセージの無効化

SAP NetWeaver でメ ッセージを無効化するには、 以下の手順を実行します。

1 SAP イージーアクセス  メニューで、 以下を選択します。

[ツール > CCMS > 管理 /監視 > 制御パネル ]

代わりに、 以下の ト ランザクシ ョ ン コードをコマンド  フ ィールドに入力するこ と もできま

す。 RZ03

2 SAP インスタンスを選択します。

3 メニュー バー内の [Alert Monitor] ボタンをク リ ッ ク して、 [CCMS アラート  モニタ ] ダ
イアログを表示します。 代わりに、 以下の ト ランザクシ ョ ン  コードをコマンド  フ ィールド

に入力するこ と もできます。 RZ20

4 SAP NetWeaver のメニュー バーから以下のメニュー項目を選択します。

[補足 > 保守機能有効化 ]

5 表示されたモニタのリ ス トから、 無効にする メ ッセージ、 たとえば、 short-dump メ ッセー

ジを持つノードすなわちモニタ  ツ リー要素を選択します。

図 11 モニタ  メ ッセージの無効化

6 たとえば、 R3Abap モニタの short-dump メ ッセージを無効にするには、 以下の手順を実行

します。
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a [SAP CCMS Technical Expert Monitors > System / All monitoring segments / 
all monitoring contexts > SAP_CCMS_<host>_<SID>_<Instance number> 
><Host>_<SID>_<Instance number> > R3Abap] と ク リ ッ ク します。

b SAP NetWeaver のメニュー バーから、 以下のメニュー項目を選択します。

Edit > Nodes(MTE) > Deactivate

以上で、 選択項目および抑制されたメ ッセージ タイプは SAP GUI で 「無効」 にな り ま

した。

7 設定を保存し、 [CCMS Monitor Sets] 画面に戻り ます。

8 HPOM メ ッセージ ブラウザを確認します。 short-dump メ ッセージを受信しないよ うになっ

ていれば成功です。

SAP CCMS アラート  モニタ  メ ッセージのしきい値の設定

SAP NetWeaver CCMS アラート  モニタ  メ ッセージのしきい値を設定するには、 以下の手順を

実行します。

1 SAP イージーアクセス  メニューで、 以下を選択します。

[ツール > CCMS > 管理 /監視 > 制御パネル ]

代わりに、 以下の ト ランザクシ ョ ン コードをコマンド  フ ィールドに入力するこ と もできま

す。 RZ03

2 パフォーマンスの制限値を定義したい SAP NetWeaver インスタンス  ([サーバー名 ] 下 ) を
選択します。

メニュー バー内の [Alert Monitor] ボタンをク リ ッ ク して、 [CCMS アラート  モニタ ] ダ
イアログを表示します。 代わりに、 以下の ト ランザクシ ョ ン  コードをコマンド  フ ィールド

に入力するこ と もできます。 RZ20

3 以下のよ うに入力して、 変更するアラート しきい値を持つモニタが含まれる  CCMS 監視

セッ ト を表示します。

[SAP CCMS Technical Expert Monitors > System / All monitoring segments / 
all monitoring contexts]

4 選択したモニタのアラートの詳細を表示するには、 以下の手順を実行します。

a ツール バーで [Open alerts] をク リ ッ ク します。

b ツール バーで [Display alerts] をク リ ッ ク します。

必要な SAP インスタンスまたはすべての監視対象のインスタンスのアラート を表示でき

るこ とに注意して ください。 

c 詳細を表示させるアラート を選択し、 ツール バーで [Properties] をク リ ッ ク します。

5 [Performance Attribute] タブをク リ ッ ク して、 選択した CCMS アラートのしきい値を

表示します。

6 必要に応じて、 [Display/Change] ボタン ( または、 キーボードの組み合わせ Shift+F6) を
押して編集モードに切り替え、 しきい値を変更します。

7 変更したしきい値を保存します。 メニュー バーの [Save] ボタンをク リ ッ ク します。 または

以下のメニュー オプシ ョ ンを使用します。

メ ッセージを無効にする と、 以前 の SPI for SAP の設定ファイルに定義した設定と矛盾するた

め、 集中監視設定を行わない場合に限り この操作を実行して ください。
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[Properties > Save]

新しいしきい値に到達する と、 SPI for SAP は警告またはク リ ティカルな Dialog 
performance メ ッセージを送信します ( 図 12 と同様 )。

図 12 パフォーマンス警告しきい値 

SAP NetWeaver syslog ファイルからメ ッセージ ID を取得する

SAP NetWeaver システム  ログ ファ イルに記録される任意のメ ッセージは CCMS で発生させる

アラートの ト リガ用に定義できます。 このアラート を抽出し、 これを使って HPOM メ ッセージ 
ブラウザに関連メ ッセージが表示され、 適切な対処の指示もそこに添えられます。 

重大なメ ッセージのメ ッセージ ID を取得するには、 以下の手順を実行します。

1 SAP イージーアクセス  メニューで、 以下を選択し、 システム  ログファ イルを読み込みます。

[ツール > 管理 > 監視 > システムログ ]

2 [システムログ ] をダブルク リ ッ ク して、 [システムログ :ローカル分析 ] 画面内にシステム 
ログ詳細を表示します。

syslog ファ イルの内容を現在の関連項目に限定するために、 時間制限を適用できます。

3 [システムログ再読込 ] をク リ ッ ク し、 ご使用の SAP NetWeaver システムのシステム ログ 
ファ イルを表示します。

4 アラート を ト リガする メ ッセージをダブルク リ ッ ク します。 システムから、 選択したメ ッ
セージの詳細が表示されます。
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5 グループ ( たとえば、 AB) と番号 ( たとえば、 0) を含むメ ッセージ ID を記録します。 AB0 
は、 実行時エラー (RFC_NO_AUTHORITY) を意味します。 

6 SAP NetWeaver syslog メ ッセージの ID 番号を表示するには、 ト ランザクシ ョ ン コード  
SE92 を SAP NetWeaver コマンド  フ ィールドに入力し、 [全番号 ] をク リ ッ ク します。

7 たとえば、 以下のよ うに ID 番号を使って SPI for SAP r3monal.cfg 設定ファ イル内にフ ィ

ルタを設定します。 

# Syslog filtering
#---------------------------------------------------------
# Alert Classes SAP SAP  SyslogId Enabled=1 
# System Number From To Disabled=0

AlerMonSyslog =ALL =ALL =AB0 =AB1 =1
----------------------------------------------------------

SAP Solution-Manager Integration

この項では、 SAP Solution Manager と  HPOM との間で双方向通信ができるよ うにするための、

SPI for SAP の設定方法を説明します。 SPI for SAP の Solution Manager Integration を使う と、

Solution Manager のビジネス  プロセスが異常終了したと きに HPOM に通知するよ う、 SPI for 
SAP を設定できます。 また、 HPOM の管理対象オブジェク ト を CCMS ツ リーに含めるこ とがで

きるよ う  SPI for SAP を設定するこ と もできます。 これをするにはたとえば、 テンプレート内の

メ ッセージ条件に、 自動アクシ ョ ンまたはオペレータ起動アクシ ョ ンを添付する とい う方法があ
り ます。 この項の内容は、 以下の ト ピッ クに分かれています。

• 179 ページの 「前提条件」

• 180 ページの 「統合の概要」

• 181 ページの 「SAP から  HPOM へのメ ッセージ送信」

• 181 ページの 「HPOM から  SAP へのメ ッセージ送信」

• 183 ページの 「r3ovo2ccms コマンド」

前提条件

SPI for SAP の Solution Manager Integration を利用する場合、 ターゲッ ト  システム、 つま り  
SPI for SAP が CCMS アラート を書き込む先の SAP サーバーが、 以下の前提条件を満たす必要

があるこ とに注意して ください。

• Solution Manager が監視するサテライ ト  システムの SAP がバージ ョ ン 4.6 以降であるこ と

• SPI for SAP は、 SAP_BASIS パッケージのリ リース  6.20 および 6.40 用の BC-XMW イン

タフェースをサポート しています。

— リ リース  6.40: 

最初のサポート  パッケージで BC-XMW インタフェースが利用可能で、 完全にサポート

されており、 追加のサポート  パッケージは必要あ り ません。

— リ リース  6.20: 

BC-XMW インタフェースを完全にサポートするには、 サポート  パッケージ 29 が必要で

す。 SAP による と、 それ以前の SP レベルでも動きはしますが、 XMW インタフェース  
の後任候補が認識されません。
メ ッセージ フローの理解 179



• SAP ノート  645353 および 608384 にも目を通して ください。

統合の概要

SPI for SAP の Solution Manager Integration では、 CCMS XMW および XAL の 2 つのインタ

フェースを使って、 SAP と  HPOM との間の通信を向上させます。 SPI for SAP では、 CCMS イ
ンタフェースを使う こ とで、 SAP と  HPOM の両方の能力を利用し、 システム管理者に提供する

両方の領域の情報を充実および向上させるこ とができます。 

図 13 監視対象の CCMS アラートの選択

たとえばこ こで、 SPI for SAP が CCMS に直接書き込みをし  CCMS ツ リーにメ ッセージやア

ラート を追加し、 それを HPOM が検出してハードウェアやネッ ト ワーク  パフォーマンスなど通

常は SAP の関心外である問題に関連付けるよ う、 設定できます。 逆に、180 ページの図 13 に示

す方法では、 Solution Manager Integration を使って、 特定の CCMS アラート を監視し、 生成

した HPOM メ ッセージを定義済みのサービス  ID にリ ンクするこ とで特定のサービスのステー

タスを監視できます。 こ うするこ とで、 Solution Manager のビジネス  プロセスが異常終了する

とすぐ  HPOM に通知されるだけでなく、 監視対象のビジネス  プロセスに関連付けられたサービ

スのステータスが HP Service Navigator のサービス  マップにすぐ反映されるよ うにもな り ま

す。

以下に、 SPI for SAP の Solution Manager Integration によって、 SAP と  HPOM との通信がそ

れぞれの方向にど う向上するかをま とめます。

• SAP -> HPOM

SPI for SAP の CCMS アラート  モニタ  r3monal のメ ッセージ条件を定義するこ とで、 たと

えばビジネス  プロセスに割り当てたアラート など、 特定の CCMS アラート を監視できます。

CCMS アラート  モニタ  r3monal の設定の詳細は、 181 ページの 「SAP から  HPOM への

メ ッセージ送信」 を参照して ください。

• HPOM -> SAP

アクシ ョ ンを HPOM メ ッセージ条件に添付するこ とができます。 そのメ ッセージ条件は、

r3ovo2ccms コマンドを呼び出し、 それを使って CCMS ツ リーに HPOM が監視する メ ッ

セージおよびオブジェク ト を追加します。 r3ovo2ccms コマンドの使い方の詳細は、 183 
ページの 「r3ovo2ccms コマンド」 を参照して ください。 

Solution Manager の
ビジネス  プロセス

ビジネス プロセス

の警告 ...

 プロセスのステップ
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SAP から  HPOM へのメ ッセージ送信

SPI for SAP の CCMS アラート  モニタ  r3monal のメ ッセージ条件を定義するこ とで、CCMS ツ
リー内の特定のアラート を監視するこ とができます。 指定された CCMS アラートのメ ッセージ

条件が一致した場合、 条件で生成された HPOM メ ッセージを既知のサービス  ID に関連付け、

その結果と してメ ッセージを HPOM サービス  ツ リー内のサービスに直接リ ンクするこ とができ

ます。 CCMS アラート  モニタ  r3monal の設定の詳細は、 47 ページの 「CCMS 4.x アラート  モ
ニタ : r3monal」 を参照して ください。

SAP Solution Manager と  HPOM との間の通信を設定するには、 以下の手順概要を実行する必

要があ り ます。

1 SAP で、 監視対象の Solution Manager ビジネス  プロセスの CCMS アラート  ツ リーを開き

ます。

2 CCMS アラート  ツ リーを展開し、 選択したビジネス  プロセスの個々のステップに関連付け

られたアラート を表示します。

3 必要な CCMS アラート を HPOM 内のサービスオブジェク トに リ ンク させたいビジネスプロ

セスのステップに割り当てます。

4 HPOM メ ッセージを HPOM 内のサービスに リ ンク したい場合は、 この時点でサービス  ID 
も割り当てる必要があ り ます。 サービス  ID は、 サービス設定ファ イル内に定義されたサー

ビス名に一致しなければなり ません。 これは次の書式で設定します。

SAP_SPI:<SID>:<service_instance_name>

5 新しい ( または変更済みの ) 条件と一緒に、 SPI for SAP の opcmsg テンプレート を ( 再 ) 分
配するこ とを忘れないでください。

HPOM から  SAP へのメ ッセージ送信

最初に行うべき最も重要なこ とは、 HPOM の着信メ ッセージのうち、 どれを SAP に転送して 
CCMS ツ リーに書き込まなければならないかを HPOM に知らせるこ とです。 メ ッセージ転送の

タスクは、 テンプレートの条件に添付されたアクシ ョ ンによって ト リガされ、 それが元のメ ッ
セージを生成します。 設定するアクシ ョ ンは、 自動アクシ ョ ンでもオペレータ起動アクシ ョ ンで
も構いません。 使用するコマンド、 パラ メータ、 および利用可能なオプシ ョ ンの詳細は、 183 
ページの 「r3ovo2ccms コマンド」 を参照して ください。

HPOM テンプレートに自動アクシ ョ ンを設定するには、 以下の手順を実行します。 ウ ィンド ウ

の名前およびタイ トルは、 選択したテンプレートの種類によって変わる可能性があるこ とに注意
して ください。 こ こで説明する例では、 パフォーマンスのしきい値の テンプレート  を使用して

います。

1 次のメニュー オプシ ョ ンを使用して [メッセージ・ソースのテンプレート ] ウ ィ ンド ウを開

きます。

[ ウィンドウ -> メ ッセージ ・ ソースのテンプレート ]

2 SAP に転送し  CCMS ツ リーに書き込みたい HPOM メ ッセージを生成するテンプレート を

探しダブルク リ ッ ク します。 たとえば、 SAP サーバーの CPU 負荷を監視するよ う設定され

たパフォーマンス  モニタから メ ッセージを選択します。

監視対象のビジネス  プロセスの個々のステップに CCMS アラートがまだ割り当てら

れていない場合、 SAP を使って必要なアラート  ( ト ランザクシ ョ ン RZ20) を生成す

る  CCMS モニタを検索し、 その後、 アラート をビジネス  プロセスのステップに割り

当てる必要があ り ます。
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3 [メッセージ条件と除外条件 ] ウ ィンド ウで、 SAP に転送したいメ ッセージを生成する条件

を探しダブルク リ ッ ク します。 すべてのメ ッセージを転送する必要はないこ とに注意して く
ださい。 たとえば、 重要度レベルが 「注意域」 や 「正常域」 のメ ッセージを生成するルール
よ り も、 「危険域」 のメ ッセージを生成するルールの方に、 おそら く よ り関心があるこ とで
し ょ う。

4 現れる  [条件 No.] ウ ィ ンド ウの [アクション ] フ ィールドで、 r3ovo2ccms コマンドをコ

マンドボッ クスに入力します。 また、 メ ッセージを表示させたい CCMS ツ リーの場所など、

希望のアクシ ョ ンを実行するために必要なパラ メータおよびオプシ ョ ンも入力します。
CCMS ツ リーに指定した場所は、 まだ存在しない場合には、 メ ッセージが SAP に転送され

たと きに自動的に作られます。 CCMS モニタ  ツ リー内の SPI for SAP のルート要素のデ

フォルト名は ZSAPSPI です。

また、 デフォルトの設定を変更しなかった場合には、 コマンドの絶対パスを入れる必要がな
いこ とにも注意して ください。 Microsoft Windows のノードでは、 .exe という ファ イル拡張

子も不要です。 r3ovo2ccms コマンドの詳細は、 183 ページの 「r3ovo2ccms コマンド」 を参

照して ください。

[ノード ] フ ィールドには、 変更しているテンプレートが割り当てられ r3ovo2ccms コマン

ドが動作する ノードの名前を定義します。 [ コマンド ] フ ィールドで -host オプシ ョ ンと共に 
$MSG_NODE_NAME 変数を指定する と、 SPI for SAP は、 も とのメ ッセージに関連付けら

れたノードの名前を想定します。 リモートモニタ機能が有効になっている場合、 SPI for 
SAP がリモートで監視している ノードにも、 これは当てはま り ます。

図 14 自動アクシ ョ ンの設定

5 r3ovo2ccms が CCMS モニタ  ツ リーに書き込む CCMS アラート  ( モニタ  ツ リー要素つま り  
MTE) は、 たとえば SAP Solution Manager で定義した 「請求書を作成する」 など、 ビジネ

ス  プロセスの特定のステップに割り当てられていなければなり ません。 

a SAP で以下の ト ランザクシ ョ ンを入力します。 /dswp

/dswp ト ランザクシ ョ ンによって、 以下のページが表示されます。

変更モード : ビジネス プロセス モニタリング設定

b HPOM の CCMS アラート を割り当てるプロセス  ステップを選択します。

c ビジネスプロセスステップに割り当てたい CCMS モニタ要素の名前を入力します。

6 次に、 CCMS 監視セッ ト  (HPOM など ) を作成し、 r3ovo2ccms コマンドから送られる  
HPOM アラート を処理する  CCMS モニタ  ( たとえば SAPSPI) を生成する必要があ り ます。

CCMS 監視セッ トの名前を定義する際は ASCII 文字のみを使用して ください。SPI for SAP 
は今のと ころ、 監視セッ ト名中の非 ASCII 文字を解釈できません。

入力するモニタの名前は、 CCMS ツ リーに表示されるので、 r3ovo2ccms コマンド

で作成されるエン ト リ と同じ名前でなければなり ません。 モニタ  コンテキス ト  
(ZSAPSPI) も、 モニタが含まれている  CCMS 監視セッ ト名も、 含める必要があ り ま

せん。
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その後、 新しいモニタを選択し、 [ 変更 ] ボタンを使って、 CCMS アラートおよびアラート  
グループのリ ス ト を表示できます。 これらを、 Solution Manager が認識できるよ うにするた

めに、 新しいモニタ  (SAPSPI) に関連付けるこ とができます。 表示されたコンテキス トの リ

ス ト を下にスクロールし 「ZSAPSPI」 を選択します。

 r3ovo2ccms コマンド

HPOM メ ッセージを SAP に転送しそれを CCMS ツ リーに直接書き込むメカニズムと して、

SPI for SAP は r3ovo2ccms コマンドを使用します。 このコマンドは、SPI for SAP が HPOM 管
理対象ノード上のデフォルトの HPOM アクシ ョ ン ディ レク ト リにインス トールします。

r3ovo2ccms コマンドは、 コマンド行から直接使う こ と もでき、 自動アクシ ョ ンと して自動的

に、 またはオペレータ起動アクシ ョ ンと して手動でも起動できます。 設定されたアクシ ョ ン中で 
r3ovo2ccms コマンドを使いたい場合には、 CCMS に転送したい HPOM メ ッセージを生成する

テンプレート をそれぞれ変更する必要があ り ます。 SPI for SAP は設定されたアクシ ョ ンを使っ

て HPOM メ ッセージを SAP に転送します。 そのメ ッセージは SAP の CCMS ツ リー内の、 指定

したパラ メータおよびオプシ ョ ンで定義された場所に表示されます。

r3ovo2ccms コマンドは以下のパラ メータおよぴパラ メータ  オプシ ョ ンを受け付けます。 パラ

メータを指定しなければ、 これがコマンド  シェルに表示されます。

r3ovo2ccms  -level1_element <level1_element> -level2_element 
<level2_element> -text <text> -host <SAP_hostname> [-root_element <root 
element>]  [-sid <SID>] [-number <SAP_instance_number>] [-severity 
<NORMAL|WARNING|CRITICAL>] 

コマンド  パラメータ

r3ovo2ccms は以下のコマンド  パラ メータを受け付けます。

• -level1_element <level1_element>

CCMS ツ リー構造の第 1 レベルの枝を指定するパラ メータです。

• -level2_element <level2_element>

CCMS ツ リー構造の第 2 レベルの枝を指定するパラ メータです。

• -text <text>

イベン ト  / 問題についてのさ らに詳しい説明テキス トです。 

• -host <SAP_hostname>

HPOM によってイベン ト  / 問題が最初に検出された SAP システムの名前です。

オプシ ョ ンのパラメータ

r3ovo2ccms コマンドでは、 以下のオプシ ョ ンのパラ メータが利用可能です。

• -root_element <root_element>

メ ッセージを挿入したい CCMS ツ リーの枝のルート要素名。 デフォルト値は 「ZSAPSPI」。

コンテキス ト  ZSAPSPI が、 表示されたコンテキス トの リ ス トに表示されて選択でき

るよ うになるのは、 r3ovo2ccms コマンドが送信した最初の HPOM メ ッセージが 
CCMS ツ リーに表示された後のみです。 r3ovo2ccms コマンドを使って、 CCMS に
ダ ミーのメ ッセージを送信し、 それによ り  ZSAPSPI コンテキス ト を作成する方法を

説明します。 詳細については、 183 ページの 「r3ovo2ccms コマンド」 を参照して く

ださい。
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• -sid <SID>

最初のイベン ト または問題が HPOM によって検出された SAP システムのシステム ID 
(SID)。

• -number <SAP_instance_number>

最初のイベン ト または問題が HPOM によって検出された SAP システムのインスタンス番

号。

• -severity <NORMAL|WARNING|CRITICAL>

CCMS アラート  メ ッセージの重要度。 デフォルト値は 「CRITICAL」。

例

以下の例で示すのは、 r3ovo2ccms コマンドを使って、 SAP サーバー 「example」 における  
CPU 負荷の問題に関連する  HPOM メ ッセージを  SAP に転送し、 それを CCMS ツ リー内の定

義された場所に直接書き込む方法です。 メ ッセージを生成する  HPOM  テンプレート を設定する

こ とによって、 自動アクシ ョ ンによって自動的に、 またはオペレータ起動アクシ ョ ンによって手
動で、 コマンドを実行するよ うにできます。 

CCMS ツ リーへの HPOM メ ッセージの書き込み

r3ovo2ccms -root_element HPOM -level1_element Performance -level2_element CPU 
-text "CPU load: bottleneck situation 90%" -host example

上記の例では、 CPU 負荷に関する重大な問題が発生しそのこ とが SPI for SAP によって報告さ

れる と、 SAP CCMS ツ リーの HPOM > Performance > CPU の枝に、 HPOM メ ッセージが表示

されます。 このメ ッセージに関する問題は、 も とは SAP サーバー 「example」 から報告されたも

のです。

CEN の CCMS アラートの監視

ご使用の SAP ランドスケープに複数のシステムと多数のインスタンスが含まれている場合は、

SAP Computing Center Management System (CCMS) を使ってランドスケープを  1 つのシステ

ム ( このシステムでは、 SAP は集中監視システム (CEN) を呼び出す ) から監視し、 SPI for SAP 
で CEN を監視するよ うに設定するこ とで、 管理オーバーヘッ ドを減少させるこ とができます。

SPI for SAP は、 CCMS サブシステムで検出されたアラート を、 HPOM メ ッセージ ブラウザに

送信される メ ッセージにマッピングします。

この項では、 SPI for SAP を使用して SAP 集中監視システムの CCMS アラート を監視するこ と

を検討する際に、 注意すべき事項について簡単に説明します。

CEN 統合の概要

CEN (Central Monitoring System) は、 監視対象の SAP ランドスケープ全体にわたって、 生成

される  CCMS アラート を集中制御する単一の SAP システムです。 CEN を使用する と、 問題の

アラートに関する本質的な情報を集中化された単一の地点で入手できるよ うになるので、 複数の 
SAP システムの監視と管理のオーバーヘッ ドを削減できます。 

CCMS アラートの集中管理に CEN を使う よ うに SAP を設定した後、 SPI for SAP の r3monal 
モニタを使用して、 CEN に配信された CCMS アラート をインターセプ ト し、 そのアラートに基

いて、 HPOM メ ッセージ ブラウザに送信する メ ッセージを生成します。 
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集中監視システム (CEN) を使用して SAP ランドスケープ全体の CCMS アラート を管理するよ

うに SAP を設定する方法については、 SAP のマニュアルを参照して ください。 SPI for SAP で 
CCMS アラート を監視する方法については、 47 ページの 「CCMS 4.x アラート  モニタ : 
r3monal」 を参照して ください。

SAP CEN の設定

SPI for SAP が CEN の CCMS アラートの監視をサポートするのは、 CEN を集中化したアラー

ト監視の場所とするよ うに SAP を設定した場合です。 CEN を、 アラートの収集および監視用の

集中化したアラート監視の場所と して設定するこ とは、 単純な作業ですが、 何段階かの手順を必
要と します。 たとえば、 必要なユーザーを設定し、 適切なエージェン ト を登録して起動し、 収集
する情報の種類 ( たとえば、 パフォーマンス、 統計、 可用性 ) を定義するこ とが必要です。 この

項の説明は、 CEN を SPI for SAP の監視対象と して設定する と きに、 検討すべき項目を示して

います。

集中監視システム (CEN) を使用して SAP ランドスケープ全体の CCMS アラート を管理するよ

うに SAP を設定する方法については、 SAP のマニュアルを参照して ください。 特に、 以下で概

略を示した ト ピッ クについて、 詳し く調べる必要があ り ます。

• 185 ページの 「SAP 集中監視システム」

• 186 ページの 「SAP ABAP インスタンス」

• 187 ページの 「J2EE インスタンス」

SAP 集中監視システム

アラート  データの収集、 監視、 および分析を行う よ うに SAP 集中監視システムを設定する場合

には、 以下の重要項目を検討する必要があ り ます。 

• CEN のバッ クグラウンド  ディ スパッチング

すべてのデータ収集メ ソ ッ ドをバッ クグラウンド  プロセス と して正確にタイム リに起動する

には、 監視アーキテクチャを有効にしておく必要があ り ます。186 ページの図 15 に示すよ う

に、 CEN および監視対象のすべての ABAP システム内のバッ クグラウンド  ディ スパッチン

グを有効にします。

• CSMREG ユーザー

CEN および CEN にリモートで監視させるすべての ABAP システム内に、 CSMREG ユー

ザーを作成する必要があ り ます。 CSMREG は特有の特権を持つユーザーです。 SAP はこの

特権を使用して、 リモート  システムからデータを収集し、 それを CEN に送信します。

CSMREG ユーザーを設定する方法については、 SAP のマニュアルを参照して ください。

• CSMCONF ファ イル

CSMCONF ファ イルは、 CCMS エージェン トの登録と起動用の必須のファイルです。 この

ファ イルには CEN のシステム  ID、 ク ラ イアン ト番号、 ユーザー名など、 すべての接続デー

タが含まれます。 このファ イルで指定しなかった接続データは、 登録時に指定する必要があ
り ます。

• データの収集と分析

CEN を使用して、 リモート  ABAP システムからのデータの収集、 監視、 および分析を行う

場合には、 各監視対象 ABAP システム用に 2 つの RFC 宛先を作成する必要があ り ます。

CEN では、 リモートで監視する各 SAP システムについて、 CCMS アラート  モニタに 1 つ
のエン ト リ を必要と します。

• ワーク ロード統計データ
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CEN の ABAP システムのワークロード統計を監視する場合には、187 ページの図 16 に示す

よ うに、 ト ランザクシ ョ ン ST03G (Global System Workload Analysis) を使用して、 各 
ABAP システムの RFC 宛先をワークロード  モニタに入力します。

• CCMSPING 可用性エージェン ト

CCMS 可用性エージェン ト  CCMSPING を有効にし、 CCMS がリモート  SAP システムのス

テータス と可用性を監視できるよ うにします。 CCMSPING エージェン トの前提条件 ( およ

び設定 ) については、 SAP のマニュアルを参照して ください。 

図 15 バックグラウンド  ディスパッチングの有効化

SAP ABAP インスタンス

アラート  ABAP データの収集、 監視、 および分析を行う よ うに SAP 集中監視システムを設定す

る場合には、 監視対象の各 ABAP インスタンスについて以下の重要項目を検討する必要があ り

ます。 

• SAPCCM4X エージェン ト

CEN を使用して ABAP インスタンスを監視する際に、 通信で問題が発生しないよ うにする

には、 CCMS エージェン ト  SAPCCM4X を登録しておく必要があ り ます。 SAPCCM4X エー

ジェン ト を登録すれば、 CEN および監視対象の ABAP インスタンス間の通信チャネルが確

立します。 SAPCCM4X エージェン トはフ リーのワークプロセスを必要と しないため、 監視

対象のいかなる  ABAP インスタンスのいかなるエラー状態からも影響を受けるこ とはあ り ま

せん。

SAPCCM4X エージェン トは、 CEN の監視対象となる各 ABAP インスタンスで登録する必

要があるこ とに注意して ください。
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図 16 CEN の ABAP 統計の監視

J2EE インスタンス

SAP Java インスタンスからのアラート  データの収集、 監視、 および分析を行う よ うに SAP 集
中監視システムを設定する場合には、 監視対象の各 J2EE インスタンスについて以下の重要項目

を検討する必要があ り ます。 

• SAPCCMSR エージェン ト

CEN で J2EE インスタンスを監視するために CCMS を使用する場合には、 CEN に CCMS 
エージェン ト  SAPCCMSR を登録しておく必要があ り ます。 Java インスタンスからの監視

対象データは、 この CCMS エージェン ト を経由して転送されます。 J2EE Engine のインス

トールでは、 デフォルトで SAPCCMSR が設定されるこ とに注意して ください。 したがっ

て、 各 J2EE インス トールについて、 CEN に SAPCCMSR エージェン ト を登録し、 その

エージェン ト を起動するこ とだけが必要な作業にな り ます。

• CEN の Java DSR

CEN の Java インスタンスの分散統計レコード  (DSR) を表示するよ うに、 グローバル ワー

クロード  モニタを設定するこ とができます。187 ページの図 16 に、 Global System 
Workload Analysis ト ランザクシ ョ ンの出力を示します。

• GRMG による可用性監視

SAP 内の J2EE インスタンスの可用性を監視するには、 GRMG (General Request and 
Message Generator) 設定ファイルをカスタマイズし、 変更した設定ファイルを CCMS エー

ジェン トにアップロードする必要があ り ます。 J2EE Engine の Visual Administrator に
は、188 ページの図 17 に示すよ うに、 変更して CCMS にアップロードするために利用でき

る  XML ファ イルが表示されます。 また、 ト ランザクシ ョ ン GRMG を使用して、 SAP 集中

監視システムに用意されているアクテ ィブな GRMG 設定シナリオのリ ス ト を表示させるこ

と もできます。
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図 17 GRMG 設定ファイルを CCMS にアップロード

SPI for SAP の設定

CCMS アラートの集中管理に CEN を使う よ うに SAP を設定した後、 SPI for SAP の r3monal 
モニタを使用して、 CEN 宛の CCMS アラート をインターセプ ト し、 HPOM メ ッセージ ブラウ

ザに送信する メ ッセージを生成します。 

集中監視システム (CEN) を使用して SAP ランドスケープ全体の CCMS アラート を管理するよ

うに SAP を設定する方法については、 SAP のマニュアルを参照して ください。 SPI for SAP で 
CCMS アラート を監視する方法については、 47 ページの 「CCMS 4.x アラート  モニタ : 
r3monal」 を参照して ください。

以下のリ ス トでは、 SPI for SAP で CEN の CCMS アラート を監視するよ うに設定するために必

要な手順について概略を説明します。 

1 集中監視システム (CEN) と して割り当てた SAP システムに、 SPI for SAP をインス トール

します。

すでに SPI for SAP を使用して CEN と して割り当てた SAP システムを監視している場合に

は、 この手順は不要であるこ とに注意して ください。

2 集中監視システム (CEN) と して割り当てた SAP システムに、 CCMS 用の SPI for SAP 移送

をインス トールします。

SPI for SAP の CCMS 移送 (SAPSPI_CCMS_Monitors.car) には、次の SAP コンポーネン ト

用のモニタを含む CCMS 監視セッ ト  (HP OV SAP-SPI) が用意されています。 J2EE 
Engine、 SAP セキュ リ ティ、 スタンドアロン エンキュー サーバー、 エンタープライズ ポー

タルのパフォーマンスおよび可用性、 および XI モニタ リ ング。

3 SPI for SAP モニタ移送のインポート

新しい監視セッ ト を定義して ( または既存の監視セッ ト を拡張して )、 表示させたい

アラート を処理する、 新しい CCMS モニタを含めるこ とができます。 SPI for SAP 
で使用する  CCMS 監視セッ ト を定義する方法については、 48 ページの 「CCMS 監
視セッ ト : r3monal」 および 51 ページの 「CCMS アラート  モニタ : r3monal」 を参

照して ください。
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SPI for SAP モニタ移送 (R3Trans.car) には、 すべての SPI for SAP ABAP モニタ とそれら

のデフォルト設定が含まれています。 SPI for SAP で、 集中監視システムを介して監視する  
ABAP または ABAP/JAVA ( デュアル スタ ッ ク ) の各インスタンスに、 モニタ移送をイン

ポートする必要があ り ます。

4 SPI for SAP で、 CEN を介して監視する  J2EE Engine および ABAP の各インスタンスに、

適切な CCMS エージェン ト を登録し、 起動します。 

SPI for SAP で使用する  SAPCCMSR エージェン ト  (J2EE 用 ) および SAPCCM4X エージェ

ン ト  (ABAP 用 ) についての簡単な説明は、 それぞれ 187 ページの 「J2EE インスタンス」

および 186 ページの 「SAP ABAP インスタンス」 にあ り ます。 エージェン トのインス トー

ル、 登録、 および起動を行う方法については、 SAP 製品のマニュアルを参照して ください。

5 必要に応じて、 SPI for SAP CCMS アラート  モニタ  r3monal を CEN をホス トするシステ

ムに配布し、 r3monal.cfg 設定ファイルを変更して CCMS 監視セッ トの監視を有効にしま

す。 r3monal.cfg 設定ファイルで CCMS 監視セッ ト を有効にする方法については、 31 ペー

ジの 「CCMSMonitorSet」 を参照して ください。

6 SPI for SAP から  CEN が認識できるこ とを確認します。 

必要に応じて、 CEN インスタンスをホス トするシステム上の SPI for SAP の集中監視設定

ファイル r3itosap.cfg に、 CEN のエン ト リ を追加します。 

r3itosap.cfg ファ イルの内容、 および新しい監視対象の SAP インスタンスを定義するた

めの HostSapAssign キーワードの必要な構文の説明については、 『HP Operations Smart 
Plug-in for SAP インス トール ガイ ド』 を参照して ください。 

7 従来から  SPI for SAP を使用して個々の SAP システムをローカル ( かつ独立 ) に監視してい

た場合は、 CEN で個々の SAP システムを リモート監視するよ うに設定変更を行うために、

以下の点に留意する必要があ り ます。

a r3monal モニタは、 ローカル SAP システムと  CEN システムで同時に実行するこ とはで

きません。 メ ッセージが重複します。

メ ッセージの重複を避けるため、 従来は SPI for SAP で CCMS アラート を監視していた

個々の SAP システム上の r3monal モニタおよび r3itosap.cfg ファ イルは無効にしま

す。

b 従来はローカルに監視していた個々の SAP システムの CCMS アラート を、 リモートで

監視するよ うに CEN を設定します。 

c 従来はローカルに監視していた、 個々の SAP システムから  CEN で受信する  CCMS ア
ラート を、 インターセプ トするよ うに CEN 上の r3monal を設定します。 

個々のリモート  SAP システムからの CCMS アラートが、 CEN 上の Solution Manager 
に表示されるこ とを確認するには、 従来はローカルに監視していた各 SAP システム ID 
について、 ト ランザクシ ョ ン RZ20 を使用して (CEN に ) CCMS モニタ  ツ リーを設定し

ます。 新しいモニタ  ツ リーでは、 SPI for SAP で監視と インターセプ ト を行う  CCMS ア
ラート を指定する必要があ り ます。 

このよ うにして、 CEN 上の r3monal の 1 つのインスタンスが、 CEN でリモート監視され

るすべての SAP システムからの CCMS アラート を監視します。

8 デフォルトでは、 SPI for SAP CCMS 移送をインス トールした J2EE 監視用の MTE ルール 
ノードが、 移送がインポート された 「Current」 システムを監視するよ うに設定されます。

この設定は、190 ページの図 18 に示すよ うに、 CEN にインポート したと きに 「all」 に変更

し、 CEN にレポート している、 リモート  システムからのアラート を監視できるよ うにする

必要があ り ます。

9 今までに SPI for SAP で CEN を監視していなかった場合には、 HPOM  登録ノードに CEN 
をホス トするシステムを追加し、 SPI for SAP で生成される メ ッセージが HPOM  メ ッセー

ジ ブラウザに表示されるよ うにします。
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図 18 CEN 監視用の MTE ルール ノードの設定
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6 SPI for SAP のパフォーマンス モニタ
この項では、 SPI for SAP パフォーマンス  サブエージェン ト  (SAP/Performance サブエージェン

ト ) のインス トール方法、 設定方法、 および使用方法の詳細を説明します。 また、 SAP/
Performance サブエージェン トに含まれるパフォーマンス  モニタを有効活用し、 SPI for SAP パ
フォーマンス  モニタが収集した情報に HP Performance Agent が供給する情報を追加する方法

についても説明します。 

パフォーマンス モニタの概要

SPI for SAP パフォーマンス  サブエージェン ト  (SAP/Performance サブエージェン ト ) は選択さ

れたパフォーマンス  モニタを使用して SAP パフォーマンス  データを収集し、それらのデータを 
HP Software Embedded Performance Component (CODA) または Performance Agent (Unix/
Windows) に格納します。 Performance Manager を使用して、 これらのデータを他のアプ リ

ケーシ ョ ン、 データベース、 システムおよびネッ ト ワーク  Performance Agent が収集したデー

タ と と もに監視、 管理し相関をと るこ とができます。 これらのデータを使用して、 SAP 業務ト

ランザクシ ョ ンとその他のシステム メ ト リ ッ ク との間で傾向を比較するこ とができます。 この

項では以下のト ピッ クについて説明します。

• SPI for SAP によるパフォーマンス監視

• HPOM を使用した SAP/Performance サブエージェン トのインス トール方法

• パフォーマンス  モニタの設定

SAP NetWeaver 内部に実装された ABAP 関数モジュールには RFC コールを使用してアクセス

します。 パフォーマンス  モニタは SAP ランタイム パフォーマンス  データのスナップシ ョ ッ ト

を収集します。

SPI for SAP SAP/Performance サブエージェン トは、 SAP NetWeaver CCMS サブシステムの一

部である  SAP NetWeaver Performance アラート  モニタ  (ST03) が収集するデータに加えて、

130 以上のメ ト リ ッ クを収集できます。 

SAP/Performance サブエージェン トでは、 指定した SAP NetWeaver インスタンスで実行する

モニタの種類とその頻度を設定できます。 詳細については、 200 ページの 「SAP/Performance 
サブエージェン トの設定」 を参照して ください。

Performance Agent は Windows オペレーティング  システムではサービス と して、 UNIX オペ

レーティング システムではデーモン ( バッ クグラウンド ) プロセス と して、 HPOM エージェン

ト  プロセス とは独立して実行されます。 SAP/Performance サブエージェン ト  プロセスを起動 /
停止するには、 [登録アプリケーション ] ウ ィンド ウ内の適切な HPOM アプリ ケーシ ョ ンを使用

します。 詳細については、 211 ページの 「SAP/Performance サブエージェン トの管理」 を参照

して ください。
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SAP/Performance サブエージェン トのアップグレード

以前のバージ ョ ンの SAP/Performance サブエージェン トで定義したデータソースが最新バー

ジ ョ ンの SPI for SAP SAP/Performance サブエージェン トで使用できる とは限り ません。 採用

すべきアップグレード戦略はアップグレード対象の SAP/Performance サブエージェン トに依存

します。

10.20 または 09.x などの最近のバージ ョ ンの SAP/Performance サブエージェン ト をアップグ

レードする場合は、 すべてのデータおよびデータソースを継続して使用できます。 A.08.50 また

は 08.71 などの古いバージ ョ ンの場合は、 データおよびデータソースを再利用するこ とはできま

すが、 データを最新の SAP/Performance サブエージェン トに必要な新しい形式に移行する必要

があ り ます。 A.08.10 以前のバージ ョ ンの SAP/Performance サブエージェン ト を使用している場

合は、 既存のデータおよびデータソースの再利用はできません。

SAP/Performance サブエージェン ト をアップグレードするには、 以下に概要を示す手順を実行

する必要があ り ます。

1 既存の SAP/Performance サブエージェン ト を削除する

SAP/Performance サブエージェン トの削除方法の詳細については、 232 ページの 「SAP/
Performance サブエージェン トの削除」 を参照して ください。

2 既存の SAP/Performance サブエージェン トのデータおよびデータソースを削除する

• SPI for SAP 10.20 または 09.x

バージ ョ ン 10.20 または 09.x から最新バージ ョ ンの SPI for SAP にアップグレードする

場合、 この手順を実行する必要はあ り ません。 既存のデータおよびデータソースを引き

続き使用できます。

• SPI for SAP A.08.50 または 08.71

A.08.50 または 08.71 バージ ョ ンから最新バージ ョ ンの SPI for SAP にアップグレード

する場合、 この手順を実行する必要はあ り ません。 既存のデータおよびデータ  ソースは

新バージ ョ ンの SPI for SAP Performance Agent で引き続き使用できます。 ただし、

データ  ソースは最初に新しい形式に移行しておく必要があ り ます。 新しい SPI for SAP 
Performance Agent の設定では、 移行プロセスについて一通り案内し、 古いデータの場

所を確定して新しい書式に更新します。

• SPI for SAP A.08.10 以前

SPI for SAP をバージ ョ ン A.08.10 またはそれ以前のものからアップグレードする場合、

以前のデータソースのク リーン アップについては、 193 ページの 「HP Performance 
Agent 使用時の SAP/Performance サブエージェン トの移行」、 または 194 ページの

「CODA 使用時の SAP/Performance サブエージェン ト  のアップグレード」 を参照して

ください。

3 SPI for SAP のアップグレード

詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP インス トール ガイ ド』 を参照して くださ

い。

4 新しい SAP/Performance サブエージェン トのインス トール

SAP/Performance サブエージェン トの設定の詳細については、 196 ページの 「SAP/
Performance サブエージェン トのインス トール」 を参照して ください。

5 新しい SAP/Performance サブエージェン トの設定

SAP/Performance サブエージェン トの設定の詳細については、 200 ページの 「SAP/
Performance サブエージェン トの設定」 を参照して ください。

6 SPI for SAP/Reporter 統合のアップグレード
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SPI for SAP Reporter 統合のアップグレード方法の詳細については、 344 ページの 「SPI for 
SAP レポートのアップグレード」 を参照して ください。

HP Performance Agent 使用時の SAP/Performance サブエージェン トの移行

HP Performance Agent をパフォーマンス  データのソース と して使用していて、 SAP/
Performance サブエージェン ト を以前のバージ ョ ンから最新のバージ ョ ンにアップグレード した

い場合には、 新しいバージ ョ ンのインス トールを開始する前に、 旧バージ ョ ンの SAP/
Performance サブエージェン ト と関連するデータおよびデータソースを正し く、 完全に移行 ( 場
合によっては、 削除 ) するこ とが極めて重要です。 

SAP/Performance サブエージェン ト を移行するには、 以下の手順を実行する必要があ り ます。

1 Performance Agent を停止する

アップグレードを実行する ノード上で、 Performance Agent を停止します。 

• AIX オペレーティング システム : 

/usr/lpp/perf/bin/mwa stop

• HP-UX および Solaris オペレーティング  システム : 

/opt/perf/bin/mwa stop

• Windows オペレーティング システム :

mwacmd stop

2 旧バージ ョ ンの SAP/Performance サブエージェン ト を削除する

旧バージ ョ ンの SPI for SAP SAP/Performance サブエージェン ト を管理対象ノードから削除

します。 その方法については 232 ページの 「SAP/Performance サブエージェン トの削除」 で

説明します。

3 データ  ソースをク リーン アップする

バージ ョ ン 08.71 以降から最新バージ ョ ンの SPI for SAP にアップグレードする場合、 この

手順を実行する必要はあ り ません。既存のデータおよびデータ  ソースは新バージ ョ ンの SPI 
for SAP Performance Agent で引き続き使用できます。 

新しい SPI for SAP Performance Agent の設定では、 移行プロセスについて一通り案内し、

古いデータの場所を確定して新しい書式に更新します。 詳細については、 202 ページの

「SAP/Performance サブエージェン トの設定」 を参照して ください。

SPI for SAP をバージ ョ ン A.08.10 またはそれ以前からアップグレードする場合、 以下の手

順で、 管理対象ノードからすべての既存の SAP/Performance サブエージェン ト  パフォーマ

ンス  データソースを削除します。

a HPOM 管理対象ノード上で以下のファイルを探し、 何らかのテキス ト  エディ タを使用

してそのファイルを開きます。 ファ イルの位置はオペレーティング システムによって異

なり ます。

– AIX オペレーティング システム : 

/usr/lpp/perf/data/perflbd.rc

– HP-UX および Solaris オペレーティング  システム : 

/var/opt/perf/data/perflbd.rc

– Windows オペレーティング システム :

<OvPerfAgtInstallDir>¥data¥perflbd.mwc
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b perflbd ファ イルに SAP/Performance サブエージェン ト と関連するエン ト リがある場

合は、 手動で削除します。 例を 194 ページの図 19 に示します。 perflbd ファ イル内の 
SAP/Performance サブエージェン ト と関連するエン ト リは、 文字列 DATASOURCE=R3_* 
で始ま り ます。 

図 19 perflbd ファイルのクリーン アップ

c 以下のディ レク ト リから、 データソース  ファ イルを手動で削除します。

– AIX オペレーティング システム : 

 /var/lpp/OV/bin/R3PerfAgent/data

– HP-UX および Solaris オペレーティング  システム : 

/var/opt/OV/bin/R3PerfAgent/data

– Windows オペレーティング システム :

 %OvDataDir%¥bin¥R3PerfAgent¥data

4 旧バージ ョ ンの SPI for SAP を削除する

まだ実行していない場合には、 旧バージ ョ ンの SPI for SAP を管理サーバーから削除しま

す。 詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP インス トール ガイ ド』 の 「SPI for 
SAP の削除」 を参照して ください。

5 新しいバージ ョ ンの SPI for SAP をインス トールする

新しいバージ ョ ンの SPI for SAP を、 HPOM 管理サーバー上にインス トールします。 詳細

は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP インス トール ガイ ド』 の 「SPI for SAP のイン

ス トール」 を参照して ください。

6 新しい SAP/Performance サブエージェン ト をインス トールする

新しいバージ ョ ンの SPI for SAP SAP/Performance サブエージェン ト を 196 ページの

「SAP/Performance サブエージェン トのインス トール」 の説明に従ってインス トールします。

7 新しい SAP/Performance サブエージェン ト を設定する

SPI for SAP SAP/Performance サブエージェン ト を設定します。 詳細については、 200 ペー

ジの 「SAP/Performance サブエージェン トの設定」 を参照して ください。 

こ こで説明する移行を完了した後は、 202 ページの 「SAP/Performance サブエージェン トの

設定」 に示す手順 1 および 2 を実行する必要はあ り ません。 直接、 手順 3 に進んで設定ファ

イルを調整してから、 手順 4 および 5 で SAP/Performance サブエージェン ト を起動します。

CODA 使用時の SAP/Performance サブエージェン ト  のアップグレード

HP Software Embedded Performance Component (CODA) をパフォーマンス  データのソース と

して使用していて、 SAP/Performance サブエージェン ト を以前のバージ ョ ンから最新のバー

ジ ョ ンにアップグレード したい場合には、 新しいバージ ョ ンのインス トールを開始する前に、 旧
バージ ョ ンの SAP/Performance サブエージェン ト と関連するデータおよびデータソースを正し

く、 完全に移行 ( 場合によっては、 削除 ) するこ とが極めて重要です。 

エン ト リ を
削除
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SAP/Performance サブエージェン ト を移行するには、 以下の手順を実行する必要があ り ます。

1 旧バージ ョ ンの SPI for SAP SAP/Performance サブエージェン ト を削除する

旧バージ ョ ンの SPI for SAP SAP/Performance サブエージェン ト を管理対象ノードから削除

します。 その方法については 232 ページの 「SAP/Performance サブエージェン トの削除」 で

説明します。

2 SAP/Performance サブエージェン ト  のデータ  ソースをク リーン  アップする

バージ ョ ン 08.71 以降から最新バージ ョ ンの SPI for SAP にアップグレードする場合、 この

手順を実行する必要はあ り ません。既存のデータおよびデータ  ソースは新バージ ョ ンの SPI 
for SAP Performance Agent で引き続き使用できます。 新しい SPI for SAP Performance 
Agent の設定では、 移行プロセスについて一通り案内し、 古いデータの場所を確定して新し

い書式に更新します。 詳細については、 202 ページの 「SAP/Performance サブエージェン ト

の設定」 を参照して ください。

SPI for SAP を A.08.10 以前のバージ ョ ンからアップグレードする場合、 ddflbd ファ イル

の中に、 旧バージ ョ ンの SAP/Performance サブエージェン ト と関連するエン ト リがあるか

ど うかをチェッ ク  ( 削除 ) する必要があ り ます。 ddflbd ファ イルの場所とファ イル拡張子

は、 プラ ッ ト フォームごとに異なり ます。 以下を参照して ください。

• AIX オペレーティング システム :

/var/lpp/OV/conf/dsi2ddf/ddflbd.rc

• HP-UX および Solaris オペレーティング  システム : 

/var/opt/OV/conf/dsi2ddf/ddflbd.rc

• Windows オペレーティング システム :

%OvAgentDir%¥conf¥dsi2ddf¥ddflbd.mwc

ddflbd ファ イル内の SAP/Performance サブエージェン ト と関連するエン ト リは、196 ペー

ジの図 20 のよ うに、 通常は文字列 DATASOURCE=R3_* で始ま り ます。 SAP/Performance サ
ブエージェン ト  エン ト リに定義されている  LOGFILE= の値は重要です。 以下のよ うに、 この

値 ( 完全パスを含む ) をコマンド行ユーティ リ ティ  ddfutil -rm all の引数と して使用す

るこ とによ り、 エン ト リ を  1 行ずつ削除します。

# ddfutil ¥ %OvDataDir%¥bin¥r3perfagent¥data¥R3_MARTI_WA4_00_DATA ¥ 
-rm all

ddflbd ファ イルで見つかった SAP/Performance サブエージェン ト  に関連するエン ト リ を

すべて削除した後、 ddflbd ファ イルをいったん閉じて再度開き、 エン ト リの削除が成功し

たかど うかをチェ ッ ク します。 

3 旧バージ ョ ンの SPI for SAP を削除する

まだ実行していない場合には、 旧バージ ョ ンの SPI for SAP を管理サーバーから削除しま

す。 詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP インス トール ガイ ド』 の 「SPI for 
SAP の削除」 の項を参照して ください。

4 新しいバージ ョ ンの SPI for SAP をインス トールする

新しいバージ ョ ンの SPI for SAP を、 HPOM 管理サーバー上にインス トールします。 詳細

は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP インス トール ガイ ド』 の 「SPI for SAP のイン

ス トール」 を参照して ください。

5 新しい SPI for SAP SAP/Performance サブエージェン ト をインス トールする

新しいバージ ョ ンの SAP/Performance サブエージェン ト を  196 ページの 「SAP/
Performance サブエージェン トのインス トール」 の説明に従ってインス トールします。

6 新しい SPI for SAP SAP/Performance サブエージェン ト を設定する
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SAP/Performance サブエージェン ト を設定します。 詳細については、 200 ページの 「SAP/
Performance サブエージェン トの設定」 を参照して ください。 

こ こで説明する移行を完了した後は、 202 ページの 「SAP/Performance サブエージェン トの

設定」 に示す手順 1 および 2 を実行する必要はあ り ません。 直接、 手順 3 に進んで設定ファ

イルを調整してから、 手順 4 および 5 で SAP/Performance サブエージェン ト を起動します。

図 20 ddflbd.mwc ファイル

SAP/Performance サブエージェン トのインストール

この項では、 HPOM と  SPI for SAP で管理する  SAP サーバーに、 HPOM GUI を使用して、

Performance Agent のための SPI for SAP 機能をインス トールする方法を説明します。 この項の

説明は以下の点を前提と しているこ とに注意して ください。

• 選択した SAP サーバーで、 HP Operations エージェン トがすでにインス トールされ、 実行

されている。

• dsi2ddf ラ ッパーが HP Operations 管理サーバーに存在し、 さ らに、Performance Monitor 
サブエージェン トでパフォーマンス  データに使用するソースが選択されている。 インス トー

ルの前提条件およびパフォーマンス  データ  ソースの選択についての詳細は、 『HP 
Operations Smart Plug-in for SAP インス トール ガイ ド』 を参照して ください。

• 選択した SAP サーバーで、 HP Performance Agent または HP Software Embedded 
Performance Component (CODA) のいずれかがすでに実行されている。 SPI for SAP 11.00 
と互換性がある  Performance Agent のバージ ョ ンについての詳細は、 サポート  マ ト リ ッ ク

ス  (http://h20230.www2.hp.com/sc/support_matrices.jsp) を参照して ください。

SAP/Performance サブエージェン ト  パッケージをインス トールするには、 以下の手順を実行し

ます。

1 Performance Agent を停止する

SAP/Performance サブエージェン ト をインス トールする ノードで、 シェルに以下のコマンド

を入力して Performance Agent を停止します。

• AIX オペレーティング システム :

/usr/lpp/perf/bin/mwa stop

• HP-UX および Solaris オペレーティング  システム :

/opt/perf/bin/mwa stop

• Microsoft Windows オペレーティング システム :

mwacmd stop

2 サブエージェン ト をインス トールする管理対象ノードを選択する
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HPOM を起動し、 [OVO 登録ノード ] ウ ィ ンド ウで、 SAP/Performance サブエージェン ト

をインス トールする管理対象ノードを選択します。

3 管理対象ノードへアクシ ョ ン、 モニタ、 コマンドをインス トールする

[OVO 登録ノード ] ウ ィンド ウで、 [ アクシ ョ ン > エージェン ト  > ソフ トウェアと設定のインス

トール / 更新 ...] をク リ ッ ク します。 [OVO ソフ ト ウェアと設定のインス トール / 更新 ] ウ ィン

ド ウが表示されます。 [OVO ソフ ト ウェアと設定のインス トール / 更新 ] ウ ィンド ウで、 アク

シ ョ ン、 モニタ、 およびコマンドを選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

4 [OVO 登録アプリ ケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウを開く

ウ ィンド ウのメニューから、 [ 登録ノード ] を選択します。 [OVO 登録アプ リ ケーシ ョ ン ] ウ ィ

ンド ウが表示されます。

5 アプリ ケーシ ョ ンを選択して、 SAP/Performance サブエージェン ト をインス トールする

[OVO 登録アプリ ケーシ ョ ン ] ウ ィンド ウから  SPI for SAP グループに移動して [SAP R/3 
Admin] をダブルク リ ッ ク し、 SAP/Performance サブエージェン トのインス トール先のノー

ドで以下のアプ リ ケーシ ョ ンのいずれかを実行します。

• UNIX ノードでは Install Performance Package (UNIX) アプ リ ケーシ ョ ン

• Windows ノードでは Install Performance Package (windows) アプリ ケーシ ョ ン

SAP/Performance サブエージェン トのインス トールでは、 一般情報とエラーは stdout に書

き込まれます。 詳細情報は、 HP Operations 管理サーバーにある以下のログ ファ イルに記録

されています。

— /var/opt/OV/log/OpC/mgmt_sv/product_inst.log

— /var/opt/OV/log/OpC/mgmt_sv/product_inst_err.log

— /var/opt/OV/log/OpC/mgmt_sv/product_inst_sum.log

[ ターゲッ ト  ノード ] セクシ ョ ンに、 管理対象ノードが選択されているこ とを確認し

ます。
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SAP/Performance サブエージェン ト  ファイルの場所

この項では、 SPI for SAP が SAP/Performance サブエージェン ト  パッケージの一部と してイン

ス トールするファ イルの場所を、 以下のプラ ッ ト フォームごとに説明します。 

• 「SAP/Performance サブエージェン ト  ファ イル : AIX」

• 「SAP/Performance サブエージェン ト  ファ イル : HP-UX、 Solaris、 および Linux」

• 「SAP/Performance サブエージェン ト  ファ イル : Windows」

この項で リ ス ト したパフォーマンス関連のファイルは、 次のカテゴ リに属します。 バイナリ と実

行ファイル、 設定ファ イル、 HP Performance Agent に必要な dsilog ファ イル、 およびテンプ

レート。

SAP/Performance サブエージェン ト  ファイル : AIX

この項では、 SPI for SAP が AIX に、 SAP/Performance サブエージェン ト  パッケージの一部と

してインス トールするファ イルを リ ス ト します。 パスは [DCE | HTTPS] ノードで異なり ます。 

• バイナリ : /var/[lpp | opt]/OV/bin/R3PerfAgent/bin

— r3perfconfig

SPI for SAP パフォーマンス  モニタ設定ツール

— r3perfagent

SPI for SAP Performance Monitor Agent

• 設定ファ イル : 

DCE: /var/lpp/OV/conf/sapspi/

HTTPS: /var/opt/OV/conf/sapspi/

— r3perfagent.cfg

[SPI for SAP > SAP R/3 管理 ( ローカル )] アプ リ ケーシ ョ ン グループの [ ローカル設定分配 ] 
アプリ ケーシ ョ ンを使用する場合のパフォーマンス  モニタの設定ファイル。

[ アクシ ョ ン : エージェン ト  -> ソフ トウェアと設定のインス トール / 更新 ...] を使用する場合、

設定ファ イルの場所は次のディ レク ト リにな り ます。

/var/opt/OV/conf/sapspi

• Dsilog ファ イル : /var/[lpp |opt]/OV/bin/R3PerfAgent/data

— R3_<HOSTNAME>_<SID>_...

インス トール時は、 このディ レク ト リは空です。 こ こは SPI for SAP が、 r3perfconfig 
および compdsifile.sh によって HP Performance Agent 用にコンパイルされた 
dsilog ファ イルの保存に使用します。

• テンプレート : /var/[lpp | opt]/OV/bin/R3PerfAgent/template

— R3statistics.<PERF-MONITOR>

SPI for SAP が dsilog ファ イルのコンパイルに使用するファ イル

dsilog ファ イルを必要とするのは、 HP Performance Agent だけです。 HP Software 
Embedded Performance Component は dsilog ファ イルを必要とせず、 使用するこ と もあ り ま

せん。
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— Parm.UX

Performance Agent パラ メータ  ファ イルのテンプレート

SAP/Performance サブエージェン ト  ファイル : HP-UX、 Solaris、 および 
Linux

この項では、 SPI for SAP が HP-UX、 Solaris、 および Linux に SAP/Performance サブエー

ジェン ト  パッケージの一部と してインス トールするファ イルを リ ス ト します。 

• バイナリ : /var/opt/OV/bin/R3PerfAgent/bin

— r3perfconfig

SPI for SAP パフォーマンス  モニタ設定ツール

— r3perfagent

SPI for SAP Performance Monitor Agent

• 設定ファ イル : /var/opt/OV/conf/sapspi/[global | local]

— r3perfagent.cfg

[SPI for SAP > SAP R/3 管理 ( ローカル )] アプリ ケーシ ョ ン グループの [ローカル設定分配

] アプ リ ケーシ ョ ンを使用する場合のパフォーマンス  モニタの設定ファ イル。 

[アクション : エージェント -> ソフトウェアと設定のインストール /更新 ...] を使用

する場合、 設定ファイルの場所は次のディレク ト リにな り ます。 /var/opt/OV/conf/
sapspi

• Dsilog ファ イル : /var/opt/OV/bin/R3PerfAgent/data

— R3_<HOSTNAME>_<SID>_...

インス トール時は、 このディ レク ト リは空です。 こ こは SPI for SAP が、 r3perfconfig 
および compdsifile.sh によって HP Performance Agent 用にコンパイルされた 
dsilog ファ イルの保存に使用します。

• テンプレート : /var/opt/OV/bin/R3PerfAgent/template

— R3statistics.<PERF-MONITOR>

SPI for SAP が dsilog ファ イルのコンパイルに使用するファ イル

— parm.UX

Performance Agent パラ メータ  ファ イルのテンプレート

SAP/Performance サブエージェン ト  ファイル : Windows

この項では、 SPI for SAP が Windows に、 SAP/Performance サブエージェン ト  パッケージの一

部と してインス トールするファ イルを リ ス ト します。 

• バイナリ : %OVDATADIR%¥bin¥r3perfagent¥bin

— r3perfconfig 

SPI for SAP パフォーマンス  モニタ設定ツール

— r3perfagent

SPI for SAP Performance Monitor Agent

— r3perfagent_service
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パフォーマンス  モニタ  エージェン ト を Windows のサービス と して開始

• 設定ファ イル : %OVDATADIR%¥conf¥sapspi¥

— r3perfagent.cfg

さまざまなパフォーマンス  モニタの設定ファイル。

• Dsilog ファ イル : %OVDATADIR%¥bin¥r3perfagent¥data

— R3_<HOSTNAME>_<SID>_...

インス トール時は、 このディ レク ト リは空です。 こ こは SPI for SAP が、

r3perfconfig.bat および compdsifile.bat によって HP Performance Agent 用にコ

ンパイルされた dsilog ファ イルの保存に使用します。

• テンプレート : %OVDATADIR%¥bin¥r3perfagent¥template

— R3statistics.<PERF-MONITOR>

SPI for SAP が dsilog ファ イルのコンパイルに使用するファ イル

— parm.UX

Performance Agent パラ メータ  ファ イルのテンプレート

SAP/Performance サブエージェン トの設定

この項では、 SAP/Performance サブエージェン ト をセッ ト アップし設定するプロセスについて

説明します。

パフォーマンス データソースの選択

HP Software Embedded Performance Component は、 名前から推測されるよ うに、 HPOM ソ
フ ト ウェアに内蔵されており、 デフォルトですべての HPOM for UNIX のインス トールに使用

できます。 ただし、 HPOM GUI を使用して管理対象ノードに HP Performance Agent ( 以前の 
MeasureWare) を配置するこ と もできます。 HPOM Smart Plug-in は HP Performance Agent 
を、 HP Performance Manager および HP Reporter のグラフ表示に必要なパフォーマンス  デー

タ用のデフォルトのソース と して使用するこ とに注意して ください。両方の Performance Agent 
が管理対象ノードにインス トールされている場合、 どちらの Performance Agent をパフォーマ

ンス  データの収集に使用するかを SPI for SAP に設定する必要があ り ます。 設定するこ とによ

り、 どこに、 どんな形式でパフォーマンス  モニタで収集したパフォーマンス  データが保存され

るかが決ま り ます。 以前インス トールされた、 HP Performance Agent を使用する  HP Software 
製品は、 データ  ソース と して Performance Agent を使用し続ける可能性があるこ とに注意して

ください。 

この項では、 管理対象ノード上でデータ  ソース と して HP Software Embedded Performance 
Component を使っていて、 それを Performance Agent に変更したい場合に何をすればよいかを

説明します。 nocoda.opt とい う小さいテキス ト  ファ イルをセッ ト アップするこ とで、 HP 
Software Embedded Performance Component を使用する という設定を無効にできます。 これに

よって、 データ  ソースが CODA から  Performance Agent に変更されます。
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nocoda.opt ファ イルを設定後、 パフォーマンス  データ  ソースを変更する各管理対象ノードの

特定の場所に保存する必要があ り ます。 管理対象ノード上の nocoda.opt ファ イルの場所は、

HPOM 管理サーバーおよび管理対象ノードで実行されているオペレーティング システムによ り

変わり ます。 表 71 は、 Windows 管理サーバーにおいて、 HPOM が管理する ノード上の 
nocoda.opt ファ イルの場所を示します。 

データ  ソースのデフォルト設定を変更するには、 テキス ト  エディ タで nocoda.opt ファ イルを

開き、 「nocoda.opt ファ イルの例」 に示す書式と文法に従って適切な情報を手入力します。 

パフォーマンス  データソースを変更するには、 以下の手順を実行します。

1 nocoda.opt ファ イルを開く

テキス ト  エディ タで nocoda.opt ファ イルを開き  ( または新規作成し )、 「nocoda.opt ファ イ

ルの例」 に示す書式と文法に従って適切な情報を手入力します。

2 一般データ  ソースを指定する

Performance Agent をすべてのデータ  ソースに対するエージェン ト と して指定するには、

ファ イルの先頭にキーワード  ALL を入力します。

3 個々のデータソースを指定する

Performance Agent を特定の SAP NetWeaver ( または SAP ITS) インスタンス と関連させ

たデータ  ソースに対するエージェン ト と して指定するには、 「nocoda.opt ファ イルの例」 の

よ うに、 以下の書式に従って、 各インスタンスの参照をそれぞれ nocoda.opt ファ イルの別

の行と して追加します。

R3_<Virtual_SAPITS_Instance_Name>_<SAPITS_Hostname>_DATA

4 nocoda.opt ファ イルに対する変更を保存する

変更を nocoda.opt ファ イルに保存します。

5 HP Operations エージェン ト を再起動する

nocoda.opt ファ イルで変更された管理ノードの HP Operations エージェン ト を再起動しま

す。

nocoda.opt ファ イルの例

#-----------------------------------------------------------
# Add to (or modify) the contents of this file to change the
# data-source from the default CODA to the Performance Agent
#-----------------------------------------------------------
# All hosts:
# ALL
# SAP R/3 hosts/instances:
R3_ovsdsap_DEV_00_DATA
# SAP R/3 ITS hosts/instances:
R3ITS_SP6_00_ovspi_DATA

表 71 UNIX 管理サーバー用 HPOM

管理対象ノードの OS nocoda.opt ファイルの場所

AIX /var/lpp/OV/conf/dsi2ddf/nocoda.opt

HP-UX / Solaris /var/opt/OV/conf/dsi2ddf/nocoda.opt

Windows %OVDATADIR%¥conf¥dsi2ddf¥nocoda.opt
SPI for SAP のパフォーマンス モニタ 201



SAP/Performance サブエージェン トの設定

SAP/Performance サブエージェン トの設定には、 以下のステップを完了して ください。

1 SAP/Performance サブエージェン トの設定を開始する

SAP/Performance サブエージェン ト をインス トールしたノードで、 適切なディ レク ト リに切

り替え、 SAP/Performance サブエージェン トの設定スク リプ ト を実行するため以下のコマン

ドを入力します。

— Windows オペレーティング システム :r3perfconfig

— UNIX オペレーティング システム : ../r3perfconfig

画面に表示される指示に従います。 スク リプ トが、 SID を リ ス ト し、 設定する  SAP 
NetWeaver インスタンスを表す番号を選択するよ う要求してきます。

例 :

Installed SAP Instances:

SID SapNr HostName
------------------------------

(0) AST 45 sapper
(1) DEV 50 sapper
(2) SP1 80 sapper

Choose:
(x) to configure shown system
888 to manually configure a SAP system
999 to quit

適切な SAP-SID ID 番号を入力します。 たとえば、 AST は 0 、 DEV は 1 、 SP1 は 2 、 新し

い SAP システムの設定には 888 を入力します。 

a 入力した SAP システム ID にデータソースが存在しない場合、 r3perfconfig はデータ

ソースを 1 つ作成して以下のよ うに設定します。

Choose:
(x) to configure shown system
888 to manually configure a SAP system
999 to quit
0
Creating new datasource:R3_sapper_AST_45_DATA
...Datasource successfully created

b 指定の SAP システム  ID に対してすでに有効なデータソースが存在する場合、

r3perfconfig は次のよ うにそのデータソースを リ ス ト し、 続行するよ うに要求します。

Choose:
(x) to configure shown system
888 to manually configure a SAP system
999 to quit
0
Valid datasource already exists: R3_sapper_AST_45_DATA

c r3perfconfig が、 必要な新しい書式に移行できる既存のデータソースを検出した場合、

旧データソースが リ ス ト され、 処理が尋ねられます。

すべての UNIX ノードで OVDATADIR 環境変数が設定されているこ とを確認して くだ

さい。
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Choose:
(x) to configure shown system
888 to manually configure a SAP system
999 to quit
1
Found an old datasource: R3_sapper_DEV_50_DATA
Should the existing datasource be migrated <yes/no>?

上記の問いに答える前に以下をお読みください。 

– yes

自動的に古いデータ  ソースが新しいバージ ョ ンの SPI for SAP SAP/Performance サ
ブエージェン トで必要な書式に移行されます。

– no

既存のデータ  ソースは変更されません。 古いデータ  ソースは、 新しいバージ ョ ンの 
SPI for SAP SAP/Performance サブエージェン トでは使用できません。

d 新しい形式に移行できない既存のデータソース ( たとえば、 08.71 よ り以前のバージ ョ ン

の SPI for SAP に属す ) がある場合、 r3perfconfig は以前の無効なデータソースを リ

ス ト し、 処理を続けるために以下のプロンプ ト を表示します。

Choose:
(x) to configure shown system
888 to manually configure a SAP system
999 to quit
2
Found an invalid datasource: R3_sapper_SP1_80_DATA
Existing datasource cannot be migrated

e 新たに SAP SID を設定するために 888 を選択した場合、 設定する  SAP SID に関する一

連の質問に答えるよ う要求されます。 

終了したら、 データソースは作成され、 以下のファイルに追加されます。 HP Performance 
Agent または HP Software Embedded Performance Component を使用しているかによって

ファ イルは異なり ます。

— Windows オペレーティング システム : 

perflbd.mwc / ddflbd.mwc

— UNIX オペレーティング システム : 

perflbd.rc / ddflbd.rc

Performance Agent を再起動する前に、 次の手順で説明する  parm.mwc ファ イルの更新を

行ってください。

2 Performance Agent パラ メータ  ファ イルを更新する

Performance Agent を使用している場合、 テンプレート  ファ イル parm.NT または Parm.UX 
( 管理対象ノードにインス トールされているオペレーティング システムによる ) を、 以下の

よ う  に Performance Agent の parm ファ イルに追加します。

r3perfagent では必ずクラスタ環境内の物理ホス ト名が使われるため、 手動モード  
(888) を使って r3perfagent を設定して、 ク ラスタ構成の SAP システムの詳細情報

を指定する必要があ り ます。 物理クラスタ  ノードで r3perfagent を設定する と、 仮

想ノードの SAP システムでは、 r3perfconfig からオプシ ョ ン (x) が表示される  場
合があ り ます。 この場合は、 手動設定 (888) を使って物理ク ラスタ  ノード名を指定し

ます。 

この手順は HP Software Embedded Performance Component には適用されません。
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— UNIX オペレーティング システム :

cat parm.UX >> parm

UNIX オペレーティング システムでは、 parm ファ イルは /var/opt/perf/parm にあ

り ます。

— Windows オペレーティング システム :

type parm.NT >> parm.mwc

parm ファ イルは以下のディレク ト リにあ り ます。
<drive_letter>¥rpmtools¥data¥parm.mwc

3 パフォーマンス  モニタを設定する

r3perfagent.cfg ファ イル内のモニタを設定します。 これを行わないと、 以下の例で示す

よ うに、 すべてのモニタがデフォルトの設定で実行されます。 2 種類の設定が可能です。

— グローバル :  

すべての SAP 管理ノードに対するグローバルな SAP/Performance サブエージェン ト設

定

— ローカル : 

各 SAP 管理ノードに対するローカルな SAP/Performance サブエージェン ト設定

r3perfagent.cfg ファ イルを開くには、 [SAP R/3 Admin] アプリ ケーシ ョ ン グループ (
グローバル設定時 ) の [PerfAgt] アイコンをダブルク リ ッ ク します ( ローカル設定時は、[SAP 
R/3 管理 ( ローカル )] アプ リケーシ ョ ンを使用します。 ただし、 初めに [ 登録ノード ] で 
SAP サーバーを選択しておく必要があ り ます )。

 

デフォルト設定は以下のとおりです。

— すべてのパフォーマンス  モニタが、 すべての SAP ホス ト名、 システム、 番号およびク

ライアン トに対して有効です。

— デフォルトのポーリ ング間隔が各パフォーマンス  モニタに対して分単位で設定されま

す。

— Hold Connections は無効です。

必要に応じて値を変更し、 ファ イルを保存します。 HP Performance Agent を再起動するこ

とによって最新の設定をアップロードする必要があ り ます。

4 HP Performance Agent を起動する

シェルに以下のコマンドを入力するこ とによって管理対象ノードの HP Performance Agent 
を起動します。

— UNIX オペレーティング システム :  mwa start

— Windows オペレーティング システム :  mwacmd start

5 SAP/Performance サブエージェン ト を起動する

管理対象ノードで、 r3perfagent コマンドのあるディ レク ト リに移り、 シェルに以下のコマ

ンドを入力するこ とによって SAP/Performance サブエージェン ト を起動します。

— UNIX オペレーティング システム :

./r3perfagent [stop | start]

— Windows オペレーティング システム : 

アスタ リ スク  (*) のワイルド  カードを使用する と、 parm ファ イル内の複数の SAP 
NetWeaver インスタンスを表すこ とができます。
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r3perfagent_service [-e | -s]

あるいは、 HPOM GUI で以下の SPI for SAP アプリ ケーシ ョ ンを使います。

— UNIX オペレーティング システム :

[SPI for SAP > SAP R/3 UN*X > PerfAgt 起動 ]

— Windows オペレーティング システム :

[SPI for SAP > SAP R/3 NT > PerfAgt 起動 ]

図 21 r3perfagent.cfg ファイルの例

リモート  パフォーマンス監視

現在のバージ ョ ンの SPI for SAP には、 パフォーマンス  モニタのスコープを拡張して、 追加の 
SAP サーバー (HPOM 管理対象ノードではないサーバー ) の状態を リモートで監視するための機

能が含まれています。 この監視は、 HPOM 管理対象ノード と してすでに設定されている  SAP 
サーバーから行います。 

 さ らに、 RemoteHost で定義された SAP サーバーは、 SPI for SAP がリモート  ホス トで監視し

ている  SAP インスタンスにログインできるよ う、 また SAP インスタンスから情報を抽出できる

よ うに r3itosap.cfg ファ イルに存在する必要があ り ます。 r3itosap.cfg ファ イルについての

詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP インス トール ガイ ド』 を参照して ください。

SPI for SAP が提供する リモート  モニタ機能を利用するには ( たとえば SPI for SAP がサポート

していないオペレーティング システムで稼働している  SAP システムからの SAP のパフォーマ

ンス  メ ト リ ッ クの収集など )、 リモートで監視するシステムについての付加的なデータソースを 
r3perfconfig コマンドを使用して手動で追加し、 それからグローバルな r3perfagent.cfg 
ファ イル内で新しいキーワード  RemoteMonitoring を有効にします ( 先頭のハッシュ記号 「#」
を削除 )。 

この リモート  ホス トは HPOM 管理対象ノードではあ り ませんが、 HPOM 登録ノードに存在して

いる必要があ り ます。 リモート  ホス ト を HPOM 登録ノードに追加しないと、 HPOM はリモート  
ホス ト と関連付けられたホス ト名を解決するこ とができず、 この リモート  ホス トからのメ ッセー

ジは、 メ ッセージ ブラウザには表示されません。
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次にグローバルな r3perfagent.cfg ファ イルの同じ行で、 監視を実行させるローカル SAP 
サーバーの名前を SPI for SAP Performance Agent に対して指定し、 さ らに、 監視対象とする リ

モート  SAP サーバーの名前を指定します。 リモート監視する追加のサーバーごとに 1 行を追加

する必要があるこ とに注意して ください。 206 ページの 「r3perfagent.cfg ファ イルでの リモート  
モニタ対象ホス トの指定」 に、 リモート監視機能を有効にした、 グローバルな 
r3perfagent.cfg ファ イルの抜粋を示します。 ローカルな r3perfagent.cfg ファ イルは、 存

在したと しても、 ローカルな設定ファイルが存在する管理対象ノードへの参照しか含みません。

r3perfagent.cfg ファ イルの末尾にある  Perfmon セクシ ョ ンで定義されるパフォーマンス監視

条件は、 デフォルトでは設定ファイル内に記述されたすべてのサーバー上で動作するすべての 
SAP インスタンス、 つま り  RemoteMonitoring セクシ ョ ンで定義されるローカル サーバーおよ

びリモート  サーバー上で動作するすべての SAP インスタンスに対して適用されます。

r3perfagent.cfg ファ イル内でリモート  モニタの定義に使用するキーワード とパラ メータの詳

細については、 207 ページの 「r3perfagent.cfg 設定ファイル」 を参照して ください。

r3perfagent.cfg ファ イルでのリモート  モニタ対象ホス トの指定

#-----------------------------------------------------------
# Remote LocalHost RemoteHost
# Monitoring

RemoteMonitoring =sapwolf2 =sapprod1
RemoteMonitoring =sapwolf3 =sapprod2
RemoteMonitoring =sapper =sapprod3
#---------------------------------------------------------- 

パフォーマンス モニタ  スケジューラ

内部スケジューラによ り、 パフォーマンス  モニタは目的のスケジュールに従って確実に実行さ

れるよ うにします。 スケジューラは実行時間と完了した実行回数を追跡し、 この情報を使用して
パフォーマンス  モニタが適切な時間に実行され、 適切なパフォーマンス関連データを収集して

いるこ とを確認します。 

パフォーマンス  モニタの実行中に何らかの問題が発生し、 次回にスケジュールされた実行を開

始する前にタスクを完了できない場合には、 パフォーマンス  モニタは停止せず、 そのタスクは

未完了のまま とな り ます。 つま り、 パフォーマンス  モニタはタスクが完了するまで実行されたま

まになり ます。 ただし、 スケジューラはパフォーマンス  モニタの進行度を追跡し、 各実行スケ

ジュールを同期するこ とによ り、 損失時間を取り戻し、 パフォーマンス  データの収集に影響を

与えないよ うにします。 

パフォーマンス  モニタ  スケジューラは、 予定よ り  10 分遅れる と、 HPOM 管理サーバーにメ ッ

セージを送り、 スケジューラの同期が取れていないこ とを警告します。 予定よ り  13 分遅れる と、

パフォーマンス  モニタ  スケジューラ  はリセッ ト され、 終わっていないジ ョブはすべて無視され

ます。 パフォーマンス  モニタ  スケジューラの制御に使用できるキーワードおよびパフォーマン

ス  モニタ  スケジューラが生成する メ ッセージの詳細は、 207 ページの 「r3perfagent.cfg 設定

ファイル」 を参照して ください。

パフォーマンス  モニタが、 予定されているすべてのタスクをモニタの次の実行までに完了でき

ない場合、 同期化の問題が発生します。 スケジューラの同期化の問題を解決するには、 以下の操
作を実行します。 

1 ポーリ ング間隔のチェッ ク
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r3perfagent.cfg ファ イルで、 個々の r3perfagent モニタのポーリ ング間隔が小さすぎる

値に変更されていないかど うかを確認します。 206 ページの 「r3perfagent.cfg ファ イルでの

リモート  モニタ対象ホス トの指定」 に示すよ うに、 個々のモニタのポーリ ング間隔は 
r3perfagent.cfg ファ イルの 「Polling Interval」 列で定義できます。 パフォーマンス  モニ

タのデフォルトのポーリ ング間隔は、 少数の例外を除いて、 15 分から  60 分の間です。

たとえば、 すべてのパフォーマンス  モニタのポーリ ング間隔を 1 分に減らすと、 パフォーマ

ンス  モニタ  スケジューラは実行されるたびに、 すべてのパフォーマンス  モニタを起動しよ

う と します。 10 個のモニタがあ り、 それぞれが応答するまでに 10 秒かかる とする と、 それ

だけでスケジューラは次の実行を開始するまでの時間に間に合わなくな り、 非同期の状態に
なり ます。 各パフォーマンス  モニタのポーリ ング間隔を適切な値まで増やす必要があ り ま

す。 

2 リ モートモニタを無効にする

r3perfagent パフォーマンス  モニタのリモート  モニタが有効になっている場合、 ネッ ト

ワークの問題が発生する と、 リモート  サーバーからの情報の要求に対する応答に時間がかか

り ます。 しばら くの間リモート  モニタを無効にしてみて、 これが r3perfagent パフォーマ

ンス  モニタの問題の原因かど うかを調べます。 このテス トは、 1 つの単独のリモート  ホス

ト、 またはすべてのリモート  ホス ト  ( 複数あれば ) について行ってみてください。 SPI for 
SAP パフォーマンス  モニタを使用した リモートモニタの詳細は、 205 ページの 「リモート  
パフォーマンス監視」 を参照して ください。

r3perfagent.cfg 設定ファイル

SPI for SAP には、 r3perfagent モニタ用のデフォルト設定が用意されています。 このデフォル

ト  ファ イルは、 インス トール後、 変更しな くてもすぐに使用できます。 ただし、 特定の SAP 環
境に合わせて r3perfagent モニタを設定するため、 r3perfagent.cfg ファ イルを修正するこ

とができます。 その場合には、 以下の一覧に含まれるキーワードを有効または無効にし、 必要に

応じて適切なパラ メータを設定したり、 修正したり します。

• TraceLevel

TraceLevel キーワードでは、 以下のパラ メータを使用するこ とができます。

TraceLevel =<Hostname> =<TraceLevel>

— Hostname:

— TraceLevel:

• TraceFile:

TraceFile キーワードでは、 以下のパラ メータを使用するこ とができます。

=ALL すべてのホス ト を SPI for SAP で監視します。 これがデフォル

ト設定です。

=<SAP_host> ト レース  レベルを指定する、 SAP サーバーの名前。 各ホス ト ご

とに新しい行を使用します。

=0 無効。 これがデフォルト設定です。

=1 エラー メ ッセージのみ記録する

=2 すべてのメ ッセージを記録する

=3 デバッグ メ ッセージのみを記録。 この ト レース  レベルでは大量の情報が記録

され、 ト レース  ファ イルが短時間に巨大になる可能性があるこ とに注意して く

ださい。
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Tracefile =<Hostname> =<Filename>

— Hostname:

— Filename:

r3perfmon.log － これがデフォルト設定です。 r3perfagent を起動したプロセスの作

業ディ レク ト リにログファ イルを書き込みます。 または、 ト レース  ログを書き込むファ

イル名とそのパス ( 必要な場合 ) を指定するこ と もできます。 作業ディ レク ト リへのパ

スは絶対パスまたは相対パスで指定できます。 

r3perfagent の起動に標準の SPI for SAP アプ リケーシ ョ ンを使用する場合、 作業ディ

レク ト リは、 r3perfagent バイナリが存在するディ レク ト リにな り ます (UNIX  オペ

レーティング システムの例 : /var/opt/OV/bin/R3PerfAgent/bin)。 r3perfagent バ
イナリの場所の詳細については、 「SAP/Performance サブエージェン ト  ファ イルの場

所」 を参照して ください。

• AgentHostname

AgentHostname キーワードに ALL が設定されているこ とを確認します。

• SyncBack

SyncBack キーワードでは、 以下のパラ メータを使用できます。

SyncBack =<Enable|Disable> =<SyncBack Threshold>

— Enable/Disable:

— SyncBack Threshold:

• BehindSyncMessage

BehindSyncMessage キーワードでは、 以下のパラ メータを使用できます。

BehindSyncMessage =<Enable|Disable> =<OpC Severity> ¥
=<OpC Object> =<OpC MsgGroup> =<Message Threshold>

— Enable/Disable:

=ALL すべての SAP サーバーが、 SPI for SAP の監視対象とな り ます。 これが

デフォルト設定です。

=<SAP_host> ト レースを有効化し、 ト レース  レベルを指定する、 特定のホス トの名

前。

=0 スケジューラの同期を無効にします。

=1 スケジューラの同期を有効にします。 これがデフォルト設定です。

=<n> ( 分 ) 定義されたスケジュールと実際のスケジュールとの差 ( 分単位 )。 たと

えばスケジューラが予定から 「n」 分遅れた場合など、 SyncBack 
Threshold に達する と、 スケジューラは定義されたスケジュールに戻

れるよ う再起動されます。 スケジューラが再起動する前にスケジュール

に関する問題がある との警告メ ッセージを受け取れるよ うに、
SyncBack Threshold には BehindSyncMessage キーワードに関連する  
Message threshold よ り も大きい値を指定する必要があ り ます。

=0 予定からの遅れを通知する メ ッセージの送信を無効にします。

=1 予定からの遅れを通知する メ ッセージの送信を有効にします。 これが
デフォルト設定です。
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— OpC Severity:

— OpC Object:

— OpC MsgGroup:

— Message Threshold:

• RemoteMonitoring

RemoteMonitoring キーワードでは、 以下のパラ メータを使用するこ とができます。

RemoteMonitoring =<LocalHost> =<RemoteHost>

— LocalHost ( 設定ファイルによっては 「Server Node」 ) 

SPI for SAP ソフ ト ウェアが実行されているホス トの名前です。 このホス ト上の 
Performance Agent が、 「Remotehost」 で定義された SAP サーバーのリモート  モニタ

に使用されます。

— RemoteHost ( 設定ファイルによっては 「Remotely monitored Node」 )

これは、 「LocalHost」 で定義された SAP サーバーの SPI for SAP で監視対象とする リ

モート  SAP サーバーの名前です。 この リモート  ホス トには SPI for SAP ソフ ト ウェアは

インス トールされておらず、 通常は HPOM 管理対象ノードではあ り ませんが、 HPOM 
登録ノードに存在している必要があ り ます。

詳細については、 205 ページの 「リモート  パフォーマンス監視」 を参照して ください。

• PerfMon

PerfMon キーワードでは、 次のパラ メータに値が必要です。

PerfMon =<SAP Hostname> =<SAP System> =<SAP Number> ¥
=<SAP Client> =<RFC FUNCTION> =<Enable|Disable> ¥
=<Polling Interval> =<Hold Connection>

— SAP Hostname:

= WARNING 予定からの遅れを通知する送信メ ッセージの重要度。 WARNING ( 注
意域 ) がデフォルト値です。

=r3perfagent 予定からの遅れを通知する メ ッセージに関連付ける  HPOM オブジェク

ト 。 これがデフォルト値です。

=R3_General 予定からの遅れを通知する メ ッセージが属する  HPOM メ ッセージ グ
ループ。 これがデフォルト値です。

=<n> ( 分 ) 予定からの遅れを通知する メ ッセージが HPOM 管理サーバーに送信さ

れるまでの経過時間 ( 分単位 )。 スケジューラが再起動する前にスケ

ジュールに関する問題がある との警告メ ッセージを受け取れるよ うに、
この Message Threshold には SyncBack キーワードの SyncBack 
Threshold よ り も小さい値を指定する必要があ り ます。

=ALL すべての SAP ホス ト を SPI for SAP で監視します。 これがデフォルト

設定です。

=<SAP_host> パフォーマンスの監視を有効にする特定の SAP サーバのホス ト名で

す。 各ホス ト ごとに新しい行を使用します。
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— SAP System:

— SAP Number:

— SAP Client:

— RFC FUNCTION:

=<metricname>_PERF。 metricname は、 パフォーマンス  モニタが使用する特定のメ

ト リ ッ ク一覧です。 たとえば、 DBINFO_PERF、 SAPMEMORY_PERF です。 と り得る

値の詳細については、 213 ページの 「SPI for SAP のパフォーマンス  モニタ」 を参照し

て ください。

— Enable/Disable:

— Polling Interval:

— Hold Connection:

=ALL すべての SAP システムを  SPI for SAP で監視します。 これがデフォル

ト設定です。

=<SAP_SID> パフォーマンスの監視を有効にする特定の SAP システムの ID です。 
たとえば、 DEV です。 各 SID ごとに新しい行を使用します。

=ALL すべての SAP 番号が SPI for SAP によって監視されます。 これがデ

フォルト設定です。

=<Instance> パフォーマンス監視対象とする特定の SAP インスタンスの番号 ( 例 : 
00、 99)。 新しい SAP 番号ごとに新しい行を使用します。

=ALL すべての SAP ク ラ イアン ト を SPI for SAP で監視します。 これがデ

フォルト設定です。

=<ClientID> パフォーマンス監視対象とする特定の SAP ク ラ イアン トの番号 ( 例 : 
099)。 各 SAP ク ラ イアン ト ごとに新しい行を使用します。

=0 パフォーマンス  モニタを無効にします。

=1 パフォーマンス  モニタを有効にします。 これがデフォルト

設定です。

=nn nn はパフォーマンス  モニタの実行間隔を表す分単位の時間

です。

=0 無効 : コール完了後に RFC 接続をクローズします。 これが

デフォルト設定です。

=1 有効 : コール完了後も  RFC 接続をオープンしたままにしま

す。
210 第 6 章



SAP/Performance サブエージェン トの管理

SPI for SAP SAP/Performance サブエージェン トはコマンド行オプシ ョ ンを使用して制御できま

す。 オプシ ョ ンはプラ ッ ト フォームおよびオペレーティング システムによって異なり ます。 SPI 
for SAP SAP/Performance サブエージェン トは、 コマンド行オプシ ョ ンまたは SPI for SAP に
よってインス トールされるツールのいずれかを使用して管理できます。

SAP/Performance サブエージェン トのコマンド行の構文

UNIX 管理対象ノード上の r3perfagent コマンドで以下のオプシ ョ ンを使用する と、 コマンド

行から  SPI for SAP SAP/Performance サブエージェン ト を制御できます。

• r3perfagent start 

• r3perfagent stop

• r3perfagent status 

Windows 管理対象ノード上の r3perfagent コマンドで以下の構文を使用する と、 コマンド行か

ら  SPI for SAP SAP/Performance サブエージェン ト を制御できます。

• r3perfagent_service -i

r3perfagent サービスを登録します。

• r3perfagent_service -u

r3perfagent サービスを登録解除します。

• r3perfagent_service -s

r3perfagent サービスを開始します。

• r3perfagent_service -e

r3perfagent サービスを停止します。

Windows のコン ト ロール パネルの [サービス ] オプシ ョ ンを使用して、 Windows サービスを制

御するこ と もできます。

SAP/Performance サブエージェン ト実行時の SAP ログイン

SPI for SAP SAP/Performance サブエージェン トが SAP 関連メ ト リ ッ クを収集するためには、

SAP にアクセスする必要があ り ます。 このメ ト リ ッ クは、 レポートおよびグラフの生成に使用さ

れます。SPI for SAP のインス トールおよび設定中に、 SAP/Performance サブエージェン ト用の 
SAP ログインを定義します。 また、 SAP のユーザー名 / パスワードの組み合わせを SPI for SAP 
集中監視設定ファイルである  r3itosap.cfg にコピーする必要があ り ます。 このファ イルは SPI 
for SAP のモニタおよびエージェン トが SAP へのログインに使用します。
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これは、 SPI for SAP の SAP/Performance サブエージェン トには特に重要です。 これは 
r3itosap.cfg 内の SAP ログイン情報を起動時の 1 回だけしか読み込まず、 SAP にログインで

きない場合は起動しないためです。 SPI for SAP SAP/Performance サブエージェン トは SAP へ
のログインを試行し、 失敗した場合には、 権限の問題のため起動できないこ とを示すメ ッセージ
を HPOM に送信します。 

SPI for SAP が SAP へのログインに使用する  SAP ユーザー名 / パスワードを変更する場合は、

この変更が r3itosap.cfg ファ イルに反映されているかど うか、 また、 r3itosap.cfg 内の情報

を使用する  SPI for SAP のコンポーネン トが、 この変更を認識できるよ うに再起動されているか

ど うかを確認する必要があ り ます。

以下の手順のよ うに、 SPI for SAP が SAP へのアクセスに使用する  SAP ユーザー / パスワード

を変更する前に、 SPI for SAP SAP/Performance サブエージェン ト を停止するこ とをお勧めしま

す。

1 SAP/Performance サブエージェン ト を停止する

SAP/Performance サブエージェン トが実行されているすべての HPOM 管理対象ノード上

で、 SAP/Performance サブエージェン ト を停止します。 各管理対象ノード上で、 以下のよ う

に入力します。

r3perfagent stop

2 SAP にログインする

管理者と して SAP にログインし、 必要に応じて、 SPI for SAP が SAP へのログインに使用

するユーザー名 / パスワードを変更します。

SAP は、 DIALOG ユーザーについては、 他のタイプの SAP ユーザーよ り も頻繁にパスワー

ドの変更を要求します。

3 設定ファ イルを更新する

変更後の SAP ユーザー名とパスワードで SPI for SAP 設定ファ イル r3itosap.cfg を更新

し、 管理対象ノードに再分配します。

4 SAP/Performance サブエージェン ト を再起動する

SAP/Performance サブエージェン ト を実行している各 HPOM 管理対象ノード上で、SPI for 
SAP の SAP/Performance サブエージェン ト を再起動します。 各管理対象ノード上で、 以下

のよ うに入力します。

r3perfagent start

SAP/Performance Agent アプ リ ケーシ ョ ン

SAP には、 あるユーザーが一定の回数 SAP へのログインを試行 ( および失敗 ) した場合に、 そ

れ以降そのユーザーのログインをブロ ッ クするセキュ リ テ ィ機構があ り ます。 SPI for SAP 用の 
SAP ユーザー名 / パスワードを  SAP で変更した場合、 r3itosap.cfg ファ イルで SAP ログイ

ンの詳細情報を更新しなければ、 SAP/Performance サブエージェン トはすぐにこのログイン失

敗の回数に到達してしまいます。

SPI for SAP は、 SAP/Performance サブエージェン トが動作していないと きにパフォーマンス  
メ ト リ ッ クを収集するこ とはできません。
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表 72 は、 SPI for SAP のアプリ ケーシ ョ ングループ [SAP R/3 NT] または [SAP R/3 UN*X] そ
れぞれにおいて、 SAP/Performance サブエージェン トに対して使用できるアプリ ケーシ ョ ンを

示します。

SPI for SAP のパフォーマンス モニタ

SPI for SAP パフォーマンス  モニタは、 スナップシ ョ ッ ト型と タイムフレーム型という  2 つの種

類に分けるこ とができます。 スナップシ ョ ッ ト型モニタは 1 回実行され、 値を 1 セッ トのみ収集

します。 スナップシ ョ ッ ト型モニタは、 SAP NetWeaver 環境のパフォーマンスの総合的な状況

を把握するために、 定期的に実行する必要があ り ます。 タイムフレーム型モニタは、 名前が示す
とおり、 一定時間にわたって実行されます。 ほとんどの SPI for SAP パフォーマンス  モニタは

アラート  タイプまたはパラ メータを使用しません。 

以下の SPI for SAP パフォーマンス  モニタが SPI for SAP で使用可能です。 以下の個々の項で詳

細を説明します。

• 「DBINFO_PERF」

データベース  パフォーマンス分析値を監視します。

• 「DOCSTAT_PERF」

最近 1 時間の伝票量の統計を収集します。

• 「EP_PERF」

SAP Enterprise Portal のステータスおよびパフォーマンスを監視します。

• 「ICMSTAT_PERF」

SAP Internet Communication Manager のステータスおよびパフォーマンスを監視します。

• 「JOBREP_PERF」

状態 (scheduled、 running) ごとのジ ョブ数を数えます。

• 「SAPBUFFER_PERF」

ある  SAP インスタンスに関する  SAP バッファの使用に関する値を返します。

• 「SAPMEMORY_PERF」

ある  SAP インスタンスに関する、 SAP ユーザーが使用する  SAP メモ リーを監視します。

• 「SPOOL_PERF」

さ まざまな状態にあるスプール要求数を数えます。

• 「STATRECS_PERF」

定義された ト ランザクシ ョ ンの応答 / 実時間を返します。

表 72 Performance サブエージェン ト  アプリケーシ ョ ン

アプリケーシ ョ ン名 SAP R/3 NT SAP R/3 UN*X

PerfAgt 起動 ✓ ✓

PerfAgt 停止 ✓ ✓

PerfAgt ステータス ✓
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• 「SYSUP_PERF」

SAP NetWeaver インスタンスのステータスを監視します。

• 「UPDATE_PERF」

更新プロセスの数を監視します。

• 「USER_PERF」

SAP ク ラ イアン ト ごとのユーザー数およびユーザー セッシ ョ ン数を監視します。

• 「WLSUM_PERF」

パフォーマンス  ワークロードの統計情報を  1 時間ごとに収集します。

• 「WP_PERF」

ある  SAP アプリ ケーシ ョ ン  サーバーに関する  SAP ク ラ イアン ト ごとのユーザー / セッシ ョ

ンの数を監視します。

DBINFO_PERF

DBINFO_PERF パフォーマンス  モニタは、 SAP データベース  パフォーマンス分析ページに表

示される  1 組の値を返します。 この情報を使用するこ とによ り、 データベース  パフォーマンス

の問題を検出し、 データベースの調整でデータベース  パフォーマンスが改善するかど うかを評

価できます。

モニタの種類

DBINFO_PERF パフォーマンス  モニタの種類はスナップシ ョ ッ ト型で、 アラート  タイプまたは

パラ メータを使用しません。 1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集します。 DBINFO_PERF パ
フォーマンス  モニタは、 SID に基づいてメ ト リ ッ クを収集し、 監視対象の SID ごとに、 すなわ

ち、 SAP セン ト ラル インスタンスまたは 1 つのアプリ ケーシ ョ ン サーバーのいずれかに対して

一度だけ、 実行されます。

頻度

DBINFO_PERF パフォーマンス  モニタは、 15 分ごとに実行するこ とをお勧めします。

データソース

DBINFO_PERF モニタは SAP ト ランザクシ ョ ン ST04 ( データベース  パフォーマンスの概要 ) 
をデータ  ソース と して使用します。

SPI for SAP パフォーマンス  モニタの名前は、 多くの場合、 モニタがレポート用のデータを収集

するために使用する メ ト リ ッ ク  リ ス トの名前と同じです。 例 : SPI for SAP パフォーマンス  モ
ニタ  DBINFO_PERF は、 メ ト リ ッ ク  リ ス ト  DBINFO_PERF を使用します。 ただし、 いくつ

かのパフォーマンス  メ ト リ ッ クの名前には、 接頭辞と して 「SAP_」 が付きます。 たとえば、

SPI for SAP パフォーマンス  モニタ  ICMSTAT_PERF は、 メ ト リ ッ ク  リ ス ト  
SAP_ICMSTAT_PERF を使用します。 SPI for SAP のメ ト リ ッ ク  リ ス トの詳細については、

355 ページの 「SPI for SAP レポート  メ ト リ ッ ク」 を参照して ください。

DBINFO_PERF パフォーマンス  モニタは、 Oracle データベースのデータ構造でのみ機能しま

す。 他のデータベース製品のデータ構造では機能しません。
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メ ト リ ッ ク

表 73 に、 モニタから返される  DBINFO_PERF パフォーマンス  テーブル内の値を示します。

DOCSTAT_PERF

パフォーマンス  モニタ  DOCSTAT_PERF は、 最新 1 時間に生成され処理された伝票量に関する

統計を収集します。 このモニタは、 監視する  SAP NetWeaver システムごとに 1 回のみ設定でき

ます。

表 73 DBINFO_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ック

順序 メ ト リ ック名 説明 % 値 累積

1 CPUUSAGE データベース  CPU 使用率 不可

2 BUFPREADS 物理読み取り 可

3 BUFPWRITES 物理書き込み 可

4 BUFQUAL データベース  バッファ  プール

の品質

% 不可

5 BUFSIZE データベース  バッファ  プール

のサイズ

静的

6 BUFWAITS バッファ  ビジー待機 可

7 BUFWTIME バッファ  ビジー待機時間 可

8 DICTSIZE ディ クシ ョナリ  キャ ッシュ  サ
イズ

静的

9 DDQUAL データ  ディ クシ ョナ リ  キャ ッ

シュの品質

% 不可

10 LOGBLOCKS 書き込まれた REDO ログ ブ
ロッ ク

可

11 LOGENTRIES REDO ログ バッファ  エン ト

リ

可

12 LOGSIZE REDO ログ バッファ  サイズ 静的

13 LOGFAULT REDO ログ バッファのアロ

ケーシ ョ ン エラー レート

% 不可

14 LOGALLOC REDO ログ バッファ  アロ

ケーシ ョ ン再試行

可

15 ROLLBACKS ロールバッ ク 可

16 SCANLONG ロング テーブル スキャン 可

17 SORTDISK ソート  ディ スク 可

18 SORTMEM ソート  メモ リ 可

19 SORTROWS ソート行 可
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モニタの種類

DOCSTAT_PERF パフォーマンス  モニタの種類はスナップシ ョ ッ ト型で、 アラート  タイプまた

はパラ メータを使用しません。 1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集します。 DOCSTAT_PERF 
パフォーマンス  モニタは、 SID に基づいてメ ト リ ッ クを収集し、 監視対象の SID ごとに、 すな

わち、 SAP セン ト ラル インスタンスまたは 1 つのアプリ ケーシ ョ ン サーバーのいずれかに対し

て一度だけ、 実行されます。

頻度

DOCSTAT_PERF パフォーマンス  モニタは、 1 時間ごとに実行するこ とをお勧めします。

データソース

DOCSTAT_PERF モニタは SAP ト ランザクシ ョ ン ST07 ( 数量構成 ) をデータ  ソース と して使

用します。

メ ト リ ッ ク

表 74 に、 DOCSTAT_PERF パフォーマンス  モニタから返されるパフォーマンス  テーブル内の

値を示します。

EP_PERF

パフォーマンス  モニタ  EP_PERF は、 依存するすべての J2EE コンポーネン ト を含む、 SAP 
Enterprise Portal (EP) のステータス とパフォーマンスを監視します。 SAP Enterprise Portal 用
の SPI for SAP の専用モニタについての詳細は、 84 ページの 「SAP Enterprise-Portal モニタ」

を参照して ください。 

モニタの種類

EP_PERF モニタの種類はタイムフレーム型で、 アラート  タイプまたはパラ メータを使用しませ

ん。 1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集します。 EP_PERF パフォーマンス  モニタは、 SID に
基づいてメ ト リ ッ クを収集し、 監視対象の SID ごとに、 すなわち、 SAP セン ト ラル インスタン

スまたは 1 つのアプ リケーシ ョ ン サーバーのいずれかに対して一度だけ、 実行されます。

表 74 DOCSTAT_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ック

順序 メ ト リ ック名 説明

1 SID SAP システム ID

2 DESCRIPTION アプリ ケーシ ョ ン モニタ  オブジェク トの

説明

3 CNTHEADER 伝票ヘッダ

4 CNTITEM 伝票明細

5 CNTDIV 伝票部門

6 CNTTOTAL レコードの総数

7 CNTLINE 明細の数

8 CNTCHGDOC 変更された伝票の数

9 CNTTEXT テキス ト
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頻度

EP_PERF パフォーマンス  モニタは、 15 分ごとに実行するこ とをお勧めします。

データソース

EP_PERF モニタは SAP 関数 /HPOV/OV_EP_PERF_MONITOR_2 をデータ  ソース と して使用しま

す。

メ ト リ ッ ク

表 75 に、 EP_PERF パフォーマンス  モニタから返されるパフォーマンス  テーブル内の値を示し

ます。

表 75 EP_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ック

順序 メ ト リ ッ ク名 説明

1 SID_EP Enterprise Portal をホス トする  SAP 
システムの ID

2 HOSTNAME_EP Enterprise Portal をホス トするシス

テムの名前

3 START_TIME_EP EP モニタの起動時刻

4 NO_REQ_EP Enterprise Portal に対する リ クエス

トの数

5 AVG_RESP_TIME_EP Enterprise Portal へのリ クエス トに

対する平均応答時間

6 AVG_CPU_TIME_EP a Enterprise Portal へのリ クエス トに

対して必要な平均 CPU 時間

7 REQ_PER_SEC_EP Enterprise Portal に対する秒当た り

のリ クエス トの数

8 AVG_OUTBND_DATA_EP Enterprise Portal へのリ クエス ト ご

との平均送信データ量

9 ACC_RESP_TIME_EP Enterprise Portal へのリ クエス トに

対する累積応答時間

10 ACC_CPU_TIME_EP a EP リ クエス トへの応答に必要と され

た累積 CPU 時間

11 OUTBND_DATA_REQ_EP 送信データを持つリ クエス ト

12 ACC_OUTBND_DATA_EP 累積送信データ量 ( バイ ト単位 )

13 NO_COMPCALLS_REQ_EP Enterprise Portal へのすべてのリ ク

エス トのコンポーネン ト  コール数

14 AVG_CMPCALLPERREQ_EP EP リ クエス ト ごとの平均コンポーネ

ン ト  コール数

15 VALID_MONDATA_REQ_EP モニタ  データの正常な EP リ クエス

ト

16 REQ_NOT_CORR_CLSD_EP コンポーネン トが正常にクローズさ
れなかった EP リ クエス ト
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ICMSTAT_PERF

パフォーマンス  モニタ  ICMSTAT_PERF は、 SAP Internet Communication Manager (ICM) の
ステータスおよびパフォーマンスを監視します。 

モニタの種類

ICMSTAT_PERF パフォーマンス  モニタの種類はスナップシ ョ ッ ト型で、 アラート  タイプまた

はパラ メータを使用しません。 1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集します。 ICMSTAT_PERF 
パフォーマンス  モニタは、 アプリ ケーシ ョ ン サーバー固有のメ ト リ ッ クを収集します。 このモ

ニタは、 パフォーマンスを監視するすべてのアプ リ ケーシ ョ ン サーバーで実行させておく必要

があ り ます。

頻度

ICMSTAT_PERF パフォーマンス  モニタは、 15 分ごとに実行するこ とをお勧めします。

データソース

ICMSTAT_PERF モニタは SAP ト ランザクシ ョ ン SMICM (ICM モニタ ) をデータ  ソース と して

使用します。

17 REQCLSD_TOOMNYCMP_EP コンポーネン トが多すぎるためにク
ローズされた EP リ クエス トの数

18 REQS_RUNLEVEL_0_EP レベル 0 で動作中の EP リ クエス ト

19 REQS_RUNLEVEL_1_EP レベル 1 で動作中の EP リ クエス ト

20 REQS_RUNLEVEL_2_EP レベル 2 で動作中の EP リ クエス ト

21 USRS_SINCE_1_REQ_EP 最初のリ クエス トからの EP リ クエ

ス ト を発行したユーザー数

22 USRS_SINCE_LSTRST_EP 最後のユーザー リ セッ ト以降に EP 
リ クエス ト を発行したユーザー数

23 LST_REQ_RST_TSTMP_EP 最後の EP リ クエス ト  リ セッ ト時刻

24 LST_CMPREQ_TSTMP_EP 最後のコンポーネン ト  リ セッ ト時刻

25 LST_USRREQ_TSTMP_EP 最後の EP ユーザー リ セッ ト時刻

a.   SAP Netweaver Portal Version 7.0 のみ

表 75 EP_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ック  ( 続き )

順序 メ ト リ ッ ク名 説明

パフォーマンス  モニタ  EP_PERF がデータを検出できない場合、 または SAP CCMS に null 文
字列を検出した場合は、 いくつかのパフォーマンス  メ ト リ ッ クに '0' ( ゼロ ) が記録されます。

これは正しい動作です。
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メ ト リ ッ ク

表 76 に、 ICMSTAT_PERF パフォーマンス  モニタから返されるパフォーマンス  テーブル内の

値を示します。

JOBREP_PERF

JOBREP_PERF パフォーマンス  モニタは、 状態ごとのジ ョブ数を、 前回のモニタ実行終了日時

から今回のモニタ実行開始日時までの期間で数えます。 

表 76 ICMSTAT_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ッ ク

順序 メ ト リ ッ ク名 説明

1 ICM_Status Internet Communication Manager 
のステータス

2 Max_Threads ICM が許可する開いたスレッ ドの定

義済み最大数

3 Peak_Threads ある期間における  ICM 内の開いたス

レッ ドのピーク数

4 Cur_Threads ICM 内で現在開いているスレッ ドの

数

5 Max_Connections ICM が許可する開いた接続の定義済

み最大数

6 Peak_Connections ある期間における  ICM 内の開いた接

続のピーク数

7 Cur_Connections ICM 内の現在の接続の数

8 Max_QueueEntries ICM が許可する、 icm/
req_queue_len に定義された、

キューに入れられた リ クエス トの最
大数。

9 Peak_QueueEntries ある期間における  ICM 内のキューに

入れられた リ クエス トのピーク数

10 Cur_QueueEntries ICM 内の現在キューに入れられてい

る リ クエス トの数

11 Running_Threads リ クエス ト を待っている  ( アイ ドル状

態の ) ワーク  スレッ ドの数

12 Dead_Threads たとえば dead や hanging など問題

のある状態のワーク  スレッ ドの数

13 Processed_Threads 現在リ クエス ト を処理しているワー
ク  スレッ ドの数
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モニタの種類

JOBREP_PERF モニタの種類はタイムフレーム型で、 アラート  タイプまたはパラ メータを使用

しません。 1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集します。 JOBREF_PERF パフォーマンス  モニ

タは、 SID に基づいてメ ト リ ッ クを収集し、 監視対象の SID ごとに、 すなわち、 SAP セン ト ラ

ル インスタンスまたは 1 つのアプ リ ケーシ ョ ン サーバーのいずれかに対して一度だけ、 実行さ

れます。

頻度

JOBREF_PERF パフォーマンス  モニタは、 1 時間に 1 回から  1 日に 1 回までの間で実行するこ

とをお勧めします。

データソース

JOBREF_PERF モニタは SAP ト ランザクシ ョ ン SM37 ( バッ クグラウンド  ジ ョブ概要 ) をデー

タ  ソース と して使用します。

メ ト リ ッ ク

表 77 に、 JOBREP_PERF パフォーマンス  モニタから返されるパフォーマンス  テーブル内の値

を示します。

表 77 JOBREP_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ック

順序 メ ト リ ッ ク名 説明

1 RUNNING 前回のモニタ実行以降、 ステータス
が running であるジ ョブの数

2 READY 前回のモニタ実行以降、 ステータス
が ready であるジ ョブの数

3 SCHEDULED 前回のモニタ実行以降、 ステータス
が scheduled であるジ ョブの数

4 RELEASED 前回のモニタ実行以降、 ステータス
が released であるジ ョブの数

5 ABORTED 前回のモニタ実行以降、 ステータス
が aborted であるジ ョブの数

6 FINISHED 前回のモニタ実行以降、 ステータス
が finished であるジ ョブの数

7 PUT_ACTIVE 前回のモニタ実行以降、 ステータス
が put_active であるジ ョブの数

8 UNKNOWN_STATE 前回のモニタ実行以降、 ステータス
が unknown であるジ ョブの数
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SAPBUFFER_PERF

SAPBUFFER_PERF パフォーマンス  モニタは、 特定のインスタンスについての、 SAP ユー

ザーによる  SAP メモ リー バッファ  の使用に関する値を返します。 これには、 NetWeaver リ ポジ

ト リ、 プログラム、 およびデータベース  テーブルにおける ヒ ッ ト率、 バッファの質、 利用可能

スペース、 などがあ り ます。

モニタの種類

SAPBUFFER_PERF モニタの種類はタイムフレーム型 です。 SAPBUFFER_PERF パフォーマ

ンス  モニタは、 アプリ ケーシ ョ ン サーバー固有のメ ト リ ッ クを収集します。 このモニタは、 パ

フォーマンスを監視するすべてのアプリ ケーシ ョ ン サーバーで実行させておく必要があ り ます。

頻度

SAPBUFFER_PERF パフォーマンス  モニタは、 15 分ごとに実行するこ とをお勧めします。

データソース

SAPBUFFER_PERF モニタは、 SAP バッファ  ト ランザクシ ョ ン ST02 から情報を読み込みま

す。

メ ト リ ッ ク

表 78 に、 SAPBUFFER_PERF パフォーマンス  モニタから返されるパフォーマンス  テーブルに

含まれる値を示します。

以前 SYSBUF_PERF モニタが収集していたデータを収集するには、 パフォーマンス  モニタの 
SAPBUFFER_PERF および SAPMEMORY_PERF を使用します。 

表 78 SAPBUFFER_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ック

順序 メ ト リ ック名 説明

1 BUFFER_NAME バッファの名前

2 HITRATIO バッファ  オブジェク トの読み込

み回数 / 論理要求数。 バッファ  
ヒ ッ ト率は、 パーセンテージで
表示されます。

3 ALLOCATED_SIZE バッファに割り当てられている

スペース量 a

4 FREE_SPACE バッファ内で利用できる空きス
ペースの量 (KB)

5 FREE_SPACE_PERCENT 利用可能な空きバッファ  スペー

ス  ( 合計に対する比率 )

6 MAXDIR_ENTR バッファに利用できるディ レク

ト リの数 b

7 FREEDIR_ENTR バッファに利用できる空きディ
レク ト リの数

8 FDIR_ENTR_PERCENT バッファに利用できる空きディ
レク ト リの比率
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SAPMEMORY_PERF

SAPMEMORY_PERF パフォーマンス  モニタは、 特定のインスタンスについての、 SAP ユー

ザーによる  SAP メモ リーの使用に関する値を返します。 これには、 ロール領域、 ページ領域、

拡張メモ リなどがあ り ます。

モニタの種類

SAPMEMORY_PERF モニタの種類はスナップシ ョ ッ ト型で、 1 回のモニタ実行で 1 組の値を

収集します。 SAPMEMORY_PERF パフォーマンス  モニタは、 アプリ ケーシ ョ ン サーバー固有

のメ ト リ ッ クを収集します。 このモニタは、 パフォーマンスを監視するすべてのアプリ ケーシ ョ
ン サーバーで実行させておく必要があ り ます。

頻度

SAPMEMORY_PERF パフォーマンス  モニタは、 15 分ごとに実行するこ とをお勧めします。

データソース

SAPMEMORY_PERF モニタは、 SAP バッファ  ト ランザクシ ョ ン ST02 から情報を読み込みま

す。

9 BUFFER_SWAPS システムが起動してからの、 ス

ワ ップ イン / アウ ト動作 c

10 BUFFER_SWAPS_DELTA 今回と前回のモニタ実行におい
て計測された、 バッファのス
ワ ップ回数の差

11 DB_ACCESSES システムが起動されてからの、

データベース  アクセス数 d

12 DB_ACCESSES_DELTA 今回と前回のモニタ実行で計測
された、 データベース  アクセス

回数の差

a. バッファ  サイズと 「利用可能なバッファサイズ」 は異なり ます。 バッファ  
スペースの一部は、 バッファの管理に使用されるためです。

b. 各バッファ  ディ レク ト リは、 バッファ内に保存されているオブジェク ト

の場所を指します。

c. 空きスペースや空きディ レク ト リが不足している と、 新しいオブジェク ト

をスワ ップ インするために、 バッファからオブジェク トがスワ ップ アウ

ト されます。

d. バッファからオブジェク ト を読み込むこ とができない場合に、 データベー

ス  アクセスが発生します。

表 78 SAPBUFFER_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ック  ( 続き )

順序 メ ト リ ック名 説明

以前 SYSBUF_PERF モニタが収集していたデータを収集するには、 パフォーマンス  モニタの 
SAPBUFFER_PERF および SAPMEMORY_PERF を使用します。 
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メ ト リ ッ ク

表 79 に、 SAPMEMORY_PERF パフォーマンス  モニタから返されるパフォーマンス  テーブル

内の値を示します。

SPOOL_PERF

SPOOL_PERF パフォーマンス  モニタは、 さまざまな状態のスプール要求を数えます。 

モニタの種類

SPOOL_PERF パフォーマンス  モニタの種類はタイムフレーム型で、 アラート  タイプまたはパ

ラ メータを使用しません。 1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集します。 SPOOL_PERF パ
フォーマンス  モニタは、 SID に基づいてメ ト リ ッ クを収集し、 監視対象の SID ごとに、 すなわ

ち、 SAP セン ト ラル インスタンスまたは 1 つのアプリ ケーシ ョ ン サーバーのいずれかに対して

一度だけ、 実行されます。

頻度

SPOOL_PERF パフォーマンス  モニタは、 10 分から  30 分ごとに実行するこ とをお勧めします。

データソース

SPOOL_PERF モニタは SAP ト ランザクシ ョ ン SP01 ( 出力管理 ) をデータ  ソース と して使用し

ます。

表 79 SAPMEMORY_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ッ ク

順序 メ ト リ ッ ク名 説明

1 MEMORY_AREA メモ リー バッファの種類

2 CURRENT_USE_PERCENT 現在使用されているスペース
量。 利用可能スペースの合計

に対する比率で表現されます。

3 CURRENT_USE 現在使用されているスペース
量 (KB)

4 MAX_USE システムが起動されてからの
最大値 ( 最大使用量 )

5 IN_MEMORY 共有メモ リ内で使用されてい
るスペース量

6 ON_DISK ディ スク上で使用されている
スペース量
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メ ト リ ッ ク

表 80 に、 SPOOL_PERF パフォーマンス  モニタから返されるパフォーマンス  テーブル内の値を

示します。

STATRECS_PERF

STATRECS_PERF パフォーマンス  モニタは、 統計レコードを読み込み、 ト ランザクシ ョ ンあ

たりの平均応答時間を返します。 

STATRECS_PERF パフォーマンス  モニタは、 選択されるデータを限定するため、 アラート タ

イプ RESPONSE_TIME およびパラ メータ  TRANSACTION を使用します。 監視する ト ランザ

クシ ョ ンは、 パラ メータ  TRANSACTION で指定します。 このパラ メータが指定されていない場

合は、 ローカル統計ファイルにある各ト ランザクシ ョ ンについて、 指定された時間枠での平均応
答時間が報告されます。 

モニタの種類

STATRECS_PERF パフォーマンス モニタの種類はタイムフレーム型です。 各実行で 1 組の値

のみ収集します。 1 組の値を収集するため、 モニタを定期的なスケジュールで実行する必要があ

り ます。 さまざまなモニタはそれぞれ異なる要件があるので、 間隔は各モニタ個別に指定する必
要があ り ます。 このモニタ  は、 このモニタの前回の開始から今回の開始までの時間枠をベース

にし、 モニタがチェッ クする時間枠内で完了する ト ランザクシ ョ ンのみを考慮に入れます。 

STATRECS_PERF パフォーマンス  モニタは、 アプリ ケーシ ョ ン サーバー固有のメ ト リ ッ クを

収集します。 このモニタは、 パフォーマンスを監視するすべてのアプ リ ケーシ ョ ン サーバーで

実行させておく必要があ り ます。

頻度

STATRECS_PERF パフォーマンス  モニタは、 1 分ごとに実行するよ うに設定するこ とをお勧め

します。

データソース

STATRECS_PERF パフォーマンス  モニタは、 以下の SAP ト ランザクシ ョ ンをデータ  ソース と

して使用します。 

• SAP 7.0 以降の場合 : STAD

• 他のサポート される  SAP バージ ョ ンの場合 : STAT

表 80 SPOOL_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ック

順序 メ ト リ ック名 説明

1 ALL_SJ スプール ジ ョブの総数

2 SJ_ARCHIVE ステータスが archive であるスプール ジ ョ

ブの数

3 PRINT_REQ 印刷要求の総数

4 OPEN_PR 開かれている印刷要求の総数

5 SUCCESS_PR 処理に成功した印刷要求の総数

6 ERROR_PR エラーのある印刷要求の数

7 FAILED_PR 失敗した印刷要求の数
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メ ト リ ッ ク

表 81 に、 STATRECS_PERF パフォーマンス  モニタから返されるパフォーマンス  テーブル内の

値を示します。

STATRECS_PERF の設定およびアップロード

STATRECS_PERF モニタを有効にするには、 r3perfstat.cfg ファ イルを設定し、 結果を 
SAP にアップロードする必要があ り ます。 2 種類の設定が可能です。

• グローバル : [SAP R/3 Admin]

• ローカル : [SAP R/3 管理 (ローカル )]

STATRECS_PERF 設定を設定しアップロードするには、 次のよ うにします。

1 r3perfstat.cfg 設定ファ イルを開いて編集する

[ 登録アプリケーシ ョ ン ] で [SAP R/3 Admin( または SAP R/3 管理 ( ローカル )) -> 統計記録 ] アイコ

ンをダブルク リ ッ ク して、 r3perfstat.cfg ファ イルを開きます。 グローバル設定ファイ

ルを選択している場合は、 ローカル設定がある ノードを除くすべてのノードで、 その設定が
使用されます。

2 r3perfstat.cfg 設定ファイルを変更して保存する

必要に応じて値を変更し、 ファ イルを保存します。 このファ イルは HPOM 管理サーバーに

保存されます。 このファ イルを SAP にアップロードする必要があ り ます。

3 新しい設定を SAP にアップロードする

設定を SAP にアップロードするには、 [ 登録ノード ] ウ ィンド ウで SAP ノードを選択し、 [
統計記録有効化 ] アプ リ ケーシ ョ ンをダブルク リ ッ ク します。 このアプ リ ケーシ ョ ンは、 [ 登録

アプリケーシ ョ ン ] の [SAP R/3 Admin] アプリ ケーシ ョ ン グループ内にあ り ます。 [SAP R/3 
Admin] アプリ ケーシ ョ ン グループ内の [ 統計記録有効化 ] アプ リ ケーシ ョ ンは、 ローカル

の r3perfstat.cfg ファ イル ( 存在する場合 )、 またはグローバルの r3perfstat.cfg を
使用します。

表 81 STATRECS_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ック

順序 メ ト リ ック名 説明

1 SAP_TCODE 計測した ト ランザクシ ョ ンの ト ランザ
クシ ョ ン コード。 このメ ト リ ッ クは

HP Performance Manager でのみ使用

できます。 

2 SAP_RESPONSE_TI
ME

SAP が応答に要する時間

3 SAP_NET_TIME 実時間

4 SAP_REC_COUNT 計測した ト ランザクシ ョ ンの発生回数
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図 22 統計記録の設定

SYSUP_PERF

SYSUP_PERF パフォーマンス  モニタは、 SAP NetWeaver システムが使用可能であるかど うか

を確認するのに使用されます。

モニタの種類

SYSUP_PERF パフォーマンス  モニタの種類はスナップシ ョ ッ ト型で、 アラート  タイプまたは

パラ メータを使用しません。 1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集します。

頻度

SYSUP_PERF パフォーマンス  モニタは、 毎分ごとに実行します。 この頻度の変更は禁止され

ています。

データソース

SYSUP_PERF モニタは、 内部 SAP RFC コールをデータ  ソース と して使用します。

メ ト リ ッ ク

表 82 に、 SYSUP_PERF パフォーマンス  モニタから返されるパフォーマンス  テーブル内の値を

示します。

表 82 SYSUP_PERF パフォーマンス モニタ  メ ト リ ッ ク

メ ト リ ック名 説明

SYSTEM_STATUS 以下の事項に基づくシステムのステータス  (UP/
DOWN)。 

• SAP システムが利用可能

• SAP システムへのログイン失敗

• SAP システムとの通信障害

• SAP システムが認識不能

Performance Agent が実行されておらず、 いずれ

のデータも収集できない状態を示します。
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UPDATE_PERF

UPDATE_PERF パフォーマンス  モニタは、 更新エラーが発生したかど うかを確認するために使

用します。 

SAP NetWeaver システムが正常に動作している場合、 更新エラーは発生しないはずです。 しか

し、 更新エラーが発生するのは、 すでに削除されたデータベーステーブルレコードに更新を実行
する場合です。 更新処理を正し く行うには、 更新処理に 5 分以上ステータス  INIT で待機する必

要がないよ うにします。 多量のワークプロセスがステータス  INIT で存在する場合、 テーブル ス
ペースがいっぱいであるこ とが原因の可能性があ り ます。

モニタの種類

UPDATE_PERF モニタの種類はスナップシ ョ ッ ト型で、 アラート  タイプまたはパラ メータを使

用しません。 1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集します。 UPDATE_PERF パフォーマンス  モ
ニタは、 SID に基づいてメ ト リ ッ クを収集し、 監視対象の SID ごとに、 すなわち、 SAP セン ト

ラル インスタンスまたは 1 つのアプリ ケーシ ョ ン サーバーのいずれかに対して一度だけ、 実行

されます。

頻度

UPDATE_PERF パフォーマンス  モニタは、 1 分ごとに実行するよ うに設定するこ とをお勧めし

ます。

データソース

UPDATE_PERF モニタは SAP ト ランザクシ ョ ン SM13 ( 更新レコード ) をデータソース と して

使用します。

メ ト リ ッ ク

表 83 に、 UPDATE_PERF パフォーマンス  モニタから返されるパフォーマンス  テーブル内の値

を示します。

USER_PERF

USER_PERF パフォーマンス  モニタは、 特定の SAP アプリ ケーシ ョ ン サーバーに関する  SAP 
ク ラ イアン ト ごとの、 ユーザー数およびユーザー セッシ ョ ン数に関する重要な情報を提供しま

す。

表 83 UPDATE_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ック

順序 メ ト リ ック名 説明

1 ALL すべての VB 更新タスク数

2 INITIAL 初期 VB 更新タスク数

3 ERRONEOUS エラーのある  VB 更新タスク数

4 VB1 V1 が実行された更新タスク数

5 VB2 V2 が実行された更新タスク数
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モニタの種類

USER_PERF モニタの種類はスナップシ ョ ッ ト型です。 1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集

します。 USER_PERF パフォーマンス  モニタは、 アプリ ケーシ ョ ン サーバー固有のメ ト リ ッ ク

を収集します。 このモニタは、 パフォーマンスを監視するすべてのアプリ ケーシ ョ ン  サーバー

で実行させておく必要があ り ます。

頻度

USER_PERF パフォーマンス  モニタは、 5 分ごとに実行するこ とをお勧めします。

データソース

USER_PERF モニタは SAP ト ランザクシ ョ ン SM04 ( ユーザーの概要 ) をデータ  ソース と して

使用します。

メ ト リ ッ ク

表 84 に、 USER_PERF パフォーマンス  モニタから返されるパフォーマンス  テーブルに含まれ

る値を示します。

WLSUM_PERF

パフォーマンス  モニタ  WLSUM_PERF は、 最新 1 時間のパフォーマンス  ワーク ロード統計を

収集します。 すべてのタスク  タイプ、 たとえばダイアログ、 バッ クグラウンド、 RFC、 ALE、

更新などのワークロード統計を表示できます。 WLSUM_PERF パフォーマンス  モニタは、 監視

する各アプリ ケーシ ョ ン サーバーで必須であ り、 それぞれで設定を行う必要があ り ます。

 モニタの種類

WLSUM_PERF パフォーマンス  モニタの種類はタイムフレーム型で、 アラート  タイプまたはパ

ラ メータを使用しません。 1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集します。 WLSUM_PERF パ
フォーマンス  モニタは、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバー固有のメ ト リ ッ クを収集します。 このモニ

タは、 パフォーマンスを監視するすべてのアプリ ケーシ ョ ン  サーバーで実行させておく必要が

あ り ます。

表 84 USER_PERF パフォーマンス モニタ  メ ト リ ッ ク

順序 メ ト リ ック名 説明

1 USER_CLIENT ユーザーと関連する  SAP ク ラ イア

ン トの番号

2 USER_CNT ク ラ イアン ト ごとのログインしてい
るユーザの数

3 SESSION_CNT ク ラ イアン ト ごとのユーザー セッ

シ ョ ンの合計数

WLSUM モニタのデータ収集は、 SAP 内部ジ ョブ COLLECTOR_FOR_PERFORMANCEMONITOR に基づ

いています。 このジ ョブは、 r3perfagent.cfg 内の WLSUM_PERF に指定されている頻度と同

じ頻度で実行する必要があ り ます。 そのよ うにする と、 WLSUM_PERF が 
COLLECTOR_FOR_PERFORMANCEMONITOR の収集した最新データを取り出せるよ うにな り ます。
228 第 6 章



頻度

パフォーマンス  モニタ  WLSUM_PERF の時間の計測と記録のために、 WLSUM_PERF パ
フォーマンス  モニタを  1 時間毎に実行するよ うに設定するこ とは必須です。

データソース

WLSUM_PERF モニタは SAP ト ランザクシ ョ ン ST03 ( ワークロード分析 ) をデータ  ソース と

して使用します。 

メ ト リ ッ ク

表 85 に、 WLSUM_PERF パフォーマンス  モニタから返されるパフォーマンス  テーブル内の値

を示します。

表 85 WLSUM_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ック

順序 メ ト リ ック名 説明

1 ホス ト名 SAP システム ホス ト名

2 SID SAP システム ID

3 INSTANCE SAP インスタンス番号 (SAP バージ ョ ン < 
4.6x の場合 )

4 TASKTYPE SAP NetWeaver タスクのタイプ (RFC、

ダイアログ )

5 CNT ダイアログ ステップ数

6 DBACTIVCNT データベース  アクティブ ダイアログ ス
テップのカウンタ

7 RESPTI ダイアログが要求をディ スパッチャに送信
してから応答を受信するまでの経過時間

8 CPUTI ワークプロセスで使用された CPU 時間

9 QUEUETI 未処理のダイアログ ステップが空きのワー

クスペースを待ってディ スパッチャ  キュー

で待機する時間

10 LOADGENTI ABAP ソース  コード、 およびデータベー

スからの画面情報などのオブジェク トの
ロードおよび生成にかかる時間

11 COMMITTI コ ミ ッ トの完了に必要な時間

12 DDICTI データ  ディ クシ ョナリに必要な時間

13 QUETI バッチ入力キューに必要な時間

14 CPICTI RFC および CPI-C に必要な時間

15 ROLLINCNT ロール イン ( ロール インされたユーザ コ
ンテキス ト ) の数

16 ROLLINTI ロール インの処理時間

17 ROLLOUTCNT ロール アウ ト  ( ロール アウ ト されたユー

ザ コンテキス ト ) の数
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WP_PERF

SPI for SAP Performance Agent は、 WP_PERF モニタを使用して、 SAP ワーク  プロセスに関

するパフォーマンスの問題を監視します。 たとえば、 WP_PERF は以下の状況を検出し、 報告し

ます。

• ワーク  プロセスがセマフォを待つ必要がある。

• ワーク  プロセスが private モードにある。

• ダイアログ ワークプロセスが、 使用後またはリ リース後にアイ ドル状態に戻らない。

モニタの種類

WP_PERF モニタの種類はスナップシ ョ ッ ト型で、 アラート  タイプまたはパラ メータを使用し

ません。 1 回のモニタ実行で 1 組の値のみ収集します。 WP_PERF パフォーマンス  モニタは、

アプリ ケーシ ョ ン サーバー固有のメ ト リ ッ クを収集します。 このモニタは、 パフォーマンスを

監視するすべてのアプ リ ケーシ ョ ン サーバーで実行させておく必要があ り ます。

頻度

WP_PERF パフォーマンス  モニタは、 15 分ごとに実行するよ うに設定するこ とをお勧めしま

す。

データソース

WP_PERF モニタは SAP ト ランザクシ ョ ン SM50 ( ワークプロセス概要 ) をデータ  ソース と して

使用します。

18 ROLLOUTTI ロール アウ トの処理時間

19 READDIRCNT 直接読み込みアクセス数

20 READDIRTI 直接読み込みアクセス時間

21 READSEQCNT 順次読み込み試行数

22 READSEQTI 順次読み込みアクセス時間

23 CHNGCNT 変更されたデータベース  アクセス数

24 CHNGTI 変更されたデータベース  アクセス時間

25 BYTES バイ ト数

26 GUITIME ディ スパッチャによって実行された GUI 
要求にかかった総時間

27 GUICNT GUI ステップ数

28 GUINETTIME アプリ ケーシ ョ ン サーバーが SAP GUI か
らの要求に応答するのにかかった時間

表 85 WLSUM_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ック  ( 続き )

順序 メ ト リ ック名 説明
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メ ト リ ッ ク

表 86 に、 パフォーマンス  モニタから返されるパフォーマンス  テーブル内の値を示します。

表 86 WP_PERF パフォーマンス モニタのメ ト リ ック

順序 メ ト リ ック名 説明

1 ALL_WP 全ワークプロセス数

2 SEMAPHORE_WP セマフォを待っているワークプロセス数

3 DEBUG_WP debug モードにあるワークプロセス数

4 LONG_RUNNING 長時間実行中のダイアログ wp 数

5 PRIVAT_WP private モードにあるダイアログ wp 数

6 NOSTART_WP 再起動不能なダイアログ wp 数

7 DIA_IDLE アイ ドル状態のダイアログ ワークプロセ

ス数

8 DIA_ALL ダイアログ ワークプロセス数

9 DIA_RUNNING 実行中のダイアログ wp 数

10 BTC_IDLE アイ ドル状態のバッチ ワークプロセス数

11 BT_ALL バッチ ワークプロセス数

12 BTC_RUNNING 実行中のバッチ wp 数

13 SPO_IDLE アイ ドル状態のスプール ワークプロセス

数

14 SPO_ALL スプール ワークプロセス数

15 SPO_RUNNING 実行中のスプール wp 数

16 ENQ_IDLE アイ ドル状態のエンキュー ワークプロセ

ス数

17 ENQ_ALL エンキュー ワークプロセス数

18 ENQ_RUNNING 実行中のエンキュー wp 数

19 UPD_IDLE アイ ドル状態の更新ワークプロセス数

20 UPD_ALL 更新ワークプロセス数

21 UPD_RUNNING 実行中の更新 wp 数

22 UPD2_IDLE アイ ドル状態の更新 2 ワークプロセス数

23 UPD2_ALL 更新 2 ワークプロセス数

24 UPD2_RUNNING 実行中の更新 2 ワークプロセス数
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SAP/Performance サブエージェン トの削除

SAP/Performance サブエージェン ト を管理対象ノードから削除するには、 以下の手順をこのと

おりの順番で実行する必要があ り ます。

1 管理対象ノードから  SPI for SAP Performance Agent を削除する手順を始める前に、 必ず 
SPI for SAP Performance Agent を停止して ください。 たとえば以下のよ うに行います。

— SPI for SAP アプリ ケーシ ョ ンの [PerfAgt 停止 ] を使用します。 これは [SPI for SAP > SAP 
R/3 UN*X] または [SPI for SAP > SAP R/3 NT] アプリ ケーシ ョ ン グループにあ り ます。 

— SAP 管理対象ノードに root ユーザーでログインし、 コマンド行で以下のよ うに入力し

ます。

r3perfagent stop

2 [登録ノード ] ウ ィンド ウから、 SPI for SAP グループに移動し、 以下のアプリ ケーシ ョ ンを

起動します。

— UNIX ノードでは Remove Performance Package (UNIX) アプリ ケーシ ョ ン

— Windows ノードでは Remove Performance Package (Windows) アプ リ ケーシ ョ ン
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7 SAP ITS モニタ
この項では、 SAP ITS 6.20 用の SPI for SAP モニタのインス トール、 設定、 使用、 および削除

の方法を説明します。

この項の内容

この項では、 SPI for SAP の ITS モニタを紹介し、 それを利用して SPI for SAP の監視能力を拡

張して SAP ITS インスタンスについても管理する方法を説明します。 この項では、 以下の各ト

ピッ クの説明を参照できます。

• 233 ページの 「ITS とは」

• 234 ページの 「ITS のインス トール シナリオ」

• 236 ページの 「ITS 6.20 モニタのインス トール」

• 238 ページの 「ITS 6.20 モニタのインス トールの確認」

• 239 ページの 「ITS 6.20 モニタの設定」

• 249 ページの 「ITS 6.20 のステータスおよび可用性」

• 249 ページの 「ITS 6.20 サービス  レポート 」

ITS とは

SAP Internet Transaction Server (ITS) は、 Web ブラウザの SAP ユーザーに対して SAP ト
ランザクシ ョ ン インタフェースを提供します。 この ト ランザクシ ョ ン インタフェースを使う と、

SAP ユーザーには以下の作業が可能とな り ます。 

• Web ブラウザを使用して SAP システムにログオン

• SAP システムで直接ト ランザクシ ョ ンを入力するこ とによる情報要求

• ITS の ト ランザクシ ョ ン インタフェースを使って、 Web ブラウザで ト ランザクシ ョ ン要求

の結果を直ちに確認

SAP ITS は Linux および Microsoft Windows オペレーティング システムでのみ使用できます。
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図 23 ITS を使った SAP へのログイン

ITS のインストール シナリオ

ITS サーバーは、アプリ ケーシ ョ ン ゲート ウェイ  (Agate) および Web ゲート ウェイ  (Wgate) の 
2 つの主要コンポーネン トで構成されます。 どちらのコンポーネン ト も、 ITS パフォーマンス  モ
ニタ  (SPI for SAP の一部と してインス トール ) で監視できます。 

図 24 ITS のアーキテクチャ

アプリケーシ ョ ン ゲートウェイ

アプリ ケーシ ョ ン ゲート ウェイは、 ITS サーバーを  SAP アプ リ ケーシ ョ ン サーバーにリ ンク し

ます。 AGate は ITS の中核処理を行う コンポーネン トで、 WGate から  Web ブラウザの要求を

受け取り、 DIAG または RFC によ り  SAP アプリ ケーシ ョ ン  サーバーと通信します。

AGateWGate

ITS

SAP R/3

システム

Web
 サーバー

http tcp/ip SAP GUI rfc

Web ブラウザ
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Web ゲートウェイ

Web ゲート ウェイは ITS サーバーを Web サーバーに接続します。 WGate コンポーネン トは、

常に Web サーバーと同一ホス ト上に設置されます。 WGate は Web サーバーからの要求を受け

取り、 AGate と接続した後、 受け取った要求を AGate に転送します。 

ITS のコンポーネン トである  AGate および WGate は、単一ホス トに 2 つと も インス トールする

こ と もできますし、 2 つのホス トに分けてインス トール ( デュアル ホス ト  インス トール ) するこ

と もできます。 図 25 に示す単一ホス トのインス トールは、 テス トや開発目的などの負荷が小さ

い環境に適しています。 一方、 図 26 に示すデュアル ホス ト構成は、 高負荷が予想される本稼働

環境でパフォーマンスを発揮します。 

図 25 ITS 単一ホスト構成

デュアル ホス トのインス トールでは、 Web サーバーおよび WGate がク ライアン ト  アクセス  
ネッ ト ワーク  ( インターネッ ト またはイン ト ラネッ ト ) に接続する  1 つのホス ト上で動作しま

す。 AGate は、 TCP/IP 経由で WGate に接続された 2 番目のホス トに接続し、 SAP リ モート関

数コールによ り  SAP システムとの通信をすべて処理します。

図 26 ITS デュアル ホスト構成

また、 ITS は複数の AGate / WGate インスタンスを構成するこ と も可能です。 これによ り、 多数

のリモート  ユーザーがログオンするこ とで増大する負荷を分散させるこ とができます。 このス

ケーラビ リ ティ機能によ り、 それぞれの AGate インスタンスは、 複数の WGate インスタンスの

みならず複数のアプリ ケーシ ョ ン サーバーと も通信可能になり ます。 同様に、 それぞれの 
WGate インスタンスは複数の AGate インスタンス と通信し、 全体の負荷を調整するこ とができ

ます。

ITS 6.20 モニタ

SPI for SAP には SAP ITS 6.20 (Internet Transaction Server) の専用モニタが含まれています。 
これを使用する と以下のこ とが行えます。

AGateWGate

ITS

Web
 サーバー

ミ ドルウェア サーバー  SAP
Application

 サーバー

AGate

ITS

ミ ドルウェア
 SAP

Application
 サーバー

WGateWeb
 サーバー

Web サーバー

サーバー
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• ITS 6.20 の可用性のチェッ ク

AGate、 WGate、 Web サーバーを含む ITS 6.20 サーバーのさまざまなコンポーネン トの可

用性をチェ ッ クできます。

• 通信問題の特定

複数の ITS 6.20 インスタンス と複雑な負荷分散環境下での ITS 6.20 コンポーネン ト間の通

信問題を特定できます。

ITS 6.20 モニタは、 ITS ログ ファ イルを分析し、 通常は http リ クエス ト を送信して ITS サー

バー インスタンスへ特定の情報を要求するこ とによ りデータを収集します。

ITS 6.20 モニタはデータを収集する と、 HP Performance Agent や HP Software Embedded 
Performance Component (CODA) が収集したデータ と と もに保存します。 次に、 HP Reporter 
や Performance Manager などの HP Software パフォーマンス  ツールが相関データを使用して

レポートやグラフを生成します。 これらのレポートやデータは、 パフォーマンスやその他の問題

点、 ITS に関する全般的な傾向の調査に使われます。

ITS 6.20 モニタは、 ITS アプリ ケーシ ョ ン  ゲート ウェイに関する以下の事象を監視できます。

• 単一 AGate ク ラスタにおけるローカルおよびリモート双方の AGate インスタンスのステー

タス

• 各 AGate プロセスおよび AGate プロセス  ワーク  スレッ ドのステータス

HP Internet Services と連携すれば、 r3monits モニタで ITS Web ゲート ウェイを監視するこ と

も可能です。 しかし、 ITS Web ゲート ウェイの主要タスクには、 パフォーマンス情報以外のイン

ターネッ ト との間でのリ クエス トの受け渡しが含まれているため、 ITS Web ゲート ウェイの監視

で収集した情報の多くはあま り役立ちません。

ITS 6.20 モニタのインストール

この項の操作手順は、 HP Software Embedded Performance Component (CODA) または HP 
Performance Agent が ITS 6.20 モニタで監視するすべての HPOM 管理対象ノードで起動して

いるこ とを前提に説明します。 ITS 6.20 モニタを HPOM 管理対象ノードにインス トールするに

は、 以下の手順を実施します。 各手順の詳細については、 以降の対応する項で説明 します。

• 236 ページの 「ITS 6.20 モニタ : インス トールの前提条件」

• 237 ページの 「ITS 6.20 モニタ  テンプレートの割り当て」

• 238 ページの 「ITS 6.20 モニタ  テンプレートの分配」

ITS 6.20 モニタ : インス トールの前提条件

ITS 6.20 モニタをインス トールする前に、 SPI for SAP ITS 6.20 モニタのインス トール対象と し

て選択した SAP ITS 6.20 AGate サーバーが以下の要件を満たしているこ とを確認して くださ

い。

• SAP ITS インスタンスが次のいずれかのオペレーティング  システム上で動作しているこ と  

ITS 6.20 モニタ  コンポーネン ト を、 独立して HPOM 管理対象ノードから削除するこ とはでき

ません。 ITS 6.20 モニタ  コンポーネン トは、 SPI for SAP の削除の一環と してのみ、 管理対象

ノードから削除できます。
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— Windows 2003

— SuSE Linux Enterprise Server (SLES) 8 または 9

— Red Hat Enterprise Linux (RHEL) 3 または 4

• HPOM エージェン トがインス トールされ、 実行されているこ と

• HP Performance Agent または HP Software Embedded Performance Component が SAP 
ITS 6.20 サーバー上にインス トールされ、 実行されているこ と

• SAP ITS 6.20 がインス トールされ、 正し く設定されているこ と  

ITS モニタ  r3monits が ITS 6.20 AGate サーバーのみを監視するよ うに設計されていまし

たが、 SAP 6.40 以降、 SAP の設計が変更されて ITS モニタは使用できな くなっています。

• 任意 - パフォーマンスのグラフを生成および表示したい場合は、 HP Performance Manager 
がインス トールされ、 使用できるこ と  ( ただし  ITS 6.20 サーバー コンピュータ上でなくて

も可 )

• 任意 - サービスのレポート を生成および表示したい場合は、 HP Reporter がインス トールさ

れ、 使用できるこ と  ( ただし  ITS 6.20 サーバー コンピュータ上でな くても可 )。 サポート対

象のソフ ト ウェア バージ ョ ンの詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP インス

トール ガイ ド』 を参照して ください。

dsi2ddf ラ ッパー ユーティ リ ティが HPOM 管理サーバー上にインス トールされ、 ITS 6.20 
サーバーに配布されているこ と。 製品バージ ョ ンの要件についての詳細は、 『HP Operations 
Smart Plug-in for SAP インス トール ガイ ド』 を参照して ください。

 ITS 6.20 用の SPI for SAP モニタのデフォルトの設定を使用した くない場合には、 ITS 6.20 モ
ニタがステータス  メ ト リ ッ クの収集用に使用するソースを指定する必要があ り ます。 インス

トールの前提条件およびパフォーマンス  データ  ソースの選択についての詳細は、 『HP 
Operations Smart Plug-in for SAP インス トール ガイ ド』 を参照して ください。

ITS 6.20 モニタ  テンプレートの割り当て

ITS 6.20 モニタ  テンプレート を該当する  ITS 6.20 サーバーに割り当てるには、 以下の手順を実

行します。

1 [OVO 登録ノード ] ウ ィンド ウで、 テンプレート を割り当てる  SAP ITS 6.20 AGate サー

バーを選択します。 一緒に選択する ノードは、 同じ使用法 ( アプリ ケーシ ョ ン サーバーまた

はセン ト ラル インスタンス ) である必要があ り ます。

2 メニュー バーから、 次のメニュー オプシ ョ ンを選択します。

[ アクシ ョ ン : エージェン ト  -> テンプレートの指定 ...] 

[ノード / テンプレートの指定 ] ウ ィンド ウが開きます。

3 [ 追加 ...] をク リ ッ ク します。 [ノード / テンプレートの追加 ] ウ ィンド ウが開きます。

4 [ テンプレートウインドウ ...] をク リ ッ ク します。 [メッセージ・ソースのテンプレート ] ウ ィン

ド ウが開きます。

5 左のパネルで [SAP R/3 SPI] テンプレート  グループを展開し、 ITS 6.20 サーバーに割り当

てたい 1 つ以上のテンプレート  グループを選択します。

6 図 27 で示されている  [ノード /テンプレートの追加 ] ウ ィンド ウ  に戻り、 [ 選択テンプレート

の取得 ] をク リ ッ ク します。

ITS 6.20 モニタは ITS Agate サーバーを監視するためのものです。 ご利用の環境で Agate およ

び Wgate サーバーが別々のホス トで稼働している場合は、 必ず ITS 6.20 モニタを Agate イン

スタンスが起動しているホス トにインス トールしておいてください。
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新し く割り当てられたテンプレートが [テンプレート ] リ ス トに表示されます。

7 [OK] をク リ ッ ク して分配を終了します。

図 27 [ ノード / テンプレートの追加 ] ウィンドウ

ITS 6.20 モニタ  テンプレートの分配

ITS 6.20 モニタ  テンプレート を分配するには、 以下にリ ス ト されている手順を実行します。

1 ITS 6.20 モニタ  コンポーネン ト を分配する管理対象ノード  (ITS 6.20 サーバー ) を選択しま

す。 

2 [ノード グループ ] ウ ィンド ウのメニュー バーから、 次のメニュー オプシ ョ ンを選択しま

す。

[ アクシ ョ ン : エージェン ト  -> テンプレートの指定 ...]

[ITO ソフトウェアと設定のインストール /更新 ] ウ ィンド ウが表示されます。

3 分配するコンポーネン ト を選択します。

4 [強制アップデート ] を選択します。 

5 [OK] をク リ ッ ク して分配を終了します。

ITS 6.20 モニタのインストールの確認

この項では、 ITS 6.20 モニタ  のインス トールが正常に完了したこ とを確認する方法を説明しま

す。

1 最初の手順と して、 指定の管理対象ノードに割り当てたテンプレート を一覧表示するレポー
ト を以下の手順で作成します。

a [OVO 登録ノード ] ウ ィンド ウで、 ITS 6.20 モニタをインス トールした管理対象ノード

を選択します ( 複数選択可 )。

b 以下のメニュー オプシ ョ ンをク リ ッ ク します。

[ アクシ ョ ン -> ユーティ リテ ィ  > レポート ]

c [選択ノード ] を選択します ( 図 28)。
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図 28 HP Operations Manager ノード  レポートの生成

こ こでは、 以下に挙げる  ITS 6.20 固有のテンプレートが、 そのノード  レポートで生成され

るテンプレートの リ ス トに表示されるはずです。

• r3monits

ITS 6.20 コンポーネン トの状態を監視します。

2 次に、 管理対象ノードにログインし、 ITS 6.20 モニタのインス トールで適切なコンポーネン

トが正しい場所にコピーされているこ とを確認します。 ITS 6.20 モニタのインス トール時に

コピーされるファ イルの詳細については、 242 ページの 「ITS 6.20 モニタ : ファ イルの場所」

を参照して ください。

ITS 6.20 モニタの設定

この項では、 ITS 6.20 モニタの設定方法を説明します。 この項で説明されているタスクを実行す

るには、 最初に ITS 6.20 モニタをインス トールし、 インス トールが正常に完了したこ とを確認

する必要があ り ます。

ITS 6.20 モニタは、 HTTP コマンドを使用して ITS 6.20 から可用性データを収集します。 この

HTTP コマンドは、 設定され実行中の ITS 6.20 コンポーネン トからのステータス情報を要求し

ます。 この項では次のト ピッ クについての詳細情報を提供します。

• 239 ページの 「ITS 6.20 モニタ : パフォーマンス  データ  ソースの選択」

• 240 ページの 「ITS 6.20 モニタ : 設定作業」

• 241 ページの 「ITS 6.20 モニタ : デフォルト設定」

• 242 ページの 「ITS 6.20 モニタ : ファ イルの場所」

• 243 ページの 「ITS 6.20 モニタ : 設定ファイル キーワード」

ITS 6.20 モニタ : パフォーマンス データ  ソースの選択

HPOM Smart Plug-in は、 HP Performance Manager および HP Reporter でグラフを作成する

ために必要なパフォーマンス  データのデフォルトのソース と して、 HP Performance Agent また

は HP Software Embedded Performance Component (CODA) を使用するこ とができます。 パ

フォーマンス  データ  ソースの選択についての詳細は、 200 ページの 「パフォーマンス  データ

ソースの選択」 を参照して ください。
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ITS 6.20 モニタ : 設定作業

ITS 6.20 モニタは、 ITS 6.20 global.srvc 設定ファイルの情報を使用し、 自動的にデフォルト

設定を適用します。 しかし、 管理対象ノードの情報を収集するよ うに ITS 6.20 モニタをセッ ト

アップする必要があ り ます。 たとえば、 環境変数を設定して、 その環境で ITS 6.20 コマンドが

正常に動作するこ とを確認します。 

SPI for SAP モニタを ITS 6.20 用に設定するには :

1 環境変数 SAP_REGISTRY_PATH を設定します。

r3monits モニタが AGate ノード上の ITS 6.20 のインス トール場所を見つけるためには、

環境変数 SAP_REGISTRY_PATH が ITS 6.20 XML レジス ト リ を示す必要があ り ます。 こ

の変数は HPOM エージェン トが参照できる必要があ り ます。 Windows オペレーティング 
システム上では、 ITS 6.20 のインス トール時にこの変数が設定されます。 Linux オペレー

ティング システム上では、 この変数を手作業で設定してください。 

デフォルトのインス トール ディ レク ト リ を変更していなければ、 環境変数 
SAP_REGISTRY_PATH の値は以下のよ うにな り ます。 

• Linux オペレーティング システム :

/usr/sap/its/6.20/config

• Windows オペレーティング システム :

C:¥Program Files¥SAP¥ITS¥6.20¥config

2 its_ping サービスを設定します。

r3monits モニタは、 ITS 6.20 global.srvc 設定ファイルの情報を使用し、 自動的にデフォ

ルト設定を適用します。 しかし、 r3monits モニタは its_ping サービスを使用してシステ

ム のステータスを判別するため、 ITS 6.20 管理者用 Web コンソールを使用して 
its_ping.srvc ファ イルに以下のエン ト リ を適切な値で追加して、 its_ping サービスを設

定しておく必要があ り ます。

• ~client 例 : 000

• ~language 例 : EN

• ~login 例 : <valid_SAP_user>

• ~password 例 : <password_for_valid_SAP_user>

3 its_ping サービスの設定が正常に完了したこ とを確認します。

Web ブラウザを開き、 次の URL を入力します。

http://<WGateHost>:<WGatePort>/scripts/wgate/its_ping/
!?~agate_routing=<AGateHost>:0

its_ping サービスの設定が正しければ、 アクセスしたい SAP システムのステータスを示す

ページがブラウザに表示されます。
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図 29 ITS 6.20 管理者用 GUI を使った its_ping の設定

図 29 は、 ITS 6.20 管理者用 GUI を使い、 its_ping サービスを設定する方法を示すものです。

ITS 6.20 モニタ : デフォルト設定

ITS 6.20 モニタは、 設定の詳細情報をファ イル r3monits.cfg に保存します。 インス トール後、

ITS 6.20 モニタは 「ITS 6.20 モニタ設定ファイル」 に示すデフォルト  バージ ョ ンの設定ファイ

ルを使用します。 ITS 6.20 モニタ設定 ファ イルの場所については、 242 ページの 「ITS 6.20 モ
ニタ : ファ イルの場所」 を参照して ください。

ITS 6.20 モニタ設定ファ イル

# The r3monits.cfg file
# TraceLevel   hostname    only error messages =  1
#                          info messages       =  2
#                          debug messages      =  3
#                          Disable             =  0
TraceLevel     =ALL        =0
#-----------------------------------------------------------
# TraceFile  hostname    filename
TraceFile    =ALL        =r3monits.log
#-----------------------------------------------------------
# History          hostname    path
# Path
HistoryPathWinNT   =ALL        =default
HistoryPathUnix    =ALL        =default
#-----------------------------------------------------------  
# Datafiles    hostname    path
# location
DatafilesLocation  =ALL        =default
#------------------------------------------------------------
# RemoteMonitoring  LocalHost     RemoteHost  ITS     ITS        min   ¥
#                                             System  SystemNr   AGates¥
# ITS        ITS          SAP     SAP        SAP    
# WGatehost  WGateport    System  appserver  Number
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#
#RemoteMonitoring     =local        =remote     =SID    =00        =1  ¥
# =wgate     =00          =SID    =appserv   =00
#-----------------------------------------------------------  
# WebServer   ITS        ITS         hostname      port
#             hostname   System ID
WebServer     =ALL       =ALL        =default      =default
#-----------------------------------------------------------  
# AGate       ITS        ITS         Alias
#             hostname   System ID   hostname
AGate         =ALL       =ALL        =default
#-----------------------------------------------------------  
# ITSPerfMon ITS        ITS          Threshold   Enable/   ¥
#            hostname   System ID                Disable   ¥
# OpC        OpC         OpC
# Severity   Object      MessageGroup
ITSPerfMon   =ALL        =ALL        =default    =1       ¥

=WARNING   =ITS        =R3_ITS
ITSPerfMon   =ALL        =ALL        =1          =1       ¥

=CRITICAL  =ITS        =R3_ITS
#----------------------------------------------------------------------------

ITS 6.20 モニタ : ファイルの場所

ITS 6.20 モニタは、 読み取りに使用する設定ファ イルと、 書き込みに使用する ト レース  ファ イ

ルを、 HPOM 管理対象ノード  (ITS 6.20 サーバー ) の以下の場所にインス トールします。

• Linux オペレーティング システム :

— バイナリ :

– DCE: <OvDataDir>/bin/OpC/monitor/

– HTTPS: <OvDataDir>/bin/instrumentation/

— 設定ファ イル : <OvDataDir>/conf/sapspi/[global|local]

— ト レース  ファ イル : <OvDataDir>/log/

• Microsoft Windows オペレーティング システム :

— バイナリ :

– DCE: %OvDataDir%¥bin¥OpC¥monitor

– HTTPS: %OvDataDir%¥bin¥instrumentation

— 設定ファ イル : %OvDataDir%¥conf¥sapspi¥[global|local]

— ト レース  ファ イル : %OvDataDir%¥log
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r3monits モニタが使用するファ イルの一覧を表 87 に示します。 

ITS 6.20 モニタ : 設定ファイル キーワード

SPI for SAP には、 ITS 6.20 モニタ用のデフォルト設定が用意されています。 この設定は、 イン

ス トール後、 変更しな くてもすぐに使用できるよ うに設計されています。 ただし、 各 SAP 環境

の要件に合わせて ITS 6.20 モニタをセッ ト アップするため、 r3monits.cfg ファ イルを修正す

るこ とができます。 その場合には、 以下の一覧に含まれるキーワードを有効または無効にし、 必

要に応じて適切なパラ メータを設定します。 この項では、 以下のキーワードについての詳細な情
報を記載しています。

• 「TraceLevel」

• 「TraceFile」

• 「HistoryPath」

• 「DatafilesLocation」

• 「RemoteMonitoring」

• 「WebServer」

• 「AGate」

• 「ITSPerfMon」

TraceLevel

TraceLevel キーワードでは、 以下のパラ メータを使用するこ とができます。

TraceLevel =<Hostname> =<TraceLevel> 

• Hostname:

• TraceLevel:

表 87 r3monits のファイル

ファイル 説明

r3monits(.exe) SAP R/3 ITS 6.20 モニタの実行ファイル

r3monits.cfg SAP R/3 ITS 6.20 モニタの設定ファイル。

「ITS 6.20 モニタ設定ファ イル」 を参照して く

ださい。

r3monits.his SAP R/3 ITS 6.20 モニタの初回実行時に作成 
されるモニタの履歴ファイル

r3monits.log SAP R/3 ITS 6.20 モニタの ト レースを有効に

している場合にト レース情報を保存するファ イ
ル

=ALL SPI for SAP ITS 6.20 モニタの監視対象であるすべての SAP ITS 6.20 
サーバー。 これがデフォルト設定です。

=<ITS_host> ト レース  レベルを指定する、 SAP ITS 6.20 サーバーの名前。 各 SAP 
ITS 6.20 サーバーごとに新しい行を使用します。
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TraceFile

TraceFile キーワードでは、 以下のパラ メータを使用するこ とができます。

TraceFile =<Hostname> =<Filename> 

• Hostname:

• Filename:

=r3monits.log がデフォルト設定です。 代わりに ト レース  ログの書き込み先と したいファ

イルがあれば、 その名前とパス  ( 必要な場合 ) を指定するこ とができます。 r3monits バイナ

リの場所の詳細については、 242 ページの 「ITS 6.20 モニタ : ファ イルの場所」 を参照して

ください。

HistoryPath

HistoryPathUnix および HistoryPathWinNT キーワードでは、 以下のパラ メータを使用できま

す。

HistoryPathUnix =<Hostname> =<Path> 
HistoryPathWinNT =<Hostname> =<Path> 

• Hostname:

• Path:

=0 無効。 これがデフォルト設定です。

=1 エラー メ ッセージのみ記録する

=2 情報メ ッセージのみを記録

=3 デバッグ メ ッセージを含め、 すべてのメ ッセージを記録

=-1 テス ト出力

=ALL SPI for SAP ITS 6.20 モニタの監視対象であるすべての SAP ITS 6.20 
サーバー。 これがデフォルト設定です。

=<ITS_host> ト レースを有効化し、 ト レース  ファ イルへの記録を指定する、 特定の 
SAP ITS 6.20 サーバーの名前。 各 SAP ITS 6.20 サーバーごとに新し

い行を使用します。

=ALL SPI for SAP の監視対象であるすべての SAP ITS 6.20 サーバー。 これ

がデフォルト設定です。

=<ITS_host> SAP ITS 6.20 サーバーの名前。 このサーバーについてモニタの履歴

ファイルへのパスを指定します。 各 SAP ITS サーバーごとに新しい行

を使用します。

=default 起動するモニタの情報を含むファ イルのパス  ( およびファイル名 )。
デフォル トは、 <OvDataDir>/conf/sapspi (Linux オペレーティング  
システム ) または %OvDataDir%¥conf¥sapspi (Windows オペレー

ティング システム )。
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DatafilesLocation

Performance Manager および HP Reporter で使用されるデータを格納するファ イルのデフォル

トの位置。 DatafilesLocation キーワードでは以下のパラ メータを使用できます。

DatafilesLocation =<Hostname> =<Path> 

• Hostname:

• Path:

HP Performance Agent は、 DatafilesLocation 内で指定されたディ レク ト リ を使用してデータ

ファ イルを保存します。 データファ イルは、 パフォーマンスや可用性のデータを含んでおり、 こ
のデータはレポートやグラフで使用されます。 内部のデータス ト アを使用する  HP Software 
Embedded Performance Component を使用している場合も、 データファ イルの場所を内部で使

用するため、 有効なデータファ イルの場所を指定する必要があ り ます。

RemoteMonitoring

ITS 6.20 モニタ  r3monits のリモート監視機能を設定する際に、 次のパラ メータに値が必要で

す。

RemoteMonitoring =<LocalHost> =<RemoteHost> =<ITS SystemID> =<ITS SystemNr> 
=<Min Agates> =<ITS WgateHost> =<ITS WGatePort> =<SAP System> =<SAP appserver> 
=<SAP Number> 

• LocalHost ( 設定ファイルによっては 「Server Node」 ):

リ モート監視を実行する管理対象ノードの名前です。

• RemoteHost ( 設定ファイルによっては 「Remotely monitored Node」 )

リ モート監視対象の ITS 6.20 AGate ホス トの名前です。

• ITS SystemID:

リ モート監視対象のホス ト上で監視される  ITS 6.20 システムのシステム ID <SID> です。 
（例 : "IT1"）

• ITS SystemNr:

リ モート監視対象のホス ト上で動作する監視対象 ITS 6.20 システムの番号です。 （例 : "00"）

• Min AGates:

リ モート監視対象の ITS 6.20 AGate 上で許容される、 動作中の AGate プロセス数の最小設

定値です。

=ALL SPI for SAP の監視対象であるすべての SAP ITS 6.20 サーバー。 これ

がデフォルト設定です。

=<ITS_host>  ITS 6.20 サーバーの名前。 このサーバーについてモニタの履歴 ファ イ

ルへのパスを指定します。 各 SAP ITS サーバーごとに新しい行を使用

します。

=default データ  ファ イルのパスです。 デフォルト値は、 以下のとおりです。

• Linux オペレーティング システム : 

<OvDataDir>/datafiles

• Windows オペレーティング システム : 

%OvDataDir%¥datafiles
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• ITS WGateHost:

監視対象 ITS 6.20 AGate ホス トの WGate です。

• ITS WGatePort:

WGate の Web サーバーのポートです。 （例 : "80"）

• SAP System:

監視対象 ITS 6.20 インスタンスに接続された SAP システムの <SID> です。 （例 : "SP1"）

• SAP appserver:

監視対象 ITS 6.20 インスタンスが使用する  SAP アプリ ケーシ ョ ン サーバーです。

• SAP Number:

監視対象 ITS 6.20 インスタンスに接続された SAP システムのインスタンス番号です。

WebServer

WebServer キーワードでは、 以下のパラ メータを使用するこ とができます。

WebServer =<ITSHostName> =<ITSSystemID> =<HostName> =<Port> 

• ITSHostName:

• ITSSystemID:

• HostName:

ステータスの調査対象の WGate のホス ト名です。

• Port:

設定されたホス ト上で、 WGate Web サーバーがリ スンしているポートです。 以下の値を使

用するこ とができます。 

=ALL すべての SAP ITS 6.20 サーバーが、 SPI for SAP の監視対象とな り ま

す。 これがデフォルト設定です。

=<ITS_host> パフォーマンスの監視を有効にする、 特定の SAP ITS 6.20 サーバー 
のホス ト名。 各 SAP ITS 6.20 サーバーごとに新しい行を使用します。

=ALL すべての SAP ITS 6.20 システムが、 SPI for SAP の監視対象とな り ま

す。 これがデフォルト設定です。

=<ITS_SID> パフォーマンスの監視を有効にする特定の SAP ITS 6.20 システムの 
ID です。 たとえば、 DEV です。 各 SAP ITS 6.20 SID ごとに新しい行

を使用します。

=default デフォルトのホス ト名は、 該当する  ITS 6.20 インスタンスの 
global.srvc ファ イルに設定された ~hostunsecure の値にな り ます。

=<Hostname> WGate Web サーバーが実行されているホス トの名称です。
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AGate

AGate ホス トについてさまざまなホス ト名を指定します。 AGate キーワードでは、 以下のパラ

メータを使用するこ とができます。

Agate =<ITSHostName> =<ITSSystemID> =<AliasHostname> 

• ITSHostName:

• ITSSystemID:

• AliasHostname:

選択した WGate ホス トの ItsRegistryWGATE.xml 内で定義された ITS 6.20 AGate ホ
ス トのエイ リ アスです。 以下の値を使用するこ とができます。

ITSPerfMon

ITSPerfMon キーワードは、 ルーティング パスの Web サーバーを設定します。 以下のパラ メー

タを指定する必要があ り ます。

ITSPerfMon =<ITSHostName> =<ITSSystemID> =<Threshold> =<Enable|Disable> 
=<OpCSeverity> =<OpCObject> =<OpCMessageGroup>

• ITSHostName:

=default デフォルトのポートは、 該当する  ITS 6.20 インスタンスの 
global.srvc ファ イルに設定された ~portunsecure の値になり ます。

=<PortNumber> WGate Web サーバーがリ スンしているポートの番号がデフォルト値と

異なる場合、 ポート番号を指定します。

=ALL すべての SAP ITS 6.20 AGate サーバーが、 SPI for SAP の監視対象と

な り ます。 これがデフォルト設定です。

=<ITS_host>  パフォーマンスの監視を有効にする、特定の SAP ITS 6.20 AGate サー

バー のホス ト名。 各 SAP ITS 6.20 AGate サーバーごとに新しい行を

使用します。

=ALL すべての SAP ITS 6.20 システムが、 SPI for SAP の監視対象とな り ま

す。 これがデフォルト設定です。

=<ITS_SID>   パフォーマンスの監視を有効にする  SAP ITS 6.20 システムの ID です。 
たとえば、 DEV です。 各 SAP ITS 6.20 SID ごとに新しい行を使用し

ます。

=default デフォルトのエイ リ アスは、 ITS 6.20 モニタが実行されている  AGate 
のシ ョート  ホス ト名です。 

=<Hostname> AGate を実行するホス トの名前です。 こ こで指定す るホス ト名は、

WGate ホス ト上の ItsRegistryWGATE.xml 内で定義されたホス ト名

と一致している必要があ り ます。
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• ITSSystemID:

• Enable/Disable:

• Threshold:

• OpCSeverity:

• OpCObject:

• OpCMessageGroup:

=ALL すべての SAP ITS 6.20 サーバーが、SPI for SAP の監視対象とな り

ます。 これがデフォルト設定です。

=<ITS_host> パフォーマンスの監視を有効にする、 特定の SAP ITS 6.20 サー

バーのホス ト名です。 各 SAP ITS 6.20 サーバーごとに新しい行を

使用します。

=ALL すべての SAP ITS 6.20 システムが、SPI for SAP の監視対象とな り

ます。 これがデフォルト設定です。

=<ITS_SID>  監視を有効にする  SAP ITS 6.20 システムの ID (SID) です。 たとえ

ば、 DEV です。 各 SAP ITS 6.20 SID ごとに新しい行を使用しま

す。

=0 ITS 6.20 モニタを無効にします。

=1 ITS 6.20 モニタを有効にします。 これがデフォルト設定です。

=default プロセス数の許容される最小値です。 デフォルトのしきい値は、
ITS 6.20 XML レジス ト リ内に設定されている  "MinAGates" の値

で、 ITS 6.20 の通常の使用状態で実行されてい る  AGate プロセス

数を表します。

=<integer> <integer> は、 ITS 6.20 の通常の使用状態での AGate プロセス数

の許容される最小値です。 <integer> が 5 であ り、 3 つの AGate 
プロセスが実行されている場合、 アラートが管理サーバーに送信さ
れます。

=<Severity> しきい値条件に対する違反が発生した際に r3monits モニタが送信

する  HPOM メ ッセージの重要度ステータスです。 使用できる値は、

CRITICAL、 WARNING、 MAJOR、 MINOR、 NORMAL、
UNKNOWN です。

=<object> しきい値条件に対する違反が発生した際の HPOM メ ッセージのオ

ブジェク トです。

=<object> しきい値条件に対する違反が発生した際に SPI for SAP が送信する  
HPOM メ ッセージが属する メ ッセージ グループです。
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ITS 6.20 のステータスおよび可用性

ITS 6.20 モニタは、 アプリ ケーシ ョ ン ゲート ウェイ、 Web ゲート ウェイ、 および Web サーバー

自体を含む重要な ITS サーバーのさまざまなコンポーネン トの可用性をチェッ ク します。 また、

ITS 6.20 モニタは、 重要なコンポーネン ト間の接続を監視し、 それらのコンポーネン ト間の潜在

的または既存の通信問題を特定します。 この機能は、 特に複数の ITS インスタンスが存在し、

複雑な負荷分散を行っているよ うな環境では重要とな り ます。

この項では、 SAP ITS の可用性をチェッ ク し、 監視対象に指定した管理対象ノードにおいて問

題が検出された場合に、 ITS 6.20 モニタから  HPOM に送信される メ ッセージについて説明しま

す。

• AGate と  WGate 間の接続切断

ホスト <Hostname> の ITS インスタンス <Instance Name> と Web サーバー 
<Webserver-Hostname>:<Portnumber> 間の接続がダウンしています。

• WGate が、 設定された AGate ホス ト を認識しない

無効なモニタ設定 : WGate <hostname>:<port> は、設定された AGate <hostname> を認

識できません。

• WGate からの予期しない応答

AGate <hostname> 接続中に、WGate <hostname>:<port> からの予期しない応答がありま

した。

• AGate が R/3 にログインできない

ITS SID <SID> の AGate <hostname> は , R/3 システム <R/3Connection> - 
<SAPSID> にログインできません。[理由 : <details>]

• プロセス数のしきい値違反

ホスト <hostname> 上で起動している AGate プロセスの数 (<nr>) が、ITS SID <SID> 
のしきい値 <nr> を下回っています。

• Performance Agent 設定時のエラー

r3monits は、Performance agent データソースを設定できません。

ITS 6.20 サービス レポート

この項では、 HP Reporter を使用し、 ITS 6.20 用の SPI for SAP モニタが収集したデータを調

べる方法について説明します。 SPI for SAP で使用できる  ITS レポートの一覧については、353 
ページの表 91 を参照して ください。 この項では、 以下の ト ピッ クについて説明します。

• 249 ページの 「ITS 6.20 サービス  レポート : インス トールの前提条件」

• 250 ページの 「ITS 6.20 サービス  レポート : HP Reporter の設定」

• 250 ページの 「ITS 6.20 サービス  レポートの表示」

ITS 6.20 サービス レポート : インストールの前提条件

HP Reporter を使用し、 ITS 6.20 モニタが収集した情報に関するレポート を作成する前に、 以

下の製品がインス トール、 設定されているこ とを確認して ください。

• HP Reporter
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• SPI for SAP ITS 6.20 モニタ  Reports Snap-In

ITS 6.20 サービス レポート : HP Reporter の設定

344 ページの 「SPI for SAP Report のインス トール」 で述べられている  SPI for SAP サービス  
レポートのインス トールでは、 ITS 6.20 サービス  レポートが自動的にインス トールされ、 設定

されます。 ただし、 以下の手順を実行する必要があ り ます。 

1 Reporter に管理対象ノードを追加する

ITS 6.20 を使って監視する個々の SAP ITS システムが HP Reporter に追加され、 認識され

ているこ とを確認して ください。 Reporter は、 追加された新しいシステムを自動的に検出し

よ う と します。 ノードを検出できない場合、 Reporter はそのノードのレポート を作成できま

せん。

2 レポートの生成をスケジューリ ングする

ITS 6.20 システムに対しレポートの作成ジ ョブを忘れずにスケジューリ ングして ください。

ITS 6.20 サービス レポートの表示

ITS 6.20 モニタ  レポートの全一覧を表示するには、 以下のいずれかのオプシ ョ ンを使用します。

• Reporter ウ ィンド ウの [レポートの表示 ] ボタンをク リ ッ ク します。

• Reporter マシン host.name.com で以下のファイル / ディ レク ト リ を表示させます。

¥¥<host.name.com>¥rpmtools¥Data¥Webpages¥reports.htm

• ( リモートの ) Web ブラウザ ウ ィ ンド ウを開き、 以下の URL を入力します。

http://<host.name.com>/HPOV_reports/reports.htm

この操作は、 Reporter マシン host.name.com に Web サーバーが設定されているこ とを前

提にしています。

表示されるページで調査したいレポート  グループをブラウズします ( 例 : SAP ITS 620 Last 
Full Week)。 次に、 表示されるレポートの一覧から個々のレポート を選択します。 図 30 は、 過

去 1 週間の SAP ITS 6.20 インスタンス中のルーティング パスの可用性の概要を示すレポートで

す。
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図 30 ITS 6.20 レポート
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8 SAP NetWeaver Web Application Server 
(J2EE) の監視
SPI for SAP を使う と、SAP NetWeaver Web Application Server の J2EE Engine の稼動状態を

監視できます。 一連の テンプレート  を使って、 SAP NetWeaver Web Application Server の 
J2EE Engine の稼動状態、 可用性、 パフォーマンスを示すメ ト リ ッ クを収集できます。 SAP 
NetWeaver の J2EE Engine の監視に必要な テンプレート  は、 すべて SAP NW Java 
Monitoring テンプレート  グループにグループ化されています。

このバージ ョ ンの SPI for SAP が監視できる  SAP NetWeaver Web Application Server (J2EE) 
は、 SAP NetWeaver 6.40 と  7.00 だけです。

始める前に

SAP NetWeaver Web Application Server (J2EE) 環境の監視を開始する前に、 以下の作業が必

要です。

1 アクシ ョ ン、 モニタ、 コマンドを管理対象ノードへインス トールします。

2 必要な JAR ファ イルの場所を確認します。

SAP NetWeaver システムの規定の場所に、 以下の JAR ファ イルが含まれているこ とを確認

します。

— logging.jar (<SAP_home>/j2ee/admin/lib ディ レク ト リ内 )

— exception.jar (<SAP_home>/j2ee/admin/lib ディ レク ト リ内 )

— com_sap_pj_jmx.jar (<SAP_home>/j2ee/admin/lib ディ レク ト リ内 )

— sapj2eeclient.jar (<SAP_home>/j2ee/j2eeclient ディ レク ト リ内 )

— jmx.jar (<SAP_home>/j2ee/admin/logviewer_standalone/lib ディレク ト リ

内 )

3 アクセス関連の情報を指定します。

SAP R/3 環境の Web AS (Java) 環境を監視するのに、 SAP NW Java Monitoring テンプレート  
グループ下の テンプレート  は使えません。 SAP R/3 配布では、 SPI for SAP と共に配布される  
SAPSPI_CCMS_Monitors.car 移送ファイルを使って、 Web AS (Java) 環境を監視できます。

アクシ ョ ン、 モニタ、 コマンドをインス トールする前に、 HPOM 管理サーバーに 
Generic JMX Component がインス トール済みであるこ とを確認します ( 『HP 
Operations Smart Plug-in for SAP インス トール ガイ ド』 の 「汎用 JMX コンポー

ネン トのインス トール」 の項を参照 )。

これらの JAR ファ イルは、 インス トールされた SAP システムの以下の場所に格納

されます。
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SPI for SAP に対して、 SAP NetWeaver Web Application Server へのアクセス方法を指定

する必要があ り ます。 SiteConfig 設定ファイル を使って、 SPI for SAP に対して SAP 
NetWeaver Web Application Server へのアクセス方法を指定し、 SPI for SAP が必要なメ ト

リ ッ クを収集できるよ うにします。 SPI に対してアクセス関連情報を指定するには、 以下の

手順を実行します。

a [SAP R/3 Admin] アプ リ ケーシ ョ ン グループで、 [SiteConfig] をダブルク リ ッ ク します。 
vi エディ ターを使って、 SiteConfig ファ イルが開きます。

b SiteConfig ファ イルのすべての属性に値を指定します。 属性についての詳細は、 255 
ページの 「SiteConfig ファ イル」 を参照して ください。 このファ イルでは、 監視を予定

しているすべてのノードの属性を指定できます。

c ファ イルを保存します。 

d 監視対象のノードで、 [SAP R/3 Admin] アプリ ケーシ ョ ン グループの [Install Admin] 
アプリ ケーシ ョ ンを実行します。 こ こで、 更新された SiteConfig ファ イルが他の設定

ファイルと共にノードに配布されます。

4 ノードに関する必要な設定情報を作成します。

[SPI SAP NetWeaver 設定作成 ] アプリ ケーシ ョ ンを実行して、 ノードで必要な設定情報を

作成します。 このアプリ ケーシ ョ ンをすべての SAP NetWeaver Web Application Server で
実行します。 このアプリ ケーシ ョ ンは、 HPOM コンソールから  [SPI for SAP > SAP R/3 
Admin] でアクセスできます。

5 監視の設定をテス ト します。

手順 1 から手順 3 を実行するこ とで準備した設定は、 アプリ ケーシ ョ ンを使ってテス トでき

ます。 監視を予定しているすべてのノードに対して、 HPOM コンソールから  [SAP 
NetWeaver 接続チェッ ク ] アプリ ケーシ ョ ン ([SPI for SAP > SAP R/3 Admin]) を実行します。

6 収集定義情報を配布します。

[SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > Configure] からアクセスできるテンプレート  
グループに含まれる  SPISAP-UpdateNWMetricConfig-1d_jp テンプレート  には、 SAP 
NetWeaver Web Application Server からデータを収集する メカニズムが含まれています。 こ
のテンプレートは、 SPI に対して以下の情報を提供します。

— 収集する情報のタイプ

— データ  ス ト アに格納される情報のタイプ

— プ リセッ ト しきい値と比較される情報のタイプ

SPISAP-UpdateNWMetricConfig-1d.jp テンプレート  は、 すべての SAP NetWeaver Web 
Application Server ノードに配布する必要があ り ます。

7 データ  ソースを作成します。

SPI for SAP でノードのデータ  ス ト アへの収集データのロギングを開始する前に、 必要な

データ  テーブルを作成します。 SPI for SAP と  HP Operations 環境では、 これらのデータ  
テーブルをデータ  ソース と して使って、 分析、 レポート作成、 グラフ作成が行われます。 
ノードに SAP Performance/ サブエージェン ト をインス トールして設定する と、 これらの

データ  ソース  ( データ  テーブル ) がデータ  ス ト ア内に自動的に作成されます。 196 ページの

SiteConfig ファ イルでは、 パスワードは暗号化形式で保存されません。

SiteConfig ファ イルを使う と、 監視対象のすべての SAP NetWeaver ノードのア

クセス情報を同一ファ イルに格納できます (255 ページの 「SiteConfig ファ イル」 を

参照 )。
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「SAP/Performance サブエージェン トのインス トール」 と 200 ページの 「SAP/Performance 
サブエージェン トの設定」 に従って、 SAP NetWeaver Web Application Server ノードに 
SAP Performance/ サブエージェン ト をインス トールし、 設定します。

 SiteConfig ファイル

SiteConfig ファ イルには、 SAP NetWeaver Web Application Server のアクセス関連情報が含

まれます。 このファ イルの内容は、 テキス ト  エディ ターを使って変更できます。 このファ イルで

は、 以下の属性の値を指定する必要があ り ます。

• NODE: 監視対象の SAP NetWeaver サーバーの完全修飾ド メ イン名です。

• NUM_SERVERS: ノード上で監視予定の Web Application Server インスタンスの数です。

• SERVER1_NAME: SAP NetWeaver Web Application Server の完全修飾ド メ イン名です。

• SERVER1_LOGIN: サーバーへのログオンで使用するユーザー名です。

• SERVER1_PASSWORD: 上記ユーザーのパスワードです。

• SERVER1_PORT: Web Application Server のポート番号です。

• SERVER1_VERSION: ノードの SAP NetWeaver のバージ ョ ンです。

• SERVER1_HOME: ノードの SAP ホーム ディレク ト リです。

• SERVER1_JAVA_HOME: ノード上の JAVA_HOME の場所です。

監視予定のすべての SAP NetWeaver ノードについて上述の属性に値を指定したら、 ノードで 
global_SiteConfig アプリ ケーシ ョ ンを実行して、 ノードに SiteConfig ファ イルを配置する必

要があ り ます。

SiteConfig ファ イルの例

NODE = sapspiw1.example.com

{

NUM_SERVERS=1

SERVER1_NAME=sapspiw2

SERVER1_LOGIN=j2ee_admin

SERVER1_PASSWORD=password

SERVER1_PORT=50104

SERVER1_VERSION=7.0

SERVER1_HOME=/usr/sap/GBR/DVEBMGS00

SERVER1_JAVA_HOME=/opt/java1.4

}

NODE = sapspiw2.example.com

{

NUM_SERVERS=1

SERVER1_NAME=sapspiw2

各 SAP NetWeaver ノードで監視できるのは、 1 つの Web Application Server イン

スタンスのみです。 このプロパティには、 1 を設定する必要があ り ます。

SiteConfig ファ イルで場所関連情報を指定する場合は、 必ず、 スラ ッシュ記号 (/) 
を使ってください。
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SERVER1_LOGIN=j2ee_admin

SERVER1_PASSWORD=password

SERVER1_PORT=50104

SERVER1_VERSION=7.0

SERVER1_HOME=/usr/sap/GBR/DVEBMGS00

SERVER1_JAVA_HOME=/opt/java1.4

}

J2EE Engine の監視

SAP NetWeaver Web AS ノードですべての準備作業を終了する と、 必要な テンプレート  を配布

して監視を開始できます。 SPI for SAP では 3 つの新しい テンプレート  が導入され、 SAP 
NetWeaver Web Application Server ノードでコレク タ と分析プログラムを起動できるよ うにな

り ました。

予定されたアクシ ョ ン テンプレートの配布

予定されたアクシ ョ ン テンプレート  を使う と、 ノードでコレク タを定期的に実行してメ ト リ ッ

ク  データを収集できます。 このメ ト リ ッ ク  データは、 格納した り、 SPI for SAP がプリセッ ト

しきい値と比較して警告を生成するために使われます。 これらのテンプレートは、 以下のとおり

です。

• SPISAP-70-High-10m_jp: 10 分ごとに実行されます。

• SPISAP-70-High-30m_jp: 30 分ごとに実行されます。

• SPISAP-70-High-1h_jp: 1 時間ごとに実行されます。

• SPISAP-70-perf-30m_jp: 30 分ごとに実行されます。

• SPISAP-NWSTATUS-02m_jp: 2 分ごとに実行されます。 このテンプレートは、 SAP 
NetWeaver Web Application Server がダウンしているこ とを検出する と、 メ ッセージ ブラ

ウザにアラート を送信します。

これらの テンプレート  は、 [SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > Monitors] からアクセ

スできるモニタ  グループにグループ化されています。

モニタ  テンプレートの配布

モニタ  テンプレート を使う と、 しきい値違反があった場合に、 SPI で警告を生成できます。 コレ

クタ とアナライザは、 ノード上の、 Web AS の J2EE Engine の可用性、 稼動状態、 パフォーマ

ンスを示す各種のメ ト リ ッ クを収集します。 HPOM コンソールでアラート と メ ッセージを受信

するには、 以下のグループにあるテンプレート を配布しておく必要があ り ます。

• J2EE Engine - Kernel: このグループのテンプレートは、 J2EE Engine のカーネル監視用

です。

• J2EE Engine - Performance: このグループのテンプレートは、 J2EE Engine のパフォー

マンス監視用です。

• J2EE Engine - Services: このグループのテンプレートは、 SAP NetWeaver Web 
Application Server の各種のサービス監視用です。
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モニタ  テンプレートは、 リセッ トするこ とな く、 メ ッセージを生成します。 連続メ ッセージの生

成が必要な場合は、 [ しきい値のモニタの変更 ] ダイアログ ボッ クスで [ 連続生成 ] オプシ ョ ン

を選択して、 これらのテンプレート を変更します。

これらのテンプレートについての詳細は、 「SAP NW Java Monitoring テンプレートについての

参考情報」 を参照して ください。

SAP NW Java Monitoring テンプレートについての参考情報

この項には、 SAP NetWeaver Web Application Server の J2EE Engine の監視に必要なすべて

のテンプレートについての参考情報が含まれます。 SPI for SAP が収集する メ ト リ ッ ク  データ

は、 主に、 J2EE Engine で実行されるマネージャ とサービスのメ ト リ ッ ク  データです。

テンプレート : J2EE Engine - Kernel グループ

J2EE Engine - Kernel グループ内の テンプレート  は、J2EE Engine のマネージャからデータを

収集します。 SPI for SAP は、 SAP ノード上の複数の監視対象のユニッ トから収集したデータを

使って、 J2EE Engine のカーネルの稼動状態とパフォーマンスを示すメ ト リ ッ クを監視します。

設定マネージャのデータ監視用のテンプレート  

SPI for SAP は、 SAP ノードから設定マネージャの監視対象ユニッ トの値を収集し監視します。

SPISAP_0001_jp 

SPISAP_0002_jp 

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 設定マネージャの監視対象ユニッ ト  
キャ ッシュ  ヒ ッ ト率を監視します。

デフォルトのしきい値 • 110: SPI for SAP は、 キャ ッシュ  ヒ ッ ト率が 110 を超え
る と重要度が警戒域のアラート を送信します。

• 120: SPI for SAP は、 キャ ッシュ  ヒ ッ ト率が 120 を超え
る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0002_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 J2EE Engine のコ ミ ッ ト期間。

デフォルトのしきい値 • 30: SPI for SAP は、 コ ミ ッ ト期間が 30 以上の場合に重
要度が警戒域のアラート を送信します。

• 120: SPI for SAP は、 コ ミ ッ ト期間が 120 以上の場合に
重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_0012_jp 

SPISAP_0013_jp 

クラスタ管理のデータ監視用のテンプレート

SPI for SAP は、 SAP ノードから ク ラスタ管理の監視対象ユニッ トの値を収集し監視します。

SPISAP_0038_jp 

SPISAP_0039_jp 

テンプレート名 SPISAP_0012_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 J2EE Engine のク ラス  ローダー数。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 ク ラス  ローダー数が 0 の場合に重要度

が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0013_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 J2EE Engine の総接続数。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、総接続数が 0 の場合に重要度が重要警戒

域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0038_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 ク ラスタ管理のメ ッセージ コンテキ

ス トのプール サイズの値を監視します。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がしきい値を下回った場合に、 重要度

が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0039_jp

テンプレート  タイプ モニタ
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SPISAP_0040_jp 

SPISAP_0041_jp 

SPISAP_0042_jp 

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 ク ラスタ管理のメ ッセージ コンテキ

ス トのプール サイズの平均値を監視します。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がしきい値を下回った場合に、 重要度

が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0039_jp

テンプレート名 SPISAP_0040_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 設定マネージャに送信される総メ ッ
セージのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0041_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 キャ ッシュ  マネージャに送信される

総メ ッセージのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0042_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 サービス  マネージャ配布ディ ス ト リ

ビュータに送信される総メ ッセージのバイ ト数を監視しま
す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_0043_jp 

SPISAP_0044_jp 

SPISAP_0045_jp 

SPISAP_0046_jp 

テンプレート名 SPISAP_0043_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 サービス  マネージャの内部接続で送

信される総メ ッセージのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0044_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 P4 で送信される総メ ッセージのバイ

ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0045_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 iiop で送信される総メ ッセージのバ

イ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0046_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 sld で送信される総メ ッセージのバイ

ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_0047_jp 

SPISAP_0048_jp 

SPISAP_0049_jp 

SPISAP_0050_jp 

テンプレート名 SPISAP_0047_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 Shell に送信される総メ ッセージのバ

イ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0048_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 Web サービスに送信される総メ ッ

セージのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0049_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 Log Configurator に送信される総

メ ッセージのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0050_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 jmx_notification に送信される総メ ッ

セージのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_0051_jp 

SPISAP_0052_jp 

SPISAP_0053_jp 

SPISAP_0054_jp 

テンプレート名 SPISAP_0051_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 telnet に送信される総メ ッセージの

バイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0052_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 jmx に送信される総メ ッセージのバ

イ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0053_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 jms_provider に送信される総メ ッ

セージのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0054_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 http で送信される総メ ッセージのバ

イ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_0055_jp 

SPISAP_0056_jp 

SPISAP_0057_jp 

SPISAP_0058_jp 

テンプレート名 SPISAP_0055_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 配布用に送信される総メ ッセージの
バイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0056_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 ネーミ ング用に送信される総メ ッ
セージのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0057_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 コネクタに送信される総メ ッセージ
のバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0058_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 BI MMR deployer に送信される総

メ ッセージのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_0059_jp 

SPISAP_0060_jp 

SPISAP_0061_jp 

SPISAP_0062_jp 

テンプレート名 SPISAP_0059_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > ja >SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE 
Engine - Kernel

説明 このテンプレートは、 com.sap.security.core.ume.service 用
に送信される総メ ッセージのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0060_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > ja >SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE 
Engine - Kernel

説明 このテンプレートは、 セキュ リ ティ用に送信される総メ ッ
セージのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0061_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > ja >SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE 
Engine - Kernel

説明 このテンプレートは、 Web dynpro 用に送信される総メ ッ

セージのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0062_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > ja >SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE 
Engine - Kernel

説明 このテンプレートは、 servlet_jsp に送信される総メ ッセー

ジのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_0063_jp 

SPISAP_0064_jp 

SPISAP_0065_jp 

SPISAP_0066_jp 

テンプレート名 SPISAP_0063_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 rfcengine 用に送信される総メ ッセー

ジのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0064_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 apptracing 用に送信される総メ ッ

セージのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0065_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 prtbridge 用に送信される総メ ッセー

ジのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0066_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 設定マネージャが受信する総メ ッ
セージのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_0067_jp 

SPISAP_0068_jp 

SPISAP_0069_jp 

SPISAP_0070_jp 

テンプレート名 SPISAP_0067_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 キャ ッシュ  マネージャが受信する総

メ ッセージのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0068_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 サービス  マネージャ配布ディ ス ト リ

ビュータが受信する総メ ッセージのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0069_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 サービス  マネージャ  ( 内部接続 ) が
受信する総メ ッセージのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0070_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 P4 で受信する総メ ッセージのバイ ト

数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_0071_jp 

SPISAP_0072_jp 

SPISAP_0073_jp 

SPISAP_0074_jp 

テンプレート名 SPISAP_0071_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 iiop で受信する総メ ッセージのバイ

ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0072_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 sld で受信する総メ ッセージのバイ ト

数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0073_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 Shell が受信する総メ ッセージのバイ

ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0074_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 Web サービスが受信する総メ ッセー

ジのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_0075_jp 

SPISAP_0076_jp 

SPISAP_0077_jp 

SPISAP_0078_jp 

テンプレート名 SPISAP_0075_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 Log Configurator が受信する総メ ッ

セージのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0076_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 jmx_notification が受信する総メ ッ

セージのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0077_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 telnet が受信する総メ ッセージのバ

イ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0078_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 jmx が受信する総メ ッセージのバイ

ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_0079_jp 

SPISAP_0080_jp 

SPISAP_0081_jp 

SPISAP_0082_jp 

テンプレート名 SPISAP_0079_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 jms_provider が受信する総メ ッセー

ジのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0080_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 http で受信する総メ ッセージのバイ

ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0081_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 配布用に受信する総メ ッセージのバ
イ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0082_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 ネーミ ング用に受信する総メ ッセー
ジのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_0083_jp 

SPISAP_0084_jp 

SPISAP_0085_jp 

SPISAP_0086_jp 

テンプレート名 SPISAP_0083_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 コネクタが受信する総メ ッセージの
バイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0084_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 bi~mmr~deployer が受信する総メ ッ

セージのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0085_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 com.sap.security.core.ume.service 用
に受信する総メ ッセージのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0086_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 セキュ リ ティ用に受信する総メ ッ
セージのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_0087_jp 

SPISAP_0088_jp 

SPISAP_0089_jp 

SPISAP_0090_jp 

テンプレート名 SPISAP_0087_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 Web dynpro 用に受信する総メ ッセー

ジのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0088_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 servlet_jsp が受信する総メ ッセージ

のバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0089_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 rfcengine 用に受信する総メ ッセージ

のバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0090_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 apptracing 用に受信する総メ ッセー

ジのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
SAP NetWeaver Web Application Server (J2EE) の監視 271



SPISAP_0091_jp 

SPISAP_0092_jp 

SPISAP_0093_jp 

SPISAP_0094_jp 

テンプレート名 SPISAP_0091_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 prtbridge 用に受信する総メ ッセージ

のバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0092_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 最大セッシ ョ ン キュー サイズを監視

します。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がしきい値に達した場合に、 重要度が

重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0093_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 P4 プロセッサの現在のセッシ ョ ン  
キュー サイズを監視します。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がしきい値に達した場合に、 重要度が

重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0094_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 内部プロセッサの現在のセッシ ョ ン  
キュー サイズを監視します。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がしきい値に達した場合に、 重要度が

重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_0095_jp 

SPISAP_0096_jp 

SPISAP_0097_jp 

SPISAP_0098_jp 

テンプレート名 SPISAP_0095_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 telnet プロセッサの現在のセッシ ョ

ン キュー サイズを監視します。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がしきい値に達した場合に、 重要度が

重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0096_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 http プロセッサの現在のセッシ ョ ン 
キュー サイズを監視します。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がしきい値に達した場合に、 重要度が

重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0097_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 jms_provider プロセッサの現在の

セッシ ョ ン キュー サイズを監視します。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がしきい値に達した場合に、 重要度が

重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0098_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 Web サービス  プロセッサの現在の

セッシ ョ ン キュー サイズを監視します。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がしきい値に達した場合に、 重要度が

重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_0099_jp 

SPISAP_0100_jp 

SPISAP_0101_jp 

SPISAP_0102_jp 

テンプレート名 SPISAP_0099_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 iiop プロセッサの現在のセッシ ョ ン 
キュー サイズを監視します。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がしきい値に達した場合に、 重要度が

重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0100_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 P4 プロセッサに送信される総セッ

シ ョ ンのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がしきい値に達した場合に、 重要度が

重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0101_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 内部プロセッサに送信される総セッ
シ ョ ンのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がしきい値に達した場合に、 重要度が

重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0102_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 telnet プロセッサに送信される総

セッシ ョ ンのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がしきい値に達した場合に、 重要度が

重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_0103_jp 

SPISAP_0104_jp 

SPISAP_0105_jp 

SPISAP_0106_jp 

テンプレート名 SPISAP_0103_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 http プロセッサに送信される総セッ

シ ョ ンのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がしきい値に達した場合に、 重要度が

重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0104_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 jms_provider プロセッサに送信され

る総セッシ ョ ンのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がしきい値に達した場合に、 重要度が

重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0105_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 Web サービス  プロセッサに送信され

る総セッシ ョ ンのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がしきい値に達した場合に、 重要度が

重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0106_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 iiop プロセッサに送信される総セッ

シ ョ ンのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がしきい値に達した場合に、 重要度が

重要警戒域のアラート を送信します。
SAP NetWeaver Web Application Server (J2EE) の監視 275



SPISAP_0107_jp 

SPISAP_0108_jp 

SPISAP_0109_jp 

SPISAP_0110_jp 

テンプレート名 SPISAP_0107_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 P4 プロセッサが受信する総セッシ ョ

ンのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がしきい値に達した場合に、 重要度が

重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0108_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 内部プロセッサが受信する総セッ
シ ョ ンのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がしきい値に達した場合に、 重要度が

重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0109_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 telnet プロセッサが受信する総セッ

シ ョ ンのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がしきい値に達した場合に、 重要度が

重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0110_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 http プロセッサが受信する総セッ

シ ョ ンのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がしきい値に達した場合に、 重要度が

重要警戒域のアラート を送信します。
276 第 8 章



SPISAP_0111_jp 

SPISAP_0112_jp 

SPISAP_0113_jp 

テンプレート : J2EE Engine - Services グループ

J2EE Engine - Services グループ内のテンプレートは、 J2EE Engine で利用可能なサービスか

らデータを収集します。

このグループは、 J2EE Engine に必要なサービスの状態と条件を監視します。 このグループ内

の テンプレート  は、 以下のサービスを監視し、 しきい値違反イベン ト を示すメ ッセージに対し

てアラート  メ ッセージを送信します。

• JMX アダプタ  サービス

• HTTP プロバイダ サービス

• Connector Service: SAPSR3DB

• Connector Service: SAP/EP_PRT

• Connector Service: SAP/BC_MIGSERVICE

テンプレート名 SPISAP_0111_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 jms_provider プロセッサが受信する

総セッシ ョ ンのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がしきい値に達した場合に、 重要度が

重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0112_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 Web サービス  プロセッサが受信する

総セッシ ョ ンのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がしきい値に達した場合に、 重要度が

重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_0113_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Kernel

説明 このテンプレートは、 iiop プロセッサが受信する総セッ

シ ョ ンのバイ ト数を監視します。

デフォルトのしきい値 0: SPI for SAP は、 値がしきい値に達した場合に、 重要度が

重要警戒域のアラート を送信します。
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• Connector Service: SAP/CAF_EUF_GP

• Connector Service: SAP/BC_WDRR

• Connector Service: SAP/CAF_RT

• Connector Service: SAP/BW_MMR

• Connector Service: SAP/EP_DQE

• Connector Service: SAP/CAF/EUP_GP/MAIL_CF

• Connector Service: SAP/BC_UME

• Connector Service: SAP/BC_JMS

• Connector Service: SAP/BC_FO

• Connector Service: SAP/BC_XMLA

• Connector Service: SAP/BC_MON

• Connector Service: SAP/CAF_EUP_ER

• Connector Service: SAP/EP_PCD

• Connector Service: SAP/CAF_BW_RD

• Connector Service: SAP/BC_SLM

• Connector Service: SAP/LOCAL_MAINFRAME_POOL

• Connector Service: SAP/BC_SLD

• Connector Service: SAP/BC_JDO

• Connector Service: SAP/BC_UDDI

• Connector Service: utdb

• Connector Service: ADS

• Connector Service: SDK_JDBC

• Connector Service: SDK_CAF

• Connector Service: SDK_SAPQ

• Connector Service: SDK_XMLA

• Connector Service: SDK_ODBO

• EJB : セッシ ョ ン ステート フル Beans

• EJB : セッシ ョ ン ステート レス  Beans

• EJB : メ ッセージ駆動型 Beans

• EJB : エンティテ ィ  Beans

• Web サービス

• Web コンテナ サービス

JMX アダプタ  サービス監視用のテンプレート

これらのテンプレートで JMX アダプタ  サービスを監視します。
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SPISAP_2001_jp 

SPISAP_2002_jp 

SPISAP_2003_jp 

テンプレート名 SPISAP_2001_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 JMX アダプタ  サービスの最大エン ト

リ数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000: SPI for SAP は、 JMX アダプタ  サービスの最大エン

ト リ数が 10000 を超える と重要度が警戒域のアラート を送

信します。

50000: SPI for SAP は、 JMX アダプタ  サービスの最大エン

ト リ数が 50000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2002_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 JMX アダプタ  サービスの現在のエン

ト リ数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000: SPI for SAP は、 JMX アダプタ  サービスの現在のエ

ン ト リ数が 10000 を超える と重要度が警戒域のアラート を

送信します。

50000: SPI for SAP は、 JMX アダプタ  サービスの現在のエ

ン ト リ数が 50000 を超える と重要度が重要警戒域のアラー

ト を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2003_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 JMX アダプタ  サービスの置き換えら

れたエン ト リ数を監視します。

デフォルトのしきい値 10000: SPI for SAP は、 JMX アダプタ  サービスの置き換え

られたエン ト リ数が 10000 を超える と重要度が警戒域のア

ラート を送信します。

50000: SPI for SAP は、 JMX アダプタ  サービスの置き換え

られたエン ト リ数が 50000 を超える と重要度が重要警戒域

のアラート を送信します。
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SPISAP_2004_jp 

SPISAP_2005_jp 

SPISAP_2006_jp 

SPISAP_2007_jp 

テンプレート名 SPISAP_2004_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 JMX アダプタ  サービスのヒ ッ ト率を

監視します。

デフォルトのしきい値 500: SPI for SAP は、JMX アダプタ  サービスのヒ ッ ト率が 
500 を超える と重要度が警戒域のアラート を送信します。

1000: SPI for SAP は、 JMX アダプタ  サービスのヒ ッ ト率

が 1000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート を送信し

ます。

テンプレート名 SPISAP_2005_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 JMX アダプタ  サービスの通知キュー 
サイズを監視します。

デフォルトのしきい値 10: SPI for SAP は、 JMX アダプタ  サービスのキュー サイ

ズが 10 を超える と重要度が警戒域のアラート を送信しま

す。

100: SPI for SAP は、 JMX アダプタ  サービスのキュー サ
イズが 100 を超える と重要度が重要警戒域のアラート を送

信します。

テンプレート名 SPISAP_2006_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 JMX アダプタ  サービスのアクティブ 
スレッ ド数を監視します。

デフォルトのしきい値 3: SPI for SAP は、 JMX アダプタ  サービスのアクティブ ス
レッ ド数が 3 を超える と重要度が重要警戒域のアラート を

送信します。

テンプレート名 SPISAP_2007_jp

テンプレート  タイプ モニタ
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HTTP プロバイダ サービス監視用のテンプレート

これらのテンプレートで HTTP プロバイダ サービスを監視します。

SPISAP_2011_jp 

SPISAP_2012_jp 

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP ノードのログ ファ イル サイズを

監視します。

デフォルトのしきい値 524288 (KB): SPI for SAP は、 監視対象ノードのログ ファ

イル サイズが 524288 KB を超える と重要度が重要警戒域の

アラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2007_jp

テンプレート名 SPISAP_2011_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 HTTP プロバイダ サービスの監視対

象ユニッ ト  Current open connections: Total count ( 現在開

かれている接続の総数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 100: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Current open 
connections: Total count ( 現在開かれている接続の総数 ) の
値が 100 を超える と重要度が重要警戒域のアラート を送信

します。

テンプレート名 SPISAP_2012_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 HTTP プロバイダ サービスの監視対

象ユニッ ト  Current open connections: Reading request ( 読
み取り要求数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 100: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Current open 
connections: Reading request (読み取り要求数 ) の値が 100 
を超える と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_2013_jp 

SPISAP_2014_jp 

SPISAP_2015_jp 

テンプレート名 SPISAP_2013_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 HTTP プロバイダ サービスの監視対

象ユニッ ト  Current open connections: Reading response (
読み込み中の応答数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 100: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Current open 
connections: Reading response ( 読み込み中の応答数 ) の値

が 100 を超える と重要度が重要警戒域のアラート を送信し

ます。

テンプレート名 SPISAP_2014_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 HTTP プロバイダ サービスの監視対

象ユニッ ト  Current open connections: Skipping requests (
飛ばされている要求数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 100: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Current open 
connections: Skipping requests ( 飛ばされている要求数 ) の
値が 100 を超える と重要度が重要警戒域のアラート を送信

します。

テンプレート名 SPISAP_2015_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 HTTP プロバイダ サービスの監視対

象ユニッ ト  Current open connections: Keep-Alive waiting (
キープアライブの待機中の要求数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 100: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Current open 
connections: Keep-Alive waiting ( キープアライブの待機中

の要求数 ) の値が 100 を超える と重要度が重要警戒域のア

ラート を送信します。
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SPISAP_2016_jp 

SPISAP_2018_jp 

SAPSR3DB Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SAPSR3DB Connector Service を監視します。

SPISAP_2019_jp 

テンプレート名 SPISAP_2016_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 HTTP プロバイダ サービスの監視対象ユ

ニッ ト  Total requests: Avg requests per connection rate ( 接続あた

りの要求数の割合の平均 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 100000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Total requests: Avg 
requests per connection rate ( 接続あたりの要求数の割合の平均 ) の
値が 100000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート を送信しま

す。

テンプレート名 SPISAP_2018_jp

テンプレート  タイプ Measurement Threshold

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 HTTP プロバイダ サービスの監視対象ユ

ニッ ト  Total requests: Avg request-response time ( 要求応答時間の

平均 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 • 120: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Total requests: Avg 
request-response time ( 要求応答時間の平均 ) の値が 120 を超え
る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

• 60: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Total requests: Avg 
request-response time ( 要求応答時間の平均 ) の値が 60 を超え
る と重要度が警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2019_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAPSR3DB Connector Service の監

視対象ユニッ ト  Maximum connections number ( 最大接続

数 ) を監視します。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_2020_jp 

SPISAP_2021_jp 

SPISAP_2022_jp 

SAP/EP_PRT Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SAP/EP_PRT Connector Service を監視します。

テンプレート名 SPISAP_2020_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAPSR3DB Connector Service の監

視対象ユニッ ト  Free managed connections number ( 管理対

象接続の空き数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2021_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAPSR3DB Connector Service の監

視対象ユニッ ト  Used managed connections number ( 管理

対象接続の使用数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2022_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAPSR3DB Connector Service の監

視対象ユニッ ト  Waiting for connections number ( 接続待機

数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_2023_jp 

SPISAP_2024_jp 

SPISAP_2025_jp 

SPISAP_2026_jp 

テンプレート名 SPISAP_2023_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/EP_PRT Connector Service の監視対象

ユニッ ト  Maximum connections number ( 最大接続数 ) を監視しま

す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超える と重

要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2024_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/EP_PRT Connector Service の監視対象

ユニッ ト  Free managed connections number ( 管理対象接続の空き

数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free managed 
connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の値が 10000000 を
超える と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2025_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/EP_PRT Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Used managed connections number ( 管
理対象接続の使用数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2026_jp

テンプレート  タイプ モニタ
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SAP/BC_MIGSERVICE Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SAP/BC_MIGSERVICE Connector Service を監視します。

SPISAP_2027_jp 

SPISAP_2028_jp 

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/EP_PRT Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Waiting for connections number ( 接続待

機数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2026_jp

テンプレート名 SPISAP_2027_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_MIGSERVICE Connector 
Service の監視対象ユニッ ト  Maximum connections 
number ( 最大接続数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2028_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_MIGSERVICE Connector 
Service の監視対象ユニッ ト  Free managed connections 
number ( 管理対象接続の空き数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。
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SPISAP_2029_jp 

SPISAP_2030_jp 

SAP/CAF_EUP_GP Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SAP/CAF_EUP_GP Connector Service を監視します。

SPISAP_2031_jp 

テンプレート名 SPISAP_2029_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_MIGSERVICE Connector 
Service の監視対象ユニッ ト  Used managed connections 
number ( 管理対象接続の使用数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2030_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_MIGSERVICE Connector 
Service の監視対象ユニッ ト  Waiting for connections 
number ( 接続待機数 ) を監視します

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2031_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/CAF_EUP_GP Connector 
Service の監視対象ユニッ ト  Maximum connections 
number ( 最大接続数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_2032_jp 

SPISAP_2033_jp 

SPISAP_2034_jp 

SAP/BC_WDRR Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SAP/BC_WDRR Connector Service を監視します。

テンプレート名 SPISAP_2032_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/CAF_EUP_GP Connector 
Service の監視対象ユニッ ト  Free managed connections 
number ( 管理対象接続の空き数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2033_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/CAF_EUP_GP Connector 
Service の監視対象ユニッ ト  Used managed connections 
number ( 管理対象接続の使用数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2034_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/CAF_EUP_GP Connector 
Service の監視対象ユニッ ト  Waiting for connections 
number ( 接続待機数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_2035_jp 

SPISAP_2036_jp 

SPISAP_2037_jp 

テンプレート名 SPISAP_2035_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_WDRR Connector Service 
の監視対象ユニッ ト  Maximum connections number ( 最大

接続数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2036_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_WDRR Connector Service 
の監視対象ユニッ ト  Free managed connections number ( 管
理対象接続の空き数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2037_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_WDRR Connector Service 
の監視対象ユニッ ト  Used managed connections number (
管理対象接続の使用数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。
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SPISAP_2038_jp 

SAP/CAF_RT Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SAP/CAF_RT Connector Service を監視します。

SPISAP_2039_jp 

SPISAP_2040_jp 

テンプレート名 SPISAP_2038_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_WDRR Connector Service 
の監視対象ユニッ ト  Waiting for connections number ( 接続

待機数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2039_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/CAF_RT の監視対象ユニッ ト  
Maximum connections number ( 最大接続数 ) を監視しま

す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2040_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/CAF_RT の監視対象ユニッ ト  
Free managed connections number ( 管理対象接続の空き数

) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。
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SPISAP_2041_jp 

SPISAP_2042_jp 

SAP/BW_MMR Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SAP/BW_MMR Connector Service を監視します。

SPISAP_2043_jp 

テンプレート名 SPISAP_2041_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/CAF_RT の監視対象ユニッ ト  
Used managed connections number ( 管理対象接続の使用

数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2042_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/CAF_RT Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Waiting for connections number ( 接続待

機数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2043_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BW_MMR Connector Service 
の監視対象ユニッ ト  Maximum connections number ( 最大

接続数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_2044_jp 

SPISAP_2045_jp 

SPISAP_2046_jp 

SAP/EP_DQE Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SAP/EP_DQE Connector Service を監視します。

テンプレート名 SPISAP_2044_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BW_MMR Connector Service 
の監視対象ユニッ ト  Free managed connections number ( 管
理対象接続の空き数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2045_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BW_MMR Connector Service 
の監視対象ユニッ ト  Used managed connections number (
管理対象接続の使用数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2046_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BW_MMR Connector Service 
の監視対象ユニッ ト  Waiting for connections number ( 接続

待機数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_2047_jp 

SPISAP_2048_jp 

SPISAP_2049_jp 

テンプレート名 SPISAP_2047_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/EP_DQE Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Maximum connections number ( 最大接

続数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2048_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/EP_DQE Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Free managed connections number ( 管理

対象接続の空き数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2049_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/EP_DQE Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Used managed connections number ( 管
理対象接続の使用数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。
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SPISAP_2050_jp 

SAP/CAF/EUP_GP/MAIL_CF Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SAP/CAF/EUP_GP/MAIL_CF Connector Service を監視します。

SPISAP_2051_jp 

SPISAP_2052_jp 

テンプレート名 SPISAP_2050_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/EP_DQE Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Waiting for connections number ( 接続待

機数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2051_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/CAF/EUP_GP/MAIL_CF 
Connector Service の監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2052_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/CAF/EUP_GP/MAIL_CF 
Connector Service の監視対象ユニッ ト  Free managed 
connections number ( 管理対象接続の空き数 ) を監視しま

す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。
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SPISAP_2053_jp 

SPISAP_2054_jp 

SAP/BC_UME Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SAP/BC_UME Connector Service を監視します。

SPISAP_2055_jp 

テンプレート名 SPISAP_2053_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/CAF/EUP_GP/MAIL_CF 
Connector Service の監視対象ユニッ ト  Used managed 
connections number ( 管理対象接続の使用数 ) を監視しま

す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2054_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/CAF/EUP_GP/MAIL_CF 
Connector Service の監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2055_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_UME Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Maximum connections number ( 最大接

続数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_2056_jp 

SPISAP_2057_jp 

SPISAP_2058_jp 

SAP/BC_JMS Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SAP/BC_JMS Connector Service を監視します。

テンプレート名 SPISAP_2056_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_UME Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Free managed connections number ( 管理

対象接続の空き数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2057_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_UME Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Used managed connections number ( 管
理対象接続の使用数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2058_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_UME Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Waiting for connections number ( 接続待

機数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_2059_jp 

SPISAP_2060_jp 

SPISAP_2061_jp 

テンプレート名 SPISAP_2059_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_JMS Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Maximum connections number ( 最大接

続数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2060_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_JMS Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Free managed connections number ( 管理

対象接続の空き数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2061_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_JMS Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Used managed connections number ( 管
理対象接続の使用数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。
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SPISAP_2062_jp 

SAP/BC_FO Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SAP/BC_FO Connector Service を監視します。

SPISAP_2063_jp 

SPISAP_2064_jp 

テンプレート名 SPISAP_2062_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_JMS Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Waiting for connections number ( 接続待

機数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2063_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_FO Connector Service の監

視対象ユニッ ト  Maximum connections number ( 最大接続

数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2064_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_FO Connector Service の監

視対象ユニッ ト  Free managed connections number ( 管理対

象接続の空き数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。
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SPISAP_2065_jp 

SPISAP_2066_jp 

SAP/BC_XMLA Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SAP/BC_XMLA Connector Service を監視します。

SPISAP_2067_jp 

テンプレート名 SPISAP_2065_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_FO Connector Service の監

視対象ユニッ ト  Used managed connections number ( 管理

対象接続の使用数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2066_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_FO Connector Service の監

視対象ユニッ ト  Waiting for connections number ( 接続待機

数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2067_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_XMLA Connector Service 
の監視対象ユニッ ト  Maximum connections number ( 最大

接続数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_2068_jp 

SPISAP_2069_jp 

SPISAP_2070_jp 

SAP/BC_MON Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SAP/BC_MON Connector Service を監視します。

テンプレート名 SPISAP_2068_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_XMLA Connector Service 
の監視対象ユニッ ト  Free managed connections number ( 管
理対象接続の空き数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2069_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_XMLA Connector Service 
の監視対象ユニッ ト  Used managed connections number (
管理対象接続の使用数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2070_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_XMLA Connector Service 
の監視対象ユニッ ト  Waiting for connections number ( 接続

待機数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_2071_jp 

SPISAP_2072_jp 

SPISAP_2073_jp 

テンプレート名 SPISAP_2071_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_MON Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Maximum connections number ( 最大接

続数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2072_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_MON Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Free managed connections number ( 管理

対象接続の空き数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2073_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_MON Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Used managed connections number ( 管
理対象接続の使用数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。
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SPISAP_2074_jp 

SAP/CAF_EUP_ER Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SAP/CAF_EUP_ER Connector Service を監視します。

SPISAP_2075_jp 

SPISAP_2076_jp 

テンプレート名 SPISAP_2074_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_MON Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Waiting for connections number ( 接続待

機数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/CAF_EUP_ER Connector 
Service の監視対象ユニッ ト  Maximum connections 
number ( 最大接続数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/CAF_EUP_ER Connector 
Service の監視対象ユニッ ト  Free managed connections 
number ( 管理対象接続の空き数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。
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SPISAP_2077_jp 

SPISAP_2078_jp 

SAP/EP_PCD Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SAP/EP_PCD Connector Service を監視します。

SPISAP_2079_jp 

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/CAF_EUP_ER Connector 
Service の監視対象ユニッ ト  Used managed connections 
number ( 管理対象接続の使用数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/CAF_EUP_ER Connector 
Service の監視対象ユニッ ト  Waiting for connections 
number ( 接続待機数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/EP_PCD Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Maximum connections number ( 最大接

続数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_2080_jp 

SPISAP_2081_jp 

SPISAP_2082_jp 

SAP/BC_ADM Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SAP/BC_ADM Connector Service を監視します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/EP_PCD Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Free managed connections number ( 管理

対象接続の空き数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/EP_PCD Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Used managed connections number ( 管
理対象接続の使用数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/EP_PCD Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Waiting for connections number ( 接続待

機数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_2083_jp 

SPISAP_2084_jp 

SPISAP_2085_jp 

SPISAP_2086_jp 

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_ADM Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Maximum connections number ( 最大接

続数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_ADM Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Free managed connections number ( 管理

対象接続の空き数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_ADM Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Used managed connections number ( 管
理対象接続の使用数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_ADM Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Waiting for connections number ( 接続待

機数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SAP/CAF_BW_RT Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SAP/CAF_BW_RT Connector Service を監視します。

SPISAP_2087_jp 

SPISAP_2088_jp 

SPISAP_2089_jp 

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/CAF_BW_RT Connector 
Service の監視対象ユニッ ト  Maximum connections 
number ( 最大接続数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/CAF_BW_RT Connector 
Service の監視対象ユニッ ト  Free managed connections 
number ( 管理対象接続の空き数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/CAF_BW_RT Connector 
Service の監視対象ユニッ ト  Used managed connections 
number ( 管理対象接続の使用数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。
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SPISAP_2090_jp 

SAP/BC_SLM Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SAP/BC_SLM Connector Service を監視します。

SPISAP_2091_jp 

SPISAP_2092_jp 

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/CAF_BW_RT Connector 
Service の監視対象ユニッ ト  Waiting for connections 
number ( 接続待機数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_SLM Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Maximum connections number ( 最大接

続数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_SLM Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Free managed connections number ( 管理

対象接続の空き数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。
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SPISAP_2093_jp 

SPISAP_2094_jp 

SAP/LOCAL_MAINFRAME_POOL Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SAP/LOCAL_MAINFRAME_POOL Connector Service を監視します。

SPISAP_2095_jp 

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_SLM Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Used managed connections number ( 管
理対象接続の使用数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_SLM Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Waiting for connections number ( 接続待

機数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/LOCAL_MAINFRAME_POOL 
Connector Service の監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_2096_jp 

SPISAP_2097_jp 

SPISAP_2098_jp 

SAP/BC_SLD Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SAP/BC_SLD Connector Service を監視します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/LOCAL_MAINFRAME_POOL 
Connector Service の監視対象ユニッ ト  Free managed 
connections number ( 管理対象接続の空き数 ) を監視しま

す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/LOCAL_MAINFRAME_POOL 
Connector Service の監視対象ユニッ ト  Used managed 
connections number ( 管理対象接続の使用数 ) を監視しま

す。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/LOCAL_MAINFRAME_POOL 
Connector Service の監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_2099_jp 

SPISAP_2100_jp 

SPISAP_2101_jp 

SPISAP_2102_jp 

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_SLD Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Maximum connections number ( 最大接

続数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_SLD Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Free managed connections number ( 管理

対象接続の空き数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_SLD Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Used managed connections number ( 管
理対象接続の使用数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_SLD Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Waiting for connections number ( 接続待

機数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SAP/BC_JDO Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SAP/BC_JDO Connector Service を監視します。

SPISAP_2103_jp 

SPISAP_2104_jp 

SPISAP_2105_jp 

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_JDO Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Maximum connections number ( 最大接

続数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_JDO Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Free managed connections number ( 管理

対象接続の空き数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_JDO Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Used managed connections number ( 管
理対象接続の使用数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。
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SPISAP_2106_jp 

SAP/BC_UDDI Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SAP/BC_UDDI Connector Service を監視します。

SPISAP_2107_jp 

SPISAP_2108_jp 

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_JDO Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Waiting for connections number ( 接続待

機数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_UDDI Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Maximum connections number ( 最大接

続数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_UDDI Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Free managed connections number ( 管理

対象接続の空き数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。
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SPISAP_2109_jp 

SPISAP_2110_jp 

utdb Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SAP/utdb Connector Service を監視します。

SPISAP_2111_jp 

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_UDDI Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Used managed connections number ( 管
理対象接続の使用数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SAP/BC_UDDI Connector Service の
監視対象ユニッ ト  Waiting for connections number ( 接続待

機数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 utdb Connector Service の監視対象

ユニッ ト  Maximum connections number ( 最大接続数 ) を
監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_2112_jp 

SPISAP_2113_jp 

SPISAP_2114_jp 

ADS Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで ADS Connector Service を監視します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 utdb Connector Service の監視対象

ユニッ ト  Free managed connections number ( 管理対象接続

の空き数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 utdb Connector Service の監視対象

ユニッ ト  Used managed connections number ( 管理対象接

続の使用数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 utdb Connector Service の監視対象

ユニッ ト  Waiting for connections number ( 接続待機数 ) を
監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_2115_jp 

SPISAP_2116_jp 

SPISAP_2117_jp 

SPISAP_2118_jp 

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 ADS Connector Service の監視対象

ユニッ ト  Maximum connections number ( 最大接続数 ) を
監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 ADS Connector Service の監視対象

ユニッ ト  Free managed connections number ( 管理対象接続

の空き数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 ADS Connector Service の監視対象

ユニッ ト  Used managed connections number ( 管理対象接

続の使用数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 ADS Connector Service の監視対象

ユニッ ト  Waiting for connections number ( 接続待機数 ) を
監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SDK_JDBC Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SDK_JDBC Connector Service を監視します。

SPISAP_2119_jp 

SPISAP_2120_jp 

SPISAP_2121_jp 

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SDK_JDBC Connector Service の監

視対象ユニッ ト  Maximum connections number ( 最大接続

数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SDK_JDBC Connector Service の監

視対象ユニッ ト  Free managed connections number ( 管理対

象接続の空き数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SDK_JDBC Connector Service の監

視対象ユニッ ト  Used managed connections number ( 管理

対象接続の使用数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。
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SPISAP_2122_jp 

SDK_CAF Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SDK_CAF Connector Service を監視します。

SPISAP_2123_jp 

SPISAP_2124_jp 

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SDK_JDBC Connector Service の監

視対象ユニッ ト  Waiting for connections number ( 接続待機

数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SDK_CAF Connector Service の監視

対象ユニッ ト  Maximum connections number ( 最大接続数 ) 
を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SDK_CAF Connector Service の監視

対象ユニッ ト  Free managed connections number ( 管理対象

接続の空き数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。
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SPISAP_2125_jp 

SPISAP_2126_jp 

SDK_SAPQ Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SDK_SAPQ Connector Service を監視します。

SPISAP_2127_jp 

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SDK_CAF Connector Service の監視

対象ユニッ ト  Used managed connections number ( 管理対

象接続の使用数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SDK_CAF Connector Service の監視

対象ユニッ ト  Waiting for connections number ( 接続待機数

) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SDK_SAPQ Connector Service の監

視対象ユニッ ト  Maximum connections number ( 最大接続

数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_2128_jp 

SPISAP_2129_jp 

SPISAP_2130_jp 

SDK_XMLA Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SDK_XMLA Connector Service を監視します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SDK_SAPQ Connector Service の監

視対象ユニッ ト  Free managed connections number ( 管理対

象接続の空き数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SDK_SAPQ Connector Service の監

視対象ユニッ ト  Used managed connections number ( 管理

対象接続の使用数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SDK_SAPQ Connector Service の監

視対象ユニッ ト  Waiting for connections number ( 接続待機

数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_2131_jp 

SPISAP_2132_jp 

SPISAP_2133_jp 

SPISAP_2134_jp 

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SDK_XMLA Connector Service の監

視対象ユニッ ト  Maximum connections number ( 最大接続

数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SDK_XMLA Connector Service の監

視対象ユニッ ト  Free managed connections number ( 管理対

象接続の空き数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SDK_XMLA Connector Service の監

視対象ユニッ ト  Used managed connections number ( 管理

対象接続の使用数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SDK_XMLA Connector Service の監

視対象ユニッ ト  Waiting for connections number ( 接続待機

数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SDK_ODBO Connector Service 監視用のテンプレート

これらのテンプレートで SDK_ODBO Connector Service を監視します。

SPISAP_2135_jp 

SPISAP_2136_jp 

SPISAP_2137_jp 

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SDK_ODBO Connector Service の監

視対象ユニッ ト  Maximum connections number ( 最大接続

数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Maximum 
connections number ( 最大接続数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SDK_ODBO Connector Service の監

視対象ユニッ ト  Free managed connections number ( 管理対

象接続の空き数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Free 
managed connections number ( 管理対象接続の空き数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SDK_ODBO Connector Service の監

視対象ユニッ ト  Used managed connections number ( 管理

対象接続の使用数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Used 
managed connections number ( 管理対象接続の使用数 ) の
値が 10000000 を超える と重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。
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SPISAP_2138_jp 

EJB サービス監視用のテンプレート

これらのテンプレートで EJB サービスを監視します。

SPISAP_2139_jp 

SPISAP_2140_jp 

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 SDK_ODBO Connector Service の監

視対象ユニッ ト  Waiting for connections number ( 接続待機

数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Waiting for 
connections number ( 接続待機数 ) の値が 10000000 を超え

る と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2139_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 ステート フル セッシ ョ ン Beans の監

視対象ユニッ ト  ActiveSessionTimeout ( アクティブ セッ

シ ョ ンのタイムアウ ト ) を監視します。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2140_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 ステート フル セッシ ョ ン Beans の監

視対象ユニッ ト  PassiveSessionTimeout ( パッシブ セッ

シ ョ ンのタイムアウ ト ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_2141_jp 

SPISAP_2142_jp 

SPISAP_2143_jp 

SPISAP_2144_jp 

テンプレート名 SPISAP_2141_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 ステート フル セッシ ョ ン Beans の監

視対象ユニッ ト  ActiveSessionCount ( アクティブ セッシ ョ

ン数 ) を監視します。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2142_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 ステート フル セッシ ョ ン Beans の監

視対象ユニッ ト  PassiveSessionCount ( パッシブ セッシ ョ

ン数 ) を監視します。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2143_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 ステート フル セッシ ョ ン Beans の監

視対象ユニッ ト  CompletedSessions ( 完了したセッシ ョ ン

数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2144_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 ステート フル セッシ ョ ン Beans の監

視対象ユニッ ト  CreationsNumber ( 作成数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_2145_jp 

SPISAP_2146_jp 

SPISAP_2147_jp 

SPISAP_2148_jp 

テンプレート名 SPISAP_2145_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 ステート フル セッシ ョ ン Beans の監

視対象ユニッ ト  RemovalsNumber ( 削除数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2146_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 ステート フル セッシ ョ ン Beans の監

視対象ユニッ ト  PassivationsNumber ( パッシブ化数 ) を監

視します。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2147_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 ステート フル セッシ ョ ン Beans の監

視対象ユニッ ト  ActivationsNumber ( アクティブ化数 ) を
監視します。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2148_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 ステート フル セッシ ョ ン Beans の監

視対象ユニッ ト  CreationsNumber ( 作成数 ) を監視します。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_2149_jp 

SPISAP_2150_jp 

SPISAP_2151_jp 

SPISAP_2152_jp 

テンプレート名 SPISAP_2149_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 ステート フル セッシ ョ ン Beans の監

視対象ユニッ ト  RemovalsNumber ( 削除数 ) を監視します。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2150_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 ステート レス  セッシ ョ ン Beans の監

視対象ユニッ ト  CurrentPoolSize ( 現在のプール サイズ ) を
監視します。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2151_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 ステート レス  セッシ ョ ン Beans の監

視対象ユニッ ト  MaxPoolSize ( 現在のプール サイズ ) を監

視します。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2152_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 ステート レス  セッシ ョ ン Beans の監

視対象ユニッ ト  InitialPoolSize ( 初期プール サイズ ) を監

視します。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_2153_jp 

SPISAP_2154_jp 

SPISAP_2155_jp 

SPISAP_2156_jp 

テンプレート名 SPISAP_2153_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 ステート レス  セッシ ョ ン Beans の監

視対象ユニッ ト  PoolIncrementSize ( プール サイズの増分 ) 
を監視します。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2154_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 ステート レス  セッシ ョ ン Beans の監

視対象ユニッ ト  PoolCurrentlyUsedObject ( 現在使用中の

プール オブジェク ト ) を監視します。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2155_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 メ ッセージ駆動型 Beans の監視対象

ユニッ ト  CreationsNumber ( 作成数 ) を監視します。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2156_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 メ ッセージ駆動型 Beans の監視対象

ユニッ ト  RemovalsNumber ( 削除数 ) を監視します。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_2157_jp 

SPISAP_2158_jp 

SPISAP_2159_jp 

SPISAP_2160_jp 

テンプレート名 SPISAP_2157_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 メ ッセージ駆動型 Beans の監視対象

ユニッ ト  CurrentPoolSize ( 現在のプール サイズ ) を監視し

ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2158_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 メ ッセージ駆動型 Beans の監視対象

ユニッ ト  MaxPoolSize ( 最大プール サイズ ) を監視します。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2159_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 メ ッセージ駆動型 Beans の監視対象

ユニッ ト  InitialPoolSize ( 初期プール サイズ ) を監視しま

す。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2160_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 メ ッセージ駆動型 Beans の監視対象

ユニッ ト  PoolIncrementSize ( プール サイズの増分 ) を監視

します。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_2161_jp 

SPISAP_2162_jp 

SPISAP_2163_jp 

SPISAP_2164_jp 

テンプレート名 SPISAP_2161_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 メ ッセージ駆動型 Beans の監視対象

ユニッ ト  PoolCurrentlyUsedObject ( 現在使用中のプール 
オブジェク ト ) を監視します。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2162_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 エンティティ  Beans の監視対象ユ

ニッ ト  CreationsNumber ( 作成数 ) を監視します。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2163_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 エンティティ  Beans の監視対象ユ

ニッ ト  RemovalsNumber ( 削除数 ) を監視します。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2164_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 エンティティ  Beans の監視対象ユ

ニッ ト  CurrentPoolSize ( 現在のプール サイズ ) を監視しま

す。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_2165_jp 

SPISAP_2166_jp 

SPISAP_2167_jp 

SPISAP_2168_jp 

テンプレート名 SPISAP_2165_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 エンティティ  Beans の監視対象ユ

ニッ ト  MaxPoolSize ( 最大プール サイズ ) を監視します。

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2166_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 エンティティ  Beans の監視対象ユ

ニッ ト  InitialPoolSize ( 初期プール サイズ ) を監視します。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2167_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 エンティティ  Beans の監視対象ユ

ニッ ト  PoolIncrementSize ( プール サイズの増分 ) を監視し

ます。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2168_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 エンティティ  Beans の監視対象ユ

ニッ ト  PoolCurrentlyUsedObject ( 現在使用中のプール オ
ブジェク ト ) を監視します。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_2169_jp 

SPISAP_2170_jp 

Web コンテナ サービス監視用のテンプレート

これらのテンプレートで Web コンテナ サービスを監視します。

SPISAP_2187_jp 

SPISAP_2188_jp 

テンプレート名 SPISAP_2169_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 エンティティ  Beans の監視対象ユ

ニッ ト  PassivationsNumber ( パッシブ化数 ) を監視しま

す。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_2170_jp

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 エンティティ  Beans の監視対象ユ

ニッ ト  ActivationsNumber ( アクティブ化数 ) を監視しま

す。 

デフォルトのしきい値 10000000: SPI for SAP は、 値がしきい値を超えた場合に、

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 Web コンテナ サービスの監視対象ユ

ニッ ト  Current Http sessions ( 現在の http セッシ ョ ン数 ) 
を監視します。

デフォルトのしきい値 500: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Current Http 
sessions ( 現在の http セッシ ョ ン数 ) の値が 500 を超える

と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ
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SPISAP_2189_jp 

SPISAP_2190_jp 

テンプレート : J2EE Engine - Performance グループ

J2EE Engine - Performance グループ内のテンプレートは、 J2EE Engine のパフォーマンス監

視データを収集します。 このグループは、 Request performance 監視グループからのデータを収

集します。

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 Web コンテナ サービスの監視対象ユ

ニッ ト  Current security sessions ( 現在のセキュ リ テ ィ  セッ

シ ョ ン数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 500: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Current security 
sessions ( 現在のセキュ リ ティ  セッシ ョ ン数 ) の値が 500 を
超える と重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 Web コンテナ サービスの監視対象ユ

ニッ ト  Number of timed out http sessions ( タイムアウ ト し

た http セッシ ョ ン数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 100000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Number of 
timed out http sessions ( タイムアウ ト した http セッシ ョ ン

数 ) の値が 100000 を超える と重要度が重要警戒域のアラー

ト を送信します。

テンプレート  タイプ モニタ

テンプレート  グループ SPI for SAP > SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE Engine - 
Services

説明 このテンプレートは、 Web コンテナ サービスの監視対象ユ

ニッ ト  Number of timed out security sessions ( タイムアウ

ト したセキュ リ テ ィ  セッシ ョ ン数 ) を監視します。

デフォルトのしきい値 100000: SPI for SAP は、 監視対象ユニッ ト  Number of 
timed out security sessions ( タイムアウ ト したセキュ リ

ティ  セッシ ョ ン数 ) の値が 100000 を超える と重要度が重

要警戒域のアラート を送信します。
SAP NetWeaver Web Application Server (J2EE) の監視 331



SPISAP_4001_jp

SPISAP_4002_jp

SPISAP_4003_jp

SPISAP_4004_jp

テンプレート名 SPISAP_4001_jp

テンプレート  タイプ Measurement Threshold

テンプレート  グループ SPI for SAP > ja >SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE 
Engine - Performance

説明 SPISAP_4001_jp テンプレート  は、 監視対象ユニッ ト  
Number of requests ( 要求数 ) からデータを収集します。

デフォルトのしきい値 1000000: SPI for SAP は、 JARM リ クエス ト数が 1000000 
以上の場合に重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_4002_jp

テンプレート  タイプ Measurement Threshold

テンプレート  グループ SPI for SAP > ja >SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE 
Engine - Performance

説明 SPISAP_4002_jp テンプレート  は、 監視対象ユニッ ト  
Requests per second ( 秒あたりの要求数 ) からデータを収集

します。

デフォルトのしきい値 1000000: SPI for SAP は、 1 秒当たりの JARM リ クエス ト

数が 1000000 以上の場合に重要度が重要警戒域のアラート

を送信します。

テンプレート名 SPISAP_4003_jp

テンプレート  タイプ Measurement Threshold

テンプレート  グループ SPI for SAP > ja >SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE 
Engine - Performance

説明 SPISAP_4003_jp テンプレート  は、 監視対象ユニッ ト  
Component calls ( コンポーネン ト呼び出し数 ) からデータ

を収集します。

デフォルトのしきい値 1000000: SPI for SAP は、 すべての JARM リ クエス トが発

行したコンポーネン ト呼び出し数が 1000000 以上の場合に

重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_4004_jp

テンプレート  タイプ Measurement Threshold

テンプレート  グループ SPI for SAP > ja >SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE 
Engine - Performance

説明 SPISAP_4004_jp テンプレート  は、 監視対象ユニッ ト  
Average response time ( 応答時間の平均 ) からデータを収集

します。

デフォルトのしきい値 1000000: SPI for SAP は、 すべての JARM リ クエス トに

よって発行されたコンポーネン ト呼び出し数が 1000000 以
上の場合に重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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SPISAP_4005_jp

SPISAP_4006_jp

テンプレート名 SPISAP_4005_jp

テンプレート  タイプ Measurement Threshold

テンプレート  グループ SPI for SAP > ja >SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE 
Engine - Performance

説明 SPISAP_4005_jp テンプレート  は、 監視対象ユニッ ト  
Average CPU Time (CPU 時間の平均 ) からデータを収集し

ます。

デフォルトのしきい値 1000000: SPI for SAP は、 CPU 時間の平均が 1000000 以
上の場合に重要度が重要警戒域のアラート を送信します。

テンプレート名 SPISAP_4006_jp

テンプレート  タイプ Measurement Threshold

テンプレート  グループ SPI for SAP > ja >SAP NetWeaver Java Monitoring > J2EE 
Engine - Performance

説明 SPISAP_4006_jp テンプレート  は、 監視対象ユニッ ト  
Average outbound data ( 送信データの平均 ) からデータを

収集します。

デフォルトのしきい値 1000000: SPI for SAP は、 送信データの平均が 1000000 以
上の場合に重要度が重要警戒域のアラート を送信します。
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9 サービス ビュー
この項では、 SPI for SAP が装備するサービス  ビューをインス トール、 セッ ト アップ、 使用する

方法について説明します。

この項の内容

この項では、 サービス  ビューの概念について紹介する と と もに、 サービス  ビューを  SPI for 
SAP と  HPOM の両方と と もに使用して、 SAP NetWeaver ランドスケープを一層効果的に、 一

層簡単に管理するのに役立つ情報を提供します。 こ こで、 以下の内容に関する詳細な情報を取得
できます。

• 335 ページの 「サービス  ビューとは」

• 336 ページの 「SPI for SAP のサービス  ビュー」

• 340 ページの 「SAP サービス  ビューの設定」

• 341 ページの 「サービス検出のト ラブルシューティング」

サービス ビューとは

ServiceNavigator サービス  ビューは、 ご使用の環境を構成するオブジェク ト を表示し、 現在抱

える問題や潜在的に発生し得る問題の特定をよ り効果的に行う こ とができます。 サービス  ビュー

は、 HPOM の Java オペレータ  GUI を使用して表示できます。 

HPOM および HP Operations Navigator の機能は、 以下の目的で使用します。

• 直接影響を及ぼすサービスへのメ ッセージの割り当て

• コンポーネン ト  オブジェク ト間の関係と依存状況を含む、 ご使用の環境のサービス  モデル

の生成

• 各オブジェク トに使用できるアクシ ョ ンの特定と選択

• オブジェク トやその関連サービスに潜在または現存する問題を特定するための伝達ルールの
定義

サービス  ID を指定し、 HP Operations Manager メ ッセージ ソース  テンプレートでオブジェク

ト と メ ッセージの対応を定義します。 各オブジェク トの環境モデル、 つま り メ ッセージ計算およ
び伝達ルールと、 使用可能なアクシ ョ ンは、 サービス設定ファ イルに定義されます。 

メ イン ウ ィンド ウのスコープ ペイン (Java GUI 内 ) に通常の HPOM 管理対象ノード、 メ ッ

セージ グループ、 およびアプ リ ケーシ ョ ンに加え、 検出されたサービスが表示されます。 サー

ビスをク リ ッ クする と、 スコープ ペインで選択したサービスのナビゲーシ ョ ン ツ リーが展開さ

れます。 このツ リーで任意のサービスやサブサービスを選択し、 サービス  グラフを表示できま

す。 
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ナビゲーシ ョ ン ツ リーおよびサービス  グラフでは、 コンポーネン トのサービスがステータスに

応じてカラー コーディングされます。 ツ リーの要素のカラー コーディングは、 メ ッセージ ブラ

ウザ内でメ ッセージの重要度レベルによ り決定される メ ッセージのカラー コーディングと一致

します。 

たとえば、 赤色で表示されるサービスは、 そのサービスまたはその関連サービスに重大な影響が
ある状態を示します。 メニューから [障害原因 ] を選択する と、 選択したサービスのステータス

に影響する条件となった原因を ト レースします。

図 31 Navigator GUI

HP Operations Navigator の概念と実装に関する詳細な説明は、 『HP Navigator コンセプ ト と設

定ガイ ド』 を参照して ください。

SPI for SAP のサービス ビュー

SPI for SAP は、 各ノードで実行可能なサービス検出アプリ ケーシ ョ ンを装備しています。 この

アプリ ケーシ ョ ンを各ノードで実行し、 SAP 環境を解析するためのサービス設定ファ イルを作

成するこ とができます。 ノード上のオブジェク ト 、 メ ッセージ伝達ルール、 およびオブジェク ト
で実行可能な任意のアクシ ョ ン間において、 サービス設定ファ イルは既存の所有者や依存関係を
すべて表します。 このファ イルは HP Operations Navigator にアップロードする必要があ り ま

す。

サービス  ビューにユーザー個人のセッ ト アップ内容が反映されます。 各サービス  ビューでは

ユーザーの環境がユニークに表示されます。 一般的に、 SAP サービス  ビューは複数のレベルで

構成されます。 

1 番目のレベルは、 すべての SAP システムを含み、 ひと ま とま り となったオブジェク トです。 1 
番目のレベルのオブジェク ト を展開する と、 ご使用の環境の各 SAP NetWeaver システムのオブ

ジェク トが表示されます。 インスタンスを構成する任意のオブジェク トのステータスの変更に応

じて、 SAP システム オブジェク トのステータスが変わり ます。
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2 番目のレベルには、 SAP システム内の論理オブジェク トが含まれます。 このレベルに表示され

るオブジェク トには、 直接オブジェク トに割り当てられる メ ッセージはあ り ません。 これらは論

理オブジェク トであ り、 SAP NetWeaver システムから供給されるサービスのステータスに関す

る一般的な概要を提供するために使用されます。 SAP NetWeaver システム  オブジェク ト を展開

する と、 以下の論理オブジェク トが表示されます。

• SAP NetWeaver Instances (SAP NetWeaver インスタンス )

• Database (<SID>) ( データベース )

• Environment (<SID>) ( 環境 )

• Interface ( インタフェース )

• Batch ( バッチ )

• Dialog ( ダイアログ )

• Spool ( スプール )

• Update ( 更新 )

図 32 に、 論理オブジェク ト  レベルが展開される  SAP サービス  ビューを示します。

図 32 SAP システムのサービス ビュー

SAP NetWeaver Instance オブジェク ト を展開する と、 各 SAP NetWeaver インスタンスがオブ

ジェク ト と してツ リーに表示されます。 Environment オブジェク ト を展開する と、 さ らに以下

の 3 つのオブジェク トが表示されます。 

• Operating System ( オペレーティング システム )

• Network ( ネッ ト ワーク )

• Memory Management ( メモ リ管理 )

これらのオブジェク トには、 それぞれに割り当てられたメ ッセージが存在し、 環境オブジェク ト
に伝達されます。 その他のオブジェク トには、 プロセス  オブジェク トに含まれるオブジェク ト

との使用関係があ り ます。 関連プロセスに影響を与えるイベン トは、 これらのオブジェク トのス

テータスが変更される原因とな り ます。
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図 33 SAP インスタンスのサービス ビュー

プロセス  オブジェク ト を展開し、 以下のオブジェク ト を表示できます。

• Gateway ( ゲート ウェイ )

• Message ( メ ッセージ )

• dialog work process ( ダイアログ ワーク  プロセス )

• batch work process ( バッチ ワーク  プロセス )

• spool work process ( スプール ワーク  プロセス )

• update work process ( 更新ワーク  プロセス )

ラインオブビジネス ビュー

SAP NetWeaver サービス  ビューおよび HPOM で利用可能なその他のサービス  ビューは、 SAP 
NetWeaver、 WAN、 LAN、 またはプリ ンタ  サービスなど、 監視するそれぞれの分野をグラフ ィ

カルに表示します。 業務プロセスは、 通常、 これらの分野の 1 つに限定されるわけではあ り ませ

んし、 各業務プロセスは複数の分野における複数のサービスに依存し、 顧客が定義したプロセス
に固有のものです。 

たとえば、 受注を入力し発注請書を印刷するオペレータには、 プ リ ンタ、 ネッ ト ワーク、 および 
SAP NetWeaver ダイアログ スプール サービスをすべて利用できるよ うにしなければなり ませ

ん。 あるいは、 受注項目や特定の場所における印刷を監視するには、 その場所における  WAN、

LAN、 購買発注請書の印刷に使用されるプリ ンタ、 さ らには特定の SAP NetWeaver インスタン

スの SAP NetWeaver ディ スパッチ、 ダイアログ、 スプーリ ング プロセスを表示するビューを

セッ ト アップするこ と もできます。
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図 34 受注入力を左右するサービス領域

ラ インオブビジネス  サービス  ビューを作成するには、 まずカスタムサービス設定ファイルを作

成し、 表示する構成内容を定義します。 こ こで、 このビューに含まれるオブジェク トによ り メ ッ

セージを伝達する  1 つ以上の論理オブジェク ト  ( 例 : 受注入力 ) を定義します。 

必要と思われるサービス領域に対応するサービス設定ファイル （例 : SAP R/3 ファ イル） を使用

し、 ビューに取り込みたいオブジェク トのサービス名を取得した後、 サービス設定ファイルにそ
れらのオブジェク トへの使用リ ファレンスを追加します。 サービス設定ファ イルの作成について
は、 『HP OpenView Service Navigator コンセプ ト と設定ガイ ド』 を参照して ください。

このサービスは、 論理 ( 物理ではな く ) サービス  オブジェク トの最上位にのみ構築される点にご

注意ください。 たとえば、リ ファレンスでは SAP Spool Service は使用できますが、Spool Work 
Process などの基本物理オブジェク トは使用できないこ とを意味します。 これによ り、 SAP や 
SPI for SAP の新バージ ョ ンが リ リースされたと きに物理コンポーネン ト間の依存関係が変更さ

れても  ( 例 : アーキテクチャ変更 )、 ユーザーのカスタマイズおよび Business Service View は確

実に機能します。

図 35 受注入力用のラインオブビジネス ビュー

ローカル

ネッ ト ワーク

データ

ネッ ト ワーク
 センター

SAP データベース

      サーバー

WAN
リ ンク SAP アプリ ケーシ ョ ン

サーバーSAP ユーザー

プリ ンタ
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SAP サービス ビューの設定

SPI for SAP のサービス  ビューを使用するには、 監視対象の SAP サーバーでどのサービスが動

いているかを調べ、 見つかった情報を HPOM データベースにアップロードする必要があ り ま

す。 その手順は以下のとおりです。

1 SAP サービスを検出する   

各 SAP サーバー上で、 SPI for SAP で監視する必要のある  SAP サービスを検出します。

2 サービス設定ファイルを作成する

検出されたサービスに関する情報を使用して、 サービス設定ファイルを作成します。 サービ

ス設定ファイルには、 HP Operations Manager および SPI for SAP の監視対象とする  SAP 
NetWeaver サーバー上の各 SAP NetWeaver インスタンスに存在するサービスを定義しま

す。 

詳細については 340 ページの 「サービス設定ファイルの作成」 を参照して ください。

3 サービス設定ファイルを HPOM にアップロードする

HPOM が SAP サービスを検出した後は、 HP Operations Navigator ツール ( または、

HPOM 5.0 以降の場合には Java GUI) を使用してサービスの概要をグラフ ィカルに表示する

こ とができます。 

詳細については、 341 ページの 「サービス設定ファイルを HPOM にアップロードする」 を参

照して ください。

4 SAP サービスを SPI for SAP のオペレータに割り当てる

SAP サービスを、 各サービスを担当する  SPI for SAP のオペレータに割り当てます。 これに

よ り、 各オペレータは自分が担当するサービスに関する メ ッセージのみを受信します。

詳細については、 341 ページの 「HPOM オペレータへの SAP サービスの割り当て」 を参照

して ください。

5 サービス検出の問題に関する ト ラブルシューティング ( オプシ ョ ン )

サービス検出処理中に発生する問題に対する ト ラブルシューティングの方法はたく さんあ り
ます。

詳細については、 341 ページの 「サービス検出のト ラブルシューティング」 を参照して くだ

さい。

サービス設定ファイルの作成

1 opc_adm ユーザーと して HPOM にログインします。

2 [管理対象ノード ] ウ ィンド ウおよび [アプリケーション・グループ：SAP R/3 Admin] ウ ィ

ンド ウを開きます。

3 サービス設定ファイルを作成する単一ノード、 複数ノード、 またはノード  グループを選択

し、 それらを [アプリケーション・グループ：SAP R/3 Admin] ウ ィンド ウにド ラ ッグし、

[R/3 サービス検出 ] アイコンにド ロ ップします。

管理対象ノード上で、 Perl 5.8 以降が、 デフォルトの場所にインス トールされている

こ とを確認します。 たとえば、 UNIX 環境では、 /usr/bin/perl になり ます。 Perl 
がデフォルトの場所にインス トールされていない場合には、 環境変数 PATH を使用

して Perl にアクセスできるこ とを確認します。 Microsoft Windows 環境では、 Perl 
インタプ リ タへのアクセスに、 PATH 変数が使用されます。 Perl のインス トールに、

自動的に PATH に Perl を追加するオプシ ョ ンが用意されている場合もあ り ます。
340 第 9 章



4 前述の手順で選択した管理対象ノードで検出された各 SAP NetWeaver インスタンスのファ

イル /var/opt/OV/tmp/SapSpiServices に、 [R/3 サービス検出 ] アプリ ケーシ ョ ンが項

目を書き込みます。 

デフォルトではト レース機能が有効になり、 SPI for SAP のサービス検出プロセスに関連す

る情報およびエラー メ ッセージがファイル /var/opt/OV/tmp/r3sm.trace に書き込まれま

す。

5 [R/3 サービス検出 ] アプ リ ケーシ ョ ンが stdout に書き込む際の進行状況を確認できます。

[R/3 サービス検出 ] アプリ ケーシ ョ ンがこのタスクを完了した後、 /var/opt/OV/tmp/
SapSpiServiceDiscovery ファ イルの内容を調査し、 管理対象ノードがすべて正常に検出

されているこ とを確認します。 以上が正常に完了しない場合や、 検出ノードの一覧に管理対
象ノードが見つからない場合は、 364 ページの 「SPI for SAP の一般的な問題」 を参照して

ください。

サービス設定ファイルを HPOM にアップロードする

この項では、 HPOM へのサービス設定ファイルのアップロード方法について説明します。

サービス設定ファイルを HPOM にアップロード します。 コマンド行で以下のよ うに入力しま

す。

#/usr/bin/opcservice -replace /var/opt/OV/tmp/SapSpiServices

Converting service file to XML ...
Successfully added service file:/tmp/SapSpiServices

/usr/bin/opcservice は適切な XML への変換を行います。

HPOM オペレータへの SAP サービスの割り当て

この項では、 設定およびアップロード した SAP サービスを SPI for SAP オペレータに割り当て

る方法について説明します。

サービスをオペレータに割り当てます。 次のよ うに入力します。

#/usr/bin/opcservice -assign <Operator> SAP_SPI:SAP

Successfully assigned services to operator <Operator>

Navigator GUI が開いている場合は、 [R/3 サービス検出 ] アプリ ケーシ ョ ンによ り変更された

内容はすぐには反映されません。 この場合は Navigator GUI を更新し、 新しい設定をロード し

なければな り ません。 Navigator GUI を更新するには、 [ファイル ] メニューを開き、 [設定の

再ロード ] を選択します。

サービス検出のト ラブルシューテ ィ ング

通常、 SPI for SAP は SAP サービスを自動的に検出し、 問題も発生しません。 ただし、 何らか

の理由のために、 SPI for SAP が検索する情報がデフォルトの位置に存在しない場合には、 サー

ビス検出プロセスは失敗します。 

このタスクを完了させるために HP Operations のサービスを停止する必要はあ り ません。

Navigator GUI が開いている場合は、 [R/3 サービス検出 ] アプリ ケーシ ョ ンによ り変更された内

容はすぐには反映されません。 この場合は Navigator GUI を更新し、 新しい設定をロード しなけ

ればなり ません。 Navigator GUI を更新するには、 [ファイル ] メニューを開き、 [設定の再ロー

ド ] を選択します。

このタスクを完了させるために HP Software のサービスを停止する必要はあ り ません。
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たとえば、 SPI for SAP は SAP のインスタンスを実行するホス トの名前だけでなく、 SAP の 
default、 instance、 および startup の各プロファ イルを含む SAP プロファ イル ディ レク ト

リの位置を認識する必要があ り ます。 SAP の default および instance プロファ イルは特に重要

です。 これらには SAP のシステム固有情報およびインスタンス固有情報が含まれており、 SPI 
for SAP はそれらの情報を使用するこ とによ り、 検出しよ う とするサービス と関連する  SAP の
システム ID (SID)、 SAP インスタンス名、 および SAP インスタンス番号を決定します。

サービス検出が失敗した場合には、 表 88 にある環境変数を管理対象ノード上で使用すれば、

SAP サービスを検出するのに必要な情報を SPI for SAP に与えるこ とができます。 SPI for SAP 
サービス検出ツールは、 SAP アプリ ケーシ ョ ン サーバーの以下の場所で SAP プロファ イルを探

します。

• UNIX オペレーティング システム : 

/sapmnt/<SID>/profile/

• Windows オペレーティング システム :

¥¥<central_instance_host>¥sapmnt¥<SID>¥SYS¥profile¥

Microsoft Windows オペレーティング システムで動作している  SAP アプリ ケーシ ョ ン サー

バーでは、 SAP プロファ イルへのパスに、 SAP セン ト ラル インスタンスが動作しているホ

ス ト名 ( たとえば、 <central_instance_host>) が含まれます。 ホス ト名は長いまたは短い

ものも使用でき、 さ らに、 ホス ト名の IP アドレス、 または UNC 表記も使用できるこ とに

注意して ください。

表 88 サービス検出に関する環境変数

環境変数 説明

SAPOPC_SAPPROFILEDIR SAP プロファ イルの場所を示すパス。

環境変数 PATH と同様に、 各プロファ

イルが存在するディ レク ト リの リ ス ト
を含めるこ とができます。

SAPOPC_HOSTNAMES 高可用性ク ラスタに属する管理対象
ノード上で、 サービス検出プロセスで
処理される物理ホス ト名と仮想ホス ト
名 (1 つの空白で区切り ます ) を含むリ

ス ト を定義するのに使用します。
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10 サービス レポート
この項では、 SPI for SAP が装備するサービス  レポート をインス トール、 セッ ト アップ、 使用す

る方法について説明します。

この項の内容

この項では、 サービス  レポートの概念について紹介する と と もに、 サービス  レポート を  SPI for 
SAP と  HPOM の両方と と もに使用して、 SAP NetWeaver ランドスケープを一層効果的に、 一

層簡単に管理するのに役立つ情報を提供します。 こ こで、 以下の内容に関する詳細な情報を取得
できます。

• 343 ページの 「サービス  レポート とは」

• 344 ページの 「SPI for SAP レポートのアップグレード」

• 344 ページの 「SPI for SAP Report のインス トール」

• 347 ページの 「SPI for SAP のサービス  レポート 」

• 355 ページの 「SPI for SAP レポート  メ ト リ ッ ク」

• 357 ページの 「SPI for SAP のレポートの削除」

サービス レポート とは

サービス  レポートは Web ベースのレポートです。 HP Reporter (Reporter) がデフォルトのテン

プレート を使用して作成し、 Web ブラウザを使用して表示します。 Reporter を使用する と、 レ

ポート をスケジュールどおりに、 またはオン デマンドで表示できます。 

SPI for SAP サービス  レポートは HP Software Embedded Performance Component または HP 
Performance Agent から抽出されたデータを相関させます。 相関データを使用して、 短期、 中

期、 長期の観点からの IT 環境が表示されます。 また、 Performance Manager を使用する と、 詳

細でリアル タイムのグラフが付加されたレポート を生成できます。 レポート とグラフの組み合

わせは、 傾向分析の強力なツールです。 たとえば、 以下のこ とができます。

• IT システム内の潜在的なボ トルネッ クを特定するこ とで、 問題が顕在化する前にアクシ ョ ン

をとれるよ うにする。

• レポートの情報を使用して、 将来的なアップグレードの正確な予測に役立てる。

• 正確な情報を収集してサービス  レベルの測定に使用する。
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SPI for SAP レポートのアップグレード

この項では、 SPI for SAP ソフ ト ウェアおよび SAP/Performance サブエージェン ト をアップグ

レード し、 サービス  レポータ機能を使用しつづけるために実行する必要がある作業について説

明します。 SPI for SAP サービス  レポートのアップグレードは、 HP Reporter ソフ ト ウェアの

アップグレード と同じではないこ とに注意して ください。 サポート対象のソフ ト ウェア バー

ジ ョ ンの詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for SAP インス トール ガイ ド』 を参照して く

ださい。

サービス  レポート用のパフォーマンス  データを収集する  SAP/Performance サブエージェン トの

アップグレードの詳細は、 192 ページの 「SAP/Performance サブエージェン トのアップグレー

ド」 を参照して ください。 SPI for SAP 自体のアップグレードの詳細は、 『HP Operations Smart 
Plug-in for SAP インス トール ガイ ド』 の 「SPI for SAP のアップグレード」 を参照して くださ

い。

SPI for SAP は、 改良され機能強化されたレポート ( 一部のレポートは新しいメ ト リ ッ ク  リ ス ト

を使用 ) を含む、 新しい Reporter 統合パッケージに付属しています。 SPI for SAP Reporter 統
合をアップグレードするには、 以前の Reporter 統合パッケージを削除して、 新しいパッケージ

をその場所にインス トールする必要があ り ます。 手順については以下を参照して ください。

1 旧バージ ョ ンの SPI for SAP Reporter 統合パッケージを、 Windows の標準の方法で削除し

ます。

[スタート : 設定 > コントロール パネル > アプリケーションの追加と削除 ]

2 344 ページの 「SPI for SAP Report のインス トール」 の説明に従って、 新しい SPI for SAP 
Reporter 統合をインス トールします。

3 354 ページの 「SPI for SAP レポートの生成」 で説明されている新しいサービス  レポート を

スケジューリ ングおよび生成します。

SPI for SAP Report のインストール

この項では、 SPI for SAP と と もに供給される  SAP NetWeaver サービス  レポートのインス トー

ル方法を説明し、 加えてインス トールの準備に役立つ情報を提供します。 この項では、 以下の ト
ピッ クを扱います。

• 344 ページの 「始める前に」

• 345 ページの 「SAP サービス  レポート をインス トールするには」

始める前に

SAP NetWeaver サービス  レポートのインス トールおよび設定の前に、 以下のタスクを完了して

いるこ とを確認する必要があ り ます。

1 Performance Agent

HP Software Embedded Performance Component または HP Performance Agent のいずれ

かが、 サービス  レポート を作成するすべての SAP NetWeaver 管理対象ノードで利用可能で

ある必要があ り ます。

HP Performance Agent は、 213 ページの 「SPI for SAP のパフォーマンス  モニタ」 の指示

に従って、 設定も されていなければな り ません。

2 サービス  レポート
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HP Reporter インスタンスが利用できる必要があ り ます。 Reporter がサポートするプ

ラ ッ ト フォームについての詳細は、 Reporter 製品のマニュアルを参照して ください。

SPI for SAP の既存のサービス  レポート を編集またはレポート を新規作成する場合は、 HP 
Reporter をホス ト しているマシン上で Crystal Reports が実行中であるこ とを確認して くだ

さい。 必要なソフ ト ウェアやサポート対象のソフ ト ウェアのバージ ョ ンについては、 『HP 
Operations Smart Plug-in for SAP インス トール ガイ ド』 を参照して ください。

SAP サービス レポート をインス トールするには

SAP NetWeaver サービス  レポートは、 HP Reporter システム上の InstallShield を使用して、

HP Reporter 製品内にスナップインと してインス トールされます。 セッ ト アップ中に、 HP 
Reporter の共通アプリ ケーシ ョ ン パスを選択するよ う求められます。 これは HP Reporter をイ

ンス トールしたフォルダです。 セッ ト アップ プログラムはこのパスを自動的に検索し、 検出し

たものを報告します。 ほとんどの場合、 変更する必要はあ り ませんので、 示された設定を適用し
て ください。

セッ ト アップ プログラムは 表 89 に示すディレク ト リにコンポーネン ト をコピーします。 すべて

のディ レク ト リ  パスは、 HP Reporter 共通アプリ ケーシ ョ ン パスに対する相対パスです。

SPI for SAP サービス  レポート をインス トールするには、 次のよ うにします。

1 製品 メディアを挿入し、 以下のディレク ト リに移動します。

 ¥WINDOWS¥OV_REPORTER¥SAPSPI_REPORTER_11.00

sapspi_reporter.msi ファ イルをダブルク リ ッ ク し、 [Complete Installation] オプ

シ ョ ンを選択します。

2 インス トール ウ ィザードの指示に従って進みます。 SPI for SAP サービス  レポートのセッ ト

アップ中に、 HP Reporter の共通アプリ ケーシ ョ ン パスを確認または指定するよ う指示され

ます。 デフォルト を使用する と、 すべての自動設定手順が正し く実行され、 手動で再設定す
る必要はあ り ません。

3 セッ ト アップ プログラムは自動的に以下のタスクを実行します。

• SAP 固有のレポート  グループ、 SAP_R3  および SAP_ITS_620  の割り当て

• レポート  グループ SAP_R3 および SAP_ITS_620 に対する新しいメ ト リ ッ ク  リ ス ト の割

り当て

• レポート  グループ SAP_R3 および SAP_ITS_620 に対する新しいグループ レポートの割

り当て

• レポート  グループ SAP_R3 および SAP_ITS_620 に対する新しいシステム レポートの割

り当て

表 89 SAP サービス レポートのコンポーネン トの場所

コンポーネン ト ディ レク ト リ

設定ファイル ¥newconfig¥

インス トール スク リプ ト ¥newconfig¥

レポート  テンプレート  ファ イル ¥data¥reports¥Sap¥

実行ファイル ¥bin¥

共通アプ リ ケーシ ョ ン パスを変更する と、 セッ ト アップ プログラムは実行可能ファ

イルを検出できず、 アラート メ ッセージを生成します。
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4 SPI for SAP サービス  レポートのインス トールが正し く完了したこ とを、 前手順で示され

た、 および 355 ページの 「SPI for SAP レポート  メ ト リ ッ ク」 で詳細にリ ス ト されたレポー

ト と メ ト リ ッ クのグループが作成されているこ とで確認します。 インス トール結果は、図 36 
に示す例のよ うにな り ます。

5 HP Reporter に SAP NetWeaver または SAP ITS システムを手動で追加する場合には、 以

下の例で 「host.name.com」 を実際に追加するシステムの名前と置き換えて、 [システムの追

加 ] ウ ィンド ウに値を入力します。

• [ システム ]: host.name.com

• 「host.name.com」 を、 HP Reporter に実際に追加するシステムの名前と置き換えます。

• [ ネッ ト ワーク ]: SAP

• [ ド メ イン ]: SAP または ITS のいずれか適切な方

SAP NetWeaver と  SAP ITS 6.20 ホス トが適切な HP Reporter グループに追加されている

こ とを確認します (SAP_R3 または SAP_ITS_620)。 ホス トは、 監視対象のホス ト上で検出

されたデータソース  (SAP NetWeaver または SAP ITS 6.20) の種類に応じて、 自動的にレ

ポート  グループに割り当てられます。

6 [OK] をク リ ッ クする と、 新し く追加されたシステムが Reporter の [ 詳細 ] ペインに表示さ

れます。

7 Reporter GUI を使用して、 SPI for SAP レポートの生成をスケジューリ ングするか、 または

今すぐ生成するかを、 以下のオプシ ョ ンを使用して設定します。 

[実行 > 実行 > レポートの作成 ]

8 SPI for SAP レポートの生成が成功する と、 それを標準の WEB ブラウザに表示できます。

SPI for SAP レポートの表示方法の詳細は、 354 ページの 「SPI for SAP レポートの表示」

を参照して ください。 

レポートの生成前に、 HP Reporter にレポート  データの収集、 および HP Reporter 
データベースへ保存するための時間を十分与えてください。 詳細については、 354 
ページの 「SPI for SAP レポートの生成」 を参照して ください。
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図 36 SPI for SAP のレポートおよびメ ト リ ッ ク

SPI for SAP のサービス レポート

Smart Plug-in for SAP にはサービス  レポートのパッケージが含まれています。 これは、 HP 
Software Embedded Performance Component および HP Performance Agent によって収集さ

れたデータを使用してレポート を生成します。 このレポートには、 SAP ランドスケープのシステ

ムの稼動状態と可用性についての重要な情報が表示されます。 Smart Plug-in for SAP レポート  
パッケージで提供されるレポートは、 システム  ク リ ティカルな領域およびビジネス  ク リ テ ィカ

ルな領域を広くカバーします。

この項では、 SPI for SAP で提供されているサービス  レポートについて詳し く説明します。 以下

の ト ピッ クに関する情報が含まれています。 

• 348 ページの 「SAP レポート 」

SPI for SAP で提供されている  SAP に関するすべてのレポート と、 そこで使われている メ ト

リ ッ クの完全な リ ス ト 。

• 353 ページの 「SAP ITS 6.20 サービス  レポート 」

SPI for SAP が提供している  SAP ITS 6.20 に関するすべてのレポート と、 そこで使われて

いる メ ト リ ッ クの完全な リ ス ト 。

• 353 ページの 「SAP サービス  レポートのスコープの定義」

レポートに表示したい情報をよ り正確に絞り込むためのヒン ト。

• 354 ページの 「SPI for SAP レポートの生成」

SPI for SAP レポートの生成を開始するための手順。

• 354 ページの 「SPI for SAP レポートの表示」

生成した SPI for SAP レポート を表示するための手順。
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SPI for SAP サービス  レポート統合はリモートモニタ機能をサポート します。 この機能によ り、

SAP サーバーが HPOM 管理対象ノードではなく、 またそのサーバーに SPI for SAP ソフ ト ウェ

アがインス トールされていない場合でも、 SPI for SAP モニタがインス トールされ、 設定、 実行

されている  HPOM 管理対象ノードから リモートで監視できます。 リモートで管理される  SAP 
サーバーについてのサービス  レポート を作成するこ とができます。 リモートモニタ機能の詳細

は、 24 ページの 「アラート  モニタによる リモート監視」 および 205 ページの 「リモート  パ
フォーマンス監視」 を参照して ください。 

SAP レポート

表 90 は、 Smart Plug-in for SAP で使用可能な SAP レポートのリ ス トです。 この表には、 レ

ポートに表示される情報の詳細と、 レポート生成に使われる個々のメ ト リ ッ ク も含まれていま
す。 SPI for SAP パフォーマンス  モニタの詳細は、 213 ページの 「SPI for SAP のパフォーマン

ス  モニタ」 を参照して ください。

表 90 SAP パフォーマンス レポート

レポート 目的 メ ト リ ック

Database 
Performance

最も重要なデータベース  
パフォーマンス  メ ト リ ッ

クを相関処理し表示しま
す。

• 物理読み取り  / 書き込み

• ディ スク物理 IO
• ロング テーブル スキャン

• ソート行

• メモ リ  ソート

• ディ スク  ソート

• 書き込まれた REDO ブロッ ク

• REDO バッファ  サイズ

Database Quality 重要なメ ト リ ッ クを示し
ます。 これらのメ ト リ ッ

ク全体で、 データベース
構成の詳細な品質状況を
表します。

• データベース  バッファ  プールの品質

• データ  ディ クシ ョナ リ  キャ ッシュの品
質

• REDO ログの障害

• バッファ  プール サイズ

• ディ クシ ョナ リ  キャ ッシュ  サイズ

• REDO ログ バッファ  サイズ

• バッファ  ビジー待機

• バッファ  ビジー待機時間

Enterprise Portal 
のパフォーマンス

SAP Enterprise Portal 
の最も重要なステータス
とパフォーマンスのメ ト
リ ッ クを相関処理し表示
します。

• 平均応答時間

• 平均 CPU 時間

• 平均送信データ

• リ クエス ト ごとの平均コンポーネン ト  
コール数

• リ クエス ト を発行しているユーザー数

• 異なるレベルで動作中のリ クエス ト

• サービスを受けていないリ クエス トの
割合

Enterprise Portal 
の可用性
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E2E Time 設定された ト ランザク
シ ョ ンの E2E ト ランザ

クシ ョ ン時間を示しま
す。 これは応答時間と

ネッ ト ワーク時間に分か
れています。

• 応答時間

• ネッ ト ワーク時間

ICM Statistics - 
Overview

Internet 
Communication 
Manager のステータスの

概要と、 キュー、 スレッ
ド、 接続に関する一般情
報を示します。

• ICM ステータス

• スレッ ドの最大数

• スレッ ドのピーク数

• 現在のスレッ ド数

• 接続の最大数

• 接続のピーク数

• 現在の接続数

• キュー エン ト リの最大数

• キュー エン ト リのピーク数

• キュー エン ト リの現在数

• 実行中のワーク  スレッ ド数

• 停止中のワーク  スレッ ド数

• 処理済のワーク  スレッ ド数

ICM Statistics - 
Details

動作中および停止中の期
間を含む Internet 
Communication 
Manager のステータスの

よ り詳細なビューと、 リ
クエス ト  キュー、 ワーク  
スレッ ド、 およびオープ
ンした接続についての統
計を示します。

Job Overview さまざまな、 指定のス
テータス  (RUNNING、

READY、 RELEASED) 
にある、 SAP インスタン

スに対するジ ョブの数を
示します。

以下のステータスであるジ ョブの数

• Running
• Ready
• Scheduled
• Released
• Aborted
• Finished

Number of Spool 
Jobs

さまざまなステータスに
あるスプール ジ ョブおよ

び印刷要求の数を示しま
す。

• スプール ジ ョブの総数

• ステータスが Archive であるスプール 
ジ ョブの数

• 開かれている印刷要求の数

• エラーのある印刷要求の数

• 失敗した印刷要求の数

Amount of 
Update Tasks

更新タスクの量を示しま
す。

• 全 VB 更新タスク

• 初期 VB 更新タスク

• エラー VB 更新タスク

• V1 が実行された更新タスク

• V2 が実行された更新タスク

Work Process 
Overview

さまざまなワーク  プロセ

スの総数と、 使用中のプ
ロセスの数とを比較しま
す。

• ダイアログ プロセス  / 使用中のプロセ
ス

• バッチ プロセス  / 使用中のプロセス

• スプール プロセス  / 使用中のプロセス

• 更新プロセス  / 使用中のプロセス

• 更新 2 プロセス  / 使用中のプロセス

表 90 SAP パフォーマンス レポート  ( 続き )

レポート 目的 メ ト リ ック
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Document 
Volume

業務ト ランザクシ ョ ン メ
ト リ ッ ク と相関した、 モ
ジュール (BW、 FA、

QA) ごとの総伝票量を示

します。

• GUI 総時間

• 応答時間

• CPU 時間

• DB 要求時間

Document & 
Lines

伝票の数、 および、 伝票
ごとに作成され SAP ア
プリ ケーシ ョ ン モジュー

ルによってソート された
行を示します。

• ヘッ ド  - 一般的な伝票情報

• 詳細 - 伝票内の平均行数。 ファ イルが
大きいほど、 データベースへのコ ミ ッ
ト時間がかかり ます。

Document 
Volume by 
Module

アプリ ケーシ ョ ン モ
ジュールごとの伝票量を
示します。

 伝票の数

Workload 
Overview Count

SAP NetWeaver システ

ムのすべてのタスク  タイ

プ ( たとえば、 バッチ、

ダイアログ、 スプール、
更新 ) に対するステップ

数を示します。

• GUI 総時間

• 応答時間

• CPU 時間

• DB 要求時間

Workload 
Overview 
Response Time

各 SAP NetWeaver イン

スタンスに対する平均の
ステップ数および応答時
間 ( 秒 ) を示します。

• CPU 時間

• ロード時間

• キュー時間

• DB 読み取り時間

• DB 更新時間Workload 
Overview Task 
Type

各タスク  タイプ 
(AUTOABA、 BCKGRD) 
に対する平均のステップ
数および応答時間 ( 秒 ) 
を示します。

Workload 
Overview DB 
Overview

定義された SAP 
NetWeaver システムに対

するデータベース  アク

ティ ビティに基づく ワー
ク ロード  メ ト リ ッ クを示

します。

• 変更回数

• 変更時間

• DB 呼び出し

• DB 要求

• 要求ごとの DB 時間

• ディレク ト リ読み取り回数

• ディレク ト リ読み取り時間

• シーケンス読み取り回数

• シーケンス読み取り時間

• 要求バイ ト

Workload 
Overview DB 
Task Type

タスク  タイプごとに、 定

義された SAP 
NetWeaver システムに対

するデータベース  アク

ティ ビティに基づく ワー
ク ロード  メ ト リ ッ クを示

します。

SAP R/3 Memory 定義されたシステムに対
する  SAP のメモ リ使用

量を示します。

• 拡張メモ リ

• ページング領域

• ロール領域

表 90 SAP パフォーマンス レポート  ( 続き )

レポート 目的 メ ト リ ック
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SAP R/3 Users - 
Overview

指定された SAP アプリ

ケーシ ョ ン サーバーに対

する、 SAP ク ラ イアン ト

ごとのユーザーとユー
ザー セッシ ョ ンの数を示

します。

• 平均ユーザー数

• 平均セッシ ョ ン数

SAP R/3 Users - 
Workload

ユーザーおよびユーザー 
セッシ ョ ンに対する指定
された SAP ワーク  プロ

セスの負荷を示します 
(SAP ク ラ イアン ト / アプ

リ ケーシ ョ ン サーバーご

と )。

• 平均ユーザー数

• 平均セッシ ョ ン数

• 平均応答時間

• CPU 時間

• ダイアログ、 更新、 スプール、 バッチ
のステップ数

SAP R/3 Users - 
Document 
Statistics

ユーザーおよびユーザー 
セッシ ョ ンに対する  SAP 
モジュールごとの伝票統
計を示します (SAP ク ラ

イアン ト / アプリ ケー

シ ョ ン サーバーごと )。

• 平均セッシ ョ ン数

• 平均ユーザー数

• SAP モジュール (FA、 MM、 SD)

SAP R/3 Buffer 
Performance - 
Overview

指定のインスタンスおよ
びク ライアン トに対す
る、 SAP ユーザーによる  
SAP メモ リ  バッファの

使用状況についての一般
分析および詳細分析を示
します。

• バッファ名

• ヒ ッ ト率

• 割り当てサイズ

• 空きスペース

• 空きスペース率

• 最大ディ レク ト リ  エン ト リ

• 空きディ レク ト リ  エン ト リ

• 空きディ レク ト リ  エン ト リ  ( 率 )
• バッファ  スワ ップ

• バッファ  スワ ップ ( 差分 )
• データベース  アクセス

• データベース  アクセス  ( 差分 )

SAP R/3 Buffer 
Performance - 
Detailed Analysis

Threads usage 
rate for different 
ports

各ポートのスレッ ド使用
率を棒グラフ形式で表示
します。 

• http
• http|ssl
• iiop
• iiop|ssl
• p4

• p4 http ト ンネ リ ング

• p4 ssl
• telnet

• jms プロバイダ

表 90 SAP パフォーマンス レポート  ( 続き )

レポート 目的 メ ト リ ック
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Connections 
count

すべてのタイプの接続の
合計数を棒グラフ形式で
表示します。

• http 接続

• p4 接続

• iiop 接続

• jms 接続

• telnet 接続

• その他の接続

• 空きの接続

• 最大接続数

Memory 
Consumption

平均メモ リー消費量を棒
グラフ形式で表示しま
す。

• 割り当て済みのメモ リー

• 使用可能なメモ リー

• 使用中のメモ リー

Sessions view すべてのタイプのセッ
シ ョ ンの合計数を棒グラ
フ形式で表示します。

• アクティブなセッシ ョ ン

• すべてのセッシ ョ ン

• タイムアウ ト となったセッシ ョ ン

• 無効なセッシ ョ ン

• ログオフされたセッシ ョ ン

Requests view すべてのタイプのリ クエ
ス トの合計数を棒グラフ
形式で表示します。

• Web コンテナのすべてのリ クエス ト

• p4 プロバイダのすべてのリ クエス ト

• http プロバイダのすべてのリ クエス ト

Comparison of 
application and 
system threads

すべてのタイプのアプリ
ケーシ ョ ン スレッ ド  サ
イズの合計を線グラフ形
式で表示します。

• 最小のアプリ ケーシ ョ ン スレッ ド  プー
ル サイズのスレッ ド

• 最大のアプリ ケーシ ョ ン スレッ ド  プー
ル サイズのスレッ ド

• 初期のアプリ ケーシ ョ ン スレッ ド  プー
ル サイズのスレッ ド

• 現在のアプリ ケーシ ョ ン スレッ ド  プー
ル サイズのスレッ ド

• アクティブなアプリ ケーシ ョ ン スレッ
ド

• 最小のシステム スレッ ド  プール サイ
ズ スレッ ド

• 最大のシステム スレッ ド  プール サイ
ズ スレッ ド

• 初期のシステム スレッ ド  プール サイ
ズ スレッ ド

• 現在のシステム スレッ ド  プール サイ
ズ スレッ ド

• アクティブなシステム スレッ ド

表 90 SAP パフォーマンス レポート  ( 続き )

レポート 目的 メ ト リ ック
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SAP ITS 6.20 サービス レポート

表 91 に、 Smart Plug-in for SAP で使用可能な Internet-Transaction-Server (ITS 6.20) レポー

ト を リ ス ト します。 この表には、 レポートに表示される情報の詳細と、 レポート生成に使われる
個々のメ ト リ ッ ク も含まれています。 ITS 6.20 Availability レポートは単一インスタンス と複数

インスタンスを区別するこ とに注意して ください。 たとえば、 複数の Web サーバーが設定され

ているシステムは、 少なく と も  1 つの Web サーバーが動作している限り、 動作している とみな

されます。

SAP サービス レポートのスコープの定義

以下の基準で、 サービス  レポートのスコープを限定できます。

• どのシステムを含めるか指定する。 と り う る値は以下のとおりです。

— すべてのシステム

— 選択されたシステム グループ

— 選択されたシステム

• レポート  データを含める期間を指定する。 と り う る値は以下のとおりです。

— 全範囲 ( 最新 180 日まで )

— 最新 1 か月

— 最新 1 週間

— 昨日

Comparison of 
application and 
system waiting 
tasks

アプリ ケーシ ョ ン スレッ

ド  プールとシステム ス
レッ ド  プール間の待機タ

スクの状態を線グラフ形
式で表示します。

• 待機中のアプ リ ケーシ ョ ン タスク

• 待機中のアプ リ ケーシ ョ ン キュー サイ
ズのタスク

• 待機中のアプ リ ケーシ ョ ン キュー オー
バーフローのタスク

• 待機中のシステム タスク

• 待機中のシステム キュー サイズのタス
ク

• 待機中のシステム キュー オーバーフ
ローのタスク

表 90 SAP パフォーマンス レポート  ( 続き )

レポート 目的 メ ト リ ック

表 91 Internet Transaction Server ITS 6.20 レポート

レポート 目的 メ ト リ ック

Availability ITS 6.20 システム全体

の可用性を示します。

• Up
• Down
• Unknown
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SPI for SAP レポートの生成

Reporter GUI を使って、 SPI for SAP レポートの生成をスケジューリ ングでき、 必要に応じて

手動でレポート を生成できます。 生成するレポートが多く、 複数の SAP システムからデータを

集めて処理する場合には、 スケジューリ ングするオプシ ョ ンの使用を検討するべきです。 単一ま
たは複数のレポート を生成するには、 以下の手順を実行します。

1 345 ページの 「SAP サービス  レポート をインス トールするには」 で説明した、 インス トー

ルおよび設定の手順が終了しているこ とを確認します。

2 Reporter GUI を使用して、 SPI for SAP レポートのデータ収集をスケジューリ ングするに

は、 以下のメニュー オプシ ョ ンを使用します。 

[Reporter 管理 > スケジュール > Gather]

右のペインで、 表示、 または変更したいスケジュールのジ ョブを選択し右ク リ ッ ク します。
現在までのすべてのデータが、 表示されたホス トに含まれているこ とを確認するには、 [ス

ケジュール エントリの編集 ] ウ ィンド ウの [パラメータ ] ボッ クスでホス ト名の前に -h オ
プシ ョ ンを使用します。

図 37 レポートのデータ収集の設定

3 Reporter GUI の以下のオプシ ョ ンを使って SPI for SAP レポートの生成を開始します。 

[ 実行 > 実行 > レポートの作成 ]

SPI for SAP レポートの表示

SPI for SAP レポート を表示するには

1 まず、 レポートの生成が成功しているこ とを確認して ください。 レポートの生成の詳細は、
345 ページの 「SAP サービス  レポート をインス トールするには」 を参照して ください。

2 WEB ブラウザを開きます。

3 以下の文字列をアドレス  バーに入力します。

http://<machine.name.com>/HPOV_reports/reports.htm

SAP と  SPI for SAP のパフォーマンス  データ  ソース  (HP Software Embedded 
Performance Component および HP Performance Agent) での時間の扱い方が違う

ため、 データ収集のスケジューリ ングを真夜中 (00:00) と午前 2 時 (02:00) の間に開

始するのは避けてください。354 ページの図 37 のよ うに、 02:00 以降にデータ収集を

実行して ください。

レポートに必要なすべての最新のデータがあるのか確認するため、 データ収集のプ
ロセスには多少時間がかかる場合があ り ます。
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4 表示されたさまざまなレポート をナビゲート し、 よ り詳し く調べます。

SPI for SAP レポート  メ ト リ ッ ク

この項では、 SAP R/3 および SAP ITS 6.20 に対するレポートで使用される メ ト リ ッ クを リ ス ト

します。 このメ ト リ ッ クは SPI for SAP Reporter Package の一部と してインス トールされます。

以下の項でリ ス ト される メ ト リ ッ クの詳細は、 213 ページの 「SPI for SAP のパフォーマンス  モ
ニタ」 を参照して ください。 SPI for SAP レポートの詳細は、 347 ページの 「SPI for SAP のサー

ビス  レポート 」 を参照して ください。 

SAP NetWeaver レポート  メ ト リ ッ ク

この項の情報は、 SPI for SAP に対するパフォーマンス関連レポートの準備に使用されるデータ

の収集に、 どのパフォーマンス  メ ト リ ッ クが使用されるかを示します。 パフォーマンス  メ ト

リ ッ クの名前は、 しばしば ( ただし常にではなく )、 そのパフォーマンス  データを収集するモニ

タの名前と同じであるこ とに注意して ください。 たとえば、 SPI for SAP パフォーマンス  モニタ  
DBINFO_PERF はメ ト リ ッ ク  リ ス ト  DBINFO_PERF を使用し、 パフォーマンス  モニタ  
USER_PERF はメ ト リ ッ ク  リ ス ト  SAP_USER_PERF を使用します。

 表 92 に、 SPI for SAP 利用できる メ ト リ ッ クを リ ス ト し、 そのメ ト リ ッ クを使用するパフォー

マンス  モニタを示します。 

表 92 SPI for SAP パフォーマンス レポート  メ ト リ ッ ク

レポート  メ ト リ ッ ク名 参照モニタ 説明

DBINFO_PERF 「DBINFO_PERF」 データベース  パフォーマンス分析値

を収集します。

DOCSTAT_PERF 「DOCSTAT_PERF」 最近 1 時間の数量構成統計情報 ( 伝票

量 ) を収集します。

EP_PERF 「EP_PERF」 SAP Enterprise Portal のステータス

およびパフォーマンスを監視します。

JOBREP_PERF 「ICMSTAT_PERF」 状態 (scheduled、 running など ) ごと

のジ ョブ数を数えます。

SAPBUFFER_PERF 「SAPBUFFER_PERF」 SAP インスタンスの SAP メモ リ  バッ

ファの使用状況についての値を返しま
す。

SAPMEMORY_PERF 「SAPMEMORY_PERF」 SAP インスタンスの SAP ユーザーに

よる  SAP メモ リの使用状況を返しま

す。

SAP_ICMSTAT_PERF 「ICMSTAT_PERF」 SAP Internet Communication 
Manager のステータスおよびパ

フォーマンスを監視します。

SAP_STATRECS_PERF 「STATRECS_PERF」 定義された ト ランザクシ ョ ンの応答 / 
実時間を返します。

SAP_SYSUP_PERF 「SYSUP_PERF」 SAP NetWeaver インスタンスのス

テータスを表示します。
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SAP ITS 6.20 レポート  メ ト リ ッ ク

SPI for SAP ITS 6.20 モニタ  に対するパフォーマンス関連レポートの準備に使用されるデータの

収集に、 どのパフォーマンス  メ ト リ ッ クが使用されるかを以下に示します。

• SAP_ITS

データ  ソース 「R3ITS_DATA」 を使用して、 指定された ITS 6.20 インスタンスに関する

データを収集します。 

• SAP_ITS_AVAILABILITY

データ  ソース 「gatherSAPITS」 を使用して、 指定された ITS 6.20 インスタンスに関する

データを収集します。 

図 38 SAP ITS 6.20 レポート  メ ト リ ッ ク

SAP_USER_PERF 「USER_PERF」 指定された SAP アプリ ケーシ ョ ン 
サーバーに対する、 SAP ク ラ イアン

ト ごとのユーザーとユーザー セッ

シ ョ ンの数を監視します。

SAP_WLSUM_PERF 「WLSUM_PERF」 パフォーマンス  ワーク ロードの統計

情報を収集します。

SPOOL_PERF 「SPOOL_PERF」 さまざまな状態にあるスプール要求数
を数えます。

UPDATE_PERF 「UPDATE_PERF」 更新プロセスの個数

WP_PERF 「WP_PERF」 ある  SAP アプリ ケーシ ョ ン サーバー

に関する  SAP ク ラ イアン ト ごとの

ユーザー / セッシ ョ ンの数。

表 92 SPI for SAP パフォーマンス レポート  メ ト リ ッ ク  ( 続き )

レポート  メ ト リ ッ ク名 参照モニタ 説明
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SPI for SAP のレポートの削除

SPI for SAP レポートおよび HP Reporter との統合を完全に削除するには、 この項で説明する手

順を正しい順序で実行する必要があ り ます。 この項では、 以下の ト ピッ クについて説明します。

• 357 ページの 「HP Reporter スナップイン パッケージを削除するには」

• 357 ページの 「Reporter システムから  SPI for SAP を削除するには」

HP Reporter スナップイン パッケージを削除するには

以下の手順を使用する と、 HP Reporter の SPI for SAP スナップイン パッケージを HP 
Reporter システムからすばやく簡単に削除できます。

1 Reporter で次のよ うに選択します。

[ ファイル > 構成 > レポートパッケージ ]

2 [ レポートパッケージの構成 ] ウ ィ ンド ウの右ペインに配置されている  [ インス トール済み

パッケージ ] ウ ィンド ウから次のファイルを選択します

• SPI for SAP - ITS Reports

• SPI for SAP

3 [レポート パッケージの構成 ] ウ ィンド ウの左ペインにある  [利用可能なパッケージ ] ウ ィ

ンド ウの左矢印ボタン [<-] をク リ ッ ク します。

4 [OK] をク リ ッ ク して完了します。

Reporter システムから  SPI for SAP を削除するには

HP Reporter システムから  SPI for SAP のバイナリ  ファ イルを削除するには、 システム管理者

と して、 HP Reporter システムで以下の手順を実行する必要があ り ます。

1 HP Reporter システムに移動します。

2 DVD ド ラ イブに HP Operations SMart Plug-in DVD を挿入します。

3 プログラムの削除を選択します。

4 画面の指示に従って、 SAP SPI の下の Reports を選択します。

5 画面上の指示に従って、 削除処理を完了します。
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11 SPI for SAP のト ラブルシューテ ィング
この項では、 SPI for SAP を使って作業する際に遭遇する問題の解決に役立つ情報を記述しま

す。

この項の内容

この項では、 日常 SPI for SAP を運用している際に遭遇する問題の解決に役立つ情報を記述しま

す。 以下のト ピッ クに関する情報が含まれています。

• 359 ページの 「問題の特性」

• 360 ページの 「問題を特定する手順」

• 364 ページの 「SPI for SAP の一般的な問題」

問題の特性

問題に遭遇した場合は、 すべての関連情報を メモに記録します。 これらの情報は、 問題分析の次

の手順に進んだと きに役立ちます。 あるいは外部サポートが必要な場合に、 サービス担当者から
問題を説明するこ とを要求された場合に役立ちます。

• 分析

何を変更したか : ネッ ト ワークまたは製品の設定を変更したか調べます。

— ハードウェア

— ソフ ト ウェア ( オペレーティング システム、 HP Operations Manager (HPOM)、 SAP 
パッチを含む )

— ファ イル

— セキュ リ ティ  ( ファ イル パーミ ッシ ョ ン )

— ネーム サービス

— 使用法

— どのよ うな状況で問題が発生する  ( または、 発生した )

• 期間

期間と頻度 : 問題は永続的 ( 毎回発生 )、 または間欠的 ( 時々発生 )
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問題を特定する手順

この項では、 メモに書き とめた症状の原因となっている、 問題の根本原因を特定するために使用
する手順を説明します。 遭遇する問題に対してこれらの手順がすべて必要になるわけではあ り ま

せん。 問題によっては、 特定のシステム コンポーネン トに起因するこ とが簡単にわかる場合も

あ り ます。 ただし、 大部分の問題では、 以下の 1 つ以上の項目を確認する必要があ り ます。

• HP Operations エージェン ト と  HP Operations 管理サーバーのインス トール対象 ( パッチを

含む )

• SPI for SAP のインス トール対象

• 管理対象ノードに配布されている メ ッセージ ソース  テンプレート

• 管理対象ノードの SPI for SAP モニタの操作 

• SAP フロン トエンドへの SPI for SAP のアクセス

インストールされている HPOM エージェン トの確認

以下の項目をチェ ッ クする必要があ り ます。 

• 管理対象ノード と管理サーバーの両方にインス トールされている  HP Operations エージェン

ト

• インス トールされている  HP Operations エージェン トのバージ ョ ン

管理対象ノードや HP Operations 管理サーバーにインス トールされている  HP Operations エー

ジェン ト を調べるには、 コマンド行で HTTPS エージェン トに対して以下のコマンドを実行しま

す。

ovdeploy -inv

出力には、 コマンドを実行した管理対象ノードや HP Operations 管理サーバーにインス トール

されている  HP Operations エージェン トのバージ ョ ンが表示されます。

インストールされている HPOM サーバーの確認

HP Operations 管理サーバーにインス トールされているサーバー コンポーネン ト を調べるには、

コマンド行でその HTTPS エージェン トに対して以下のコマンドを実行します。

• ovdeploy -inv

• opcsv -version

出力には、 管理サーバーにインス トールされている  HPOM サーバー コンポーネン トのバージ ョ

ンが表示されます。

インストールされているパッチの確認

最新の HPOM パッチがインス トールされているかを調べるには、 コマンド行で以下のコマンド

を実行します。

swlist

出力には、 パッチ番号が表示されます。 パッチが管理対象ノードに配布されているこ とを確認す

るには、 以下の項目を調べる必要があ り ます。

• パッチに関連する  HPOM のバージ ョ ン
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• 管理対象ノードの HPOM 実行プログラムのバージ ョ ン

UNIX オペレーティング システムでインス トールされている管理対象ノードの実行プログラム

のバージ ョ ンを調べるには、 次のよ うに、 what コマンドを実行します。

what opcgt

出力には、 バージ ョ ン番号が含まれます。 

Microsoft Windows ノードの実行プログラムのバージ ョ ンを調べるには、 Windows Explorer で
実行プログラムを選択して右ク リ ッ ク し、 コンテキス ト  メニューから [プロパティ] を選択して 
[バージョン ] タブをク リ ッ ク します。 

最新のパッチに関する情報は、 以下のソフ ト ウェアサポート  オンラインに用意されています。

http://www.hp.com/go/hpsoftwaresupport

パッチが管理対象ノードに配布されているこ とを確認するには、 以下の詳細情報を調べます。

• パッチと共に配布された HPOM コンポーネン トのバージ ョ ン ( パッチ テキス トに含まれて

います )

• 管理対象ノードの HPOM 実行プログラムのバージ ョ ン。 ovdeploy -inv コマンドの出力

を調べます。

インストールされた SPI for SAP のテス ト

r3itogui と  SPI for SAP モニタのバージ ョ ンを調べる と、HPOM 管理サーバーや管理対象ノー

ドにインス トールされている  SPI for SAP のバージ ョ ンがわかり ます。 特定のシステムにインス

トールされている  r3itogui と  SPI for SAP モニタのバージ ョ ンを調べるには、 以下のコマンド

を実行します。

what /opt/OV/lbin/sapspi/r3itogui

what /var/opt/OV/bin/OpC/monitor/r3mon*

これらのコマンドの出力に、 SPI for SAP のバージ ョ ンが含まれます。 例 :

配布されているテンプレートの確認

管理対象ノードに配布されている メ ッセージ ソース  テンプレートや、 それらのテンプレートに

設定されているパラ メータ  ( たとえば、 ポーリ ング周期 ) を調べるこ とができます。 これらの情

報を取得するには、 以下のコマンドを実行します。

/opt/OV/bin/OpC/utils/opcdcode /var/opt/OV/conf/OpC/monitor

/opt/OV/lbin/sapspi/r3itogui:
abcglob %u.%u
HP Open View SMART Plug-In for SAP Mon Oct 312:30:21 METDST 2004
HP Open View SMART Plug-In for SAP Rev. #.# Serie 700/800 HP-UX 11.X
alxxsnmp.c 20.7 SAP 04/07/08
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ノードで検出された各テンプレートに対して表示される情報の例を以下に示します。

HP-UX ノードでのモニタ実行状況の確認

モニタが正常に動作しているこ とを確認するには、 ト レースを有効にして、 コマンド行からモニ
タを起動し、 生成される ト レース  ファ イルを調べます。 

ト レースを有効にするには、 <monitor>.cfg ファ イルの TraceLevel の行を適切に設定します。 
モニタを起動すれば、 ト レース  ファ イルを表示できます。 ト レース  ファ イルの場所については、

38 ページの 「TraceFile」 を参照して ください。

リモート関数呼び出し  (RFC) を使用しているモニタの ト レースについての追加情報は、

dev_rfc ファ イルを調べれば取得できます。

dev_rfc ファ イルには、 RFC 接続の確立、 RFC 受信データと RFC 送信データ、 RFC 例外につ

いての ト レース情報が含まれます。 r3monpro、 r3mondev、 r3mondisp以外のモニタは、 すべて 
RFC を使っています。

以下のモニタには、 追加機能が用意されています。 これを使う と、 モニタ設定ファ イルで定義さ
れている監視条件を確認できます。

• プロセス  モニタ  r3monpro

• バッチ ジ ョブ モニタ  r3monjob

これらのモニタでは、 以下のよ うに、 モニタの起動コマンドに -parser スイ ッチを追加できま

す。

/var/opt/OV/bin/OpC/monitor/<monitor> -trace 1 -parser
設定が無効であるこ とが検出された場合には、 メ ッセージ ブラウザに危険域メ ッセージが送信

されます。 それ以外の場合には、 メ ッセージは送信されません。

SPI for SAP モニタの設定についての詳細は、 19 ページの 「SPI for SAP モニタのカスタマイ

ズ」 を参照して ください。

SAP フロン トエンドへの SPI for SAP のアクセスの確認

SPI for SAP には、 SAP NetWeaver オンライン セッシ ョ ンを開始するための複数のアプ リ ケー

シ ョ ンとオペレータが起動するアクシ ョ ンが含まれています。 図 39 に、 HPOM デスク ト ップか

ら行われる  SAP フロン トエンドへの接続方法を示します。 

Monitor "r3monjob"
DESCRIPTION "Monitoring of SAP R/3 batch jobs"
INTERVAL "15m"
MONPROG "r3monpro"
MAXTHRESHOLD
GEN_BELOW_RESET
THRESHOLD 0750000
RESET 0.250000
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図 39 SPI for SAP SAP フロン トエンドへの接続

sapgui ユーティ リ ティ と  r3selgui ユーティ リ ティを ト レースを有効にして起動する と、 特定

のインスタンスに対する  SAP NetWeaver フロン ト  エンドの接続をテス トできます。 そのために

は、 管理サーバーのコマンド行で、 以下のコマンドを実行します。

export DISPLAY =<hostname>:0.0
/opt/OV/lbin/sapspi/sapgui/sapgui -host<hostname> -nr ¥
<SAP_instance_number>
/opt/OV/lbin/sapspi/r3selgui -exefile /opt/OV/lbin/sapspi/r3itogui -host 
<hostname> -trace 1

ト レースの結果を表示するには、 以下のコマンドを実行します。

more dev_rfc

その結果、 rfc_dev ファ イルが表示されます。 そこには、 RFC 接続の確立、 RFC 受信データ と

RFC 送信データ、 RFC 例外についての ト レース情報が含まれます。

図 40 に、 HPOM と  SAP NetWeaver 間の通信プロセスの各ステージを示します。

図 40 HP Operations Manager と  SAP 間のメ ッセージ フロー
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表 93 に、 通信プロセスの各ステージで発生する可能性がある問題と、 その原因を調べる方法を

示します。

SPI for SAP の一般的な問題

SPI for SAP 関連の問題は、 以下のカテゴ リの 1 つに分類するこ とができます。

• 365 ページの 「SPI 製品をインス トールできない」

表 93 通信の問題と確認方法

ステージ 問題 確認方法

1, 2, 3 管理対象ノードのパーミ ッシ ョ ンの
問題

管理対象ノードでアクシ ョ ン エー

ジェン ト  opcacta が動作していな

い

ユーザー opc_op で管理対象ノードに 
rlogin し、 SAP R/3 フロント エンド アプ

リ ケーシ ョ ンの手動での起動を試みます。

次のコマンドを実行します。

opcagt -status

4, 5, 6 次のディレク ト リ構造に読み取り
パーミ ッシ ョ ンが設定されていない 
/usr/sap

管理対象ノードにログオンします。
su opc_op
次のコマンドを実行します。
find /usr/sap -print
読み取りパーミ ッシ ョ ンが原因だった場合
は、 「Cannot Open」 が表示されます。

7, 8, 9 HP Operations のエージェン ト また

はサーバーが動作していない

通信の問題

管理サーバーと管理対象ノードで、 次のコマ
ンドを実行します。
opcagt -status

管理サーバーで、 次のコマンドを実行しま
す。
opcsv -status

管理対象ノード と管理サーバーで HPOM の
ト レース  モードを有効にします。

10, 11, 
12

opcmsg から送信されたメ ッセージ

が r3frstart のメ ッセージ条件と

一致しない

opcmsg テンプレート内の r3frstart 条件の存

在と順序をチェッ ク します。

選択した SAP システムを確認した後、 メ ッ

セージ ブラウザ内にメ ッセージが表示されて

いるか調べます。

メ ッセージの詳細情報で、 自動アクシ ョ ンの
ステータスを調べます。 

13, 14 管理サーバーで HP Operations 
エージェン トが動作していない

シェル スク リプ ト  opcsapstart を
起動できない

管理サーバーで、 次のコマンドを実行しま
す。
opcagt -status

管理サーバーで、 次のコマンドを実行しま
す。
/opt/OV/lbin/sapspi/sapgui/¥
opcsapstart <hostname>¥
<instance_number> <SID>
364 第 11 章



• 365 ページの 「SPI for SAP ソフ ト ウェアの Microsoft Windows ノードへの配布が異常終了

する」

• 365 ページの 「設定ファイルを編集できない」

• 365 ページの 「特定のノードで、 SAP NetWeaver のサービス検出が失敗する」

• 「SAP システムの稼動状態 / 停止状態が正し く報告されない」

• 367 ページの 「メ ッセージ ブラウザで HPOM メ ッセージが重複している」

• 367 ページの 「パフォーマンス  モニタで同期が乱れる」

• 368 ページの 「パフォーマンス  モニタが動作しない」

• 368 ページの 「ワーク  プロセス  モニタ  (r3monwpa) が rfc 例外で終了する」

• 368 ページの 「Windows ノードへのアクシ ョ ン、 モニタ、 コマンドの配布」

SPI 製品をインストールできない

• インス トールできない管理サーバー コンポーネン ト または管理対象ノード  コンポーネン ト

を調べます。

• 管理サーバーと管理対象ノードで、 インス トールの前提条件を満たしているか調べます。 
『HP Operations Smart Plug-in for SAP インス トール ガイ ド』 を参照して ください。

• インス トール手順を正し く実行したこ とを確認します。 『HP Operations Smart Plug-in for 
SAP インス トール ガイ ド』 を参照して ください。

• 管理サーバーと管理対象ノードに製品をインス トール済みであるこ とを確認します。

SPI for SAP ソフ トウェアの Microsoft Windows ノードへの配布が異常終了す

る

以下のディ レク ト リの共有違反が原因です。 

¥usr¥OV¥bin¥OpC¥intel¥monitor¥cmds

ノードで他のプロセスがこのディ レク ト リ を使わないよ うにします。 そのためには、 SPI for 
SAP ソフ ト ウェアの配布先の管理対象ノードで、 Microsoft Windows Explorer と コマンド  シェ

ルを閉じます。

設定ファイルを編集できない

[SAP R/3 Admin] または [SAP R/3 Admin Local] グループ内のアプリ ケーシ ョ ンの 1 つを

使って設定ファ イルの編集を試みる と きにエラーメ ッセージが表示されるのは、 管理サーバーと
管理対象ノードに SPI for SAP ソフ ト ウェア コンポーネン トが配布されていない可能性があ り

ます。 『HP Operations Smart Plug-in for SAP インス トール ガイ ド』 を参照して ください。

特定のノードで、 SAP NetWeaver のサービス検出が失敗する

[R/3 サービス検出 ] アプリ ケーシ ョ ンが特定のホス トについての情報の収集に失敗するのは、

ホス トが SPI for SAP のサービス  ツ リーに含まれていないこ とが原因です。 ただし、 次の手順を

使う と、 収集できなかった情報を手動で取得し、 SapSpiServices ファ イルを作成できます。 

1 SapSpiServiceDiscovery ファ イル内にサービス検出情報が欠落している各 SAP 管理対象

ノードでは、 管理対象ノードにログインして、 次のよ うにコマンドを入力します。
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/var/opt/OV/bin/OpC/cmds/r3sd

r3sd コマンドは、 出力を  stdout に書き出します。 結果は、 「r3sd コマンドの出力例」 の例

のよ うにな り ます。

r3sd コマンドの出力例

{
[R3Instance]
Hostname=sapper
HostnameGUID=
SystemName=AST
InstanceName=DVEBMGS00
Number=0
Release=40B
DBName=AST
DBHostname=sapper
Process=Dialog
Process=Update
Process=Enqueue
Process=Batch
Process=Message
Process=Gateway
Process=Spool
}

2 R3 サービス検出 コマンドで自動的に検出されなかった 各 管理対象ノードについて、 HP 
Operations 管理サーバーの以下のファイルに r3sd コマンドの出力を ( 中括弧 {} を含めたま

ま ) コピーします。 

var/opt/OV/tmp/SapSpiServiceDiscovery

3 HP Operations 管理サーバーで、 以下のよ うにコマンドを実行します。 

/opt/OV/lbin/sapspi/r3sm -file ¥ 
/var/opt/OV/tmp/SapSpiServiceDiscovery

プログラムが正常終了したら、 SPI for SAP サービス  ツ リーを含む以下のファイルが r3sm 
によって作成されるので、 341 ページの 「サービス設定ファイルを HPOM にアップロード

する」 で説明しているよ うに、 HPOM へアップロードできます。

/var/opt/OV/tmp/SapSpiServices

SAP システムの稼動状態 / 停止状態が正し く報告されない

この問題の症状は、 r3monsap モニタを実行するたびに、 r3monup.his ファ イルにアクセスでき

ないこ とを報告する メ ッセージがメ ッセージ ブラウザに表示されるこ とです。 r3moncol アラー

ト収集モニタを初めて実行したと きに表示されるこのメ ッセージは正常で、 モニタを初めて実行
したと きにファ イルが作成されます。 

メ ッセージの表示が継続するよ うであれば、 モニタが SAP NetWeaver システムへのログオンに

失敗しているこ とを意味しています。 環境設定ファイル r3itosap.cfg を調べて、 ログオン情報

が正し くセッ ト アップされているか確認する必要があ り ます。 

SPI for SAP が r3status モニタを使って SAP NetWeaver のステータスをチェッ クするよ うに

なったこ とに注意して ください。 r3status モニタは、 以下の状態を判別できます。

• ホス トは到達不能

• ホス トは到達可能だが、 そこにある  SAP システムは使用不能
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• ホス トは到達可能で、 そこにある  SAP システムは使用可能だが、 指定された SAP ユーザー

がログインできない

Unix システム上の SAP インスタンスのステータスの判定時の SPI for SAP のも う  1 つの問題

は、 RFC コールがしばしばハングし、 その結果、 情報を返すのに失敗するこ とです。 原因の 1 つ
は、 SAP ラ イブラ リにバグがあるこ とです。 SAP GUI が、 r3status モニタがステータスの

チェ ッ クを試みている  SAP システムに接続できない場合は、 単純に、 RFC コールがハングして

いる可能性があ り ます。 

r3status モニタは、 SAP インスタンスのステータスを誤って報告するこ と もあ り ます。 つま

り、 SAP インスタンスが実際には稼働中で使用可能であるにもかかわらず、 停止状態である と

報告します。 この問題は、 多くの場合に、 ping コマンドが原因です。 ping コマンドが問題の原

因であるこ とを確認するには、 r3status モニタのレベル 3 の ト レースを有効にして 
r3status.log ファ イル内の ト レース出力に異常な ping エン ト リ  ( たとえば、 ping コマンドが

送信した、 および受信したパケッ ト数が不一致 ) がないか調べます。

メ ッセージ ブラウザで HPOM メ ッセージが重複している

標準の HPOM opcmsg テンプレートで SAP 関連のメ ッセージを抑止していないと します。 SPI 
for SAP は独自の opcmsg テンプレート を持っており、 そのテンプレートは標準の opcmsg テン

プレート と共に管理対象ノードにインス トールされます。 標準テンプレートで SAP 関連のメ ッ

セージを抑止していない場合は、 両方のテンプレートで特定の条件が報告されます。 『HP 
Operations Smart Plug-in for SAP インス トール ガイ ド』 を参照して ください。

パフォーマンス モニタで同期が乱れる

パフォーマンス  モニタが、 予定されているすべてのタスクをモニタの次の実行までに完了でき

ない場合、 同期化の問題が発生します。 スケジューラの同期化の問題を解決するには、 以下の操
作を実行します。 

1 ポーリ ング間隔のチェッ ク

r3perfagent.cfg ファ イルで、 個々の r3perfagent モニタのポーリ ング間隔が小さすぎる

値に変更されていないかど うかを確認します。 個々のモニタのポーリ ング間隔は 
r3perfagent.cfg ファ イルの 「Polling Interval」 列で定義できます。 詳細については、

206 ページの 「パフォーマンス  モニタ  スケジューラ」 を参照して ください。

2 リ モートモニタを無効にする

r3perfagent パフォーマンス  モニタのリモート  モニタが有効になっている場合、 ネッ ト

ワークの問題が発生する と、 リモート  サーバーからの情報の要求に対する応答に時間がかか

り ます。 しばら くの間リモート  モニタを無効にしてみて、 これが r3perfagent パフォーマ

ンス  モニタの問題の原因かど うかを調べます。 このテス トは、 1 つの単独のリモート  ホス

ト、 またはすべてのリモート  ホス ト  ( 複数あれば ) について行ってみてください。 SPI for 
SAP パフォーマンス  モニタを使用した リモートモニタの詳細は、 205 ページの 「リモート  
パフォーマンス監視」 を参照して ください。

ステータス  モニタ  r3status は、 監視中の SAP インスタンスが 60 秒以内に応答しないと 「使

用不能」 と判断します。 ただし、 SAP からの応答がないのは、 利用可能なダイアログ ワークプ

ロセスがすべて割り当て済み、 または利用可能な SAP ゲート ウェイ接続がすべてビジーなど、

システムがダウンしている以外の問題が原因である可能性があ り ます。
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パフォーマンス モニタが動作しない

SPI for SAP が SAP へのログインに使用する  SAP ユーザー名 / パスワードを変更する場合は、

この変更が r3itosap.cfg ファ イルに反映されているかど うか、 また、 r3itosap.cfg 内の情報

を使用する  SPI for SAP のコンポーネン トが、 この変更を認識できるよ うに再起動されているか

ど うかを確認する必要があ り ます。

これは、 SPI for SAP の SAP/Performance サブエージェン トには特に重要です。 これは 
r3itosap.cfg 内の SAP ログイン情報を起動時の 1 回だけしか読み込まず、 SAP にログインで

きない場合は起動しないためです。 また、 SAP には、 あるユーザーが一定の回数ログインを試行

して失敗した場合に、 それ以降そのユーザーのログインを禁止するセキュ リ テ ィ機構があ り ま
す。 詳細については、 211 ページの 「SAP/Performance サブエージェン トの管理」 を参照して く

ださい。

ワーク  プロセス モニタ  (r3monwpa) が rfc 例外で終了する

アラート  タイプ WP_CHECK_CONFIGURED は、 ワーク  プロセス  モニタ  r3monwpa に対し

て、 実際に動作中のワーク  プロセスの数と、 現在の操作モードで設定されているワーク  プロセ

スの数を比較するこ とを指示します。 操作モードが設定されていないと、 ワーク  プロセス  モニ

タは rfc 例外で終了します。 

この rfc 例外が発生した場合は、 r3monwpa にアラート  タイプ "WP_CHECK_CONFIGURED" 
を設定した SAP 環境内の各アプ リ ケーシ ョ ン サーバーで、 操作モードが正し く設定されている

か調べてください。

操作モードの設定を調べるには、 以下の手順を実行します。

1 問題の SAP システムに接続します。

2 ト ランザクシ ョ ン "rz03" を起動します。

3 "F7" を押して、 設定済みの操作モードで不整合がないか調べます。

4 アプリ ケーシ ョ ン サーバーの操作モードで不整合がある場合は、 そのアプ リケーシ ョ ン 
サーバーではアラート  タイプ WP_CHECK_CONFIGURED を無効にします。

Windows ノードへのアクシ ョ ン、 モニタ、 コマンドの配布

Windows ノードへアクシ ョ ン、 モニタ、 コマンドを配布する と、 メ ッセージ ブラウザに以下の

メ ッセージが表示されるこ とがあ り ます。

「ファイル名の重複が検出されました」

このメ ッセージが表示されるのは、 アクシ ョ ン、 モニタ、 コマンドの配布中に、 ノードにファ イ
ルが 2 回コピーされた場合です。
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